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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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──Are you known ?









　　一章　次なる流る転てん










１







　轟ごう々ごうと風が吹ふいていた。


　高こう所しよである。天てんが近く、地が遠い。大地より針はり山やまの如ごとく隆りゆう起きする山々が、荘そう厳ごんな天然の神しん殿でんを形作っている。


　頭上では重たげな雲が幾いく層そうにも重なり、生物のように練ねり動いていた。白い雲。灰色の雲。黒い雲。日差しを浴あびた雲は、まるで燃え上がるかのように黄金色に輝かがやいている。わずかな雲間からは陽光が差していたが、雲の下はほのかに明るいのみで太陽から隠かくされていた。


　それが、思し念ねんによって操そう作さされた結果だなどと、いったい誰だれが思うだろうか。


　雲うん海かいを操あやつる者は、天と地の真まん中なかにいた。


　周しゆう囲いより一ひと際きわ高たかい、岩山の突とつ端たんである。


　彼は、風ふう化かし襤ぼ褸ろと化した衣ころもをまとい、人の背ほどある岩がん石せきの上に胡座あぐらを組んでいた。衣の裾すそと長い蓬ほう髪はつが、自じ在ざいに風と戯たわむれている。顔は髪かみで半なかば隠れているが、わずかにのぞいた口元には、あるかなきかの微び笑しようが見え隠れしていた。幾いく星せい霜そうの歳さい月げつをかけて刻きざまれた、石像のような笑えみだ。


　彼の周囲には、複数の人ひと影かげがあった。人影は、二つの例外を残し、すべて彼に向かい平へい伏ふくしていた。


　人にあらざる牙きばを持ち、太陽ではなく月と共に生きる夜の子ら。この場に集つどう多くは、彼の擁ようする一族の者どもだ。だが、他の血族より遣つかわされた者も少なくない。


　北方の『氷ひよう牙が』と『智ち眼がん』。西方の『典てん司し』と『舞まい姫ひめ』、『老ろう牙が』。他にも、『黒こく母ぼ』に『八はつ手しゆ』、『創そう泉せん』に『冥めい主しゆ』、『闇あん牙が』などの古ふるき血に連つらなる者。また、『月げつ匠しよう』や『聖せい槍そう』、『狼ろう王おう』や『義ぎ士し』といった若き血を継つぐ者も見える。他にも、数かず多おおく。


　遣わされた者たちは、いずれも血けつ統とうの祖そが直じき々じきに寄よ越こした、名の知れた実力者たちばかりだ。というより、血統の祖自身の分身と言えるかもしれない。彼らの本質は肉体ではなく、その『血』にある。『血』を受け継ぐ者はすべて、同一の存在なのだ。


　いま、あまねく月げつ下かに生まれし黒き血のほとんどが、彼の許もとに集つどっていた。


　そして、彼の座ざした岩の傍かたわらに、しっかりと立つ、二つの人影。


　ひとつは子供である。


　まだ十にも届とどきそうにない、幼おさない少年。良く陽ひに焼けた褐かつ色しよくの肌はだをし、癖くせの強い黒髪をしている。粗そ末まつな衣い服ふくの上に獰どう猛もうな虎とらの毛皮を巻いて、悠ゆう然ぜんとしていた。また、大人たちが身を強こわ張ばらせて額ぬかずく中、岩の上に座す彼を、半眼になってにらんでいた。


　いかにもきかん気が強そうな目つきだが、それ以上に、息を呑のむほど魅み惑わく的てきな瞳ひとみだ。この世のどんな宝石よりも美しい真しん紅くの瞳をしているのである。


　そして、残る人影は青年だった。


　線の細い、美び貌ぼうの青年である。豊かに波打つ長い髪は、黄金の絹きぬ糸いとを束たばねたようで、白い肌はだは、研けん磨まされた大だい理り石せきのようだ。飾かざらない健すこやかさを持っており、しなやかで張りのある体たい軀くが、若い牡お鹿じかを連れん想そうさせる。簡かん素そな装よそおいにもかかわらず、岩に座す彼に劣おとらぬ、不思議な風ふう格かくを漂ただよわせていた。


　青年は岩のすぐ下に立ち、深みのある青い瞳で彼を見上げていた。愛あい嬌きようのある整ととのった顔つきだ。しかし、いま青年の瞳に浮うかぶのは、親しん愛あいの念ねんと悲ひ哀あいの情じよう、そしてそれらを内ない包ほうした達たつ観かんである。


　青年は──そして、他の者たちも──ここに、「別れ」に来たのだ。


「……本当に、決めちゃったんだね」


　青年がゆっくりと確かく認にんすると、問とわれた彼は静かに頷うなずいた。表情は変わらない。髪の下にのぞく微笑は、微び動どうだにしなかった。


「ふんっ。結けつ局きよく勝かち逃にげか？　ズリーの」


「こらっ。アスラちゃん」


　悪あく態たいを吐ついた──というより、膨ふくれ面つらでぶうたれた少年を、青年が困こまった顔でたしなめた。真紅の瞳の少年は、膨れ面のまま、ぷい、と顔を背そむける。唇くちびるが尖とがっている。拗すねているのだ。


　結局勝負で一度も勝てなかった悔くやしさがあり、同時に、自みずからの力を正面から受け止めてくれる存在との別れを寂さびしがってもいる。それを、子供らしく隠かくしているのである。


　もっとも、周囲で傅かしずく大人たちは、気が気ではなかったろう。呼吸するように雲海を操る彼らの主あるじには敵かなわぬまでも、少年がその気になれば、見み渡わたす限りの絶ぜつ景けいを地じ獄ごくの荒こう野やに変えてしまうこととて可能なのだ。


　岩に座す彼は、そんな少年と青年のやり取りを、静かに見下ろしていた。


「時が、来た」


　穏おだやかに、声を発する。


　少年と青年が、あらためて彼を見上げた。彼は小さく頷いた。


「前へ」


　呼ばれたのは十二の人影。彼から直じき々じきに血を授さずかった者たちだ。その中から八人が、彼の側そばへと進み出る。これから彼の魂たましいを受け入れ『器うつわ』となる者たちだった。


　八人の表情には、選えらばれた誇ほこりこそあれ、悲ひ壮そう感かんなどはうかがえない。彼らは、犠ぎ牲せいになる訳ではないからだ。彼らの種しゆ族ぞくにとって、『血』を同じくする血族は、個こにして全ぜん、全にして個なのである。その真しん理りを、彼らはすでに体たい得とくしている。


「ちぇ」


　と、八人を見て少年が、つまらなそうに舌した打うちした。


「せっかく、いまのままで最さい強きようなのによ。……こいつら全ぜん滅めつしたら、どーすんだよ」


「せぬよ」


　あくまでも泰たい然ぜんと、彼は少年の指し摘てきを否ひ定ていする。


「朕ちんは、いま在あり、先さきに在り、後あとに在る。子が傷つけば癒いやし、失うしなわれれば、また血を授さずけよう。アスラも嘆なげくな。朕は、あらゆる時の中に、同じくして在る。ただその在り方を変えるに過すぎぬ」


「……バーカ。別に嘆いてねーよ」


　むすっとする少年に、彼は変わらぬ微笑を向けている。不ふ意いに風が岩の上を吹き抜ぬけ、彼の前髪をかきあげた。一いつ瞬しゆん見えた顔は、まだ若わか々わかしい。青年といくらも変わらぬほどだ。


　そして彼は、青年へと顔を向け、


「イヴ」


「はい」


「汝なんじとも、長い」


「そうだね。ずいぶん長きつき合いだ。できれば、これからも末すえ永ながくお付き合いしたいと思ってるよ」


「そう、なろう」


「あ、ほんと？　それは嬉うれしいな。でも──ってことは、ぼくの旅はまだまだ続くってことだね。大変、大変」


　大変と言いながらも、青年は気き楽らくに、にっこりと笑った。世界中の祝しゆく福ふくをその身に受けるかのような笑顔は、青年によく似に合あっていた。


「じゃあ、また。いずれ、どこかで」


「うむ」


　二人は視線を──これよりずっとのちに、人間たちが視経侵攻アイ・レイドなどと呼ぶことになる力の交流を──交かわし合い、短い別れの言葉を添そえた。


　岩に座す彼は、彼の種しゆ族ぞくとしてもっとも強大な力と意い志しを得え、もっとも早く種としての限げん界かい点てんに到とう達たつした。彼の血は星のマグマであり、彼の鼓こ動どうは星の大たい気きなのである。その意志は森しん羅ら万ばん象しように迫せまり、その力はすでにして時を超ちよう越えつしている。


　だからこそ、肉体を捨すて、新たな段階へと進むことを余よ儀ぎなくされたのだった。


「──フキ」


　彼がもう一人、名を呼んだ。進み出たのは壮そう年ねんの男だ。他の者と比べると疲ひ労ろうが色いろ濃こく、頑がん健けんな外見に反はんして、か弱い印象を受ける。


　だが、それも当然のことで、フキと呼ばれた男は、この場にいる中で唯ゆい一いつ牙を持たぬ者なのである。


　岩に座す彼は、太陽の子らより遣わされた代表者に、優やさしく労いたわる眼まな差ざしを向けた。


「これより汝なんじに真銀ジエンインを授さずけん。もって朕の骨こつ肉にくを滅めつすべし」


「……畏かしこまりました」


　フキの顔に浮かぶのは激はげしい苦く渋じゆうだ。彼の一族は、遥はるかな昔むかしより目の前に座す彼──牙持つ者たちの偉い大だいな王に仕えてきた。一族が彼より受けた恩おん恵けいは、数えるのも愚おろかしいほどだ。フキにとって、彼に刃やいばを向けるなど、神を殺すに等ひとしい行こう為いなのである。


　だが、これはフキにしか──牙を持たぬ者にしかできないことだった。真銀は、夜の民たみには猛もう毒どくとなる。岩に座す彼が自らを滅するために用意した、黒き血の天てん敵てきなのだ。


　事実、自じ他た共ともに認みとめる太たい平へい楽らくな青年ですら、真銀と聞いて、ぶるっと身体からだを震ふるわせた。


「真銀の剣けん、ねえ。恐こわいなあ。混こん沌とんさんって結構、目的のためには手しゆ段だんを選えらばないよね」


「ほんとだぜ」


　少年も青年に同どう意いした。真銀については、少年も事前に見ている。彼ほどの力の持ち主が思わず顔かお色いろを失うほど凶きよう悪あくな代しろ物ものだった。


　ところが、何を思い至いたったのか、岩に座す彼は、青年をおかしそうに見つめ、


「いや、イヴ。ならば、真しんに恐おそろしきは、そなたの剣士よ」


「え？」


　青年がきょとんとする。一方、青年を当とう惑わくさせた彼は、いよいよおかしそうにくすくす笑い、蓬ほう髪はつの下で両目をそばめた。


「良い。いずれわかる」


　と、青年の青い瞳を突つき通すかのように視線を投げる。


　そして──





「汝もな、結ぶ者。朕と朕の子らは、汝の道程を、楽しく思う」




[image: ]


　告げられた青年は、不ふ意いを突かれて目を丸くした。


　結むすぶ者？　なんのことだろうか？　結ぶって、何と何を？


　青年は聞き返そうとし、しかし突とつ然ぜん、見けん当とう識しきの混こん乱らんに襲おそわれた。


　五感が薄うすれていく。記き憶おくが曖あい昧まいになる。


　ぼくは──わたしは──


　え？　あたしは──
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「……あれ？」


　気が付けば、ずっと身体を包つつんでいた振しん動どうが消えていた。


　周まわりを囲かこむ物音が、急に身み近ぢかに迫せまってくる。同時に、さっきまでリアルに感じていた世界が、急速に遠とお退のいていく。意識が夢から覚かく醒せいするようだ。直ちよつ感かん的てきにそれがなんなのか理り解かいしていたはずの景け色しきが、見み知しらぬ光こう景けいへと変わってしまう。


　この感かん覚かくには覚おぼえがあった。前に……前にもどこかで……


「あ、先せん輩ぱい。起おきました？」


　その馴な染じみの声を聞いて、葛かつら城ぎミミコははっきりと目を覚さました。


　目を開け、周りを見る。目に入るのは、ズラリと並ぶ臙えん脂じ色いろのシート。彼女自身、その中のひとつに身体を預あずけていた。


　旅りよ客かく機きの中だ。すでに着ちやく陸りくしているらしく、客のほとんどはシートから腰こしを上げ、頭ず上じように収しゆう納のうした荷に物もつを降ろし始めていた。


「着つきましたよ。シンガポールです」


「……ああ」


　ミミコが生なま返へん事じをすると、のぞき込んでいた顔が穏おだやかに笑った。


　まだ幼おさなさの残る顔立ちをした少女だ。しかし、大きな試し練れんを乗のり越こえ──いや、まだその渦か中ちゆうにある故ゆえの深みが加わったように思える。団だん子ごにした黒くろ髪かみに、以前はミミコも着ていた制服。後輩の楠くすのきヒバリだ。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　やっぱりお疲つかれみたいですよ」


「……ん。平へい気き。ありがとう、ヒバリちゃん」


　ミミコはシートの上で身じろぎをし、身体を起こした。腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんする。日本との時差じさは一時間だから、ちょうど日付が変わる前だった。


　実は生まれて初めて乗った飛ひ行こう機きだったのだが、七時間の旅もほとんど記憶に残っていなかった。熟じゆく睡すいしていたらしい。余よ程ほど疲れが溜たまっていたのだろう。考えてみれば、ここ数日はろくに睡すい眠みんを取れていなかった。


　つい、自じ嘲ちようする。


　特とつ区くを離はなれて、まだ一日しか経たっていない。あんな経験をしたあとでも、身体と心は眠ねむりを欲ほつしてしまうらしい。それは心しん身しんが健けん康こうな証あかしかもしれないが、張はり詰つめた気持ちが弛ゆるむことが、いまは許ゆるせない気持ちもある。


「おまけにあんな夢……」


　そう口にしかけて、ミミコは唇くちびるを結んだ。黒い瞳ひとみが大きく見開かれた。


　忘わすれたと思った。


　だが、覚えている。細部ではなく、全体の印象を。


　いまとは、空気の密みつ度ども、光の鮮あざやかさも、時間の流れそのものもまるで違ちがう、神しん話わの世界。現げん実じつ離ばなれした光景の中で、確かに生きていた吸血鬼ブラツク・ブラツドたちと、その中心に座す若い男。


　そして彼に話しかけていた、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの──


「先輩、手て首くびどうかしました？」


「え？」


　そう言われて、ミミコは自分が左手の手首を右手で撫なでていたことに気が付いた。肩かたの怪我けがのせいで目立たないが、実は左手首にも傷があり、包ほう帯たいが巻まかれているのである。


　嚙かみ傷きずだ。それも、小さく不ぶ器き用ような。


　あの戦いの最さ中なか、孵ふ化かしかけたコタロウを落ち着けようと、ミミコは彼に血を与あたえた。そのときの傷である。


　ほんのひと口。しかし、コタロウにとっては初めて口にした──


「まさか──」


　さっき見た夢が脳のう裏りを過よぎった。そうだった。あの感覚には、確かに覚えがあったのだ。


「……共きよう鳴めい？


「はい？　先輩？」


「あ、ご、ごめん」


　心配そうにのぞき込むヒバリに、ミミコは慌あわてて首を振ふった。


　席を立ち、乗じよう降こう口ぐちに向かう。特区からは身ひとつで脱だつ出しゆつしてきた。手て荷に物もつは小さなボストンバッグのみだ。だが、周りも似にたようなものだった。この旅客機は『カンパニー』が借り切った便びんで、乗客はすべて特区から脱出してきた『カンパニー』の職しよく員いんたちなのである。そのためか、どの顔も消しよう耗もうが激はげしいように見える。


　だが、黙もく々もくと動く彼らからは、静かに燻くすぶる地ち熱ねつのような感情が感じられた。汚よごれ、疲れ切った顔に、一人残らず「覚かく悟ご」を刻きざんでいる。ミミコの脳のう裏りに、さっき見た光こう景けいが甦よみがえってきた。同じ使命を背せ負おった彼らの姿が、ひとつの血族であるかのように映うつったのだ。『カンパニー』という血に連つらなる、ひとつの生命であるかのように。


　特別便のため、ブリッジを繫つなげるのではなく、タラップから直ちよく接せつ滑かつ走そう路ろに下りるらしい。職員たちに続いて、ミミコはタラップの上に立った。


　頭上に広がる南半球の夜空。少し離はなれてチャンギ国際空港の明かり。湿しつ気けを含ふくんだ熱帯の空気が、むあっと顔に触ふれる。異い国こくのにおいがした。


「ここが、シンガポール……」


　ミミコは頭を巡めぐらせた。


　特区はどちらの方向だろうか。


　それに、大陸の奥おく地ちにあるという、崑こん崙ろんなる地は。


　自みずからが特区から遠く離れたという実じつ感かんが、どうしても薄うすい。ほんの二、三日前まで、自分は特区の小屋で、変わらぬ日常を過ごしていたのだ。隣となりには、ジローがいて。コタロウがいて。世せ話わを焼く吸血鬼たちがいて。


　知らず知らず、ミミコの手が小こ脇わきに抱かかえたボストンバッグに添そえられる。バッグの中身は着き替がえでもなければ、身の回りの品でもない。赤い帽ぼう子しだ。特区で最さい後ごに託たくされた、何よりも大事な帽子である。


　彼女を特区と──かつての特区と結びつけてくれる物は、もうこれだけになってしまった。


　きゅっ、とミミコは唇を結んだ。


　そして、異国の地へ繫つながるタラップを、一段ずつ降おり始めた。





２
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　特区を脱出することに成功した『オーダー・コフィン・カンパニー』の職員たちは、会かい長ちようである尾お根ね崎ざきの指し揮きの下もと、横浜の支し部ぶに集しゆう結けつ。間まを置おかず、チャーター便にてシンガポールに入国を果はたした。


　この間の世界情じよう勢せいをひと言で評ひようするなら「パニック」であろう。『九龍ショック』後初めてとなる吸血鬼たちの大だい規き模ぼな出しゆつ現げん、その結果としての特区の壊かい滅めつは、瞬またたく間に全世界に伝つたわっている。


　主しゆ要よう先せん進しん国こくによる「吸血鬼ブラツク・ブラツド絶ぜつ滅めつ宣せん言げん」が必かならずしも正確でないことは、世界中の人々にとって、すでに暗あん黙もくの了りよう解かいとなっていた。吸血鬼の目撃情報は、宣言ののちも度たび々たびニュースになり、人類の不安を煽あおり続けてきたのである。むしろ人類は、吸血鬼たちの生せい存ぞんを不ふ承しよう不ぶ承しようながら受け入れ、意識の外に追いやって新あらたな日常を構こう築ちくしていたのだ。


　だが、特区を襲おそった惨さん禍かは、彼らが見て見ぬ振りをしてきた夜側の世界を、再び目の前に突つき付つけた。


　当事国である日本を初め、各かつ国こく政せい府ふはこの事じ態たいに、いまだまともな対たい応おうを取ることができずにいた。そもそも、何が起こったのか、正確な情報を得えることすら困こん難なんな状じよう況きようである。正確な情報の不ふ在ざいは、事実に数倍する憶おく測そくとデマを呼ぶ。そして、憶測とデマは、さらに数倍の恐きよう怖ふと恐きよう慌こうを呼ぶ結果となった。十一年前と同じ、負ふの連れん鎖さだ。


『特区インパクト』。


　それが、特区の惨さん劇げきに対し、世界のマスコミが命めい名めいした呼こ称しようである。





　ただし──


『特区インパクト』が世界に与あたえた衝しよう撃げきの中で、『九龍クーロンショック』と決定的に異ことなる点が、ひとつだけ存在した。マスコミが、事件を『ショック』ではなく『インパクト』と称したのも、その相そう違いがもたらした影えい響きようの一いつ端たんと言えるだろう。


　この相違もまた、たったひと言で評することができる。


　すなわち、「葛城ミミコ」である。
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　滑かつ走そう路ろに降り立った旅客機の側そばには、すでに移い動どう用ようのバスが停てい車しやしていた。長なが旅たびを終おえた──いや、いままさに長い長い旅たび路じについたばかりの『カンパニー』職員たちは、物も言わず、順じゆん番ばんにバスに乗り込んでいった。


　シンガポールは、吸血鬼に関かかわる者にとって、壊滅した特区に並び──あるいはそれ以上に──無む視しできない都と市しである。というのも、十じゆう字じ軍ぐんの通つう称しようで知られる『世せ界かい吸血鬼ブラツク・ブラツド対たい策さく委い員いん会かい』の本部が置おかれているのが、この都市だからだ。


『カンパニー』も、規き模ぼこそ小さいが、支部を設もうけている。バスの手て配はいをしたのは、この支部だった。すでに特区からの避ひ難なん者しやたちを受け入れるため、ホテルの用意も調ととのっているらしい。事件から一日しか経たっていないことを考えれば、また、本部と大勢の職員が失われた直後であることを思えば、際きわだった段だん取どりと言えるだろう。些さ細さいなことだが『カンパニー』職員の能力と気き概がいがうかがえるというものだ。


　当とう面めんはそのホテルが『カンパニー』の拠きよ点てんとなる予定だった。特区奪だつ還かんのための戦いは、すでに開始されているのである。


「先輩」


「ん」


　旅客機から降り立ったミミコも、ヒバリに応こたえてバスに向かった。


　深夜だというのに、空気は温かい。湿しつ気けも高いようだ。


　広大な滑走路には点てん々てんと明かりが点ともっているが、時間が時間だけに離り着ちやく陸りくする便は多くない。こんな風に真ま夜よ中なかに大おお勢ぜいで移動していると、いかにも自分たちは「避ひ難なん」してきたのだという気分になる。


　ところが、バスに近づくミミコを、待ち構えていた者がいた。


「ミミコ！　待っていた。ようこそ、シンガポールへ」


　低い、よく通る声で話しかけたのは、長身の黒人男性だった。


　夜だというのにサングラスをかけ、きびきびとしたキレのある所しよ作さで歩あゆみ寄よってくる。ただ歩いているだけで、周りの視線を惹ひき付ける何かがあった。


　黒い肌はだと黒い神しん父ぷ服ふく、その上サングラスと黒ずくめの中で、首から提さげたロザリオだけが銀色に光っている。


「神父さんっ」


　男に気付いたミミコが、ようやく明るい表情を見せた。


　神父というのは、むろんニックネームである。かつての香ホン港コン聖せい戦せんでは救きゆう世せい主しゆとまで呼ばれた英えい雄ゆうであり、ミミコの元もと上じよう司しだった陣じん内ないショウゴの戦せん友ゆう。昨さく晩ばんの激げき戦せんではミミコの窮きゆう地ちに駆かけつけ、共に特区を脱だつ出しゆつした人物だ。彼は、横浜支部で一いつ般ぱん職員たちと合流したあと、尾根崎らと一いつ緒しよに先行してシンガポール入りしていたのである。


　再会を喜よろこぶミミコに、神父もまた微び笑しようを返した。しかし、それもほんの一いつ瞬しゆんだった。彼はミミコの肩かたを抱だくと、バスに並ぶ人の列から、彼女だけを連れ出した。


「え？　神父さん？」


「ソーリー。だが、あまりのんびりともできないんだ。君きみ──ヒバリ君くんだったね」


「は、はい？」


「これからミミコは、みんなとは別行動を取る。君にはあとで連れん絡らくするから、そのつもりでいてほしい」


　君たちに神の祝しゆく福ふくを。そう、ヒバリに言いい残のこすと、神父はミミコが質問を挟はさむ間まもなく、強ごう引いんにバスの裏うら側がわへ回った。


　そちらには、バスの陰かげに隠かくれて一台のハイヤーが停てい車しやしていた。神父は後こう部ぶ座ざ席せきのドアを開けると、困こん惑わくするミミコを促うながして車内に入らせた。


　後部座席には、二人の先客がいた。


「ケインさん！　それに、尾根崎会長まで！」


　驚おどろくミミコに、二人の男はそれぞれ頷うなずいた。


　ケインが骨ほね太ぶとな微笑を浮うかべ、


「……特区で別れて以い来らいだな。つい昨日きのうのことだが──三百年以上生きてきて、これほど遠く感じる『昨日』は初めてだよ」


　ケインの台詞せりふはミミコの心しん情じようと似に通かよっていた。ミミコは思わず瞳ひとみを潤うるませた。


　ケイン・ウォーロックは、『魔ま女じよモーガン』の血統に連なる古血オールド・ブラツドである。外がい見けんは三十前後と見える男で、がっしりとした大おお柄がらな体たい軀くに、ラフになでつけた灰色の髪かみと鷹たかの目のような鋭するどい瞳をしていた。


　昨夜は生死をかけた激げき甚じんな戦せん闘とうに身を置き、戦いの趨すう勢せいが決したのちも、一人でも多くの同族を特区から脱出させることに尽じん力りよくした。ミミコ自身、彼によって命を救われている。本当に、つい昨日のことだ。戦闘で受けた傷は吸血鬼の回かい復ふく力りよくで治ち癒ゆされているようだが、敗はい戦せんの痛いた手では深く心身に刻まれているはずだった。


　ただ、三つ揃ぞろいのスーツに包まれた身体からだからは、圧あつ倒とう的てきな敗北でも折おれることのない、不ふ屈くつの闘とう志しがにじみ出ていた。抱かかえきれないほどの悔くいを胸むねに、逃にげることなく、次なる一歩を踏ふみ出そうとしている。


　そして、彼の隣となりにいるスーツ姿の男が、『カンパニー』の会長、尾根崎ミタカだ。


　彼の面おも持もちにもやはり、特区で死し線せんを潜くぐった傷きず痕あとが、はっきりと残っている。この一両日で、いったいどれほどの怒いかりと悲しみを経験したことだろうか。彼は、わずか数時間の内に、長なが年ねん頼たよりとしてきた『カンパニー』幹かん部ぶを始め、数え切れないほど多くの部ぶ下かを失ったのである。特に、片かた腕うでであった張雷考ジヤン・レイカオや陣内ショウゴの死は、深い喪そう失しつ感かんをもたらしているに違ちがいなかった。


　だが、彼もケイン同様、決して挫くじけてはいなかった。むしろ、以前より剽ひよう悍かんさが増している。ろくに休きゆう息そくも取っていないはずだが、瞳には強い意志が宿やどっており、とても半はん壊かいした組織の長おさだとは思えなかった。


　そして、いよいよ困こん惑わくを強めるミミコの隣に神父が乗り込み、ハイヤーのドアを閉しめた。ハイヤーは、微かすかな振しん動どうのあと、ほとんどエンジン音も立てないまま静かに滑すべり出した。


『カンパニー』会長に、ウォーロック家の極きよく東とう代だい表ひよう者しや。さらには世界的英雄である神父。雲うん上じよう人びとと言ってもいい三人に囲かこまれたミミコは、訳わけもわからず彼らの顔を順じゆん繰ぐりに見つめた。


　口を開けたのは、尾根崎だ。


「葛城ミミコ君。まずは長旅ご苦労だった。少しでも疲つかれは取れたかね？」


「は、はい。十分睡すい眠みんを取れましたので」


　緊きん張ちようも顕あらわにミミコが答えると、尾根崎は再び頷いた。


「……今回の件に関して、君からの報告は受けている。君が見聞きしたこと。それに、君自身の活かつ躍やくもな。本当に、ご苦労だった。『カンパニー』の代表として──また、特とつ区くの住人の一人として、心から礼れいを言う」


　胸に染しみ入いるような声は、以前の尾根崎にはなかったものだ。昨夜の激戦の記き憶おくが脳のう裏りを過よぎり、ミミコはとっさに返事を返すことができないまま頷いた。


　尾根崎は続ける。


「横浜でも言ったが……これから我々『カンパニー』は、特区を奪だつ回かいするために全力を尽つくすことになる」


「はい」


「決して楽ではないだろう。現時点では雲をつかむような話に聞こえるかもしれない。しかし──私は、本気だ」


「会長。本気でいるのは、会長だけではありませんよ」


　ミミコの台詞に、今度は尾根崎が深く首しゆ肯こうした。


　日本を発たつ前、尾根崎は横浜支部で、脱出に成功した職員を集め、自分がこれからかつての特区を取り戻もどすつもりだという意志を明かした。その上で、困こん難なんな道につき合うかどうか、職員一人一人に選せん択たくさせた。『カンパニー』を去さる者には可能な限かぎりの手て当あてを与あたえるので、よく考えて決めてほしい、と。


　その結果、尾根崎の指揮下で行動すると誓ちかった者たちが、シンガポールに渡わたることになったのである。あのバスに乗り込んだ職員たちは、尾根崎と命めい運うんを共にする覚かく悟ごを決めた者たちなのだ。


　そして、言うまでもなく──


「あたしだって、そのつもりです」


　きっぱりと迷まようことなく口にした。


　ミミコと尾根崎の視線が、強く交こう錯さくする。一瞬の間を置いたあと、尾根崎はおもむろに言う。


「君に、復ふく職しよくしてもらいたい。受けてもらえるだろうか」


　ミミコの瞳が輝かがやいた。


「はい。喜よろこんでお受けします。大したことはできませんが、力の限かぎり働はたらきます」


　自らの決けつ意いを込めて、ミミコは力強く即そく答とうした。


　実のところ、ジローたちと別れたいま、シンガポールに来たところでミミコ一人では何もできない。彼女自身、これからは『カンパニー』の中で彼らとともに努力したいと思っていた。尾根崎の申もうし出では、願ねがってもないことだったのだ。


　ところが、純じゆん粋すいにやる気を見せるミミコに対し、尾根崎の反応は複ふく雑ざつだった。自ら復職することを請こいながら、承しよう諾だくを得えて唇くちびるを嚙かみしめたのだ。


「……大したことはできない、か。いいや、葛城君。いまや君は、我々『カンパニー』にとって、最大のキーマンとなっている。それどころか、全世界にとって」


「はい？　ど、どういう意味ですか？」


　意味が理解できず、ミミコは聞き返した。


　とっさに思い浮かんだのは、神父から「神の啓けい示じだ」と手渡された真銀刀ジエンインタオのことだった。


　あらゆる吸血鬼にとって弱じやく点てんとなる銀。中でも、もっとも致ち命めい的てきとされるのが、真銀と呼ばれる物ぶつ質しつらしい。その真銀で作られた武ぶ器きが、真銀刀である。この魔ま剣けんさえあれば、人を遥はるかに凌りよう駕がする古血オールド・ブラツドであろうと、一いつ刀とうのもとに滅ほろぼすことができる。


　また、現在特区は、『東ひがしの龍りゆう王おう』セイを乗っ取った敵吸血鬼『ウォーカーマン』の手により、『結けつ界かい』で封ふう印いんされている。これは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』以外の出入りを許ゆるさないという封印で、他の血統の吸血鬼や人間たちは、中の者に招まねかれない限り入れず、また入ったとしても出ることができないという強力な封印だ。しかし、この封印でさえも、真銀刀を用もちいれば突とつ破ぱすることは難むずかしくないだろう。


　いま真銀刀は職員たちの荷に物もつと一いつ緒しよに、ホテルに運ばれているはずだった。


　しかし、尾根崎が言わんとしているのは、どうやら真銀刀のことではないようだ。


　説明を求めるミミコに、尾根崎はすぐには答えなかった。代わりに、同どう席せきするケインや神父と、素す早ばやく目め配くばせを交かわした。三人の間では、すでに了りよう解かい済ずみのことらしい。ミミコの困こん惑わくはどんどん増ましていった。


「とりあえずホテルに移動しよう。実際見てもらった方が早い」


「見る？　何を見るんですか？」


「それも……見ればわかる。すぐにな」


　尾根崎の口くち振ぶりは重い。何か、ひどく嫌いやな予感がする。それに、どうやらホテルというのは、ヒバリや他の職員たちが向かったのとは別のホテルのようだ。なぜ自分だけ？　わからないことだらけである。


　やがてハイヤーが辿たどり着いたホテルを見て、ミミコはぽかんとした。


　南なん国ごくらしい熱ねつ帯たい植しよく物ぶつに囲かこまれ、壮そう麗れいな白はく亜あの建けん造ぞう物ぶつがライトアップされていた。建物自体はホテルとしては小さい部類かもしれないが、何やら品ひん格かくめいたものが漂ただよっている。優ゆう雅がでいて洗せん練れんされたコロニアル調の外がい観かんなど、まるで絵え葉は書がきのようだった。


「東とう洋ようの真しん珠じゆ」と讃たたえられるクラシック・ホテル──ラッフルズ・ホテルである。星の数ほどリゾート・ホテルを有するシンガポールにあって、もっとも格かく式しき高たかい最上級ホテルだ。もっとも、このときのミミコには、そんな知ち識しきはなかった。何しろ、これまでの彼女の生活とは、あまりに縁えん遠どおい世界である。


　絶ぜつ句くするミミコを余所よそに、尾根崎とケイン、神父の三人は、彼女を伴ともなってハイヤーから降りた。


　古こ式しきゆかしい服ふく飾しよくのドアマンが近づくが、片手で断ことわってホテルに入る。先頭が尾根崎で、後ろに続くミミコの左右を、ケインと神父が挟はさんだ。ミミコを周りから隠かくす形だ。何かを警けい戒かいするように、周囲に神しん経けいを尖とがらせている。


　入ってすぐのエントランスロビーは、三階までの吹ふき抜ぬけになっていた。


　ほのかに香こう辛しん料りようの香かおりがする。中央には巨きよ大だいな花が飾かざられ、どこからか微かすかに楽器の生演奏が聞こえてきた。外がい壁へきと同じ白亜の壁かべや柱、黒こく檀たんのような手すりや梁はりが、目ま映ばゆいほどに美しい。最新ホテルのような設せつ備びはないが、それがかえって老舗しにせの風ふう格かくを感じさせるのである。イギリス植しよく民みん地ち時代、貴き族ぞくたちが出入りしていた様さまが、まざまざと想そう像ぞうできてしまう。


　すでに話は通とおっているらしく、尾根崎たちは足を止めずにホテルの奥おくに向かった。


　通された部屋はさらにすごかった。


　チーク材ざいの床ゆかに、オリエント・カーペット。天井の高さはざっと見み積つもっても四メートルはあり、シーリング・ファンが優ゆう雅がに回転してる。ゆったりとした広いリビングや、艶つやのあるテーブルが置かれたダイニング。いったい何部屋あるのか、すぐにはわからないほどだ。しかも、すべての部屋が、豪ごう奢しやで洗せん練れんされた調ちよう度ど品ひん──絶対に目め玉だまが飛び出すほど高価なアンティーク──で飾られている。もちろん、洋よう梨なしやイチジク、マンゴーやスターフルーツなど、果くだ物ものの宝ほう庫こであるシンガポールらしいウェルカム・フルーツも満まん載さいだ。気き取どった映画でしか見たことのない、冗じよう談だんのようなスイート・ルームだった。


「……あ、あの。皆みなさん？　いったい、何がどうなってるんですか？」


　完全に萎い縮しゆくしたミミコを、神父がソファに座すわらせた。次ついで、尾根崎とケインが腰こしを下ろす。神父はいったん部屋を出ると、一枚のＤＶＤディスクを持って戻ってきた。


「葛城君」


　と、あらためて尾根崎が話の口くち火びを切きった。


「特区の惨さん状じようは、すでに世界中が知っている。少なくとも、『何か大変なことがあった』ということはな。その『何か』の中に、吸血鬼が含ふくまれていることも」


　深しん刻こくな口くち振ぶりに、ミミコは「はい」と緊きん張ちようして答えた。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が増ぞう殖しよくする様子は、特区に滞たい在ざいしていた海外のマスメディアが放ほう映えいしている。昨さく晩ばんの戦いが世の中にどのような影えい響きようを与えつつあるかについては、横浜でも簡単なレクチャーを受けている。


「しかし」


　と尾根崎の口く調ちようはいよいよ真しん剣けんさを増していく。


「横浜の時点では伏ふせていた事実もあった。また、あれから君たちが機上にいる間にも、世界情勢は刻こく一いつ刻こくと変化している。中には、我々が事前に予よ期きできなかった変化もある。それが今こん後ごどれほど重大な意味を持つか、予よ測そくすることが困こん難なんな変化だ」


『カンパニー』会長の説明に、ミミコは神経を集中して一いち々いち頷うなずいた。


　しかし、精せい一いつ杯ぱい理り解かいしようと努つとめてみても、尾根崎の言わんとすることがわからなかった。正確には、なぜそんな話を自分に──しかも、こんな高こう級きゆうホテルのスイート・ルームでしているのか、その理由がわからなかった。


　助けを求める気持ちで、尾根崎の隣となりに座るケインを見る。しかしケインも重たく口を閉とざしていた。言いい様ようのない不安が胸に込み上げてくる。


　ミミコの心しん中ちゆうを察したのだろう。尾根崎はそれ以上回りくどい説明は続けなかった。


「これを見て欲ほしい。いまや、世界中のメディアが繰くり返し流している映えい像ぞうだ。全世界が、この映像を見て、嵐あらしのような論ろん争そうを繰り広げている」


　そう言って、尾根崎は神父の方に視線を送った。神父は頷き、備え付けられていたＤＶＤプレイヤーに、さっき持ってきたディスクをセットした。


　巨大なディスプレイに、ある映像が流れ始める。


　ミミコは言葉を失った。
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「やはり、相そう当とうショックだったようだな」


「無む理りもないでしょう。たったひと晩ばん。それも、日常生活のすべてを失った一夜のあと、今度は、自分が世界でもっとも注目される人物になっていた訳ですからね。彼女に神の祝しゆく福ふくがあらんことを……」


　尾根崎のもらした台詞せりふに、神父は首を振って十字を切った。ケインも難むずかしい表情で腕うでを組んでいる。


　ミミコに見せた映像とは、彼女が特とつ区くで人々を救きゆう助じよしている映像だった。それも、知り合いの吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの協きよう力りよくを得て、特区脱だつ出しゆつを指し揮きしているシーンの映像だ。


　撮さつ影えいしたのはフリー・ジャーナリストのベンジャミン・スタンフォード。もともとは特区で起きた様さま々ざまな事件を調ちよう査さするべく来らい日にちしていたのだが、特区崩ほう壊かいの最さい中ちゆうにミミコと知り合い、彼女が人々の脱出を誘ゆう導どうする際さい、惜おしみなく協力した人物である。実は神父とは昔むかし馴な染じみで、香ホン港コン聖せい戦せん以い来らいのつき合いがあった。


　撮影された映像は、彼のスタッフの手しゆ腕わんを証しよう明めいするに相応ふさわしいものだった。崩壊し、混乱に沈しずむ都市の風ふう景けいを映うつしながら、画面に希き望ぼうの光が差しているのである。そしてその光を灯ともしている者こそ、健けな気げに指揮を執とるミミコだったのだ。自らも負ふ傷しようして包帯を巻きながら人じん命めい救きゆう助じよに奮ふん闘とうする彼女の姿すがたは、神こう々ごうしささえ感じるほどだ。


　しかし、その映像で何よりも衝しよう撃げき的てきなのは、非ひ道どうで凶きよう悪ぼうなはずの吸血鬼たちが、か弱よわい人間の少女に命めいじられるままに人々を助けている点だろう。それも、実際に多た大だいな成せい果かを上げているのがわかるのである。


　混こん乱らんの坩る堝つぼにあった脱出行の中で、ベンはこの映像をライブで流ながし続つづけた。そして、死の瞬しゆん間かんまで『カンパニー』情報部に残のこって指揮を執り続けた張ジヤンが、この映像を受け取り、さらに全世界に向けて配はい信しんしたのである。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきで本部ビルが炎えん上じようする、最後の瞬間まで。いわばこの映像は、瀕ひん死しの『カンパニー』が最さい期ごに放はなった一いつ矢し──未来に希望を繫つなぐための、最後の一いつ手てだったのだ。


　そして、彼らの意地は報むくわれた。


　この映像は、香港聖戦後の十一年間で人じん類るいが培つちかってきた吸血鬼像を大いに揺ゆるがした。マイナス面めんばかりが強きよう調ちようされてきた吸血鬼のイメージに、巨きよ大だいなクエスチョンを与あたえたのである。まさに「衝撃インパクト」といえるだろう。


　いま、当のミミコは奥の寝しん室しつに引っ込んで倒たおれている。教えられたあまりの現実に、思考が停てい止ししたらしい。尾根崎たちと会話する気き力りよくもなく、シャワーすら浴あびないまま気き絶ぜつするように眠ねむってしまった。なんといっても、彼女はまだ十八の少女なのである。


「しかし、あれではとても切り出せないな。彼女に、新生『カンパニー』の代表者を務めて欲しい、とは」


　尾根崎がつい愚ぐ痴ちっぽくもらすと、神父は苦く笑しようし、ケインは渋じゆう面めんになった。他ほかでもない。尾根崎が直じき々じきに『カンパニー』復職を求めたのは、そのためだったのだ。


　また、ミミコを他の職員から隔かく離りしてこの場に連つれてきたのも、彼女の所しよ在ざいを公おおやけから隠かくすためだった。何しろ、いまミミコは世界でもっとも注目を浴びている少女なのである。マスコミのみならず、各国の情じよう報ほう局きよくが血ち眼まなこになって彼女の行ゆく方えを捜さがしている。


　そこで、三人は機き転てんを利きかし、空港から直ちよく接せつミミコをここに連つれてきたのだった。ラッフルズ・ホテルの現げん支し配はい人にんは、神父の知ち己きであり、彼かれの熱ねつ烈れつな支し持じ者しやだ。そのツテを頼たより、特別に部屋を空あけてもらったのである。


「しかし、いつまでも隠し通せることではない。彼女の身の安全を守るためにも、いずれは『カンパニー』代表に就しゆう任にんしてもらうしかなかろう」


　そう述のべたのはケインだった。彼にしても、まさかこのような事じ態たいが発はつ生せいするとは予よ想そうできたはずもない。当とう惑わくしているのはミミコと同じなのだ。


　しかし、彼らがどれほど戸と惑まどっていても、世の中は一分一秒ごとに新たな局きよく面めんを迎むかえている。すでに賽さいは投なげられているのだった。


「世よ論ろんはいま、麻あさの如ごとく乱みだれている」


　尾根崎が言った。彼の表情には、悲ひ観かんも楽らつ観かんもなく、ただ事実のみを正せい視しする厳きびしさが表あらわれていた。


「大きな──歴れき史し的てき転てん換かん点てんと言っていいほど大きな波なみが立っている。多くを失った我われらに、この機きを逃のがす手はない。この波に乗る以外、我々に特区奪だつ還かんの道はないだろう」


『カンパニー』会長の言葉に、ケインと神父も同意して頷いた。彼らはすでに結論を出している。より効こう果か的てきに波に乗るためには、ミミコを『カンパニー』の表おもて看かん板ばんに据すえるしかない、と。もちろん、ミミコに組織の運うん営えいなどできるはずはない。実じつ質しつ的てきな権けん限げんは、これまで通どおり尾根崎が執ることになるだろう。それでも、新しん生せい『カンパニー』の宣せん伝でん塔とうとして、「あの映えい像ぞうの少女」を据えることは、計はかり知れない効果をもたらすに違ちがいないのだ。


「それに」


　と神父が些いささか自じ嘲ちよう気ぎ味みに口を開けた。


「あの映像のラストには、ミミコと私のツーショットも写うつっている」


　神父は、香港聖戦を勝利に導みちびいた英えい雄ゆうとして世界的に認にん知ちされている。世界最高の吸血鬼ハンターであるはずの神父と、吸血鬼たちを指揮していた少女とのツーショット。考えてみれば矛む盾じゆんを含ふくんでいるはずなのに、あの映像はそれを感じさせない。むしろ、あの映像を見たほとんどの人間は、健けな気げに奮ふん闘とうしていた少女と、彼女を助けに駆かけつけた英雄という、物語の一ひと幕まくを見たような感情を抱いだいたはずだ。つまり、正しよう体たい不ふ明めいの少女に対する印いん象しようを「あの神父が助けた」という事じ実じつが、上うわ向むきに修しゆう正せいしているのである。


　図はからずも、お膳ぜん立だては整ととのってしまった。


　あとは、本人の決けつ意い次し第だいだった。


「……さて」


　とケインがソファから立ち上がった。


「俺はこれから日本に戻もどり、置いてきた部下たちと合流する。ミミコ君の説せつ得とくは、諸しよ兄けいに任まかせよう」


「わかりました。ありがとうございます、ミスター・ケイン。貴方あなたが生き残ってくれて、本当に良かった。お帰りをお待ちしています」


　立ち上がったケインに向かって、尾根崎が頭を下げた。一いち時じは九龍クーロン王おうの遺い灰はいを巡めぐって対立しかけた両りよう者しやだが、そのわだかまりはすでにない。特区の奪還を志こころざす数少ない同どう志しとして、かつてないほどの絆きずなを互たがいに結んでいた。


　そしてそれは、神父にも言えることだ。尾根崎と神父の間には、香港聖戦の経けい験けん者しやと未み経験者という凝しこりがあった。特区の危き機きに際さいし、尾根崎がすぐに神父を呼び戻さなかったのも、それが一いち因いんなのだ。


　しかし、いまはそんな些さ細さいなことにこだわっている場合ではない。横浜で再会してすぐに、尾根崎は自らの非ひを詫わび、あらためて神父に助じよ力りよくを請こうている。当然神父も、それを受けていた。彼もまた、陣内を特区で死なせたことを、大いに悔くいているのだ。同じ失敗を二度犯おかす気はなかった。


　ところがケインは、尾根崎の謝しや辞じに表情を消した。


「申し訳ないが……俺はしばらくの間、シンガポールには戻れない。最悪、二度と会うことはないかもしれん」


　淡たん々たんと告つげられた台詞に、尾根崎と神父は顔を強こわ張ばらせた。わざわざ確かく認にんするまでもなく、ケインは行動を共ともにしてくれると信じていたのだ。


「どうしてですっ？　貴方はもう、特とつ区くを諦あきらめるおつもりですか」


「違う。なんとしても特区を取り戻すという気持ちは、君たちと同じだ。ただ、君たちに君たちの戦いがあるように、俺には俺の戦いがある。そのために、備そなえるべきことが」


　静かに語るケインの巨きよ体たいから、言い様のないオーラが漂ただよった。


　落ち着いた言葉の奥おくで、灼しやく熱ねつのマグマが煮にえたぎっている。ケインを見上げる尾根崎と神父は、彼の胸中に特区での手て痛いたい敗はい北ぼくが過よぎるのを、我わがことのように感じ取ることができた。


「部下たちはこちらに向かわせる。とはいえ、無理強じいするつもりはないので、どれだけの人数が従したがってくれるかは保証できんがな。ただ、彼らを受け入れる準じゆん備びだけはしておいてほしい。この地は我ら黒き血にとっては、活かつ動どうしづらい土地だ。なるべく早い段だん階かいで十字軍の承しよう認にんを取ってほしい」


　十字軍は、『世界吸血鬼対策委員会』という正せい式しき名めい称しようからもわかるように、吸血鬼を撲ぼく滅めつすることを目標に掲かかげる組織である。そのお膝ひざ元もとたるシンガポールは、吸血鬼には嫌けん厭えんしたい都市なのだ。


　尾根崎はしばらくケインを凝ぎよう視ししたのち、


「……わかりました」


　と約やく束そくした。それから俄にわかに表情を軟やわらかくした。


「ミスター・ケイン。初めてお会いしたときのことを覚おぼえていますか？」


　突とつ然ぜんの質問に、ケインは意い表ひようを突つかれた顔を見せた。


　しかしすぐに深く頷うなずき、


「無む論ろんだ。香港聖戦が終しゆう結けつしたあと、半年と経たたない頃ころだった」


　ケインと尾根崎の間に、共通の記き憶おくが甦よみがえった。


　十一年前、尾根崎は、香港に代わる新たな東アジアの経けい済ざい拠きよ点てんを、特区の上に造つくり上げようとしていた。当時はまだ見み捨すてられた人工島に過ぎなかった経済特別解放区を、一いち大だい国こく際さい都と市しに変えるという野や心しんに燃えていた。その過か程ていで、香港の夜を支ささえてきた吸血鬼たちとの会かい談だんにも踏ふみ切きったのである。『九龍クーロンショック』後、世界が吸血鬼殲ぼく滅めつ運うん動どうに湧わいていた、まさにそのときだ。並なみ大たい抵ていの決意ではなかった。


『東ひがしの龍りゆう王おう』と畏い敬けいされる存在を教え、吸血鬼全ぜん般ぱんに関する偏かたよりのない知識を授さずけてくれた張ジヤン。


　彼らとの間を取り持ち、両者を結むすびつけた陣じん内ない。


　緊きん張ちようも顕あらわな尾根崎に対し、初めて会った吸血鬼──数千年を生きてきたという『東の龍王』セイは、終しゆう始し友ゆう好こう的てきで理知的な態度を崩くずさなかった。そして、そのときセイの隣となりに同席していたのがケインだ。尾根崎はケイン・ウォーロックという謎なぞの多い銀ぎん行こう家かの名は耳にしていたが、そのとき会うまで、まさか吸血鬼とは思いも寄らなかった。


　人と吸血鬼が共存する都市、特区。その、始まりの一歩は、あの席で踏ふみ出されたのである。


　あれから十一年。力を合わせて造つくり上あげた特区は破は壊かいされ、あのときあの場に集つどい、のちに特区の重じゆう鎮ちんとなった五人は、半数以下にまで数を減へらした。


　しかし、胸の中の想おもいは、いまも昔も変わらない。失われた者たちの分まで、託たくされているのだ。


「またお会いできる日を心からお待ちします。ミスター・ケイン」


「ああ。俺もだ。尾根崎会長」


　いまケインに去られることは、尾根崎にとって無視できない損そん失しつとなる。それを何も言わず送り出してくれる彼の信しん頼らいに、ケインは感謝の気持ちを込めて答こたえた。


「ケイン。何をされるおつもりです？」


　尋たずねたのは神父だった。ケインが垣かい間ま見みせたただならぬ気け配はいを察さつしたのだろう。問いかけた声に緊張がにじんでいる。


　ケインはしばし間を置いたのち、ごく簡かん潔けつに答えた。


「長おさに、会う。我が血けつ統とうの長に」





３







　人の手が入らぬ荒こう野やが、延えん々えんと続いていた。


　吹ふき付ける粉ふん塵じんは一ひと時ときも止やむことがなく、道みち行ゆく者の視し界かいを砂すな色いろに埋うめている。方ほう角がくを知るすべはなく、いまが昼なのか夜なのかすら判はん断だんが付つかなかった。ただ見み晴はらしの悪い黄おう褐かつ色しよくの世界が、どこまでも続いている。


　中ちゆう華か人じん民みん共きよう和わ国こく。ユーラシア大陸の東に位い置ちする大たい国こくだ。その領りよう土どは九六〇万平方キロメートルに及および、中には、古いにしえより人ひと里ざとから遠く離はなれた前ぜん人じん未み踏とうの僻へき地ちも存在していた。


　そんな渺びよう漠ばくたる大地の奥おく地ちに、吹き荒あれる風ふう塵じんにまみれた二人の旅たび人びとの姿すがたがあった。


　前を行くのは、ひょろりと背せの高い、中年の男だ。


　瘦そう軀くを包むのはゆったりとした白服で、よく見れば細こまやかな刺し繡しゆうが織おり込まれている。幅はばの広い黄色の帯おびを巻いていて、どことなく高こう地ちに暮くらす遊ゆう牧ぼく民みんを連れん想そうさせる装よそおいだ。


　糸のように細い両目に、長い鼻び梁りよう。あごから伸のびた綿わた色いろの山羊やぎひげが、風に戯たわむれて揺ゆれている。高こう貴きさもなければ厳げん格かくさも感じない外がい見けんなのだが、不思議と人の上に立つ者特とく有ゆうの存在感を発はつしていた。厳きびしい天然の環かん境きように身を置きながら、飄ひよう然ぜんとした風格を乱みださないのだ。


　対して、彼の後ろに続くのは、二十過ぎに見える青年だった。


　長い黒くろ髪かみに切れ長の黒い双そう眸ぼう。引ひき締しまった容よう貌ぼうは整ととのっているのだが、いまは少々様子がおかしい。額ひたいにはびっしりと汗あせが浮うかび、まるで蛇へびがのたくるが如ごとく、血けつ管かんが浮かび上がって脈みやく打うっていた。


　身にまとっているのは赤いスーツらしかったが、いまや襤ぼ褸ろ切きれと化かしている。そして、血ちと汗あせと戦せん塵じんに汚よごれたスーツの下では、鍛きたえ抜ぬかれたはずの身体からだが、本人の意志とは離れて、凝ぎよう固こと痙けい攣れんを繰くり返していた。おぞましいことに、ときおり人体ではあり得えない動きを起こし、スーツの残ざん骸がいを蠢うごめかせているほどである。


『真しん祖そ混こん沌とん』の直ちよつ系けいたる、大吸血鬼『西にしの虎こ仙せん』。


　そして、彼に連つれられて特区脱だつ出しゆつを果はたした、『賢けん者じやイヴ』の護ご衛えい者しや、望もち月づきジローだ。


　二人は徒かちだったが、それぞれの歩あゆみは対照的だ。虎仙が空を歩くように軽かる々がると足を運ぶのに比くらべ、ジローはよろめき、もたついていた。完全に息が上がっている。視し界かいも朦もう朧ろうとしているらしく、携たずさえた銀ぎん刀とうを杖つえ代がわりに突つきつつも歩ほ調ちようが鈍にぶい。遅ち々ちとして進すすまなかった。


　ついには、大地のひび割われに足を取られ、積つみ木きが崩くずれるように転てん倒とうする。虎仙が立ち止まり、細い両目でじろりと振ふり返った。


「なーにをやっとるか。さっさと立てい」


　甲かん高だかいくせに耳に障さわることがない、特とく徴ちようのある声だった。しかし、息も絶たえ絶だえなジローは返事ができない。しばらくの間、うつ伏ぶせに倒たおれ込んだまま、手足を引きつらせていた。


　かと思うと、突とつ然ぜん電でん流りゆうを流されたように激はげしく痙けい攣れんする。そのショックで意識を取り戻し、まなじりが裂さけんばかりに両目を見開いた。


「……く!?」


　と、震ふるえながら身体を起こし、


「……虎仙。逃にげて……ください」


「あん？」


「もう……限げん界かいです。暴ぼう走そうを、抑おさえきれない……！」


　言げん下かに、大地にしゃがみ込むジローの身体から、真まっ黒くろな霧きりが爆ばく発はつ的に噴ふん出しゆつした。


　普ふ通つうの霧ではない。強力な吸血鬼ブラツク・ブラツドがその力を振るう際さいに現あらわれる、眩霧リーク・ブラツドだ。しかも、濃のう度どが桁けた違ちがいで、本ほん来らい目めには見えないはずのそれが、黒こく煙えんの如ごとく渦うずを巻まいていた。


　ジローは古血オールド・ブラツドだが、まだ百年と少しを生きたに過ぎない吸血鬼だ。これほど濃のう密みつな、「太たい古こ」を感じさせる眩霧リーク・ブラツドを出せるはずがない。これは、彼の身体に流ながれる『賢者イヴ』より預あずかった『血』が、その絶ぜつ大だいな力の証あかしとして発はつ生せいさせているものなのである。


　だが、狂きよう暴ぼうな『血』の息づかいを受けながら、虎仙は平へい然ぜんとした態たい度どのままだった。


　ジローの忠ちゆう告こくを鼻で笑い、


「逃げるまでもない。儂わしが逃げねばならんようなら、その前にお主の身体が壊こわれとるわ」


　と言いい放はなった。


　そして、おもむろに人差し指を向けると、筆ふでで落書きでもするように、ひょいひょいと宙ちゆうに印いんを描えがいた。


　途と端たんに、ジローの中で内ない圧あつを高めていた力が、ぐにゃりとベクトルを歪ゆがめ空くう転てんする。そして、外を向いていた力が内側へと方向を変え、ジローの内部で暴ぼう発はつした。


　声にならない絶ぜつ叫きようのあと、牙きばを剝むき、血を吐はくジロー。しかし、受けたダメージはすぐさま『血』が回復させた。


「ほら。さっさと立て。まったく、とんだ足手まといじゃ」


　全身で息をつくジローに、虎仙はなんでもない様子で命めいじた。ジローはあごを食いしばり、全身を駆く使しして立ち上がった。


　風塵は一いつ向こうに晴れない。虎仙は力りき場ばを張はっているのか涼すずしげな顔だが、ジローの方は息をするのさえ苦くるしそうだった。


「やれやれ。まるで生まれたての子こ鹿じかじゃの。しゃきっとせい、バンビ。いい加か減げん、飽あきたわい」


　虎仙は仰ぎよう々ぎようしく顔をしかめて見せた。耐たえ難がたいほどの苦痛も忘れ、ジローは思わず苦く笑しようした。


　ジローの暴走は、孵ふ化かしかけたまま時を止められたコタロウの影えい響きようだ。護ご衛えい者しやとして『賢者イヴ』の『血』をその身に預かっているジローは、血けつ統とうの祖そであり、自みずからを転てん化かした闇の母ナイト・マムの生まれ変わりでもあるコタロウと一いつ心しん同どう体たいなのである。彼の異い変へんを察さつ知ちし、彼の身を案あんじている『血』が、ジローを駆かり立たてているのだった。


　一時的には落ち着いていた『血』の暴走も、時間の経けい過かに従したがって再び制せい御ぎよ不ふ能のうになりつつある。もとより、ジローに制御できるような力ではない。『賢者イヴ』が長い歳とし月つきをかけて蓄ちく積せきし、練ねり上げた力なのだ。


「ほれ。行くぞ。とっとと、ついてこんか」


　虎仙は無ぶ愛あい想そうに言うと、さっさと先へ進み出した。ジローは黙だまって彼の背中を追った。


『西の虎仙』がジローの許もとに現れたのは、特区での激げき戦せんの終しゆう盤ばん、カーサの追つい撃げきを振り払はらおうとしていたときだった。
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　かつては香ホン港コン、その後は特区を守しゆ護ごしていた『東ひがしの龍りゆう王おう』セイと違い、『西の虎仙』は月げつ下かでも名のみ知られる存在で、実じつ態たいは謎なぞに包まれていた。『真祖混沌』の血統でいえばセイと同どう格かくの実力者だが、セイが常つねに人の世に関かかわり、そのために幾いく度ども命いのちを落として転てん生せいしてきたのに対たいし、虎仙は遥はるか昔から大陸の奥に隠いん遁とんしてきた。以い前ぜんジローとコタロウがかくまってもらっていた『北きたの黒くろ姫ひめ』と似にた立場と言えるだろう。


　その彼が、長年の方ほう針しんを曲まげてまでジローを迎むかえに来た理由は、なんと、『真祖』の命めいによるものらしい。


『真祖混沌』が、ジローを呼んでいるというのだ。


　およそ月下に生きる牙持つ者で、『真祖混沌』の名を知らぬ者は皆かい無むだろう。吸血鬼にとって半なかば神かみ々がみに等ひとしい始祖ソース・ブラツドの中でも、常つねに別べつ格かくとして語かたられる吸血鬼が、『真祖混沌』だ。彼の血統はアジア全ぜん域いきにあまねく遍へん在ざいし、その血けつ族ぞくは世界でも最さい大だいの数を誇ほこっている。彼自身の力の強大さたるや、神話や伝説の中で伝つたえ聞かれるほどだ。黒き血の頂ちよう点てんに君くん臨りんする存在と言っても、決して過か言ごんではない。なればこそ、『真しんなる祖そ』と讃たたえられているのである。


　そんな古き始祖ソース・ブラツドが、何な故ぜジローを呼び寄せるのか？　ジローは、彼がいまだ存ぞん命めいであったことさえ知らなかったのだ。


「自うぬ惚ぼれも大たい概がいにせぬか。貴き様さまが招まねかれた訳ではない。我わが主あるじがお招きされたのは、『賢者』の『血』の方じゃ」


　虎仙はそう言うが、なら『真祖』が『賢者』の『血』にどんな用があるかまでは教えてくれない。所しよ詮せん、一いつ介かいの吸血鬼──百年そこそこを生きたに過すぎぬ若わかい滴しずくに、『真祖』の真しん意いを汲くむことなどできるはずがない。


　ジローが願ねがうことは、ただひとつ。


『真祖』が、特区に取り残された弟──『賢者イヴ』その人を救きゆう助じよするのに、手を貸かしてくれることだけだ。


　むろん、ジロー如ごときの小こ物ものが『真祖』に助力を求もとめるなど大それたことである。しかし、『賢者』自身は『真祖』に匹ひつ敵てきするほども昔から生きてきた偉い大だいな吸血鬼だ。二人は面めん識しきもあるはずだし、実じつ際さい交こう友ゆうがあったことは、以前コタロウの前ぜん身しん──アリス・イヴから聞いている。


　旧きゆう知ちの『賢者』を助けるためなら、『真祖』もあるいは……


　それが、いまのジローの、唯ゆい一いつの寄よる辺べだった。


　虎仙が聞けば「図ずう々ずうしい」とにらみつけられそうだが。


「……虎仙。崑こん崙ろんは、まだ先なのですか？」


「しつこいな。もう何度も言ったろうが。我わが主の住まいし地は、俗ぞつ界かいの概がい念ねんで計はかれる場所ではないと。地理的概念はもちろん、時じ空くうそのものが異ことなるのだ。貴き様さまの貧ひん相そうな脳のうみそで理解などできはせん。いいから黙だまってついて来んか」


　とりつく島もない言い様だ。それでも、聞けばちゃんと返事してくれるだけマシなのだろう。


　ジローはこれまで虎仙と会ったことがなかった。噂うわさを聞いていただけだ。漠ばく然ぜんと、セイや黒くろ姫ひめのような人物像を想像していたのだが、実際会ってみると、まるで違っていた。


　外見は悪く言えば貧相。言葉遣づかいは乱らん暴ぼうだし、口にするのもほとんどが愚ぐ痴ちと皮ひ肉にくだ。彼の立場や、世に伝わる高こう名めいから連れん想そうする「品格」めいたところがまるでないのである。


　言動だけ見ていれば、嫌いやみな小こ役やく人にんと変わらない。わざわざ迎むかえに来たジローが瀕ひん死しの状態だというのに、手助けどころか、同情めいた励はげましのひとつもないのだ。


　ただ、にもかかわらず、側そばにいると安心してしまうのが不思議だった。


　悪あつ口こう雑ぞう言ごんにも、陰いん湿しつな感情はまったく感じない。素そっ気けない厳きびしさも、ジローにしてみればむしろ気楽に思えた。


　荒あれ狂くるう身体からだを必死に動かし、ジローは虎仙のあとをのたのたとついていく。


　虎仙とジローの二人は、特区からこの荒こう野やまでの道のりのほとんどを縮しゆく地ち法ほうで移い動どうした。これは、セイも得とく意いとしていた、いわゆる瞬しゆん間かん移い動どうで、『真祖混沌』の血統でも上位にある実力者のみが操あやつれるという奇き門もん遁とん甲こう術じゆつのひとつだ。


　ところが、この荒野に着いてからは、もう何日も徒かちの旅が続いていた。とはいえ、風ふう塵じんの嵐あらしで昼ちゆう夜やが判別できないため、時間の感覚は摩ま耗もうしている。すでにひと月以上経たったと言われれば、それで納なつ得とくしてしまいそうだ。いままで彼が生きてきた世界とは、別の世界に足を踏ふみ入れた気さえする。


　しかし、ジローはいまもまだ、特区と繫つながっていた。絶たえず心身を襲おそう『血』の暴走こそが、その何よりの証なのだ。


　いまは耐たえる。


　だが、いつか必ず、この『血』が命じるままに、ジローは特区を目指すだろう。残してきた弟を、宿しゆく敵てきの手から取り戻もどすために。


「……ぐっ」


　またしても『血』が猛たけり狂った。動どう悸きが速まり、視界が血に染そまる。牙きばが独ひとりでに伸のびて、ジローの顔を凶きよう相そうに歪ゆがめた。


　当然虎仙も察さつしているはずだが、彼は微み塵じんも足取りを弛ゆるめない。ジローは両足を引きずるようにして、一歩一歩、前に踏み出し続けた。


　こんなところで屈くつするわけにはいかない。自分は弟を助けねばならないのだ。特区を『九龍の血統クーロン・チヤイルド』から解かい放ほうし、あの輝かがやかしい日常を取り戻すのだ。


　日常。


　それをイメージした瞬間、脳のう裏りで弾はじける笑え顔がおがあった。


　満まん面めんに浮うかべた、弟の無む邪じや気きな笑み。


　そして、照れくさそうに笑う、アヒル口の少女の笑み。


　不ふ意いに、ジローの中の何かが奮ふるい立たった。


『血』を預あずかる護衛者ではなく、望もち月づきジローが目を覚さます。手足に力と意い志しが戻り、ジローはしっかりと大地を踏みしめた。


　そうだ。何も『血』の宿しゆく命めいだけではない。いまや自分にも──この望月ジローにも、なんとしてでも達たつ成せいすべき目的がある。この意志を、疎おろそかにしてはならない。もしそんなことをすれば、自分はたちまち『血』にのみ込こまれてしまうだろう。


　吸血鬼の本ほん質しつは『血』。望月ジローというパーソナリティは、『血』を伝えるための器うつわに過ぎない。


　しかし、いまだけはその器の真しん価かが問われている。『血』を伝えるのが吸血鬼ならばこそ、ジローは自らがジローであることにこだわり、『血』を制せい御ぎよせねばならないのだ。


「また会いましょう、ミミコさん」


　自分はそう約束やくそくした。


　守ってみせる。必ず。


　手た綱づなを引ひき千ち切ぎらんばかりの『血』に立ち向かい、ジローは仁に王おう立だちになって、牙を剝むき、歯を食いしばった。


　すると、


「……ふん。ようやくできたか」


　いつの間に立ち止まっていたのか、虎仙が細い瞳ひとみで不ふ機き嫌げんそうな視線を向けていた。「え？」と問い返したときには、ジローは、自分が荒こう野やとはまったく別の場所に立っていることに気が付いた。


　そこは、翳かげりを差した黄金色をした、黄昏たそがれの世界だった。


　大気にはどこか甘あまい香かおりが漂ただよい、濃のう密みつでいて澄すんでいる。大地は気ままに隆りゆう起きと陥かん没ぼつを繰り返して、変化に富とんだ地形を形成していた。


　山さん間かんにのぞく鏡かがみのような湖こ水すい。緩ゆるやかな流れの清せい流りゆう。見たことのない木き々ぎが茂しげり、慎つつましく花々が咲さいている。そのどれもが色いろ鮮あざやかで、しかも全体としての調ちよう和わを誇ほこっていた。


　そして、立ち並ぶ、塔とうの如ごとき山やま々やま。その頂ちよう上じようは雲海の中へと消えていた。


「まさか……ここが？」


　ジローが呆ぼう然ぜんとつぶやくと、虎仙は肩かたを竦すくめた。


「ふん。ちいとも気付いておらんようだから説明してやるが、貴様はいままで、縮しゆく地ちで歪わい曲きよくされた荒野を歩き続けておったのだ。崑こん崙ろんは、たとえ縮地法で龍りゆう脈みやくを通ったとしても、相応ふさわしくない者には繫つながらんからな。まったく、長々と待たせよって。奇門遁甲を用いたまま何年も過ごす羽は目めになるかと思ったわい」


　ネチネチと嫌みを吐はく虎仙だったが、ジローはろくに聞いていなかった。眼前の光景に──そして、この地全体に遍へん在ざいし、自然と混こん然ぜん一いつ体たいとなっている、ある力の波は動どうに言葉を失うしなっていたのだ。


　まるで、ここが月げつ面めんであるかのような──大たい気きに満まん月げつの月光が溶とけているような、豊かな波動。天てん体たいと比ひ肩けんし得うる、『個』を遥はるかに超ちよう越えつした力。


「これは……『真祖』の？」


　ハッ、とジローは、頭上を振ふり仰あおいだ。


　山々の頂いただきを閉とざしていた雲海が揺ゆらめき、わずかに切きれ目めができた。そして、そびえ立つ山々の中でも、一ひと際きわ高く立派な岩山が姿を見せた。


　空間に充みち満みちた力の波動。中心は、その山さん頂ちようにある。


「まさか……」


「ほれ。こっちじゃ。行くぞ」


　言って、再び虎仙が健けん脚きやくを見せる。ジローは慌あわてて彼のあとに続いた。





４







　その少年は、巨きよ大だいな棺ひつぎが安あん置ちされた、地下の石せき室しつで眠ねむっていた。


　もっとも、その様子は尋じん常じようではない。少年は身じろぎどころか、呼吸すらしていなかったからだ。おまけに、宙ちゆうに浮いている。まるで、身体を伸のばしたまま見えない壁かべに磔はりつけにされているかのように。


　眠っているのは、天使のような少年である。


　ふわふわと柔やわらかな金きん髪ぱつの巻まき毛げ。繊せん細さいなまでに整ととのった顔立ち。そっと閉ざされた瞳ひとみを、長い睫まつ毛げが飾かざっている。脈みやくは止まっているが、肌はだの色つやは悪くなかった。白い、まるで雪のような肌だ。


　先せん日じつの戦せん闘とうで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の虜りよ囚しゆうとなった望月コタロウだった。


　いまコタロウは封ふう印いんされている。九姉し弟ていが父王アダム・王ウオンを復ふつ活かつさせた際さい、その余よ波はを受けたコタロウは『賢けん者じや』へと孵ふ化かしかけた。それを阻そ止しすべく、ザザが、乗っ取ったセイの力を使い奇門遁甲を用もちいたのだ。よく見れば、コタロウの身体がすっぽりと繭まゆのような透とう明めいな何かに包つつまれているのがわかっただろう。周囲の空間ごと隔かく離りされ、時間を凍とう結けつされているのだった。


　あれ以い来らい、コタロウはこの石室で眠り続けていた。この石室は九龍クーロン王おう──つまりアダムの遺い灰はいが封印されていた場所で、魔ま術じゆつ的に安定している。他の場所に移うつすよりは、ここに置いておく方が余よ計けいな刺し激げきが少ないと判断したのだ。


　九龍クーロン王おうの復活と入いれ替かわりに、『賢者』が封印された訳わけで、


「皮ひ肉にくだな」


　とカーサなどは薄うすく笑ったものだった。


　そんなコタロウの許もとを、一人の少女が訪おとずれていた。


　歳としはコタロウよりひとつ、二つ上に見える。黒いお下げ髪がみを背せ中なかに垂たらし、質しつ素そで清せい潔けつなワンピースを着ていた。派は手でさはないが利り発はつそうな少女で、じっとコタロウを見つめる横顔など、すでに麗れい人じんとしての萌ほう芽がが見られる。


　左目が可愛かわいらしい黒い瞳なのに対し、右目は縦たてに長い瞳どう孔こうをした紫むらさき色いろの瞳だった。これは、人と吸血鬼の間に生まれるダンピールに見られる、身体的特とく徴ちようである。


　彼女の名は、ワイン・王ウオン。


　九龍王アダム・王の実じつ子しであり、九姉弟の末すえっ子こだ。


　ワインはしばらく宙に浮かぶコタロウを見つめていたが、やがてゆっくりと、彼に向かって手を伸ばした。


　しかし、伸びていた指先が、途と中ちゆうで急に重たくなる。まるで粘ねん度どの高い泥どろの中に手を入れているように、コタロウに近づこうとするほど動きが鈍にぶくなるのである。ついには、どれだけ頑がん張ばっても、ぴくりとも動かせなくなった。


　時間の流れが違ちがうからだ。コタロウの周囲の時間が停てい止ししており、そこに近づくほど、時間の流れが遅おそくなっていくのである。


　ついには諦あきらめてため息をつき、ワインは腕うでを抜ぬいた。


「……ちぇ」


　なぜかつまらなそうに、小さくつぶやく。ワインは石いし敷じきの床ゆかを蹴けり、動きに合わせてお下げ髪が揺れた。


　その背中に、


「実じつ際さい、つまらないよな」


　突とつ然ぜん話しかけられ、ワインは飛び上がった。


　しかし、その声はワインには親したしい声だ。振り返った少女は唇くちびるを尖とがらせ、「お姉ねえちゃんっ」とおどかした姉をにらんだ。


　九姉弟の一番目、カサンドラ・ジル・ウォーロックは、抗こう議ぎする妹に詫わびるように笑いかけた。そして彼女の側そばへと近づきながら、宙に浮うかぶ少年に視し線せんを向けた。


「せっかくとっつかまえたのに、悪戯いたずらのひとつもできやしない。ザザももう少し気の利きいた封印をすればいいものを」


「……仕し方かたないよ。いきなりだったし。あのときはみんな、必ひつ死しだったもん」


「確たしかに動転してたっけな」


　姉の視線を追って、再び少年に向き直るワイン。隣となりに立ったカーサが、妹の頭に優やさしく手を置いた。


　腰こしまで届とどく黒くろ髪かみが優ゆう美びな、白はく皙せきの美女である。翠みどりの瞳は妖あやしくも魅み惑わく的てきな光を浮かべ、黒いルージュがひかれた唇は、酷こく薄はくで且かつ挑ちよう発はつ的てきだ。無む地じのカットソーとスリムなブラック・ジーンズというシンプルなモノトーンの姿すがたが、彼女の持つ洗せん練れんされた美び貌ぼうを引き立てている。


『黒くろ蛇へび』の異い名みようを取り、月げつ下かに広く畏い怖ふされるカーサだが、妹と接せつする彼女は、いつも優しい一いち面めんを見せる。


「やはりワインは気にしてるみたいだな。こいつのこと」


「別に……そんなに気にしてる訳じゃないよ」


「でもお前、昨日もここに来てたろ？　今日だって、これで何度目だ？」


「それは……ちょっとは、気になるから」


　言い訳するような上うわ目め遣づかいで、ワインが傍かたわらに立つ姉を見上げた。カーサは、少しだけ牙きばをのぞかせて笑った。少し哀かなしげな笑みだ。


「仲なか良よくなってたんだろ？　こいつと？　お前には辛つらいことになったな。済すまない」


　ワインは以前、姉たちに黙だまって単たん身しん特区に侵しん入にゆうしたことがあった。そのとき、ミミコやコタロウと知り合い、世話になったのだ。


　カーサの指し摘てきに、ワインは慌あわてて首を横に振った。


「こ、この子と仲良くなった訳じゃないよ！　仲良くしてもらったのは、一いつ緒しよにいた女の人の方で……わたしはこの子、嫌きらいだもん」


「気が合うな。私も一緒だ」


「お姉ちゃんも？」


「ああ。嫌いで……でも、気になるんだよな。どうしようもないぐらい」


　そう言って、カーサは眠り続けるコタロウに、とてもひと言では言いい表あらわせない複ふく雑ざつな視線を投げた。そんな姉の横顔を、ワインはじっと真しん剣けんに見つめた。


　カーサは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまる以前、何百年という長い間あいだ、『賢者イヴ』と行動を共ともにしていた。それがどうして敵てき対たいすることになったのか、その理由をワインは聞かされていない。


　しかし、敵味方に分かれたいまも、相手に対する感情は割わり切きれないものらしい。少なくとも、単なる敵てき意いや憎ぞう悪おを超こえた何かが、いまもカーサの胸の奥おくで渦うず巻まいているに違ちがいないのだ。


「……ごめんなさい。みんな、忙いそがしく頑がん張ばってるのに」


「馬ば鹿かだな。お前が謝あやまることなんか何もない。こっちこそ、ほったらかしになって悪いと思ってるよ。せっかく家族が揃そろったのになあ」


　謝るワインの頭を、カーサはくしゃくしゃと撫なでた。


　現在、九龍クーロン王おうを擁ようする『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちは、王の直ちよつ系けいである九姉弟を中心に、特区を支配下に置いている。とはいえ、その支配は半なかば自じ由ゆう放ほう任にんで、特区はいま、弱じやく肉にく強きよう食しよくの無む法ほう地ち帯たいと化していた。


　何しろ、九姉弟以外は、「血を吸った相手を『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染めてしまう」という血統の能力を活いかし、強ごう引いんに血族とした吸血鬼ばかりだ。特区全ぜん域いきを支配、統とう括かつするには、圧あつ倒とう的てきに人材が足たりない。乱らんを好このむ彼らの性せい質しつは、転てん化か後ご時間をおかねば収まらないので、いまいる血族は吸血鬼の獣じゆう性せいが強すぎるのである。もっとも、特区が崩ほう壊かいして、まだ一いち両りよう日じつしか経たっていないのだから、これはある意味当然の結けつ果かではあった。


　この状じよう況きようを改かい善ぜんすべく、現在九姉弟は休きゆう息そくする間もなく奔ほん走そうしている。特に、一族の参さん謀ぼう役やくであるザザとマーベリックは、他の姉弟に指し示じを与あたえつつ、牛ぎゆう馬ばの如ごとくに働はたらいていた。


「ぼくらがするべきことは、基本的に香ホン港コンのときと変わらない。でも、どうせなら前回の教きよう訓くんを活かして、もっとスマートに事を運びたいじゃない？」


　特区全域の再封印を終おえたあと、ザザは姉弟を集めて、そう言った。


　特区に籠ろう城じようするというのは、国こつ家か戦せん略りやく的てきに考えれば、大変危険なことでもある。人類が思い切って特区を焦しよう土どと化かす決けつ意いさえしてしまえば、核かく兵へい器きまでは必要ない、爆ばく撃げき機きや対地ミサイルの攻こう撃げきで、一いつ気きに片かたが付いてしまうだろう。いかに強大な力を持つ古血オールド・ブラツドが揃そろっていたところで、本気になった人類の物ぶつ量りように敵かなうはずはないのだ。


　だが、香港でもそうはならなかったように、特区もまた、そうした運命を回かい避ひすべく、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちは様々な手を打っている。人ひと質じちとして転化していない人間を大量に囲かこっているのも、そのひとつだ。わざわざマスコミの人間を泳およがせて、封印内に取り残された者たちの現状を世界に発はつ信しんさせているのも、狙ねらいは同じだった。このあたりの抜ぬけ目めなさは、長年策さく謀ぼうに携たずさわってきた『ウォーカーマン』ならではだろう。


　しかし、何よりも大きいのは、九龍王の存在。つまり、始祖ソース・ブラツド『導どう主しゆアダム』の存在だ。


　吸血鬼にとって、始祖ソース・ブラツドというのは決して疎おろそかにできない存在である。それは、他の血族から忌いみ嫌きらわれる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』においてさえ、例外ではない。彼がいる限り、吸血鬼たちは特区全土を焦しよう土どとすることには強い躊躇ためらいを覚おぼえるだろう。特に、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』から直接的な被ひ害がいを被こうむっていない血族にすれば──それが自分たちとは関係のない、他の血統であるにせよ──ひとつの血けつ統とうの祖そを抹まつ消しようするような行こう為いは、そうそう見み過すごせはしないのだ。これはもう、黒き血の本能のようなものだった。


　ましてや今回は、『導主アダム』のみならず、『賢者イヴ』の身み柄がらも抑おさえてある。『賢者』は、数多い始祖ソース・ブラツドたちの中でも、特に多くの血族から崇すう敬けいされる古き血だ。『賢者』の身を危あやうくするなど断だんじて許すわけにはいかない──と、そう考える吸血鬼は、至いたる所に存在している。


　となると、そうした血族は、人間たちに裏から圧あつ力りよくをかける。もとより、人間たちにしても、吸血鬼というのは謎なぞに包まれた──逆に言えば、様々な実じつ利りの可能性を含ふくむ、興きよう味みの対象となる存在だ。大規模な破は壊かい兵へい器きで一いつ掃そうするとなると、反対する意い見けん、勢せい力りよくも、出てくるのである。そんな状況を巧たくみに操あやつることで、結局は膠こう着ちやく状じよう態たいを作り出すことも可能となるのだった。


「世界には、色んな血族がいて、様々な考えを持つ人間が存在する。この多た様よう性せいこそ、僕ぼくらの付つけ入る隙すきだ。やがて『九龍の血統いつしよく』に染そまるまで、せいぜい喧けん々けん諤がく々がくとやっててもらうさ」


　奪うばい取った幼おさない顔に、彼らしいシニカルな冷れい笑しようをのせて、ザザは得とく意いげに説明した。そしてザザは、自らが口にした思おも惑わく通どおりに、着ちやく々ちやくと事を進めているのだった。


　このあとも、ザザはアダムと協きよう議ぎを重ねた上で、次なる策さくを用意している。


　もう間もなく、その策は世界に向けて放たれる予定だった。


「とはいえ、コタロウこいつを巻き込んだことが吉きちと出るか凶きようと出るかは、微び妙みようなところだと思うがね。時代も、香港とは違う。まあ、ザザのことだ。その辺のことは、端はなから承しよう知ちの上なんだろうが……」


　現に、ザザは当とう初しよ、『賢者』を一時的にでも灰はいにしてしまおうと目もく論ろんでいた。それを妨ぼう害がいしたのがカーサだ。


「……周まわりを突つき動うごかして自分が得とくをするってのは、昔からこいつの十八番オハコだからな……」


　カーサがむすっとした渋じゆう面めんで、無む邪じや気きに眠ねむるコタロウの寝ね顔がおをねめつけた。怒おこっているようであり、恨うらんでいるようであり、拗すねているようでも、愛いとおしんでいるようにさえも見える。少なくとも、そのときカーサが見せていた感情は、ワインの眼がん力りきで見み抜ぬけるような、単たん純じゆんな想おもいではなかった。


　ワインはあらためて、コタロウを見上げた。


　ミミコの許もとに厄やつ介かいになったときは、喧けん嘩かばかりしていた少年。それでも彼は、意識してガードを固めていたはずのワインの心の奥へ、ごく自然に踏ふみ入ってきた。底そこ抜ぬけに明るい笑え顔がおを浮うかべながら。


　いまコタロウは眠り続けている。あの笑顔を再び見ることが、果はたしてあるのだろうか？


　それ以前に、あの笑顔をもう一度見たいと願うことは、自分たち『九龍の血統クーロン・チヤイルド』にとって許されることなのだろうか？


　この少年は、いまやワインたちの、敵てきなのだ。


「ところで、ワイン。ひとつ聞いておきたいんだが──」


「え？　な、なに？」


　考え事をしていたワインが、無む心しんに聞き返した。カーサは、自分を見上げる妹の顔を眺ながめ、少し意地の悪い微び笑しようを浮かべた。


「我らが父王には、まだ慣なれないか？　アダムの奴やつ、寂さびしがってたぞ。なんだかワインが冷たいって」


「そ、それは……!?」


　自覚があるので、ワインは頰ほおを赤くした。


　アダムが灰はいになったのは、ワインがまだ赤ん坊ぼうの頃ころだ。従したがって、ワインはこれまで自分の父親のことを、姉たちから聞いて間かん接せつ的てきにしか知らなかった。ずっと会いたかったし、会えて嬉うれしいのだが、実際顔かおを合わせると、どうしても照てれが先に出てしまうのである。だから、ついつい避さけてしまうのだ。


「アダムはアダムで、お前に対して遠えん慮りよがあるようだしな。そしてまたザザの馬ば鹿かが、年頃の娘むすめは扱あつかいが難むずかしいとかなんとか吹ふき込むもんだから、余よ計けいにしゃちほこ張ってる」


「……そ、そうなの？」


「ああ。まったく、九龍クーロン王おうも形かた無なしだ。あれでも、月下の歴れき史し上じよう、最大の流りゆう血けつ王おうなんだがなあ」


　カーサがおどけるように肩かたを竦すくめたが、ワインは笑わなかった。彼女も彼女なりに、父親との接し方には悩なやんでいるのだ。


「どうすればいいのかな？」


「え？　アダムのことか？」


「うん」


「それは……普ふ通つうに話しかけてみればいいんじゃないかな？　親子なんだし」


「普通って？」


「ふ、普通は、普通さ。そうそう。小こ遣づかいでもねだればいいじゃないか。何しろ、十年以上死んでやがった親なんだからな。せいぜい甘あまえて、たかってやれ」


「あ、甘えるって、どうやるの？」


「そ、そんなの……甘えるんだよ！　こう、可愛かわいらしい格かつ好こうをしてだな。甘い声を出して、その……」


　次し第だいにしどろもどろになりながら、カーサは瞳ひとみを泳およがせた。要よう領りようを得えない姉のアドバイスに、ワインは眉み間けんにしわを寄せる。ダール辺りが見ていれば、嘆なげいて天を仰あおいだかもしれない。


　しかし、不ぶ器き用ような姉し妹まいが揃そろって首を捻ひねっていると、


　──お姉ちゃん。準備できたよー。


　不ふ意いに、頭の中に声が響ひびいた。ザザからの念話トーク・パスだ。たちまち、カーサは太ふて々ぶてしい微笑を浮かべ、「いいだろう」とつぶやいた。


「お姉ちゃん？」


「ああ。例れいの演えん説ぜつだ。ちょっと世界相手に、ハッタリをかましてくるよ」


　近所に喧けん嘩かをしに行くような口くち振ぶりで言い、カーサはぱちりとウィンクをした。


　最後にぽんとワインの頭を叩たたき、黒くろ髪かみをなびかせて石室を出る。その迷いのない颯さつ爽そうとした姿は、つまらないことですぐに悩なやむワインにとって、憧あこがれの対象だ。


「……わたしも」


　頑がん張ばらなきゃ、とワインは胸の中でつぶやいた。自分にできることなどたかが知れている。それでも、どんな些さ細さいなことでもいいから、家族のために尽じん力りよくしたかった。


　役に立ちたい。そう思える相手がいることは幸せなことなのだと、ワインは知っていた。


「待って、お姉ちゃん！」


　石室を出た姉を追って、ワインも出口に走り出した。


　が、出口を抜ける寸前、急に足を止めて、後ろを振り返った。


「……え？」


　声が聞こえた気がしたのだ。またね、と。


　石室に変化はない。残された少年は、いまもじっと、永遠の一いつ瞬しゆんに囚とらわれている。


「…………」


　気のせいだろうか。ワインはなおしばらく石室をじっと見つめていたが、結局は肩で息をついた。そして、あらためて姉のあとを追った。


　石室が、再び静せい寂じやくに包つつまれる。


　その静寂の中で、目ま蓋ぶたを閉じたコタロウの目元が、ほんのわずかに、ぴくりと微動した。
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「……まさか、こんなことになるとはな」


　それが、特とつ区く脱だつ出しゆつ組ぐみの話を聞き終えたあと、しばらくの間を置いて朱と鷺き籐とうサキが口にした台詞せりふだった。


「陣内部長に、張部長。セイ殿どのに、あのゼルマンまで……」


「ジロー様も行ゆく方え不明で、コタロウ君が敵の捕ほ虜りよ？　信じられませんわ。こんなことが、現実に起こるだなんて……」


　サキの暗いつぶやきに涙なみだ声ごえで続いたのは、スワン・鍾チエンだった。もっとも、彼女の涙るい腺せんは、ヒバリと再会したときからずっと弛ゆるみっぱなしなのだが。


　サキとスワンは、『カンパニー』の調停員コンプロマイザーだ。サキは、美女というよりはハンサムといった方が相応ふさわしそうな、長身の女性である。ダンピールで、右目は縦たて長ながの瞳どう孔こうをしたカナリア色の瞳をしている。ミミコにとっては、もっとも頼たよれる先せん輩ぱい調停員コンプロマイザーだった。


　一方のスワンは、ミミコと同年代の華はなやかな少女だ。ウェーブのかかった栗くり色いろの髪を伸のばし、抜ばつ群ぐんのスタイルを調停員コンプロマイザーの制服に包んでいる。有力華か僑きようの娘で、父親はＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトのメンバーだった。ミミコが『カンパニー』に在ざい籍せきしていたころはジローに横よこ恋れん慕ぼをして何かと張はり合あっていたのだが、それだけに彼女の実力は肌はだで感じている。本人には決して言わないが、ライバルであり、目もく標ひようでもあったのだ。


　二人は、特区が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきを受ける直前に、上じよう司しである陣内の指し示じでシンガポールに渡わたっていた。そのおかげで、特区を襲おそった災さい禍かから免まぬがれることができた。


　とはいえ、遠く離はなれた南なん洋ようの地で、ろくな情報もないまま特区の炎えん上じようする姿すがたを見ていなければならなかったのだ。なまじ、責せき任にん感かんがある二人だけに、感じていた精神的重じゆう圧あつ足たるや、並なみ大たい抵ていのものではなかっただろう。


「陣内部長はこうなることを予測して、我われ々われを送り出したのだろうか？」


　おそらく、予測していた訳ではないだろう。しかし、その可能性をも考こう慮りよに収おさめて、先手を打っていたのだ。現に、特区から脱出した『カンパニー』職員がこれほどスムーズにシンガポールに移り住めているのも、彼女たちの根ね回まわしがあったからこそなのである。


　何かにつけて秘ひ密みつ主義で腹はらの内を見せなかった上司だったが、彼が為なす仕事のそつのなさは、サキやスワンのような若じやく輩はい者ものには到とう底てい及およぶことができないものだった。彼がもうこの世にいないというのが、どうしても実じつ感かんできなかった。


「……ミミコも、辛つらいことになったな」


「ミミコの場合、それだけじゃありませんしね」


　サキがぽつりともらした台詞せりふに、スワンが返事をした。まさにその通りで、その場にいた者たちは、一様に同意し、頷うなずいた。


　サキとスワンを囲かこんでいるのは、特区の激げき闘とうを生き延のびた人間たちだ。


　二人の後輩である、ヒバリ。ジローの古ふる馴な染じみである、赤あか井いリンスケ。鎮ちん圧あつチームの隊長代理──神父が戻もどったいまは副隊長に復ふく任にんした、バドリック・セリバン。そして、ミミコのライブ映像を撮さつ影えいした、フリー・ジャーナリストのベンジャミン・スタンフォードの四人である。


　一同が集まっているのは、『カンパニー』職員が寝ね泊とまりしているホテルの近くにあった、ホーカーズ・センターだ。


「ホーカー」というのは行ぎよう商しよう人にんのことである。かつては屋や台たいを牽ひいて商売をしていたのだが、交通上や衛えい生せい上の理由から、政府がこれを一箇か所しよに集めて営業させるようになった。それがホーカーズ・センターで、いわばシンガポールの屋台村のような場所だ。安あん価かで種しゆ類るいが豊ほう富ふなのが特とく徴ちようで、貿ぼう易えき国こつ家かのシンガポールらしく、中ちゆう華か料理からインド料理、マレー料理まで、国こく際さい色しよく豊ゆたかな料理を扱あつかう屋台が揃そろっている。


　六人がいるホーカーズ・センターは、屋根付きの細長い広場にズラリとテーブルが並んでいて、そこを屋台が囲んでいるような配置だ。食事時ともなれば利用客でごった返すことになるのだが、いまは深夜なので客は少なく、営業している屋台もまばらだった。六人はそれぞれ夜や食しよくを注文して、唯ゆい一いつ置いてあった古いテレビの前のテーブルに陣じん取どっている。


「それで……」


　とサキがリンスケに視線を向けた。


「本当なのか？　ミミコを新しん生せい『カンパニー』の代表に据すえるという話は？」


「ほんとも、ほんと。少なくとも尾根崎会長は、ミミコちゃんのネームバリュー──というか、あの映像が世論に与あたえる効果を、最さい大だい限げんに有ゆう効こう利り用ようすることを考えてるみたいね。『カンパニー』再生の道は他ほかにない、って。正直、その点は私も同どう感かん」


　ピーナッツソースをつけた串焼きサテーを囓かじりながら、リンスケがもぐもぐと答えた。


　髪を紫むらさき色いろに染そめてシルバーのメッシュをいれ、勝手に改かい造ぞうした制服にはアクセサリーを山ほどぶら下げるリンスケだが、こう見えて査さ察さつ部ぶの人間だ。『カンパニー』内部に多くの情じよう報ほう網もうを持っており、一いつ般ぱん職しよく員いんには知らされないような情報にも、いち早く触ふれることができるのだ。


　ココナッツ・スープのビーフンラクサを食べていたヒバリが、心配そうに箸はしを置いた。


「先輩は承しよう知ちしてるんですか？」


「打だ診しんはされたようだけど、さすがにビビってるみたい。まあ、当然よね。いくら形だけとはいえ──ううん。代表としては形だけかもしれないけど、実質的には『カンパニー』の広こう告こく塔とうになるってことだもんね。世界中からマスコミがやって来るだろうし、政治家だの評ひよう論ろん家かだのの、矢や面おもてに立たなきゃいけないわけだし」


　そうでなくとも、いまミミコは全世界から注目され、その行ゆく方えを捜そう索さくされている。彼女が公おおやけの場に出れば、その言げん動どうに、世界中の人々が注目することになるのは確かく実じつだ。


　リンスケは、隣となりのベンを横目にじろりとにらんだ。


「厄やつ介かいなことしてくれたわよ。ほんと」


「ぼ、僕のせいだって言うのか？　僕は、ジャーナリストだぞ？　真実を伝える義ぎ務むがあったんだ！」


「わかってるわよ、そんなこと。……ぶっちゃけ、『カンパニー』の一職員──それに、吸血鬼とまともなつき合いのある人間としては、よくぞやってくれた、ってなもんなんだけどね。ただまあ、ミミコちゃんのことを考えると……」


　串くし焼きの串を口にくわえて、リンスケが渋じゆう面めんを見せる。サキやスワン、ヒバリ。それにベンは、揃そろって暗い表情になった。


　ミミコの映像が世の中に衝しよう撃げきを与えたとはいえ、世論はあくまでも、吸血鬼は悪と見なす考えが圧あつ倒とう的てき多た数すうなのだ。そんな中──しかも特区で吸血鬼の残ざん虐ぎやく性せいと危険性が見せつけられた直後に、人と吸血鬼の共きよう存ぞんを目指す『カンパニー』の代表として公の場に立てばどうなるか。楽らつ観かん視しできる要よう素そは何一つ思いつかなかった。


　しかし、それまで黙然もくねんとタイガービールの瓶びんを傾かたむけていたバドリックが、


「俺おれは、いい案あんだと思う」


　と、重おも々おもしくつぶやいた。


「俺はお前たちほど葛城ミミコ個人と親したしかった訳じゃない。だが、彼女の活かつ躍やくは折おりに触ふれて聞いているし、直接現場で鉢はち合あわせたことも幾いく度どもある。そして、その度たびに感じていた。この娘むすめはきっと、将しよう来らい調停部を背し負よって立つ人じん材ざいなんだろう、とな」


「それは……」


　サキが何か言いかけ、結局口を閉とざした。ミミコ本人の資し質しつについてなら、サキやリンスケも、バドリック以上に評価してはいるのだ。


　バドリックは続ける。


「そもそも、あの『銀ぎん刀とう』を手て懐なずけていたという一いち事じからも、葛城ミミコの才能がうかがえるというものだ。友人だったお前たちはピンと来ないかもしれないが、俺のような立場の人間にすれば、『銀刀』を自らの護衛役クローザーに雇やとい、ミスター・ケインや龍りゆう王おうと対たい等とうに交こう渉しようできるなど、途と方ほうもないことだった。それをあの娘は、ごく当然のように行っていたのだ。そんな人間が、他ほかにいるか？　いるとすれば、死んだ陣内部長ぐらいだろう。違ちがうか？」


　違わない。日ひ頃ごろ口数の少ないバドリックの言葉に、ミミコの友人たちは反はん論ろんすることができなかった。


　すると、今度はベンが、バドリックに同どう意いして頷うなずいた。


「それは僕も感じたことだね。実際、特区で一いつ般ぱん人じんの避ひ難なんを誘ゆう導どうしていたときの彼女は、こう言ってはなんだが、とても十八には見えなかった。世界中の誰だれであれ、あのとき、あの場所で、ミミコ以上の働きをできた者がいたとは思えない。彼女はどこにでもいる平へい凡ぼんなガールかもしれないが、同時に、極きわめて特別なガールでもあるはずなんだ。僕の映像は、それを記き録ろくしたに過すぎない」


　バドリックに続いてベンの評ひよう価かを耳にして、サキとスワン、ヒバリとリンスケは、思わず腕うで組ぐみをして唸うなった。


「言われてみると、まさにその通りなのだが……しかし……」


「……どういったところで、所しよ詮せんミミコなわけですし……ねえ？」


「……先せん輩ぱいいい人だけど、おっちょこちょいだし、小しよう心しん者ものだし、アヒル口だし」


「ヒバリちゃん。アヒル口は、この際関係ないと思うわよ」


　どうも、ミミコと身近な人間ほど、頭の中にある「ミミコ像ぞう」がはっきりしていて、『カンパニー』代表として活躍する彼女のイメージが湧わかないらしい。


　一向に食しよく事じが進まないまま、一同はそれぞれの想おもいを抱かかえて黙だまり込んだ。


　と、


「あれ？」


　ヒバリが目をぱちくりさせた。


「どうした、ヒバリ？」


「サキさん。何かあったみたいですよ。テレビ」


　ヒバリの戸と惑まどうような台詞に、残り五人の視線がテレビへと向かった。流れているのは、シンガポールテレビ公社ＴＣＳのニュース番組だ。


　キャスターがひどく慌あわてている。あいにく音声が絞しぼられているらしく、何を言っているのかまでは聞き取れなかった。


「リンスケ殿どの。悪いが音を」


「はいはい」


　サキに言われて、リンスケが腰こしを上げる。その瞬しゆん間かん、画面が切きり替かわった。


　流れてきたのは、どこかの政せい府ふが公こう式しき声せい明めいを発表しているようなシーンだった。簡かん素そなデスクと背景。画面の隅すみに「ＬＩＶＥ」の文字。だが、サキたちが愕がく然ぜんとしたのは、画面に映っている人物に見覚えがあったからだ。


『カンパニー』職員の間に回された、目撃写真に写うつっていた人物。このようなシーンでは、決して目にするはずのない──決して目にされてはならないはずの人物だった。


　リンスケが慌ててボリュームを上げる。





『良い夜だＧｏｏｄ ｅｖｅｎｉｎｇ、人類諸君Ｈｕｍａｎ』





　それが、彼女が世界に向けて放った、最初のひと言だった。





『初めまして。私の名は、カサンドラ・ジル・ウォーロック。現在、崩ほう壊かいした経済特別解放区より、全世界に向けてこの映像を発信している。まずは自じ己こ紹しよう介かいから始めよう。私は、吸血鬼ブラツク・ブラツド』
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５







「あーっ、疲つかれた！　まったく、いい加か減げんにしてほしいわよね」


「はいはい。お疲れ様でしたね、ミミコさん」


「でも、みんなお礼れい言ってたよ！　よかったじゃない、ミミちゃんっ」


　どさっと椅い子すに座すわったミミコに、ジローが苦く笑しようし、コタロウが笑え顔がおを見せる。ミミコはため息をついて、凝こった肩かたをぐるぐる回した。


「仕事とはいえ、大変だわ。毎まい晩ばん毎晩遅おそくまで」


「いまお茶をお入れしますよ。紅こう茶ちやと日本茶はどちらが？」


「ぼく、日本茶飲みたい！」


「あーじゃあ、あたしも日本茶でいいや」


「はい。畏かしこまりました」


　優やさしく笑ってジローがキッチンに消える。そのあとになってようやく、ミミコは「ん？」と眉まゆ根ねを寄せた。


「日本茶ってまだあったっけか？」


「この前ハンさんから分けてもらったのがあるじゃない」


「あー、そっか。あの番ばん茶ちやがあったわ。良く覚えてたわね、コタロウ君。ほんと、食べ物に関かかわることだけは、記き憶おく力りよく抜ばつ群ぐんなんだから」


「えっへん！」


「こら。いまのは威い張ばるところじゃないぞ？」


　ミミコは苦笑いを浮うかべたが、コタロウは一いつ向こうに気にしない。背せ負おっていた巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアを降おろし、鼻はな面づらが汚よごれているのに気が付いてティッシュで拭ぬぐい始めた。実はぬいぐるみの中は空くう洞どうになっており、ジローが銀刀を持ち歩く際など、収しゆう納のうするのに使われている。コタロウがいつも大事にしている相あい棒ぼう、バウワウ卿きようだ。


「その子バウワウも結構汚れてきたわね。今度お風ふ呂ろ場ばで洗あらってあげなさいよ」


「うんっ。そうする」


　コタロウが元気よく頷いたとき、キッチンから声がした。


「ミミコさーん。お茶ちや請うけは何かいりますか？」


「あ、冷れい蔵ぞう庫こに水みず羊よう羹かんがあったと思う」


「ほんと!?　ぼく、水羊羹大好き！」


「君が嫌きらいなお菓か子しなんか、この世に存在しないでしょ？」


「なぜそれを!?」


「イヤ、驚おどろくようなことじゃないし」


　目を丸くして構かまえを取るコタロウに、ミミコは思わず噴ふき出して言った。そこにちょうど、お盆ぼんを抱えたジローが戻もどってくる。テーブルに茶ちや碗わんと水羊羹を並べた。


　コタロウが飛びつくようにテーブルにかじりつく。ミミコも椅子に座り直して、相そう好ごうを崩くずした。お菓子嫌いな子供がいないように、甘あまい物が嫌いな女の子だっていないのだ。


　ジローが急きゆう須すからお茶を注そそぐと、いい香かおりの湯ゆ気げが辺りに漂ただよった。小皿に載のった水羊羹はぷるんと輝かがやき、まるで玩おも具ちやの宝ほう石せきだ。


「お待たせしました。では、皆みなさん、今日はお疲れ様ということで」


「うん。みんな、ご苦く労ろうさまでした」


「わーい。いっただっきまーす！」


「あ、こら、コタロウ。お前、手はちゃんと洗あらいましたか？」


「えっ？　で、でも、ミミちゃんだって洗ってな──」


「あむ。……んー。この水羊羹、美味おいしー」


「あ、ズルい、ズルい！　ぼくも小豆あずきのが良かったのにー！」


「コタロウ。先に手を洗ってきなさい」


「でもでもミミちゃんがー！」


　コタロウが地じ団だん駄だを踏ふむ。ミミコは知らんぷりをしたまま、にこにこと水羊羹を頰ほお張ばっている。ジローはやれやれと首を振ふって椅子に座った。壁かべ際ぎわのバウワウ卿が、そんな三人を穏おだやかに見守っている。





　そこで、目が覚めた。


　泣なきそうになったけど、ミミコは泣かなかった。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　カーサが世界に向けて宣せん言げんしたのは、それまで『カンパニー』や各かつ国こく政せい府ふ、『世界吸血鬼対策委員会』が頑かたくなに秘ひ匿とくし続けてきた、吸血鬼にまつわる「真実」だった。


　吸血鬼と呼ばれる存在が、遥はるかな昔から月下を歩いてきたこと。


　一部の支配者階級と、古いにしえより交流があったこと。


　そして、自分たちが香ホン港コンで戦った血族の生き残りであること。


「我々は一生命体として、自らが生きる権けん利りを、自ら獲かく得とくする。それが、諸しよ君くんと敵対することを意味するとしてもだ」


　画面に映うつるカーサの双そう眸ぼうは、苛か烈れつにしてなお妖よう艶えんで、見る者の心を惹ひき付けた。いや、そうして挑ちよう発はつし、挑ちよう戦せんしているときこそ、彼女の美び貌ぼうはもっとも高こう貴きに燃え上がるのである。


　言うまでもなく、彼女の宣言は世界を揺ゆるがした。


　だが、カーサの──というより、この演えん説ぜつを画かく策さくしたザザの狙ねらいは、それだけに留とどまらなかった。この演説には「真実」に匹ひつ敵てきする猛もう毒どくが仕し込こまれていた。


　カーサは演説で、次の趣しゆ旨しのことを口にした。


「我ら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、我々の生存を何らかの形でサポートしてくれる協力者に対し、相応の見返りを与あたえる用意がある。古こ来らい、人類が欲ほつして止やまない、ある力を」


　つまり『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、彼らに味方する者に「不ふ老ろう不ふ死し」を与えると公こう約やくしたのだ。


　むろん、これは彼らの血族の仲間になることを意味する。一度転化してしまえば死ぬまで人の血を求め続け、しかも血を吸うたびに相手を吸血鬼に転化してしまう怪かい物ぶつになるということだった。血けつ族ぞく社しや会かいで忌いみ嫌きらわれる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の一いち員いんに、自分から加わることが条じよう件けんなのである。


　だが、圧あつ倒とう的てき大多数の人間にとって、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と他の血族に違ちがいなどありはしない。すべて、人の血を吸う怪物──吸血鬼なのだ。


　そして、たとえ怪物になってでも永遠の生命を欲ほつする者は、少なからず存在する。それも、社会の上層部──人々を指し導どう、あるいは支配する階かい層きゆうであるほど、不老不死を求める者は多く存在するのだった。


　要ようするに、カーサの提てい案あんは、万が一にも「特区を焦しよう土どと化かす」判断を下せる者たちを、直接揺ゆさぶってみせたのだ。まさに、ザザの狙い通りだった。


「感情はどうあれ、古来、人と吸血鬼は『共存してきた』のだ。我々は諸しよ君くんにとって、単なる害がい毒どくではない。世の風ふう聞ぶんに惑まどわされることなく、その事実と向き合ってくれ」


　これほどの皮肉もないだろう。この演説が、いったいどれほどの社会的混乱を招まねくか、正確に予想できた者は皆かい無むだった。演説を見た関係者たちは、画面越ごしに嘲ちよう笑しようを向けるカーサの姿に、ただ歯は軋ぎしりをするだけだった。


　ある一人をのぞいて。
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　ラッフルズ・ホテルの朝は美しい。


　バルコニーから外を眺ながめれば、熱ねつ帯たいの強い日ひ差ざしが、赤茶色の屋や根ねと白はく亜あの壁を目ま映ばゆく照らしている。ホテルに幾いくつもある中なか庭にわには、熱帯ならではの植物が植しよく樹じゆされており、まるでジャングルを切り取ったかのようだ。フィッカスの木やインドソケイ、トラベラーズ・パームに赤ショウガ。ココヤシを初めとする様々な椰や子しの木。庭に茂しげるエメラルド・グリーンとホテルの白い壁が鮮あざやかなコントラストを成なし、意い匠しようを施ほどこされた噴ふん水すいの水が、涼りようと潤うるおいを与えてくれる。


　早朝から動き出した従じゆう業ぎよう員いんたちは、染しみひとつない白い制服に身を包つつみ、新しい一日に備そなえて朝食の準備をする。焼きたてのパン。取れたてのフルーツ。新しん鮮せんなハムと卵たまご。色とりどりの総そう菜ざい。ココナッツのジャム。温かいコーヒーや紅茶と、フレッシュなオレンジ・ジュース。


　外出できないミミコの朝食は、すべて部屋に運ばれてくる。その食事を終えたとき、チャイムが鳴り、尾根崎と神父が顔を出した。


　あの映像を見せた翌日、尾根崎はミミコに、『カンパニー』代表として彼らのシンボルになってほしいと依い頼らいした。


　だが、ミミコが返事を保ほ留りゆうして以来、同じ話題を持ち出したことはない。ただ、毎日一度は部屋に立ち寄り、現状の説明をして、何か不自由はないか確かく認にんして去さっていく。今朝けさの話題はなんといっても、昨夜放送されたカーサの演説だ。当然、ミミコもあの放送は部屋で見た。尾根崎と神父はミミコに気を使う余よ裕ゆうもなく、深しん刻こくな面おも持もちで今後の展てん望ぼうについて語かたり合っていた。


　だから、その日ミミコは、自分から切り出した。


　尾根崎と神父は、一いつ瞬しゆん両目を見開き、それからきつく唇くちびるを結んだ。


「……いいんだね？」


　神父が最後の確かく認にんをした。ミミコははっきりと頷うなずいた。


「『カンパニー』の代表。あたしでよければ、お受うけします」


　昨日テレビで見たカーサの姿。


　今朝夢で見たジローとコタロウの記き憶おく。


　何もせず、じっとしていることなどできない。取り戻すと、そう、誓ちかったのだ。


　尾根崎が立ち上がる。神父も続いて腰こしを上げ、背せ筋すじを伸のばした。


　ミミコはゆっくりと籐とう椅い子すから立ち上がり、はっきりと告つげた。


「よろしく、お願いします」





　のちに、『セカンド・カンパニー』の名で知られることになる新生『オーダー・コフィン・カンパニー』は、このとき産うぶ声ごえを上げたのである。









　　二章　その少女










１







　雨あま戸どが閉とざされた部屋の中に、複ふく数すうの気け配はいがあった。


　低ひくく床ゆかを這はう、コンピュータやエアコンの駆く動どう音おん。それに混まじって、人の動く物音。床を踏ふむ音や、ファイルを捲めくる音、キーボードを叩たたく音が、小さく混まじっていた。


　フランス最大の港こう湾わん都と市しマルセイユ。その郊こう外がいにある、古い民みん家かの二階である。


　築ちく数すう十じゆう年ねんになる民家だが、二階はぶち抜ぬきになっており、持ち込まれた電でん子し機き器きで埋うめ尽つくされていた。明かりは点けられておらず、モニターの光や計けい器き類るいのランプ、そして闇やみの中で動く者たちの妖あやしい眼がん光こうが点ともっているばかりだ。床やテーブルにはジャンク・フードの袋ふくろが散ちらばっている。中には、空からになった血けつ液えきパックも混まじっていた。屋おく外がいの、南なん仏ふつの陽光に洗われた清すが々すがしい風景からは、かけ離はなれた有あり様さまだった。


　フランスに古くから根ね付づく『狼ろう王おうガルー』の血統。この民家は、彼らが活動拠きよ点てんとする根ね城じろのひとつなのだ。


「……来た」


　モニターをにらんでいた男が、鋭するどく反応した。パソコン画面に新たなウィンドウが開く。メールが着信したのだ。


「どこだ？」


「『氷ひよう牙が』からだ。が……駄目だめだな。やはり連中、今回も静せい観かんするらしい」


「そうか。チッ。散さん々ざん待たせたあげく」


　期待にそぐわぬ内容の便りに、尋たずねた男は肩かたを落とした。堪たえきれず、ため息をつく。


「……あそこも、『千の目のイワン』が代だい替がわりしてからは、徹てつ底ていして事こと勿なかれ主義だな」


「イワンだけじゃないさ。ベルギーの『智ち眼がん』、ノルウェーの『聖せい槍そう』にも動きはなし。『老ろう牙が』、『月げつ匠しよう』は、言うに及およばずだ。結局今回も、反応を見せたのはロンドンの『魔ま女じよ』だけだったな。あそこは香ホン港コンのときと同様、また長おさの三姉し妹まいが起きてきたらしいぜ」


「……血族の裏切り者が、敵の副ふく将しように収まってる訳だからな。無視はしづらいだろう。といって、正面切って『九龍の血統クーロン・チヤイルド』との対決姿勢を示しめすわけじゃあるまい。特に今回は、『東ひがしの龍りゆう王おう』が倒たおれている。翻ひるがえそうにも反はん旗きがないって状態だ」


「龍王は転てん生せいしたのか？」


「わからん。『南みなみの朱あけ姫ひめ』からは、なんの連れん絡らくも入ってない」


「そうか。くそっ。情報が足りんな。龍王の部下どもは何をやっているんだ。まさか全ぜん滅めつしたわけでもあるまいに」


　相あい棒ぼうの台詞せりふに、モニターを監かん視ししていた男は忌いま々いましげな舌打ちをもらした。


　感情を持て余しているのは、何も彼らだけではない。おそらくは、世界中の血族が、同じ種類の不安と焦しよう燥そうを感じているはずだった。様々な手しゆ法ほうを駆く使ししつつ、手に入る限りの情報を獲かく得とくせんと血ち眼まなこになっているはずなのだ。


　特とつ区く崩ほう壊かいから、一か月。


　血族社会は、激げき動どうのただ中にあった。


　特区で吸血鬼ブラツク・ブラツドの存在が表おもて沙ざ汰たになっただけではない。その後のカーサの演説は、一部の人間のみならず、吸血鬼たちにとっても、長年隠かくし続けてきた真実の暴ばく露ろとなった。あの演説によって血族社会が被こうむった動どう揺ようは、香港の比ひではない。事態があまりに深しん刻こく過すぎて、いったいどれほどの大事なのか、まだ誰だれも実感できていないような状じよう況きようだ。


　血族の指針を決定するのは血族を率ひきいる長たちだが、彼らの多くは何百年という長い歳さい月げつを生きてきた吸血鬼たちだ。時間の感覚からして、現代の人間とは大きくことなる。一いち夜やにして世界が激げき変へんするような事態に、即そく座ざに対応することは難むずかしいのである。


「と言って、年とし寄より連れん中ちゆうを無視して話を進めることもできん」


「……結論が出せないのは、俺たち若手も同じことだからな」


　吸血鬼たちは自分たちの存在を、長い──人類の歴史と同じほども長い時間をかけて、人間たちの目から隠し通してきた。迷めい信しんと忘ぼう却きやく、人間たち自身の不安を操あやつり、幾いく重えにも迷めい彩さいを施ほどこした闇やみの奥おくで、息を潜ひそめ続けてきたのである。


　しかし、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が演出した混乱は、その隠かくれ家がを白はく日じつの下もとにさらけ出した。月下の歴史において前例のないことだ。長く生きていようと、そうでなかろうと、正しいと自信を持って選せん択たくできる行動が、彼らには見み出いだせていない。


　何か手を打たねばならない。


　それは、はっきりとしているのだが。


「ルイ様はどうなさるおつもりなのか……」


「香港では、義ぎは龍王に在ありと助すけっ人とを送られたが──今回はその龍王がすでにない。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』のやりようは、ルイ様には我が慢まんならんことだろうが、なんと言っても、他血族のことだからな。奴やつらを罰ばつするために、わざわざ極きよく東とうまで手を伸のばすとは考えづらい。それに、どれほど非ひ道どうを尽くそうと、いま奴らは、始祖ソース・ブラツドを擁ようしている」


「……だな」


　二人はそれきり、むっつりと口をつぐんだ。


　ルイというのは彼らの長で、千年以上のときを生きる大吸血鬼ルイ・マルファンのことだ。欧おう州しゆうでは屈くつ指しの大物であり、長年にわたり当地ににらみを利きかせてきた。間接的にだが『東の龍王』と交流を持っており、そのため香港聖戦時は龍王に与くみして力を貸かした。


　二人に、特区と『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に関する他血族の対応を打だ診しんしろ、と命じたのもルイだ。欧州では珍めずらしく親しん人にん間げん派はの吸血鬼であるだけに、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の特区占せん拠きよは、目に余るものがあるのだろう。


　だが、彼もまた自らの血族を率いる身だ。軽けい々けいと動くことはできない。そして、『氷牙』や『智眼』、『聖槍』などの血族が事態を静観しているのも、おそらくは同じ理由からなのだろう。


　日本は遠い。せめて、東アジアを古くより治めてきた『東の龍王』が健けん在ざいならば、彼に協力するという形で手出しする道もあっただろう。だが、現状では彼の生せい死しすら定かでないのだ。


「聞いた話だと、俺たちみたいな下したっ端ぱだけじゃなく、長ちよう老ろうクラスの間でも、会かい合ごうを持つ動きがあるらしいぞ。それどころか、隠いん遁とんして久しい始祖ソース・ブラツドたちが動いてるって噂うわさすらある」


「始祖ソース・ブラツド、ね。我らが祖ガルーはとうに身み罷まかられたが、果たして、いまの世に何人存ぞん命めいしてるのやら」


「少なくとも、二人はいる。特区と、アメリカに」


「ああ」


　相棒の台詞に、男は頷うなずいた。


「『豪ごう王おう』の動向は、確かに気になるな」


「一応コンタクトは取れたんだがな。あそこは何しろガードが堅かたい。あくまで独どく自じ路ろ線せんを突つっ走ぱしるつもりみたいだ」


「『豪王』がごり押おししてた『赤い牙レツド・フアング』とかって吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオース。特区で相当痛い目を見たはずだろ？　泣なき寝ね入いるとは思えないが……他の血族と共きよう闘とうしようって発はつ想そうはないのかね」


　アメリカを拠点とする『豪王フォワード』の血統は、近きん年ねん急きゆう速そくに台たい頭とうしてきた血族だ。しかし、その歴史は半世紀少々と短く、欧州の古い血族とはつき合いが少なかった。


『豪王』が、反『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の旗頭となる可能性についても、欧州の血族は考こう慮りよしている。しかし、龍王に代わる役割を果たすには、彼の貫かん目め──つまり、実績や貫かん禄ろくが足りないと判断された。始祖ソース・ブラツドとはいえ、『豪王』は若わかい。生きた歳さい月げつの長さを重じゆう視しする古い考えの吸血鬼たちにしてみれば、旗はた頭がしらに据すえるには頼たよりない存在なのだ。


「結局八はつ方ぽう塞ふさがりか……」


「……いや。まだ『乙女メイデン』がいる」


　ため息をついた男に、相棒がぼそりとささやいた。


　男が思わず相棒の顔を見る。相棒は冗じよう談だんを口にしたように、唇くちびるに微び笑しようを浮うかべて牙きばをのぞかせていた。しかし、男には、相棒が冗談半分、本気半分で言ったことがわかった。


　半分は、本気なのだ。


「……ルイ様はかなり気にされてたようだな」


「ああ。だが、情報がない。本当にないんだ。人間どもも必死のようだが、流る布ふしているのは根こん拠きよのない憶おく測そくばかりだ」


「それでも──俺おれたちの女め神がみになる見み込こみはある、と？」


「実は結構ファンでね」


　相棒はニヤリと笑いながら、こっそり打うち明あけた。照てれ隠かくしのようでもあるが──やはり、半分は本気だ。そして、実のところ、男の本心も相棒と似たようなものだった。何しろ彼らは、転てん化かする前から生きつ粋すいのフランス人だ。「あの映像」を見て連れん想そうするものは、ひとつしかなかった。


　そのときだ。


　一階に続く階段から、突とつ然ぜん一人の女性が飛び込んできた。完全に油ゆ断だんしてた二人は、ぎょっとして身を竦すくませた。が、女性の顔を見て大きく息をついた。同じ血族の女吸血鬼だったのだ。


「フランソワ！　おどかすなよっ」


「何よ。気づきもしないなんて、どうせサボってたんでしょ！」


「言いがかりだ。俺たちは、もう一週間以上、ろくに寝ねる間まも──」


　反はん論ろんしかけた男の語ご尾びが途と絶だえた。満まん面めんの笑えみを浮かべるフランソワの後ろから、もう一人青年が顔を見せたからだ。


　その青年は、長旅に疲つかれつつ、ようやく戻もどった故こ郷きように、懐なつかしさを隠せずにいた。移住先で死の危険に晒さらされながら生きて帰ってきたのだから、その感かん慨がいもひとしおなのだろう。


「ジャン！」


「やあ。二人とも……心配かけたね」


　ジャンは二人に、いまにも泣き出しそうな笑顔を向けた。彼は、『狼王』の血族でただ一人、特とつ区くに移住していた吸血鬼だ。あの事件のあと連れん絡らくが途と切ぎれ、半なかば諦あきらめられていたのである。


「この野や郎ろう……なんでいままで連絡しなかった！　ルイ様なんか、一時は日本まで探しに行こうとしてたんだぞ!?」


「ゴメン。本当に、済まなかった。こっちも、大変だったんだ。わかるだろ？」


「……確かにな。とにかく、無事でよかった」


　二人はしばし言葉もなく、ジャンの無事を喜よろこんだ。後ろではフランソワが、瞳ひとみを潤うるませ洟はなをすすっている。多くの吸血鬼がそうであるように、彼らにとって血族とは家族に他ほかならないのである。


　しかし、ひとしきり再会を祝したあと、二人は真しん剣けんな面おも持もちになった。


「ジャン。帰国早々で悪いが、大変なのはこっちも同じでな。すぐにでも聞きたいことがある」


「ちょっと、二人とも……」


　フランソワが止めようとしたが、ジャンは「いいんだ」と首を振ふった。彼とて転びたてアンダー・イヤーではない。半世紀以上のときを生きた吸血鬼であり、血族のために己おのれが為なすべき事は心こころ得えている。


「わかってる。特区のことだろう？　僕も、みんなに伝えなきゃならないことが、山ほどある。何から聞きたい？」


　ジャンの質問に、二人は一いつ瞬しゆん顔を見合わせた。


　そして、声を揃そろえて言った。


「シンガポールに移った『カンパニー』のことを。その新しい代表者になったという、例の『乙女メイデン』について」
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『カンパニー』代表となってから、ミミコの生活は一気に密みつ度どを増ました。


　会合に次つぐ会合。内ない談だんに次ぐ内談。『カンパニー』の主しゆ要よう部ぶ署しよ責せき任にん者しやはもちろん、シンガポールの要よう人じん、周辺国家の外がい交こう官かん、脱だつ出しゆつ後ごの旧ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツト、新たなスポンサー候こう補ほ、そして政せい府ふ筋すじの特定マスコミ関係者と、十字軍内部の人間。


　もとより、『カンパニー』は秘ひ密みつ結けつ社しやだ。現時点ではミミコのお披ひ露ろ目めも、いわゆる「業界関係者」に限かぎられている。それでもなお、目の回るようなスケジュールだった。


「とにかく、当面とうめんの間、話は私たちがつける。君は無ぶ難なんに笑っていてくれればいいんだ」


　尾お根ね崎ざきはそう言ったが、言われるまでもなく、他にミミコにできることなど何もなかった。半はん壊かいした組織の立て直し──と口で言うのは簡単だが、この場合「組織」とは「国家」に匹ひつ敵てきすると言っても過か言ごんではない。実現に向けてクリアすべき課題は、量にせよ、困こん難なんさにせよ、ミミコなどには想像を絶ぜつした。諸もろ手てをあげて逃にげ出したくなるほどだ。


　そして、そんな目も眩くらむ難事業に挑いどみつつも、尾根崎はミミコのケアを忘れなかった。どうも彼は、ミミコを「陣じん内ないから託たくされた人材」と感じているらしい。とりわけ丁てい重ちように扱あつかってくれるのだが、そうやって気を使われる度たびに、ミミコは己の無力さを痛つう感かんせねばならなかった。これまで、漠ばく然ぜんとしかわかっていなかった「尾根崎ミタカ」という人物が持つスケールの凄すさまじさを、いまさらながらに味わったのである。


　──ううん。尾根崎会長だけじゃない。


　亡なき陣内や張ジヤン。『カンパニー』に戻ってきた神父。バドリックだってそうだ。大なり小なり、組織のトップに立つ大人の凄すご味みは、その庇ひ護ごの下にいたのでは、決してわかることができないのだ。


『カンパニー』は、そうした偉い大だいな大人たちの手によって運営されてきた。同じ事が、果たして自分にできるだろうか？


「肩かたの力を抜ぬきなさい、ミミコ。結果だけを性せい急きゆうに求めてはいけない」


　神父もそうアドバイスをしてくれたが、ミミコの胸には届とどかない。


「神父さん。あたし、一度は代表の話を受けたけど、よく考えたら、このポストは神父さんの方が相応ふさわしいんじゃないでしょうか？　神父さんは世界的に認められた、聖せい戦せんの英えい雄ゆうです。あたしみたいな無む名めいの、しかも未成年の女の子が就つくより、神父さんの方がずっと説せつ得とく力りよくがあります」


　あるとき、連れん日じつのプレッシャーに耐たえかねたミミコは、神父にそう言って泣きついた。当然のことだが、今回尾根崎たちが採さい用ようしたアクロバティックな人事は、万ばん人にんに受け入れられた訳ではない。形だけとはいえ、ミミコのような小こ娘むすめを組織のトップに据すえることに対し、有ゆう形けい無む形けいの批ひ判はんが内外から噴ふん出しゆつしているのだ。


　しかし、弱よわり切ったミミコに詰つめ寄られた神父は、彼女の両りよう肩かたをつかんでゆっくりと首を振った。


　これ以上ないほど真剣な口振りで、


「ノー、ミミコ。すでに啓けい示じは示しめされた。アーメン」


　なんとなく、リンスケが神父を苦手にしている理由が、わかりかけてきたミミコである。本当にスゴイ人だけにかえって始し末まつに悪いということは、往々にしてよくあるのだった。


　唯ゆい一いつの慰なぐさめは、ヒバリが秘ひ書しよという名めい目もくでミミコの側そばについてくれるようになった点だろう。これも尾根崎の配はい慮りよだが、素す直なおにありがたかった。


　シンガポールに来てからもヒバリは相変わらず情報通で、サキやスワン、リンスケらの話を聞かせてくれる。彼女たちもまた、『カンパニー』再さい建けんのために寸すん暇かを惜おしんで働いているらしい。


「サキ先せん輩ぱいは『カンパニー』の人たちのまとめ役。リンスケさんは十字軍の内ない偵ていみたいなことを進めてるそうです。スワン先輩なんか、また『カンパニー』に出しゆつ資しするよう、お父さんを口く説どき落としたみたいですよ。それどころか、他の華か僑きようの人たちにも働きかけてるんですって。シンガポールって、結構華僑の人がいっぱいいたんですね」


　かくいうヒバリも、日本に残されている『カンパニー』職員の家族との間に、ネットワークを構こう築ちくする仕事に関かかわっているらしい。彼女の両親も無事特区を脱出し、現在は横浜に滞たい在ざいしているという。


　尾根崎も神父も、サキやスワンやリンスケたちも、想おもいは誰しも同じなのだ。


　すべては、特区を取り戻すために。


　特区での生活を取り戻すために、無む謀ぼうとも思える道のりを、必死になって突つき進んでいるのだった。


　なのに自分は今日もまた、傍かたわらで繰くり広げられる高度な駆かけ引ひきを眺ながめたまま、馬ば鹿かみたいに薄うす笑わらいを浮うかべ続けている。


　──ジローさん。コタロウ君……


　二人に再会するために、これが最善と判断した。しかし、本当に正しかったのだろうか？　どれほど考えてみても、答えは出なかった。


　そして今日。


　ミミコは尾根崎と神父に連つれられ、巨きよ大だいな複ふく合ごう施し設せつの前に立っていた。


　シンガポール・ビジネスの中心地であり、アジアの金きん融ゆうセンターである、シェントン・ウェイ。その一いつ角かくに広大な敷しき地ちを有ゆうし、いまなお工事が続く巨大な建けん造ぞう物ぶつ。正面から見ると、荘そう厳ごんなコリント式列柱と近代的アーチが、訪ほう問もん者しやを威い圧あつしてくるのがわかる。シンガポールの強い日差しに映はえる、鮮あざやかなホワイトとブルーを基き調ちようとしたその施設は、二十一世紀の城じよう塞さいと呼ぶに相応しい偉い観かんを誇ほこっていた。


『世せ界かい吸血鬼ブラツク・ブラツド対たい策さく委い員いん会かい』本部だ。


「通つう称しよう『キャッスル』。その名の通り、全世界の吸血鬼対策組織、及および対吸血鬼戦せん闘とう部隊の総そう本ほん山ざんだ」


「…………」


　ミミコはあんぐりと口を開けて、目の前に鎮ちん座ざする巨大な建物を見上げた。


　これまでミミコは、会合のほとんどをラッフルズ・ホテルか『カンパニー』が用意した仮事務所で行ってきた。従って、彼女はまだシンガポールの街をほとんど見ていない。なのに、いきなり連れて来られたのが「これ」では、口もあんぐりしようというものだった。


「……行くぞ」


　尾根崎が先に進み、神父がそのあとに続く。ミミコはなおしばらくキャッスルの偉観を見上げていたが、我に返り、慌あわてて二人のあとを追った。


　列柱に挟はさまれたアーチを抜けると、フラットな噴ふん水すいを配はいした、石いし敷じきの広場に出た。広場の周囲を施設の建物が取り囲んでいる形だ。緑も植うえられているが、生おい茂しげっている感じではない。正確に手入れされており、どちらかと言えば現代風な広場だった。


　正面奥おくに一ひと際きわ高い中央センターが立っている。尾根崎が目指しているのは、そのセンターらしかった。


　センターの手前には、聖書を掲かかげる男性の彫ちよう像ぞうがあり──


「って、ええ!?　あ、あれ、神父さんじゃありませんか!?」


「そうだよ」


　こともなげに言う。


　そして、ミミコはいまさらながら、遠とお巻まきに行き交かう人々が、神父の姿を見るや立ち尽つくして敬けい礼れいしているのに気が付いた。誰もが驚きよう愕がく、次ついで感激の面おも持もちを浮かべている。神父はときおり目もく礼れいを返す程度だが、返礼された側はそれだけで顔を真まっ赤かにした。


　──そ、そうだった。よく考えたら神父さんって、十字軍ここの超ちようお偉えらいさんじゃないっ！


『世界吸血鬼対策委員会』の前ぜん身しんとなった組そ織しきは、香ホン港コン聖せい戦せんの折、吸血鬼たちと戦った人間たちの民みん間かん部ぶ隊たいだ。その名を香港十字軍といい、『世界吸血鬼対策委員会』がいまなお十字軍と通称されるのも、この頃ころの名な残ごりである。そして、香港十字軍を組織し、聖戦での戦いを指揮した人物こそ、神父だった。いわば、組織の生みの親だ。


　現在でも、神父は十字軍の永久名めい誉よ元げん帥すいの地位にある。この施設で働く人々にすれば、生きた伝説なのだった。


　思わずマジマジと傍らの神父を見上げるミミコ。彼女の心情を察さつしたのか、神父は肩を竦すくめた。


「……名めい誉よ職しよくさ。実じつ権けんが皆かい無むとは言わないが、長いこと留る守すにしてたからね。いまさら急に現れて、特とつ区く奪だつ還かんに力を貸せというのも、実はなかなか図ず太ぶとい話なんだ。まあ、今日はそのために来てるわけだけど」


　神父は、香港聖戦終しゆう結けつ後ご、吸血鬼殲せん滅めつの時じ流りゆうに乗って勢力を増す十字軍から、いち早く距きよ離りを置いた。香港では吸血鬼討とう伐ばつに邁まい進しんした彼だが、戦後選んだ道はその正反対、「人と吸血鬼の共きよう存ぞん」を目指す『カンパニー』だったのだ。


　世間的には、香港を救すくったのは神父と十字軍ということになっている。しかし、当事者である神父は知っていた。香港から『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を駆く逐ちくできたのは、何よりも吸血鬼たちの協力があったからだ、と。


「聖戦後、十字軍は、急速に権けん威い主しゆ義ぎに傾かたむきつつあった。そこに残るよりは、『カンパニー』で特区という都市を作る方が面おも白しろそうだったのさ。幸さいわい、鎮ちん圧あつチームの設せつ立りつという、私に打って付けの仕事もあったしね」


「……はい」


　辛かろうじて返事はしたものの、冷静に考えれば圧あつ倒とうされるばかりだ。神父がもし過去に異ことなる選せん択たくをしていれば、特区はなかったのかもしれない。また、十字軍も現在とは違ちがう組織として機能していたはずだ。いま目の前で親しげに話す「カレーパンのおじさん」は、言ってしまえば「歴史」を作った一人なのである。


　本当に、目め眩まいがする。


　──ジローさん。コタロウ君。あたし……


　本当にここにいていいのだろうか。飾かざりでも、『カンパニー』のトップに就ついてよかったのだろうか。自分がここにいることは実はとんでもない間違いで、自分はいま、大勢の人間を取り返しのつかない方向へと進ませているのではないだろうか。


　──あたし……あたし、ただの調ちよう停てい屋やだよ!?


　気が付けば顔面が蒼そう白はくになっていた。ミミコの顔色に気付いた神父が、「大だい丈じよう夫ぶ」と肩を叩たたいたが、叩かれた肩は、まるで他人のように感かん触しよくがしなかった。


　やがて三人は、中央センターの最上階にある一室に通された。


　広々とした応おう接せつ室しつだ。入って左側の壁かべ一面がガラス張ばりになり、シンガポールの高層ビル群を映うつしている。空調は完かん璧ぺきで、床ゆかには埃ほこりひとつ見当たらない。ただ、随ずい所しよに置かれた観葉植物の他ほかに、立方体のウィンドウが複数目に付いた。機能的な部屋の調ちよう度どにそぐわぬ、煤すすけた長ちよう銃じゆうや刃はの欠けた銀製ナイフ、ボロボロの軍ぐん靴かなどがディスプレイされている。香ホン港コンから持ち帰られた、聖戦の遺い物ぶつだ。


　右側の壁には、聖戦時に撮さつ影えいされた写真が飾られている。一番大きい物は、人々を先せん導どうする神父の写真だ。手前に、シンガポールの国旗と、旧香港の旗、それに、赤地に銀の十じゆう字じ架かをあしらった意い匠しようの、香港十字軍軍旗──現在は『世界吸血鬼対策委員会』の象しよう徴ちようとなっている旗が、三つ並んでいた。


　そして、奥の壁を背に並ぶ、ソファとテーブル。席に着くのは、四人の男女だ。


『世界吸血鬼対策委員会』の最高責任者と幹部たちである。


　ノックに続いてミミコたちが入室すると、四人の視線が神父に飛び、次いで尾根崎に飛んだ。それぞれ表情を消した、冷れい徹てつな眼まな差ざし──に見える。それから最後にミミコに視線が集中した。


　心臓が高たか鳴なった。蒼そう白はくになった顔から、さらに血の気が引く。


　が──


　ミミコの自じ覚かくとは裏うら腹はらに、調停員コンプロマイザーとして、また調停屋として、鍛きたえ、磨みがかれた彼女の感覚は、瞬しゆん時じに活動を開始していた。向けられた視線から、相手の「自分に対する心しん証しよう」を鋭するどく探さぐっていたのだ。


　ミミコを観かん察さつした者たちの態度は、四人とも異なった。


　一人目の視線は当とう惑わく。この場に相応ふさわしくない相手を見た者の、ごく自然な感情。それを隠かくさずに見せているところが、かえって彼の裏うら表おもてのなさを感じさせる。ミミコたちの正面に座すわった、壮そう年ねんの男性だ。東洋系。彼の態度や風ふう貌ぼう、そしてこの場に流れる空気感から、たぶんこの人が一番偉えらい、とミミコは直感した。


　二人目の視線は確かく認にん。個人的な好こう悪おの感情を持ち込まず、ただありのままのミミコを確認した視線だ。視線の主は、一人目の右みぎ隣どなりに座る白人男性で、一人目の男性よりは若く見える。フレームレスの眼鏡めがねをかけ、ウェーブした長ちよう髪はつを首の後ろで細く結んでいた。なんとなく頭が切れそうな雰ふん囲い気きだ。


　三人目の視線は、露ろ骨こつな嘲あざけりだった。一人目の左隣に座る東洋系の男。歳としはよくわからない。一人目の男性と同年代に見えるが、彼のような落ち着きがなかった。ミミコを嘲りつつ威い嚇かくするような視線の奥おくには、自らに対する自信のなさがうかがえる──気がする。要注意、とミミコの第六感は判断した。


　そして、四人目。他の三人から少し離はなれ、一番右端はしに座る人物からの視線は──


　──ん？


　その視線に込められていた妙みように親したしげな好こう奇き心しんに、ミミコは戸と惑まどった。


　白人の老婦人だ。座っているが背せ筋すじは真まっ直すぐで、眼鏡をかけた瞳ひとみには理知的で深みを持った光がある。理想的な年ねん齢れいの重ね方をしたのだと、ひと目見てわかる貴き婦ふ人じんである。


　彼女は、ミミコが視線を返してきたことに気付くと、ほんのわずかに唇くちびるを綻ほころばせた。


　──誰？　この人まさか……


　自分のことを知っている？　会ったことのない人物なのに、なぜかミミコはそんな感かん触しよくを得ていた。


　そして、ミミコはいつしか緊きん張ちようが解けていることに気が付いた。自分でもびっくりだ。我ながら図太いというか、ぶっつけ本番に強い体たい質しつをしている。


　こっそりと深呼吸。大丈夫だ。なんとかなっている。


「ブラザー。そして、シスター。久しぶりだ。再会が叶かなったことを、神に感かん謝しやする」


　神父が両手を広げ、挨あい拶さつを口にしながら四人に近づいた。


　四人が立ち上がる。ミミコの勘かんは当たったようで、正面に座っていた壮年の男性が、四人を代表して神父に近づいた。


「お久しぶりですね、神父。お変わりないようで何よりです」


「君もな、委い員いん長ちよう。だが、我らはいま、変化を求められている。今日はそのために来たのだ」


　二人が握あく手しゆを交かわす。神父はすぐに尾根崎を紹しよう介かいし、次いでミミコを紹介した。


「は、初めまして。葛かつら城ぎミミコと言います」


「初めまして、ミス・カツラギ。それとも『乙女メイデン』とお呼びした方がいいかな？」


　最初垣かい間ま見みせた困こん惑わくは、すでに隠かくされている。『世界吸血鬼対策委員会』委員長は、こなれた感じの、それでいて骨ほねのある男っぽい笑えみを返してきた。落ち着いていたはずのミミコの頰ほおがサッと紅こう潮ちようした。


　彼が口にした『乙女メイデン』というのは、あの映像の少女──つまりミミコに対してつけられた愛あい称しようなのだ。最初は主にネットの世界で使われていたのだが、最近はマスコミも採さい用ようし始めている。


　しかし、


「お止よしなさい、委員長。事態は深しん刻こくです。面おも白しろ半分に騒さわぎ立てる輩やからと、同列で物事を論ろんじるおつもりですか」




[image: ]


　刺とげ々とげしい口調で釘くぎを刺さしたのは、左隣に座っていた男だ。露骨にミミコを見下していた男である。陰いん気きな態度で口を挟はさみながら、最初に蔑さげすむ視線を投げたあとは、ろくに彼女を見ようともしていない。


　──うわー、感じワル。


　と思いつつ、ミミコは表面上、恐きよう縮しゆくしてみせた。


　──まあ、どこの馬うまの骨ほねとも知れない小こ娘むすめが、しゃしゃり出てるわけだもんね。こういう人もいるわ。それより──


　ちらっ、とミミコは、神父と尾根崎──特に尾根崎の顔色をうかがってみた。


　会話の前面に出ていた神父は、男の発言に軽かるく苦く笑しようしてみせていた。これは、場の空気が徒いたずらに悪化することを避さけるため、男の態度を柔やわらかく受け止めた、という交こう渉しよう上じようのポーズだ。


　一方、神父の斜ななめ後ろに控ひかえていた尾根崎は、斬きり付けるような視線を男に投なげ掛かけたあと、すぐに興きよう味みを他の三人に移した。その尾根崎の仕し草ぐさを確認して、ミミコは内心、


　──うん。


　と頷うなずいた。


　尾根崎は、男の言動、態度などから、早くも彼の「程度」を見み限かぎったのだ。交渉する上での「障しよう害がい」になる可能性は高いが、「交渉相手」としては問題にならない、と。


『カンパニー』トップの尾根崎と、十字軍幹部が対面するのは、これが初めてである。交渉ネゴシエーションにおいて、事前の情報収集は最低条件としても、最初の印象フアースト・インプレツションというものもまた、極きわめて大きな意味を持ってくる。交渉術の達たつ人じんともなれば、互たがいの立場とひと目見た印象だけで、その後の展開がかなりの確率で予測できるものである。


　その点、ミミコを見下した男は、その初しよ手て合あわせからすでに隙すきだらけだ。尾根崎が眼中から外すのも無理はない。残る問題は、この男が十字軍において、どの程度の発はつ言げん権けんを持っているかということだった。交渉技術がどれほどお粗そ末まつでも、組織内の権力を握にぎることはできる。


　と、そこまで考えたとき、ミミコは、眼鏡の白人男性が自分に注ちゆう目もくしていることに気が付いた。感情を消けしていた顔に、ほう、と軽かるく見直したような表情が浮うかんでいた。


　どうやら、ミミコの内面を読まれたらしい。出で過すぎた真ま似ねは拙まずい。ミミコは慌あわてて自じ戒かいした。


　ともあれ、ミミコたち三人を迎むかえた一同は、それぞれソファに腰こしを下ろした。


『カンパニー』側の自己紹介に続き、十字軍幹部たちも一人ずつ名乗る。委員長は名を、ジョン・羅ロー。眼鏡の白人男性は、ウィリアム・スミスと言った。問題の男は、フランク・蘇ソー。どうやら、彼だけは十字軍時代からの生はえ抜ぬきではないようだ。ミミコに対する態度は、どちらかというと彼女の後うしろ盾だてである神父に対する牽けん制せいのつもりらしい。


　そして、あの老婦人はというと、


「サマンサ・ロイドと申します。『吸血鬼学』の第一人者、なんてことになってるわね。『吸血鬼学』なんて物が、世せ間けん様さまに認められればの話ですけど」


　──サマンサ・ロイド！　この人が。


　彼女の名前は、ミミコも知っていた。というより、この世界に関かかわる人間なら、一度は耳にしたことがあるだろう。自ら口にした通り、吸血鬼に関する学術的研究の権けん威いであり、それまで『吸血鬼ヴアンパイア』と呼ばれていた者たちを、古い迷めい信しんに惑まどわされることなく、より具ぐ体たい的てき、現実的存在として認にん識しきするため『吸血鬼ブラツク・ブラツド』という呼こ称しようで呼ぶよう提てい案あんしたのも彼女である。『力場思念ハイド・ハンド』『視経侵攻アイ・レイド』等の定てい義ぎや名称を確立し、世界中の対吸血鬼戦闘部隊の戦術に多大な影えい響きようを与あたえている。『世界吸血鬼対策委員会』の骨こつ子しともいえる「シンガポール協定」も、その大半は彼女の手によるものらしい。この業界のネーム・バリューでいえば、神父に匹ひつ敵てきする人物だ。


　──そうか。言われてみれば、サマンサ教授も十字軍ここの所しよ属ぞくだった。


　ミミコが彼女の名前を最初に目にしたのは、調停員コンプロマイザー見み習ならい時代の教きよう則そく本ぼんの中である。また一人、歴史上の人物と出会った気分だった。


　──でも……だったら、さっきの視線は？　あたしの気のせい？


　言うまでもなく、サマンサのような大物とお知り合いになった覚おぼえはない。それともまさか、神父のときのように陣内繫つながりだろうか？　サマンサは香ホン港コン聖戦には参加していないはずだし、陣内の口から彼女のことを聞いた記き憶おくもないが……あの男のことだ。どこで誰と繫がっていてもおかしくない。


　もっとも、サマンサの方も、最初にうっすらと見せたような親したしさは、二度と表に出さなかった。


　そして交渉が始まる。


　ミミコにすれば、また己おのれの無力感と戦う時間の始まりだ。


「解げせません」


　尾根崎の要よう請せい──特とつ区く奪だつ還かんのため、十字軍の協力を求めたいという希望を聞き終おえたあと、羅はおもむろにそう言った。『カンパニー』側の要望などとっくに了りよう解かい済ずみのはずだから、真の交渉はここからだ。


　ところが、羅はいきなり核かく心しんを突ついてきた。


「特区を取り戻もどす力が欲ほしいという、あなた方の想おもいはよくわかります。吸血鬼と戦う戦力を求めて我々を頼たよるのも、至し極ごく全まつとうだ。我々はまさに、そのための組織ですからね。無条件とはいかないが、協力するのは吝やぶさかではない。しかし──」


　と、ミミコ、それから神父に視線を移し、


「なぜ貴方あなたではないのです、神父？　特区奪還作戦。いや、これはもう特区聖戦と呼んでいいでしょう。『カンパニー』はこれから、第二の聖戦に備えねばならないのですよ？　なのになぜ、貴方が『カンパニー』のトップに立たない？　尾根崎会長が続投されるというのなら、まだわかる。しかし、尾根崎会長が身を退ひき、代わりに立つのがミス・カツラギというのは、どうしても解せません。これは何も、ミス・カツラギの資し質しつを疑うたがって言うのではない。当然のことですが、吸血鬼たちを相手にした──しかも壮そう絶ぜつな激げき戦せんになると予測される戦いに臨のぞむに当たり、組織のトップになんの経験もない未成年の少女を据すえるというのは、尋じん常じようではありません」


　ミミコの胸の奥おくで嫌いやな音がした。


　平然としなければならないとわかっていながら、顔色が変わるのが自覚できる。動どう揺ようを隠かくせない。


「それとも──」


　と羅が瞳ひとみを半はん眼がんにして続ける。


「例の映像を当てにしてのことですか？　彼女をマスコットに仕立てあげ、世論を味方につけようと？　確かに効果的かもしれませんが、素す直なおに賛さん同どうするには良りよう識しきに欠ける選せん択たくでしょう。率そつ直ちよくに言って、貴方らしくない。まさかと思いますが、『神の啓けい示じ』なんてことはないでしょうね？」


　最後のひと言は幾いく分ぶん苦にが々にがしく、羅は神父に尋たずねた。


　さすが十字軍の最高責任者と言うべきか、羅の口くち振ぶりは苛か烈れつだが、論ろん旨しは整然としていた。また、言葉の節ふし々ぶしから、彼がいまもまだ、組織を去った神父に深い信しん頼らいを寄せているのがわかる。だからこそ余よ計けいに、ミミコには辛つらい。


「あ、あたしは──」


　──馬ば鹿かっ。しっかりしなさいよ！


　羅の言っていることは、至極もっともなことだ。だからこそ泰たい然ぜんと構えねばならないのに、ミミコは狼ろう狽ばいの余り声が上う手まく出せない。蘇がこれ見よがしに失しつ笑しようするのが、視界の端はしに映った。一方、羅はちらりと気きの毒どくそうな目をミミコに向けた。


　羅にしてみれば、「なんの経験もない未成年の少女」をやり玉に挙あげることに、良心の咎とがめがあるのだろう。しかし、ミミコにとっては羅の優やさしい態度の方が堪こたえた。


　──陣内部長……


　ミミコは唇くちびるを嚙かんだ。


　たかが調停屋の弁べん舌ぜつなど、このレベルの交こう渉しようの場では役に立たないだろうか？　陣内に教わったことは、所しよ詮せん、吸血鬼のいざこざを解決するぐらいにしか使い道がないのだろうか？


　──違ちがう。


　とっさに言葉が出ないのは自分のせいだ。言葉を支える「覚かく悟ご」が、自分にないからだ。


　陣内ならこんな失しつ態たいは見せないのに。悔くやしい。焦あせりと悔しさで目頭が熱くなる。


　と、


「聞き捨てならんな、委員長。いや、羅隊長」


　神父が答えた。


「君は神の啓示を軽けい視しするつもりかね？　君が君の戦術に従したがった結果、君は何度君の部隊を全ぜん滅めつの危き機きに追いやったか覚えているかい？　十七回だ。そして、その危機を、神の啓示に従った私が何回救い出したか覚えているかい？　十七回だ。いや、旺角モンコツク包ほう囲い戦せんも入れれば十八回だな。銅鑼灣コーズウエイ・ベイ脱だつ出しゆつのときを入れれば、十九回──」


「……神父。お願いですから、いつもいつも分が悪くなると、香港のことを持ち出すのは止やめてください」


　羅が苦り切った様子でぼやいた。黙だまって見守っていたスミスも似にたような顔をしている。どうやら、神父が過去の義ぎ理りを持ち出すのは、よくあることらしい。


　すると、神父はクスリと肩かたを振るわせ、


「神の啓示にばかり責任を押おし付けるつもりはないよ。ミミコに『カンパニー』の命めい運うんを託たくすのは、あくまでも私たちの判断──決意だ」


　その瞬しゆん間かん、神父の発する気配が変化した。


　サングラスの奥の瞳は、楽しげに微笑ほほえんでいる。なのに、隣となりのミミコは背筋がぞくりとした。まるで、腹を空すかせた猛もう虎こが、歯を剝いて笑っているような気がした。羅が反射的に息を呑のむのがわかった。


「ブラザー・羅。私たちが、私ではなくミミコを選んだのは、『カンパニー』の根こん底ていにある思し想そうが、吸血鬼との戦いではなく、吸血鬼との共存だからだ。ならばこそ、聖戦の英えい雄ゆうである私ではなく、ミミコに代表を任まかせたのだ」


「…………」


　神父の回答を受け止めた羅が、グッと奥歯を嚙かみしめた。


　両者の間の空気が、一いつ気きに張はり詰つめる。


　すかさず、


「──私は謝あやまらねばならないようですね」


　尾根崎だった。


　彼は、場の緊きん張ちようを維い持じしたまま、素す晴ばらしく巧たくみに一同の注意を自らに惹ひき付けた。


「皆みなさんがこれほど率直に腹を割って話してくださるとは思わなかった。先ほど、皆さんに特区奪だつ還かんのための戦力提供を要よう請せいしましたが──言葉が足りませんでした。実は我々は、単に特区を奪還する戦力を融ゆう通ずうしてもらうために、ここを訪おとずれたのではありません。ミスター・羅。ミスター・スミス。ミスター・蘇。ミズ・サマンサ。皆さんは当然、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が世界に向けて発表した演説をお聞きになったはずですね？　それこそ、暗あん唱しようできるほど何度も、何度も」


　今度は羅たちが言葉を詰まらせる番だった。


　カーサの演説で、もっとも手て痛いたい余よ波はを被こうむっているのが、彼ら十字軍だ。彼らは基本的に、吸血鬼絶ぜつ滅めつ宣せん言げんを支持する立場を取ってきた。世論に向けて説いてきた吸血鬼に関する「建たて前まえ」を、吸血鬼討とう伐ばつの最さい高こう権けん威いとしての立場から、保ほ証しようし続けてきたのである。


　ところが、彼らが保証して来た「建前」は、あの演説で真っ向から覆くつがえされた。すでに尾根崎たちは知っていることだが、実はいま、十字軍内部は世界中から寄せられる「真実」への問い合わせでパンク寸すん前ぜんの状態にある。彼らもまた、岐き路ろに立っているのだ。


　十分な間を置いて、再び尾根崎が口を開ける。


「皆さんは憤ふん慨がいし、あるいは悲ひ嘆たんされているかもしれませんが……私は実は、あの演説は好こう機きだったと考えています。一番最初に、神父が仰おつしやったことを覚えておられるでしょうか？　『我らはいま、変化を求められている』と。まさに、その通り。特区奪還は私どもの悲ひ願がんでありますが、それは単純な軍事行動を意味しない。いや、単純な軍事行動にしてしまってはならない。なぜなら、私たちが取り戻そうとしているのは、単なる人工島ではなく、『人と吸血鬼が共存する都市』だからです」


　静かに、尾根崎の言葉が、一同の胸に染しみ入っていった。口を挟はさむ者はなかった。軽かる々がるしく発言することを許さないほどに、彼の言葉には重みがあったからだ。


　尾根崎一人の重みではない。彼が背せ負おう人々の重み──いま生きて戦う部下たちと、彼に託たくして死んで行った部下たちの重み。


『カンパニー』の重みだ。


「ミスター・羅。あなたはさっき、特区聖戦と仰った。確かに、この戦いは聖戦と呼ぶに相応ふさわしいものになるかもしれません。香港のときとは異なり、二つの種族にとっての、神聖な戦いに」


「……尾根崎会長。あなたはまさか、吸血鬼の存在を……」


　羅の、そしてスミスや蘇、サマンサの瞳ひとみが、大きく見開かれた。神父が、猛虎の気配を残したまま、ニヤリと笑う。


「話し合いを始めましょう、ミスター・羅。私たちは、全ぜん霊れいを尽つくして正しい判断を下さねばならない」


　──すごい。


　ミミコは息をするのも忘わすれて、尾根崎の語る言葉に耳を傾かたむけていた。すごい、という感かん嘆たんより他ほかに、胸に浮うかばなかった。


　──この人は……この人たちは、本当に、なんて、すごい──


　陣内の傍かたわらにいたときの想おもいが、再びミミコの胸に去きよ来らいした。


　遠い。あまりに遠いという、この感覚。


　しかし、あのときは心ここ地ちよかった感覚が、巨きよ大だいな責任を伴ともなったいま、ミミコの心をギリギリと締しめ付つける。


　──ジローさん。あたし、やっぱり無理だよ……


『カンパニー』と十字軍の間で、本当の意味での話し合いが開始される。その歴史的テーブルに着きながら、ミミコは独ひとり、真まっ暗くらな穴に落ちていく錯さつ覚かくに怯おびえていた。





３







　沈しずむ。沈む。どこまでも深く。深く。沈み続ける。


　光はなく。音もなく。己おのれを包つつむ脈みやく動どうのみが、深く、重く、果はてしなく、続く。


　いまジローは、大たい河がに迷まよう一いつ滴てきのしずくだった。恐おそろしく広大な──無限に続くかと思われる空間を漂ただよう、ひと粒つぶの粒りゆう子しだった。


　象ぞうの背を這はう蟻ありのように、樹じゆ海かいに芽め生ばえた苗なえのように。


　彼ひ我がの、無情なまでの尺しやく度どの違いに、圧あつ倒とう的てきな総量の壁かべに、認にん識しきを阻はばまれ、翻ほん弄ろうされていた。


　沈む。落ちる。流れる。揺ゆれる。


　早く。猛もう烈れつに早く。それでもなお、あまりに遅おそく。


　自我は拡かく散さんし、霧む散さんし、搔かき消きえ。


　不ふ意いの一瞬、夢から覚さめるように再び起こる。


　──制せい御ぎよ？


　考えるだに愚おろかだ。認識すらできないものを、いかにして御せばいいのか。


　──統とう括かつ？


　あり得ない。ただ弄もてあそばれ、のみ込まれるだけだ。


　気が変になる。我がが吹ふき飛ぶ。心が裂さける。魂たましいが消える。


　──駄だ目めだ！


　必死に抗あらがい、もがこうとするが、ジローの抵てい抗こうは、叫さけびは、どこにも届かず、伝わらない。より大きな、比べることさえ無む益えきなほど大きな鼓こ動どうにのみ込まれ、無となっていく。


　それでもジローは、抗い、もがく。心を強く。己おのれをしっかりと保つ。


　望もち月づきジローを望月ジローたらしめているものは何か。


　──記き憶おくだ。


　望月ジローが望月ジローたる証あかしとなるものは何か。


　──想おもいだ。


　百年の記憶。それにまつわる、百年の想い。想いの先には、誰だれかがいた。大切な人。守るべき人。倒たおすべき人。頼たよるべき人。家族。友。敵。師。過去の、現在の、未来の、人々。彼ら彼女らとの繫つながりが、ジローを形作り、ジローを前に進ませる。


　──アリス。コタロウ。ミミコさん。


　ケイン。セイ。陣内。リンスケ。『カンパニー』。カーサ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。他にも、到とう底てい数え切れない、多くの人々。


　悟さとりを開ける柄がらではない。


　何かに到とう達たつできなくて構わない。


　ただジローは、自らに寄せられた幾いく多たの想いに、最後の瞬間まで、忠ちゆう実じつでいたいだけなのだ。


　だから──


　その瞬間、ジローは自分が境きよう界かい面めんを突とつ破ぱし、真まっ逆さかさまに落下するのを感じた。


　落ちていく。沈んでいく。無限に深い、海の中へ。


　と、


　落下するジローの周囲に、人ひと影かげが現れた。近くに、遠くに、幾いく重えにも囲むように。数はわからない。が、決して大おお勢ぜいではない。男もいるし、女もいる。若い者も、老おいた者も。ただ、共通するのは彼らの波動。


　ジローと同じものだ。感じる。わかる。彼らは、『賢者イヴ』の血統。


　──え？


　と思った瞬間、


「ええい、見ておれん！　なんたる未み熟じゆくかっ。この、一族の恥さらしめ！」


　若い女の怒ど声せいが響ひびいた──というより、轟とどろいた。


　次ついで、朗ろう々ろうと深く、男の声が続く。


「仕し方かたあるまい。今回は何もかも、あまりに特とく殊しゆすぎる。が、だからと言って放ほう棄きはできん。すぐに始めるぞ、幼き弟よ。火にくべ、打ち、鍛きたえるのだ」
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　どれくらいの時間が経けい過かしたのかわからない。我に返ったとき、すでに『血』は暴走を開始していた。


　悲鳴を上げようとするが、そんな身体機能はとうに手た綱づなを失うしなっている。全身の血が沸わき立つようで、凄すさまじい量の眩霧リーク・ブラツドが、禅ぜんを組んでいた洞ほらの中を暗黒に染めていた。


『血』の意志、本能に飲まれそうになる自我を、半ば溺おぼれながら必死に繫ぎ止める。そうする間にも身体からだは震ふるえながら立ち上がっていた。狂きよう気きの如ごとき『血』の奔ほん流りゆうに突つき動かされている。歯を食いしばるが、止められない。全身の筋肉がたわみ、ねじれて、うねっている。


　身体の至いたる所で裂傷が生じる。内側からだ。血管が内ない圧あつに負けて弾はじけているのだった。濃のう厚こうな血けつ臭しゆうが鼻を突く。視界が真っ赤に染まる。


　嵐あらしのような振しん動どうを感じた。咆ほう哮こうだ。自分が吠ほえている、おどろおどろしい咆哮の振動。牙きばが剝むき出しになるのがわかる。鬼おにの如き形ぎよう相そうを浮かべる自分が、微かすかに自覚できる──が、頭の中は血色に塗ぬりつぶされていく。


　洞から飛び出した。


　洞の正面に立っていた虎こ仙せんが、


「チッ」


　と顔をしかめて舌打ちした。


　虎仙はジローに力場を叩たたき付けた。容よう赦しやなどしない。龍りゆう王おうセイのそれを凌りよう駕がする出力を、眼前のジローの肉体のみに集しゆう束そくして放出。トップスピードに達する寸前だったジローの身体が、鋼こう鉄てつの壁に激げき突とつする勢いで急停止した。


　だが、倒れない。両足が大地を踏ふみしめ、身体の奥おく底そこからさらなる力を絞しぼり出して、ジローは牙を剝く。


　再び虎仙の舌打ち。


「ひよっ子っ。抑おさえんか！」


　鋭するどく空気を裂く鞭むちのような叱しつ声せいが、ジローの額ひたいを打ちよう擲ちやくした。ビクンッとジローの全身に痙けい攣れんが走った。


　ジローの足が滑すべる。地面に転てん倒とうする。右手を心臓の上に。左手は大地をつかみ、両足が空くうを蹴ける。ジローは散さん々ざんにのたうち回り、折れんばかりに牙を軋きしませた。


「グ！　ハッ！　ガ、ア！」


　嚙かみ千ち切ぎるような激しい呼吸が続いた。眩霧リーク・ブラツドが断続的に噴ふん出しゆつし続ける。


　しかし、やがてそれも収まり、後には襤褸ぼろ屑くずと化したジローが、血と土つち埃ぼこりにまみれて横たわっていた。虎仙はその一部始終を、仕方なさそうに細い目で眺ながめていた。


「……ハッ……ハッ……」


「難なん儀ぎじゃのー」


　腰こしの後ろで組んでいた手を解とき、虎仙は山羊やぎひげの先をしごいた。無論ジローは返事などできない。そもそも、まだ耳に入っていないだろう。


「しかし……かなり引っ張って来るようになったの。そろそろ儂わしも本気を出さねば、この辺の山やま肌はだが吹ふき飛びそうじゃ」


　恐おそれ入いります──と、ぼんやりとした思し念ねんの答えが返った。明確な思考の形を取る前まえ段だん階かいの意志だった。全身で喘あえいでいるジローではない。ジローの奥から返った思念だ。


　虎仙は、動けないジローを余所よそに、コキコキと首を回した。


　周辺は静まっている。もとより生物の気配が少ない場所なのである。


　二人がいるのは、崑こん崙ろんの中心にある高こう山ざんだった。


　空気がやや薄うすく、山肌もざらついて見える。ただ、木々は少ないが、背の低い高山植物が点てん々てんと生はえて、淡あわい風景の中に薄うすい緑を添そえていた。大地に咲さいた小さく可か憐れんな白い花々が、微び風ふうに吹かれて揺ゆれている。


　周囲を漂ただよう霞かすみは、霧きりではなく雲だ。霞が晴れれば息を呑のむ絶ぜつ景けいが広がるのだが、この地の主がそうと望まぬ限り、この霞が消えることはない。幻げん想そう的てきなヴェールに包まれたままだ。


　ジローが口を利きけるまで回復したのは、もうしばらく経たってからだった。


　とはいえ、身体の異変は、完全には戻もどっていない。蛇へびが蠢うごめくような血管の隆りゆう起きも、いまだ激しいまま。右の目ま蓋ぶたは閉とざされて動かず、右手の痙攣も一向に止やまない。破は壊かいと再生が続いているのだ。


　それでもジローは仰あお向むけに転ころがったまま、無事な左目をのろのろと虎仙に向けた。


「……虎仙」


「やっと目が覚めたか。さっさと洞に戻れ」


「……はい」


　返事をしつつ、しかし身体はぴくりとも動かない。虎仙は嘆たん息そくした。横たわるジローを、洞の奥おくまで蹴け飛とばそうと足を上げたが──結局止めた。


「まあよい。ちと休め」


　そう声をかけると、ジローに背を向けて近くの岩に腰をかけた。そして、帯おびの中から煙管キセルと煙草たばこ入れを取り出し、刻きざんだ煙草の葉を火皿に詰つめ始めた。


　マッチで火を点つける。煙管の先から紫し煙えんが立つ。


　吸口から煙けむりをいっぱいに吸い込むと、ずっとしかめ面つらを貼はり付けていた虎仙の顔に、初めて満足げな笑えみが浮うかんだ。ジローは大の字に横たわったまま、ぼんやりとその様子を見つめていた。


　沈ちん黙もくが立ち込める中、虎仙の煙草の細い煙が、音もなく宙ちゆうを泳およいでいく。


　ジローが休息らしい休息を取るのは、ずいぶんと久しぶりだった。三日ぶりか、一週間ぶりか、それとも一か月ぶりだろうか。ここにいると昼夜の判はん別べつがしづらい。普ふ通つう、月が出れば黒き血がそれを感じ取るものだが、崑崙にあっては月よりまず『真しん祖そ』の存在感が強く、感覚が曖あい昧まいになるのだ。時間の流れさえ、下げ界かいとは異ことなるような気がする。黒くろ姫ひめの聖せい域いきでも似たような感じはあったが、崑崙の場合はそれがさらに強かった。


　そう言えばクロウはいまごろどうしているだろう？　彼に師し事じした日々が、遥はるか古いにしえの出来事のように思える。


「……虎仙」


　ぽつり、とジローが呼びかけた。


「私は……強くなっているのですか？」


　か細い問いかけに、虎仙は最初、眉まゆひと筋動かさなかった。機き嫌げん良よく煙草を吹かし、唇をすぼめて、煙の輪などを飛ばしていた。


　しかし、しばらくして、


「なっとるよ。少なくとも、喧けん嘩かにはかなり強くなっておろう」


　とジローの方を向かずに答こたえた。


「とはいえ、喧嘩に勝つ前に自じ滅めつするようでは話にならんがな。そもそも、強いのはお主ではなく、お主が預あずかる『血』の力じゃぞい」


　シャッシャッ、と虎仙は掠かすれた声で肩を振ふるわせた。気の短い者なら、無む条じよう件けんで殴なぐりたくなるような笑い声だ。もっとも、彼を殴れる者など、世界中を捜さがしてみても、滅めつ多たにはいないのだが。


　いまジローは、虎仙の許もとで修しゆ行ぎようを行っていた。


　ジローの血けつ統とうの祖そ、『賢けん者じやイヴ』は、他の血統の血を吸うことで、その血統の能力や性せい質しつ──『血』の精せい髄ずいを、己おのれの中に取り込んできた。そしてその『血』は、『賢者』が転生する際、護衛者に託たくされている。


　ジローの中で託された『血』が荒あらぶっているのは、『血』が『賢者』の危機を察さつしているからだ。ジローはいま、この『血』の暴走を押おさえ込み、逆にその力を引き出して操あやつる技術を身に付けようとしているのである。


「何しろ膨ぼう大だいな力じゃからな。『血』を暴走させて力を得えれば、喧嘩も強くなろうて。じゃが、それではお主の身体からだがもたん。そもそも、単なる力自じ慢まんでは、技を磨みがいた武ぶ芸げい者しやには敵かなわん。ほれ。この、儂のようなな」


　およそ武芸者の印象からはかけ離はなれた虎仙だが、茶ちや化かしながらも言うことは真実だ。


　例えば、香ホン港コン聖戦時のジローは、『血』の暴走に自ら身を任せ、戦っていたことがある。これなどは、虎仙のいう「力自慢」になるのだろう。


「儂は実際には見ておらんが、そのような戦い方をしながらお主が最後まで『保もった』のは、お主が銀刀使いだったからじゃろう。でなくば、自滅していたはずよ」


「ぎ、銀ぎん刀とうのおかげだったのですか？」


「銀はあらゆる吸血鬼の弱点じゃからの。『血』の暴発が、ギリギリのところでセーブされたことは、十分考えられる」


　それは意外な指し摘てきだった。ジローはあくまで、敵吸血鬼を討うつのにより効こう率りつ的てきな武器として銀を選んだのだ。それが、翻ひるがえって自みずからの力まで削そぎ、しかも結果として己の身を守っていたとは。


　──そう言えば……


　先の戦いにおいて、ゼルマンもまたジローの特とく質しつ──吸血鬼『銀刀』の特とく異い性せいについて口にしていた。ジロー本人は意識して来なかったが、銀を操る吸血鬼というのは、余よ程ほど珍めずらしい存在であるらしい。


「とにかくじゃな。いかに強大な力があろうと、まともに操れんのでは話にならん。いい加か減げん乗のりこなしてみせよ。儂も飽あきたし、奴らもピリピリしとるぞ」


　まったくだ──と、またしてもジロー以外の思念が、ジローの中で反はん響きようした。


　憤ふん慨がいする、若い女性の思念だ。『賢者』が取り込んだ他血統の『血』ではない。そうではなく、『賢者イヴ』の、つまりジローの血族の思念だった。


「……虎仙は、彼らのことを知っているのですか？」


「先々代は良く知っておる。先代のとは会ったことがないな」


「……彼ら以前は？」


「さて。知っとる顔はあまりおらんの。『賢者』の護衛者は常に一人。おまけに、あの方はほとんどの時間を、ただ一人で過ごされて来た」


　虎仙は煙管をくゆらしながら、霞かすみに包まれて咲さく、白い花を愛いとしげに眺ながめた。


『血』を制せい御ぎよするための鍛たん錬れんは、剣けんの鍛錬とは訳わけが違ちがう。いわば心の鍛錬であり、魂たましいの鍛錬だ。そのためジローは、虎仙の手て解ほどきを受けながら、自らの内面世界へと潜もぐり込むことにした。


　虎仙の視経侵攻アイ・レイドを受けることで精神を誘ゆう導どうしてもらい、これまで体感的に漠ばく然ぜんと感じてきた『血』を、より能動的に感知、接せつ触しよくしているのだ。そうして、『血』の激げき流りゆうに揉もまれながら、力を乗りこなそうとしているのだった。


　そして、自らの内面に飛び込んだジローを待っていたのは、彼の前任者たちだった。


　過去『賢者』の護衛者となり、使命を全まつとうしたのちは、『血』の謙けん譲じようで主あるじと一体となった吸血鬼ブラツク・ブラツドたち。『賢者イヴ』の血統に連なる者たちだ。


　初めて内面世界に潜り、彼らの声を聞いたとき、ジローは啞あ然ぜんとした。そうした前任者たちがいることは当然知っていたものの、意識して考えたことはなかったのだ。「これだから若い者は」と、虎仙からは思い切り馬ば鹿かにされたものだ。


「奴やつらも、当代の護衛者があまりに頼たよりないので、見るに見かねたんじゃろうて。こんなことは前ぜん代だい未み聞もん。母なる海に還かえりながら、安やすらぐこともできんとはの。他の血統のことながら、同情を禁きんじえんわい」


「……面めん目ぼくありません」


　ジローは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。


　まったく同じ内容の台詞せりふを、先の護衛者だったという女吸血鬼から散さん々ざん言われている。ただ、先々代を名乗る男の吸血鬼は、ジローが置かれた立場の厳しさを汲くんでくれていた。また、虎仙とて、そのことは認めているのである。


『賢者』は始祖ソース・ブラツドの中でも、特に古い者だ。その『賢者』の集しゆう積せきしてきた『血』を、たかだか百年生きただけの護衛者が操るなどということ事態、無む茶ちやな話なのだった。


「だがしかし、もはや他に道はないぞよ？　ならば嘆なげいても始まるまい？　せいぜい、死しに物もの狂ぐるいで精しよう進じんせんか。為なすべき事があり、そのための道がありながら進まんことを、なんと言うか知っておるか？　『怠たい慢まん』と言うのじゃよ。シャッシャッ」


　虎仙が嫌いやらしく笑う。もっともなご高こう説せつ、とジローは唇くちびるを歪ゆがめた。この上、もう少しの「威い厳げん」とか「思いやり」を期待するのは罰ばち当あたりなことなのだろう。年長者に対する礼れい儀ぎは人の頃ころから叩たたき込まれているジローだが、その限げん界かいに挑ちよう戦せんするような虎仙なのだ。


　──とはいえ、この方がいなければ、私だけでは何もできない。


『真しん祖そ混こん沌とん』の血族には、始祖ソース・ブラツドの直ちよつ系けいである大吸血鬼が四人存在する。特区を守しゆ護ごしていた『東ひがしの龍りゆう王おう』セイ。聖せい域いきの隠いん者じや『北の黒姫』。東南アジアの密みつ林りんに暮くらす『南みなみの朱あけ姫ひめ』。そして彼、『西の虎仙』だ。


　彼らはいずれも、何千年という時を生きてきた大物だが、ジローも知らなかったことに、実は序じよ列れつが存在するらしい。一番序列が低いのは、もっとも転生回数が多い──つまり、それだけ身体を失ったことが多い、『東の龍王』。逆に、もっとも序列が高いのは、過去一度も転生を経験せずに生きてきた虎仙である。あれほど強大な力を誇ほこる黒姫ですら、血統内の『格かく』では、虎仙には及およばないというのだ。彼の言動を目まの当あたりにしているだけに、俄にわかには信じがたい。


　そして、それほどの大物である虎仙がわざわざジローの修行につき合っているのは、ただの酔すい狂きようなどではなく──何しろ彼は、かなりの面めん倒どうくさがり屋だ──それが主あるじ、混沌の命だからである。


　寝ね転ころがったままのジローの視線が、虎仙を離はなれ、山の頂いただきへと向けられた。いまは霞かすみがかかって見ることができないが、この山と天てん空くうが接せつする頂上部には、七人の吸血鬼がいる。彼らもまた混沌の直系だ。彼らは『真祖混沌』の『器うつわ』なのである。


　──不思議な方だ……


　そんな感想を抱いだくこと自体、不敬なことかもしれない。しかし、ジローはその想おもいをぬぐえずにいた。


　崑崙に入ったとき、ジローは真まっ先さきに混沌の元に呼び出された。


　雲の上の山頂部は、満まん天てんの星の下で厳げん粛しゆくに静まっていた。雲海の上に山頂が突つき出た様さまは、まるで孤こ島とうのようだった。辺りには大小の岩が転がり、そこに七人の吸血鬼たちがいた。


　七人は老ろう若にやく男なん女によ様々で、共通しているのは全員ボロボロの衣ころもを身につけていることぐらいだった。七人それぞれが好き勝手に座すわり、胡座あぐらをかき、寝ね転ころんでいて、しかもてんでバラバラな方向を向いて思し索さくにふけっていた。寝ぼけたような顔で、ぽかんと口を開けた者までいたのだ。初めて訪おとずれたジローは、これは一体、と困こん惑わくを隠かくせなかった。


　だが、それも最初だけだった。


　虎仙が膝ひざを突いて拝はい礼れいした瞬しゆん間かん、彼らの中から巨きよ大だいな何かが浮ふ上じようした──あるいは、彼らの上に途と方ほうもない何かが降こう臨りんしたのである。その「何か」こそ、史上もっとも偉い大だいな始祖ソース・ブラツドと讃たたえられる『真祖混沌』。正確には、その一角だった。


　頂に座ざせる混沌は、七対ついの瞳ひとみでジローを見み据すえ、七つの口でジローに告げた。


「『賢者』は」


「かの地にて死なず」


　ジローには口を利きくゆとりなどなかった。


「護衛者は」


「任を全まつとうす」


　ただ平へい伏ふくし、震ふるえるのみだった。


「黒き血を」


「知れ。その威い」


　そして、混沌は言ったのである。まるで神しん託たくのように。





「望月ジロー。汝なんじを見届けん」





　そのあとすぐに気配は消え、再び七人は各々の思索へと戻もどっていった。ほんの数秒のことだ。しかし、ジローがこれまでに経験したことのない数秒間だった。図はからずも神との対面に成功した宗しゆう教きよう家かのような気分だった。


　──また、お会いできるのだろうか。


　こうして大地に横たわっていても、混沌の気配を感じることはできる。彼は崑崙全域に遍へん在ざいしているのである。セイが特とつ区くに張はっていた結界も、あるいはこうした力の応用なのかもしれない。


「さて。いつまで寝転がっておるつもりじゃ、護衛者殿どの？」


　虎仙がちくりと言った。どうやら煙草たばこを一いつ服ぷくし終おえたらしい。


　ジローは、「くっ……」と全身を力ませ、なんとか上半身を持ち上げた。


　こうしているいまも、弟はカーサらのもとに囚とらわれている。そのことを、ジローは決して忘れてはいない。弟だけではない。約束したのだ。また、共に戦うと。そのために戻ってくる、と。


　虎仙の嫌みや前任者の嘆なげきに増して、彼のボスである少女の信しん頼らいこそが、望月ジローに喝かつを入れる。歴代の護衛者をして「無む謀ぼう」と判断せしめる難なん題だいに、本気で挑いどませるのだ。


「そうだ。申し訳ありません、虎仙。ひとつうかがってもよろしいですか？」


「あん？　なんじゃ？」


「セイ──『東の龍王』はどうなったのです？　彼は転生しているのですか？」


　ずっと気にしつつ、いままで聞けなかった質問を、ジローは口にした。


『真祖混沌』の直系は、身体を失っても消しよう滅めつしない。同じ血族の誰かの中に転生するという。現に、セイは一度香港聖戦で身体を失っている。


　セイはジローにとって得え難がたい戦せん友ゆうである。おこがましいかもしれないが、大切な友だと思っている。先の戦いで身体は『ウォーカーマン』に乗っ取られたが、セイの魂は転生すると信じているのだ。


　ところが、ジローの質問を聞いた虎仙は、思い切りしかめ面つらをした。


「あのみそっかすは、当分転生できんわい」


「えっ!?　ど、どうしてですか？」


「本人が拒こばんどるからだ」


「なっ」


　ジローが絶ぜつ句くする。虎仙はしばらく言うべきか否いなか迷まよったあと、「良いか」とおもむろに説明し出した。


「我われら『真祖』の血統の転生は、お主ら『賢者』とは異ことなる手しゆ法ほうをとる。『賢者』のそれが『血』の性質によるものとすれば、『真祖』の転生は術じゆ法ほうの一種じゃ。任にん意いの仕組みシステムと言ってもよいな」


『真祖』の転生では、『賢者』のような『血』の譲じよう渡とは行われない。ところが、転生した彼らは、常に「直系」だ。混沌は現世を離れ、直系の数は限られているのに、である。


「なぜだと思う？」


「わ、わかりません」


「おお、馬ば鹿かじゃ馬鹿じゃ。じゃが、馬鹿なりに素す直なおに認めたので教えてやろう。我らは身体を失ったあと、『器うつわ』の一人に乗り移るのさ。だからいつも直系なのじゃ。ところが、何度我らが転生しようと、『器』の数は減りはせん。常つねに八人じゃ。なぜだと思う？」


「……わかりません」


「ほほ。阿あ呆ほうめ阿呆め。聞くがよい、阿呆。それはな。龍王のようなみそっかすが身体を失った場合、次の身体となる『器』が、我ら一族に仕つかえる人間を伴ともなって、混沌様の元に赴おもむいておるのさ。そしてその人間を転化して頂いただき、自分に代わる『器』とする訳じゃ」


「混沌様の元に？　しかし彼は──」


「左さ様よう。いまは現世におられん。『器』は混沌様が、まだ現世におわした時に赴くのさ」


　ジローは息を呑のんだ。虎仙の言う意味を理解したのだ。


「では、時間を遡さかのぼって!?」


「『いま在ありて、先に在ありて、後のちに在ある』。お主ぬしの如ごとき浅あさ知ぢ恵えには想像すらできまい。混沌様のおわす、ここ崑崙でのみ可能な、究きゆう極きよくの奇き門もん遁とん甲こうよ。『真祖』は黄おう金ごん律りつの外におられる故ゆえ、自らをして『混沌』と名乗られたのだ」


　ジローの左目が真ん丸に見開かれた。虎仙は、少し得とく意いげに鼻を鳴らした。


　しかし、すぐにまた不ふ機き嫌げんそうになり、


「いま『器』の一人が、過去に飛んでおる。本来なら奴やつが戻り次し第だい、転生の儀ぎを執とり行おこなうところじゃが……肝かん心じんの龍王めが、まだ特区から戻ろうとせん。しかも、あんな馬鹿げた物に取り憑きおって……何を考えておるのじゃ」


　苛いら々いらと山羊やぎひげをしごき、虎仙は愚ぐ痴ちった。


「ば、馬鹿げた物？」


「なんでもよいっ。とにかく。お主の目的にあやつの力を当てにしとるなら、期き待たいはせんことだな。他た力りき本ほん願がんで大事を為なそうなど、虫の良い考えは捨てるがよいわ」


「……別に考えてはいませんよ」


　少なくとも、セイがいなくなった訳ではないらしい。その答えだけでも、いまは満足だった。


「始めるぞ。洞ほらに戻れ」


「はい」


　虎仙に応えて立ち上がる。混沌はともかく、ジローには無む駄だにしてよい時間などないのだ。ここにいては見失いがちだが、世界の時は常に流れているのだから。


　ジローは修しゆ行ぎようを再開した。





４







　そこは、一いつ見けんするとゴースト・タウンのようだった。閑かん散さんとし、生せい気きがなく、荒こう廃はいした空気だけが、人ひと気けのない街並みを覆おおっている。


　しかし、決して無人ではない。いまもなお、この街に暮くらす人々は、少なからず存在しているのだ。


　特区、第五地区フイフス・ヤード。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきを受け、脱だつ出しゆつ不能な結界に閉とざされたいまも、人々の営いとなみは続いていた。


「ほらよ、旦だん那な。できたぜ」


「ありがとう。ありがたく頂きますよ」


　瓦が礫れきに埋うもれた街角。かつては地下街への入り口になっていた階段の下から、炊すい煙えんが上っていた。吸血鬼たちから身を隠かくすように、ひっそりと寄より集あつまって、炊たき出しが行われているのである。


　ガスボンベに繫つながったコンロに載のる、業ぎよう務む用ようのホーロー鍋なべ。茹ゆでられているのは、ラーメンの麵めんだ。筒つつザルを上げ、湯を切り、器に盛もる。隣となりのコンロにかかる寸ずん胴どう鍋なべからスープを注そそいで、客たちに配くばっていく。コンロの置かれた折りたたみテーブルには、『ニボシ亭』と書かれた半はん紙しが貼はり付けられていた。


「店長。醬しよう油ゆひとつ」


「はいよ。醬油一いつ丁ちよう。って、おお！　あんた生きてたのか！　良かったなあ……」


「はは。おかげさまで。こうしてまた、店長のラーメンにありつけるよ」


　以前常じよう連れんだった客は、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。身ひとつで避ひ難なんしているのだろう。着ている物はあちこち裂さけ目があり、手て首くびには包ほう帯たいが巻まかれている。それでも、また『ニボシ亭』のラーメンが食べられて嬉うれしいと笑う客に、店長は目頭を熱あつくした。


「よしよし。ちょっと待ってな。いま、とっておきのを作ってやるからな」


「頼たのむよ。ゆっくりと、美味うまいの作ってくれ」


　炊き出しに集まった客の顔ぶれは様々だ。子こ連づれの家族もいれば、若い男女やグループもいる。


　現在、特区の社会機能は大おお幅はばに低てい下かしていた。ライフラインや通つう信しん網もうはまだ生きているが、一部を除のぞき物ぶつ流りゆうなどは途と切ぎれている。人々は地ち域いきごと、あるいは職しよく種しゆや以前属ぞくしていた組織ごとにコミュニティを形けい成せいし、なんとか日々を暮らしているのだ。


　中でも、第五地区フイフス・ヤードの荒廃は激はげしい。多くの人間たちは、すでにこの地区を去っていた。残っているのは、どのコミュニティにも属することができなかった、行く場のないはぐれ者たちだ。


「聞いたか？　第三地区サード・ヤードの自じ警けい団だんの話？」


「元もと警けい官かんが中心になって、残ってるマスコミと一いつ緒しよに参加を呼びかけてるやつだろ？　あんなの、大声で『血を吸いに来てくれ』って叫さけんでるようなもんだぜ」


「第七地区セブン・ヤードの方じゃ、元もと傭よう兵へいとかって男がリーダーになって、反吸血鬼戦線みたいの作ったそうだな」


「聞いた聞いた。メンバーは全員銃じゆうで武ぶ装そうしてるらしいけどよ。所しよ詮せん、素人しろうとだぜ？　拳けん銃じゆうぶっ放したって、吸血鬼の連中にゃ勝てねえよ。それより、外からの救きゆう援えんはいつになったら、やってくるんだ？」


　集まった人間たちは積極的に情報を交こう換かんしているが、明るい話題は少ない。一度自じ衛えい隊たいの部隊が派は遣けんされたこともあったのだが、『結界』に阻はばまれて特とつ区くに入ることさえ難なん渋じゆうしていた。偶ぐう然ぜん、彼らを知った一いつ般ぱん人じんの『招まねき』で侵しん入にゆうすることに成功したが、現れた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の集団に全ぜん滅めつさせられている。


　特区に残っていた海外メディアなどによって、外部との通信はある程度続いているらしい。しかし、その情報が住民たちまでは、なかなか届かないのである。彼らは、特区中に散ちらばり、必ひつ死しに逃にげ隠かくれてしているからだ。


　唯ゆい一いつの慰なぐさめは、香ホン港コンのときに比べ、吸血鬼たちの暴動が抑おさえられていることだろうか。香港で『九龍ショック』が起こったとき、突とつ如じよ現れた吸血鬼たちは、次々と人を襲おそい、命を奪うばった。あのときの規き模ぼに比べると、今回の吸血鬼たちは、襲撃に波なみがあるのだ。ある程度の統とう制せいがしかれた上で、人々を襲っているように思える。そのため、固かたまって対たい抗こう策さくを講こうじる機会に恵めぐまれなかった者たちも、いまだに逃げ延のびることができているのだった。


　もっとも、それもいつまで保もつかはわからない。こんな状態が、いつまで続くのかも。


「お。いらっしゃ──い」


　器うつわを洗あらっていた店長の語ご尾びが、戸と惑まどうように揺ゆれた。


　ガラッ、とひび割れた階段からアスファルトの欠片かけらが転げ落ちる。階段の上に、新たな客が姿を見せたのだ。ラーメンを食べていた者たちの視線が、闖ちん入にゆう者しやに集中した。


　現れたのは女だった。


　足取りが覚おぼ束つかない。うつむきながらふらふらと、心ここにあらずという感じで、女は階段を下りた。そしてそのまま、周りの様子に目を配くばるでもなく、無言で店長のいるテーブルに近づいていった。


「……あんた、大だい丈じよう夫ぶか？」


　テーブルの前に立った女に、店長は怪け訝げんそうに声をかけた。女はそれにも答えなかった。ただ、虚うつろな視線が下に落ち、テーブルに張はられた『ニボシ亭てい』の半紙を見て止まった。


　そのまま、じっと半紙に見入る。女の瞳ひとみに、やるせない哀かなしみと虚きよ無む感かんが漂ただよった。同時に、瞳の奥おくで狂くるおしい感情が渦うずを巻き、しかし結局は為なす術すべもなく消えるのがわかった。


　女の態度に店長は閉へい口こうしていたが、ふと目をぱちくりさせた。


「……あれ？　あんた、それ……」


「…………」


　店長は何か気付いた様子を見せたが、それでも女は反はん応のうを示さなかった。


　まだ若い、そして美しい女性である。


　黒いニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、白いワイシャツの上に、シルバーのラインが入った黒いジャージの上着を羽は織おっている。両手をジャージのポケットに入れていた。下はタイトスカートだが、片側を裂さいて動きやすくしている。スカートはいくらか煤すすけているが、スラリと伸のびる足には傷ひとつ付いていなかった。


　異い様ようなのは、ジャージとその下のワイシャツが、べったりと血で汚よごれている点だ。といっても、女に負ふ傷しようしている様子はない。血けつ痕こんも完全に乾かわききっていた。


　店長はしばらく、この奇き妙みような客を観察していたが、


「……姉さん。醬油でいいかい？」


「……ええ」


　ようやく、女はぼそりと返事をした。店長は頷うなずき、麵めんをひと玉、筒つつザルに入れた。


　注目していた周囲の客たちが、安心したように会話を再開する。辺りが再び雑ざつ談だんに包まれても、女は表情を変えず、ただじっとテーブルの前に立っていた。


　店長は麵を入れた筒ザルを、沸ふつ騰とうする湯の中に沈しずめた。ザルの中で麵が泳ぐのを見ながら、ぽつりとつぶやいた。


「……赤毛の坊ぼう主ず、死んだのかい？」


　その瞬しゆん間かん、それまで生せい気きの欠片もなかった女が、弾はじかれたように顔を上げた。


　まじまじと凝ぎよう視しする視線を頰ほおに感じつつ、店長は肩かたを竦すくめた。


「そのジャージとニット帽、覚えてるよ。たまにうちに来てた赤毛の坊主が、いつも着てたやつだろ？」


「…………」


　女はまなじりが裂さけるほどに両目を見開き、店長を見み据すえた。彼女の主あるじとは違ちがう、黒い瞳だ。店長は、女の視線にちらっと横目を向けたあと、照てれくさそうに頰をかいた。


「これでも客きやく商しよう売ばいだ。客の顔はよく覚えてる。ただ、あの坊主だけは妙みような客でな。ちょくちょく店で見かけるわりに、いつ来ていつ帰ってるのか、ちっともわからねえ。まるで気配を完全に消してるみたいだった。それでも、食べ終えたあとの満足そうな顔だけは覚えててよ。たまげるぐらいに綺き麗れいな顔してたっけな。目がまた、ルビーみたいな色で……」


　独どく白はくに似にた店長の声には、死んだ少年に対する哀あい悼とうの念が込められていた。亡なき少年と女のために、死し者しやの思い出を嚙かみしめているのだ。「……ゼルマン」と女が掠かすれる声を出した。「え？」と店長が再び顔を向けた。


「……ゼルマン。ゼルマン・クロックというの。彼の、名前よ」


　女の台詞せりふに耳を傾かたむけ、店長は優やさしく頷いた。


「……そうかい。強そうないい名前じゃねえか」


「ええ。強かった。とても強かったわ。自分の運命に、ついには打ち勝つほどに……」


　そう語かたる女の目に、いつしか生気が戻もどっていた。店長が淡あわく微笑む。麵を上げ、湯切りをして、新しい器に滑すべり落とした。


「あんた、あの子の恋こい人びとだったのか？」


「いいえ」


　女が前を向いたまま答える。店長は器にスープを満たし、ネギとナルトとチャーシューを乗せて、女の方に差し出した。


「じゃあ──」


「娘よ」


　女が言った。「はあ？」と店長の手が止まった。思わず見返す彼の前で、女は哀しみと絶ぜつ望ぼうと自じ虐ぎやくが入り交じった、空くう疎そな笑みを見せた。


「私の名前は、白しら峯みねサユカ。『闘とう将しようアスラ』の血に連つらなる者にして、『緋ひ眼がんのゼルマン』の娘むすめ……」


　ぎくり、と店長の手からスープがこぼれた。女の台詞に驚おどろいたのではない。彼女の笑みの奥に、白く鋭するどい輝かがやきが見えたからだ。


　唇くちびるの、奥に。


「あんた……」


　しかし、店長が次の言葉を続けるより先に、女──サユカの瞳が鋭く細められた。


　背後を振ふり返る。同時に、地上に続く階段の上から、三つの人ひと影かげが飛び降りてきた。


　地下の空気が引きつった。悲ひ鳴めいと、器の割れる音が、幾いくつも重なった。


「奴やつらだ！　吸血鬼ブラツク・ブラツド！」


「逃にげろっ。奥に、早く！」


　たちまち、客たちは地下街の奥へ雪崩なだれを打って逃げ始めた。しかし、吸血鬼の一人が笑いながら跳ちよう躍やく。天てん井じようを蹴けり、彼らの前に回り込んだ。


　地下に悲鳴が反はん響きようする。客の何人かは携たずさえていた拳けん銃じゆうを取り出したが、吸血鬼たちはそれを見て逆に嘲あざ笑わらった。


「畜ちく生しよう！　まだ日にち没ぼつ前まえだってのに！」


　店長は罵ば声せいを吐はいたが、顔面は蒼そう白はくだ。対して、吸血鬼たちは余よ裕ゆうの面おも持もちだった。舌がぺろりと唇を舐なめた。どうやって獲え物ものを仕し留とめるか、じっくりと考えているのだ。


　そして、彼らの一人が炊き出しのテーブルに気が付いた。店長が身体からだを竦すくませる──と同時に、吸血鬼は地面を蹴り、彼に襲おそいかかった。


　立ち竦む店長の瞳に、人が目で追うことは困こん難なんなはずの動きが、やたらとはっきり映る。爛らん々らんと光る眼光。唾だ液えきの滴したたる牙きば。鋭く伸びた爪つめ。その爪が、真まっ直すぐ頭上から振り下ろされる。


　しかし、牙を剝むく吸血鬼は、空中で制止した。


　サユカだ。襲おそいかかろうとした吸血鬼の腕うでを、横から手を伸ばし、片手でつかまえピタリと止めて見せた。


　驚きよう愕がくする吸血鬼を、そのまま腕を振るって投げ飛ばす。投げられた吸血鬼は、一度空中で身体を捻ひねって、仲間の側に着地した。


　吸血鬼三人が、警けい戒かい態たい勢せいになってサユカをにらんだ。悲鳴を上げていた人間たちも、息を呑のんで彼女を見た。サユカは周囲の視線が集中する前で、ゆっくりと吸血鬼たちに対たい峙じした。


　背後の店長に向かい、


「逃にげなさい」


「あ、あんたっ。やっぱり、あんたも──！」


　背せ中なか越ごしに聞こえる驚愕の叫さけびに、サユカはまたしても自じ嘲ちようを浮うかべ、牙を剝いた。しかし、クールな物もの腰ごしは崩くずさないまま、「早く」と店長を促うながした。


「向こうも雑魚ざこだけど、私も雑魚なの。時間稼かせぎしかできないから、さっさとお逃げなさい」


「どうしてだ。あんたは、やつらの仲間とは違うのか？」


　店長の震ふるえる声に、「言ったでしょ」とサユカは答える。


「私は『闘将アスラ』の血統。奴ら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とは違う。ほら。行きなさい。すぐに始まるわよ」


　店長の驚愕はまだ冷めないようだった。それでも、なんとかテーブルの外に出て、ジリジリとサユカから離はなれ始めた。吸血鬼たちの敵てき意いは、すでにサユカに集中している。彼女たちが戦う隙すきに、彼も客たちも逃げられるかもしれない。


　しかし──


「なぜ助たすけてくれる？　俺たちは……人間だぞ？」


　その台詞せりふに、サユカは思わず苦く笑しようした。


「そうね。私とは違うわね」


　と、まるでいま初めてそのことを自覚したかのようにつぶやいた。


　そして、店長の問いに答えた。


「私の闇の父マスターは、あなたの店が好きだった。だから助けるの。私にとってそれは、十分過ぎる理由なの」





５







　十字軍幹部との面談以い降こう、夜のミーティングはミミコの日につ課かのひとつになった。尾根崎と神父がホテルの彼女の部屋を訪おとずれて、遅おそくまで話をするのだ。


　しかし、その日の晩ばんはミミコたち以外に、二人の訪ほう問もん者しやがいた。それも、人間ではなく吸血鬼の。


　一人は妙みよう齢れいの女性。セイの腹ふく心しんとして血族をとりまとめ、特区の大陸系吸血鬼たちからも大きな信しん頼らいを寄せられていた古血オールド・ブラツド、月梅ユエメイ。


　そして、若い青年。ケインが支配人を務めていた『マリーン・バンク』の重じゆう役やく、アルバート・キャンベルだ。アルバートは以前過あやまちを犯おかし、ケインによって罰ばつせられたのだが、その後再び彼に認められ、大きな権けん限げんを与あたえられた。特区にいた『魔ま女じよモーガン』の血族では、ケインに次つぐ実力者だ。


　二人は、それぞれ血族の賛さん同どう者しやたちを連れて、『カンパニー』に協力するべく、シンガポールに入国してくれたのである。


「私どもは、ずっと『東ひがしの龍りゆう王おう』の配はい下かとして、王に仕つかえて参りました。セイ様がいれば必ず同じ判断を下されたことでしょう」


「我らの志こころざしも、同じです。ケイン様は、自分が戻るまで自由に動けと言い残されてロンドンに発たたれました。『マリーン・バンク』の財ざい力りよくは半はん減げんしておりますが、残された者たちは皆みな、全力で『カンパニー』を支し援えんさせて頂きます」


　特区にあっては『カンパニー』最大の後うしろ盾だてだった二血族が、再び協力を申し出てくれたのだ。どちらも勢力的には大きく後こう退たいしている訳だが、それでも尾根崎の喜びようは大変なものだった。


「お二人の申もうし出でを、心から歓かん迎げいします。ミズ・月梅。ミスター・キャンベル。あなた方黒き血の力添ぞえがあってこそ、『カンパニー』は本来の力を発はつ揮きできる」


「まして、この時じ勢せいだ。諸しよ君くんが我らに付いてくれた事実だけでも、大きな意味を持つでしょう。まさに神のお導みちびきですな」


　神父も心強そうに二人を歓迎した。『カンパニー』は調ちよう整せい機き能のうに優すぐれた政治力の強い組織ではあるが、財力面や人的資源の「量」の部分に弱点がある。『真しん祖そ混こん沌とん』の血族やウォーロック家のスタッフが加わってくれるのは、弱点を補ほ完かんする意味でも効果があるのだ。


　しかし、尾根崎や神父が喜んでいる何よりの理由は、二人の心意気だろう。彼らにすれば現在の『カンパニー』に与くみする利り益えきはない。彼ら自身大変な状じよう況きように置かれている。にもかかわらず、『カンパニー』の危機に駆かけつけてくれた。その意志がありがたいのである。


　もちろんミミコも嬉うれしい。


　月梅とアルバートの二人とは、調停員コンプロマイザー時代から面めん識しきがあった。懐なつかしい人々がまた一いつ緒しよに戦ってくれる。それだけでも胸が熱くなる。


　しかし……


　──じゃあ、あたしは？　あたしは何をしているの？


　笑え顔がおで二人を迎むかえ入れながらも、胸中からはそうした自じ問もんが去らなかった。


　しかも、その夜の訪問者は、吸血鬼の二人だけではなかった。遅おくれて現れたのは、バドリック・セリバンと赤あか井いリンスケの二人だ。


「リンスケさん！　バドリックさんも……！」


　二人と会うのは特区を脱だつ出しゆつしたとき以来だ。驚くミミコに、バドリックは無言で頷うなずき、リンスケはウィンクを返した。


「今こん晩ばんは、ミミコちゃん。神父にいじめられたりしてない？　会長にしごかれたりとか」


「リンスケさんこそっ。暑あついからって仕事サボったりしてないですよね？」


「いやー、でも暑い日は仕方なくない？」


「暑くない日なんか、滅めつ多たにないじゃないですか」


　変わらぬ軽かる口くちが心ここ地ちよい。リンスケのおちゃらけた態度が、懐かしく、ほっとさせてくれた。


　ただ、


「だいぶ『カンパニー』代表も様さまになってきたんじゃないの、ミミコちゃん？　ジローちゃんが帰ってきたら、目めん玉たま飛び出すわよ、きっと」


　リンスケが冗じよう談だんっぽく言った台詞に、ミミコの笑顔が微かすかに引きつった。


「そ、そうですね」


　と答える声が固い。リンスケは即そく座ざに気付いたが、尾根崎に呼ばれたので、やむなくバドリックとテーブルに着いた。


「君たち二人に来てもらったのは他ほかでもない。例の作戦だ。君たちに抜ぬけられると支し障しようが大きすぎて躊ちゆう躇ちよしてきたが、幸いミスター・セイとミスター・ケインの部下たちの力が借りられることになった。そこであらためて、君たちには例の作戦に着手してもらいたい」


「……了りよう解かいしました」


「少し準備期間を頂きますけど、ま、任まかせてくださいな。会長」


　尾根崎の依い頼らいを、バドリックとリンスケは快かい諾だくした。前者は責任感に燃え、後者は太ふて々ぶてしく瞳ひとみを光らせている。何か不安を感じたミミコが、「あ、あの……」と口を挟はさんだ。


「例の作戦、ってなんですか？　お二人に、いったい何を──」


　尾根崎と神父、バドリックとリンスケが、それぞれに視線を交かわし合った。結局説明したのは神父だった。


「特区奪だつ還かんのための下準備のひとつだ。二人に、特区内部へ侵しん入にゆうしてもらう」


「ええっ!?　と、特区の中にですか？　でも特区は『結界』があるんじゃ──！」


「あるな。だが、ブラザー・ケインの見み立たてでは、あの『結界』は以前ブラザー・セイが張っていた『結界』と同じ法ほう則そく性せいを有ゆうしているらしい。つまり、中の人間に招まねかれれば侵入が可能になる。実は、すでにその一点に関しては、確かく認にん済ずみなんだ」


「ま、ちょっくら里さと帰がえりって感じ？　今後は中の人たちとも、連れん携けいを取りたいしね」


　神父の説明に続いて、リンスケも軽い口調で言った。


　しかし、ミミコは青ざめた。これがどれほど危険な任務かは、ミミコにだって想像できた。それでも、尾根崎と神父は二人に作戦を命じ、二人はその命令を文もん句くも言わずに受けたのだ。特区奪還のために、命をかけようとしているのである。


「そうだっ。真銀刀！　真銀刀を持っていってください。あれがあれば、たとえカーサに襲おそわれても、どうにかなるかもしれない！」


「い、いや～、ミミコちゃん。気持ちは嬉うれしいんだけど……」


「万が一にも真銀刀が敵の手に落ちてはなるまい。特区に持ち込むのは危き険けん過ぎる」


　リンスケが困こまったように言い、バドリックもきっぱりと拒きよ否ひした。


　リンスケは笑いながら、


「あの刀はミミコちゃんが持ってるのが一番よ。なんたって、神父の『神の啓けい示じ』があったんだもん。ジローちゃん尻しりに敷しくためにも、あなたが──」


「でも！　あたしが持ってたって、なんの役にも立たないです！　あたしみたいなのが持ってたって意味ないじゃないですか！」


　それは、逆ぎやく上じよう寸すん前ぜんの金かな切きり声ごえになった。


　夜の部屋に響ひびき渡わたる大声に、四人の男たちは思わず口を閉とざした。ミミコは我に返り、唇を嚙んだ。


「……ご、ごめんなさい。取り乱しました」


「ミミコ君……」


　幾いく分ぶん気け圧おされつつ、尾根崎が口を開けた。神父を見て、リンスケやバドリックを見たが、誰も交代してくれる気配がなかったので、自ら先を続ける。


「……ミミコ君。君が自分の置かれた立場に重じゆう圧あつを感じるのは無む理りもない。私も、君にひどいことをしている自じ覚かくはある。だが、これは君にしかできないことなんだ。我々は全力でサポートする。だから、どうか自分一人で抱かかえ込まないで、辛つらいことがあるなら言ってほしい」


　尾根崎は言葉を選びながらミミコに告げた。陣内などとは比べようもない、不器用な慰なぐさめだ。しかし、その分彼の真しん摯しな想おもいは伝わってくる。


　だからこそ余よ計けいに、ミミコは甘あまえることができない。みんな、自分より遥はるかに大変で、でも頑がん張ばっているのだ。この上自分がさらに足を引ひっ張ぱれるはずがない。


「済みませんでした。もう、大だい丈じよう夫ぶです」


　ミミコはなんでもない顔をして、それから笑ってみせた。自分の感情の一いつ切さいを殺して。


　ミーティングはいつもより早く終わった。ミミコは最後まで、自らの暗黒から抜け出すことができなかった。
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　ラッフルズ・ホテルの一角に、『ロング・バー』と呼ばれるバーがある。かの『シンガポール・スリング』を生んだ老舗しにせバーだ。


　宿しゆく泊はく客きやく以外も利用できるこのバーは、一年中観光客でにぎわっている。抑おさえられた薄うす暗ぐらい照明は、日中の日差しと対照的で涼すずしげだ。レトロな雰ふん囲い気きの店内を、様々な人種の客が訪おとずれ、清せい涼りよう感かんのある制服を着た店員たちが丁てい寧ねいに対応している。


　この店の流りゆう儀ぎで変わっているのが、つまみの殻から付つきピーナッツだろう。店の至るところに用意されているピーナッツは好きなだけ食べることができるのだが、食べ終わった殻はすべて床ゆかに捨ててしまうのである。おかげで店内はピーナッツの殻が敷しき詰つめられている。


　その夜、カウンターには、一人黙もく々もくと足あし下もとにピーナッツの殻で山を築きずく、東洋人の少女がいた。


　安っぽいアロハシャツに膝ひざ下したの長さのパンツとサンダル。薄暗い店内にいながら、真っ黒で大おお振ぶりなサングラスをかけている。卓たく上じようのシンガポール・スリングはすでに七杯はい目。注文以外はひと言も発せず、黙々とピーナッツの殻を剝むいては、アヒル口に運んでいた。


　ミミコである。尾根崎たちが帰ったあと、こっそり部屋を抜け出してきたのだ。


　本当は、一人で部屋を離はなれることは慎つつしむよう言われているのだが、ここ数日、ミミコは毎晩のように、このバーを訪れていた。最近彼女は、アルコールの力を借りないことには、眠ねむることができないのだった。


　──……何やってんだろ、あたし……


　しょうもない、と思う。尾根崎や神父はもちろん、バドリックやリンスケも、あんなに一いつ生しよう懸けん命めいだというのに。彼らだけでなく、『カンパニー』のみんなも、『カンパニー』に協力してくれるみんなも一生懸命なのに、自分だけがこんなにも情けない。無力感に押おし潰つぶされて酒に逃にげ、そんな自分に嫌いや気けが差してさらに無力感に包まれる。そんなことの繰くり返しなのだ。


　抜け出したいという意志はある。特区を取り戻もどすために、ジローとの約束のために、死に物狂いになる意志はあるのだ。しかし、方法がわからない。確かに尾根崎の言う通り、自分が『カンパニー』の看板になることは、意い義ぎのあることなのだろう。しかし、手て応ごたえはまるでない。


　──マスコットか……


　それでもいいのだ。それが、目的達成のためになるのなら。


　しかし……なっているのだろうか？　この、自分一人が明後日あさつてを向いているような罪ざい悪あく感かんは、単なる気のせいなのだろうか？　陣内がいてくれれば、と思わずにいられない。彼ならきっと、的てき確かくなアドバイスをくれる。いや、たとえ的確でなくとも、彼のアドバイスなら、ミミコは信じて従える。


　──馬ば鹿かっ。何を、馬鹿な……


　死人にまで縋すがろうとする自分が情けなかった。もし陣内が生きていても、いまの自分では恥はずかしくて顔向けできない。


　コテン、と額をカウンターに突つっ伏ぷす。


「……ジローさーん。コタロウくーん……」


　子犬のような涙なみだ声ごえがもれた。


　二人に会いたかった。会って話がしたかった。胸が痛い。締しめ付つけられるようだ。本当に、見えないナイフでも刺ささっているみたいだった。ミミコは痛みに耐たえかね、きつく目を閉じた。


　そんなミミコに、声をかける者がいた。


「ハロー？　大丈夫ですか？」


「あ、はい。お構かまいなく……」


　のろのろとミミコが顔を上げる。声をかけたのは隣となりのカウンター席に腰こしを下ろした青年だった。


　見て、ちょっとびっくりする。すごいハンサムだ。


　柔やわらかな銀ぎん髪ぱつと涼すずしげなアイスブルーの瞳ひとみをした白人の青年である。歳としはミミコと同じか、それより少しだけ年下に見える。逆に、身長はミミコより少し高そうだ。スマートで、均きん整せいの取れた体つきだった。


　適てき度どに着き崩くずしたジャケットの下に、シンプルなＴシャツを着て、ジーンズを穿はいている。観光地に相応ふさわしいカジュアルな装よそおいだが、上品にまとまっていた。きっと、良りよう質しつな作りの服なのだろう。それがまた似に合あっている。


　青年はバーテンダーを呼ぶと、


「こちらに、お代わりを。僕にも同じ物を頼たのむ」


「え、あの……」


「気にしないで。お近づきの印しるしです」


　青年は気さくに言ってミミコに笑いかけた。こういうのを「甘あまいマスク」というのだろうと、そんなことを思わせる微笑ほほえみだった。


　しかし、ミミコの気分は浮うかない。


「済みません。本当に、誰かと話したい気分じゃないんです。申し訳ないですけど……」


「そう言わないでくださいよ。これでも散さん々ざん捜さがしたんですよ？　まさか、こんな観光名所になるようなホテルにお泊まりとは盲もう点てんでした。でも、お会いできて良かった。初めまして、『乙女メイデン』。それとも葛城ミミコとお呼びしても？」


　サッとミミコの顔色が変わった。一いつ瞬しゆんにして酔よいが覚さめた。


「まさか、マスコミの？」


「ハハ。そんな風に見えますか？　違ちがいますよ。ほら」


　そう言って、青年は突とつ然ぜん唇を指で引っ張った。現れたのは、見事に白い牙きばだ。ミミコは息を呑のんだ。


「吸血鬼ブラツク・ブラツド……どこの血けつ統とうの？」


「どこだと思いますか？」


　青年はおかしそうにミミコを見やった。


　砕くだけた、親したしげな態度である。しかし、それで油ゆ断だんするミミコではない。特にこの青年は、何かひっかかる。妙みようにそわそわするのは、決して彼の容よう貌ぼうのせいではないはずだ。


　ミミコの脳のう裏りが久しぶりにフル回転した。幾いくつかの可能性が浮かんだが、彼女は直ちよつ感かんに従い、最初に閃ひらめいた答えを口にした。


「『豪ごう王おうフォワード』の血族ね？」


「おっ。すごい。正解です。さすがは『乙女メイデン』」


　青年が目を丸めて、軽かるく身体からだを仰のけ反ぞらせた。本当に驚おどろいたというよりは、礼れい儀ぎ正ただしく驚いて見せた様子だ。


　ちょうどそこに、注文したシンガポール・スリングが運ばれてきた。青年はミミコに片方のグラスを持たせると、カチン、とグラスを合わせて乾かん杯ぱいした。


「では、あらためて。初めまして、葛城ミミコさん。僕の名は、ギルバート・フォワード。実は今晩は、ビジネスの話で会いに来ました。『カンパニー』の代表である、あなたに」


　後半の台詞せりふは、右の耳から左の耳へ抜ぬけていった。ミミコは愕がく然ぜんとして、隣に座すわるハンサムな青年を凝ぎよう視しした。


「ギルバート・フォワード？　まさか……でも!?」


「『まさか』でも、『でも』でもありません。僕が『豪王フォワード』です」


　信じられなかった。しかし、噓うそではないと判断した。吸血鬼にとって、始祖ソース・ブラツドとは特別な存在だ。余よ程ほど物ものを知らない転びたてアンダー・イヤーでもない限り、始祖ソース・ブラツドの名を騙かたるなどあり得ない。


　──『豪王』本人。この人が!?


　絶ぜつ句くするしかない。そして、絶句するミミコに気付かない振りをしながら、青年──ギルバートは、カクテルに口を付けた。


「へえ。初めて飲みましたが、甘くて美味おいしいですね。色もいい。淡あわい赤。シャーベットにした血のようだ」


　涼しい顔で物ぶつ騒そうな感想を述のべ、ギルバートはピーナッツが盛られた箱に手を伸のばした。ミミコは必ひつ死しに、落ち着け、と自らに言い聞かせた。


「……ご、『豪王』本人が、あたしになんの？」


「あれ。酷ひどいな。さっき言ったじゃないですか。ビジネスの話があるって」


「だったら、尾根崎会長か神父に会って下さい。あたしはただの──」


「イメージガールに過ぎない？」


「…………」


　ミミコが口をつぐむ。反射的ににらみつけるミミコに、ギルバートはクスリと笑い、ピーナッツの殻からを指先で割わった。


　ピーナッツを口に放ほうり込み、唇くちびるにスマートな微笑ほほえみを浮かべたまま、


「いえいえ。僕はあくまで貴女あなたと話に来たのです。僕たちと『カンパニー』は、一度武力協定を結ぶところまで歩あゆみ寄よりました。しかし、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきで、せっかくの関係をうやむやにしてしまった。だから、もう一度はっきりと、あなた方と契けい約やくを結びに来たのです。血族の祖そ、自らが足を運んで、ね」


　と、そこでギルバートは笑みを引っ込め、真しん剣けんな表情になった。


　クールで硬こう質しつな、ガラスのような眼まな差ざしが現れる。ミミコは、『カンパニー』における『豪王』の評価を思い出した。合理的リアリスト。確たしか、情報部には、そう評されていたはずだ。
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「『乙女メイデン』。僕と僕の血族は、もう一度『カンパニー』と手を結びたいと思っています。もちろん、『赤い牙レツド・フアング』も含ふくめてです。政治面でも資金面でも、また軍事力でも。あらゆる意味で、僕らは『カンパニー』と運うん命めい共きよう同どう体たいとなる用意がある」


「……え？」


　それは思ってもみない申し出だった。『豪王』の血族は、歴史こそ浅いものの、現代アメリカの夜を支配する有ゆう力りよく血族だ。その影えい響きよう力りよくは人間社会にも及および、軍ぐん需じゆ産さん業ぎようを中心に、幾いくつもの巨きよ大だい企き業ぎようを裏から操あやつっているとさえ言われている。また、米軍と秘ひ密みつ裏りに手を組んでいることは、吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオース『赤い牙レツド・フアング』の存在からも明らかだった。


　彼らのバックアップを得られれば、『カンパニー』には大きな躍やく進しんとなるだろう。のどから手が出るほど欲ほしい、協力者だった。


「しかし、条じよう件けんがひとつあります」


　淡たん々たんと、ギルバードが続ける。ミミコは息を呑のみ、「条件？」と聞き返した。


「はい。だからこそ、直ちよく接せつ貴女あなたにお会いしに来たのですよ」


「あたしに？　でも……条件って？」


　当とう惑わくするミミコを真まっ直すぐに見つめ、ギルバートはあっさりと切り出した。


「『乙女メイデン』葛城ミミコ。貴女を僕の花はな嫁よめに迎むかえたい」









　　三章　脈動、いまだ止やまず










１







　その激しい驚きよう愕がくと動どう揺ようは、小さな胸の奥おくで、はっきりと助けを求めていた。


　ぴくっ、と頰ほおが微かすかに揺ゆれる。


　石室には他ほかに誰だれもいない。地下の暗くら闇やみの中、地上の喧けん噪そうとは完全に隔かく離りされているかのようだ。


　しかし、その想おもいは、血を介かいして確かに伝わった。


「……ミミちゃん？」


　うっすらと、コタロウは目ま蓋ぶたを持ち上げた。
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　最初は何を言っているのかわからなかった。意味を理解した瞬しゆん間かん、頭の中が真まっ白しろになった。心が勝手に、いまさっき耳にした台詞せりふをなかったことにしようとしている。


　しかし、ギルバートは続けた。


「これは、双そう方ほうにとって有ゆう益えきな条件だと、僕ぼくは確かく信しんしている。尾お根ね崎ざき会長は、実に目の付け所が鋭するどい人間だ。そして、僕も彼の考えに賛さん同どうしています。いまや『乙女あなた』の存在は、使い方次し第だいで歴史を一変させる起き爆ばく剤ざいになる。その可能性に、僕は僕の一族の命運を懸かけることにしました」


　ミミコと対たい照しよう的てきに、ギルバートには動揺の欠片かけらもなかった。台詞の内容と裏うら腹はらに、昂こう揚ようした様子も見当たらない。あくまで平へい静せいに、取り引きを持ちかけている。


「言うまでもなく、これは政せい略りやく結けつ婚こんです。しかし、仮かりにも始祖ソース・ブラツドが相手なら、『カンパニー』代表の『乙女メイデン』とも、釣つり合あいが取れるでしょう。しかも、どちらにも大きな収しゆう穫かくをもたらす婚こん姻いんだ。『乙女メイデン』の効果を最大限に発はつ揮きするには相応の支し援えんが必要で、僕にはそれが用意できるのです。いかがです？　太陽の下は貴女と『カンパニー』が。そして、月げつ下かは僕と『豪ごう王おう』の血族が、覇は権けんを握にぎる。魅み力りよく的てきな契けい約やくだと思いませんか？」


　ギルバートは蠱こ惑わく的てきな微び笑しようをミミコに向けた。入にゆう念ねんにカッティングされたダイヤモンドのような微笑だ。しかし、彼の笑みの下には、文字通り牙きばが隠かくされている。いや、牙を秘ひめているからこそ、その危険が魅み惑わくのスパイスとなっている笑みなのだ。


　ミミコはまだ混乱から回復できない。


　なんだか床ゆかがぐるぐる回っている気がした。悪い夢を見ているようだ。気持ちが悪い。吐はき気けがする。しかし、この悪夢が覚めないことを、ミミコは認めざるを得なかった。


　ギルバートの持ちかけた契約の合理性。彼が説明する有益さは、ミミコにも理解できた。


　ミミコが『カンパニー』のためにできること。


　まさに、これだ。


「…………」


　気が付くと、ミミコはカクテルのグラスを割ってしまいそうなほど強く握にぎっていた。腕うでが細かく震ふるえている。止めなきゃ、と思っても、腕は言うことを聞かない。


　──あたし……あたしは……


　答えは決まっているように思われた。


　だってジローにはアリスがいるのだ。


　──っ!?


　不ふ意い打うちのように浮うかんだ自らの考えは、ミミコを打ちのめした。心しん臓ぞうを貫つらぬかれたような気がした。


「『乙女メイデン』？」


　ミミコの様子がおかしいことに気付いたのだろう。ギルバートが怪け訝げんそうに声をかけた。


　しかし、先を続けることはできなかった。


「──ジャパンの作さ法ほうを予よ習しゆうなさらなかったようですな、『豪王』。未み婚こんの娘むすめに結婚を申し込むときは、父親の了りよう承しようを得る必要があるんですよ」


　割り込んだのは、神父だった。


　いつからそこにいたのか、声をかけた神父は、ミミコを挟はさんでギルバートの反対側の席に腰を下ろした。「神父さん……」とミミコが鈍にぶい反応を返した。


　ギルバートのアイスブルーの瞳ひとみが針のように細まった。彼は、その瞳の色に相応ふさわしい、ドライアイスの如ごとき眼まな差ざしを向けた。


「……これはご機き嫌げんよう、神父。お久しぶりですね。ところで、あなたは私が知らない間に結婚されていたのかな？　それとも、聖せい職しよく者しやのあなたが隠かくし子ごを？」


「ミミコの父親代わりだった男は、私の友人だったんでね。及およばずながら、いまは私が彼女の保護者を自じ認にんしているわけです。にしても『豪王』は、相変わらずフットワークが軽い。確か、私をスカウトに来たのも、私が渡と米べいした二日後でしたね」


「……よく覚えておいでだ。少しは気にしてくれていたようですね。僕の差さし伸のべた手を拒こばんだことを」


　ギルバートの口元に再び微笑が戻もどった。もっとも、ミミコに見せていたのとはまるで異ことなる氷の微笑だ。冷れい徹てつな瞳と挑ちよう発はつ的てきな唇に、吸血鬼ブラツク・ブラツドの酷こく薄はくさが加わっている。


　しかし、二人の間の空気が緊きん迫ぱく感かんを増すより早く、


「……控ひかえられよ、ギルバート殿どの」


　と、もう一人の人物が現れた。


　その人物は、この場には似につかわしくない、十四、五にしか見えない少女の姿をしていた。麦わら色の髪かみとブラウンの瞳をした小こ柄がらな少女で、髪を結い上げて剝むき出しになったおでこや、目元に残るそばかすが、いかにも子供っぽい。しかし、彼女の正しよう体たいが、三百年のときを生きた古血オールド・ブラツドをであることを、ミミコは知っている。


『赤い牙レツド・フアング』隊長。『壮そう剣けんローラン』の血けつ統とうに属ぞくする吸血鬼、ジャネット・ハーゲンダルフだ。ミミコは直接喋しやべったことはなかったが、彼女が本国に帰国する前に、横浜支部で姿を見ていた。いまの彼女はパリッとしたデニムの上下姿で、肩かたに大型のギターケースをかけていた。おそらく中身は、彼女の愛あい用ようする十じゆう字じ剣けんだろう。


　虎とらの子この部隊を預あずける古血オールド・ブラツドの登場に、ギルバートはやれやれと肩を竦すくめた。


「聖戦の英えい雄ゆうに加えて、口うるさいお目め付つけ役やくまでご登場だ。今夜はこれで引き下がるとしますよ。でも、『乙女メイデン』。さっきの申し出、私は、本気だ。よく考えてみてください」


　そう告つげて、カウンターの席を下りる。再度ミミコに向けられた顔は、出会ったときの気さくで無む害がいそうな青年のものだった。


「尾根崎会長にも話は通します。ですが、最終的な返事は、貴女あなたの口からお聞きしたいですね。色よい返事をお待ちしていますよ、『乙女メイデン』。神父も、お休みなさい」


　ギルバートがジャネットの脇わきを抜ぬけ、バーの出口へと向かう。ジャネットはちらっと神父とミミコに目を向けた後、軽く一礼して『豪王』のあとに続いた。


　神父が緊きん張ちようを解といて息を吐はく。


「転化して六十年余とはいえ、さすが始祖ソース・ブラツド。ちょっとした貫かん禄ろくだな。それともあれは、組織のトップに立つが故ゆえ、かな？」


「……神父さん。あたしは……」


　まだ浮うき足あし立だつミミコに、神父は優やさしく首を横に振ふった。


「まずは部屋に戻ろう。そして、今日はもう寝ねなさい。私も今晩は隣となりに泊とまる。朝日が昇のぼるのを待って──それから考えようじゃないか。な？」





２







　カーサの演説が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』にもたらした恩おん恵けいは少なくなかった。彼らの目もく論ろ見み通り、様々なルートを通じて彼らとコンタクトを取ろうとする勢力が現れたのだ。


「世界的大だい企き業ぎようのトップから、アラブの石油王や欧おう州しゆうの名門貴族。各国の軍事関係者に、果はてはテロリストや、犯罪シンジケートのボスまで。いやはや人間ってのは、欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつだよね」


　と、演説を演出したザザはご満まん悦えつである。


　また、人間に留とどまらず、始祖ソース・ブラツド『導どう主しゆアダム』に帰き属ぞくする吸血鬼たちも、徐じよ々じよに現れ始めている。問題を起こして血族の元を追いやられた追つい放ほう者しややはぐれ者、あるいは寄よる辺べのない『断絶血統ブラツド・オーフアン』たちだ。


　無む論ろん、彼らとて『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の悪あく評ひようは知っている。しかし、吸血鬼にとって始祖ソース・ブラツドを頂くというのは、極きわめて自じ尊そん心しんを刺し激げきする誘ゆう惑わくである。血族社会での規き律りつやモラルから離はなれた者たちにすれば、九龍クーロン王おうへの仕し官かんは、考こう慮りよに値あたいする選せん択たく肢しなのだった。


　こうした人的、資金的増強を受けて、現在九龍クーロン王おうとその直系たちは、煩はん雑ざつな日々を送っていた。一族が顔を揃そろえたというのに、全員揃うことが難むずかしいほどだ。


　そんな中、姉し弟ていの中で唯ゆい一いつ時間を持もて余あまし気ぎ味みなのがワインだった。


　ワインは九龍クーロン王おうの実の娘だが、特別な能力を持っている訳ではない。所しよ詮せんは子供なので、できることも限られるのだ。姉や兄たち、そして父の足を引っ張りたくないので、自みずから大人しく引っ込んでいることが多くなった。


　そんなとき、ワインの足が向かうのは、コタロウが眠ねむる地下の石室だ。時間を凍とう結けつされたコタロウは話し相手にはならないが、少なくとも、そこに行けば独ひとりぼっちにはならずに済すむ。


　だからその日も、ワインは勉強用の本を数冊抱かかえて、旧『カンパニー』事務所横にある地下の石室を訪おとずれた。


　待ちに待っていたコタロウが、


「こんにちは！　良かったー、ぼく、すっごい退たい屈くつしてたんだよ！　なんだか知らないけど、身体からだが宙ちゆうづりになったまんま、全然動かせなくってさ。お腹なかは不思議と空すかないんだけど、とにかくもう退屈で退屈で！　誰だれか来ないかなーってずっと思ってたんだ。来てくれて、すごく嬉うれしいよ……って、あれ？　あれれ！　君、前に会ったよね？　そうだそうだっ。まだミミちゃんが『カンパニー』で働はたらいてたころに、ひと晩だけ泊まっていった子だよね！　ぼくのこと覚おぼえてる？　ほら。クマのバウワウ卿きようを貸してあげたじゃない！　コタロウ。望もち月づきコタロウだよ！」


　ワインは、悲鳴を上げた。
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「……呆あきれたよ。つくづく、『じっと』しておられん奴やつだな、お前は」


「ふーんだ。ぼくは悪者の思い通りには、ならないんだもんねっ」


　封ふう印いんの前で腰こしに手を当てるカーサに、コタロウは「べー」と舌を出した。カーサの後ろには、彼女にしがみつきながらコタロウから目を離せないワイン。それに、七人七様の反応を見せる、弟たちが並んでいた。


「……とりあえず、封印が解とけたわけじゃないみたいだね。なんで動けるんだろう。不思議だ」


　首を捻ひねるのは、姉弟の二番目、ザザである。セイの身体を乗っ取っているため、その姿はコタロウと同年代の少年になっている。セイがそうしていたように丸いサングラスをかけ、両目は閉とじていた。両目が塞ふさがっている理由もセイと同じで、特区に『結界』を張はっているからだ。


「妙みような気分だな。まさかこんな形で『賢けん者じや』との対たい面めんが叶かなうとは」


　神しん妙みような面おも持もちで唸うなったのは、赤しやく銅どう色いろの肌はだの巨きよ漢かんだった。姉弟の三番目、元『舞まい姫ひめバサラ』の舞ぶ踏とう戦せん士し、ダール・ディーンだ。立派なあごひげを伸のばした彫ほりの深い容よう貌ぼうに、始祖ソース・ブラツドに対する畏い敬けいの念を浮かべようと「努力」してる。ただし、せっかくの努力も、いまのところ成功しているとは言いづらかった。


　ダールの隣に立つ青年は、姉弟の四番目、元『老ろう牙がニザリ』の暗あん殺さつ者しや、ナブローシュカ・バラライコフである。貴き公こう子し然ぜんとした線の細い青年なのだが、オレンジ色をした鳥の巣のような頭が、異い様ような個性を与あたえている。色しき素その薄うすい瞳ひとみは無言でコタロウを眺ながめていて、いつもの彼らしく、いかなる表情も浮かんでいない。


　ダールやナブロと反対側には、姉弟の五番目、ハンス・李リーがいる。伸ばした前まえ髪がみに隠かくされて目元は見えないが、始祖ソース・ブラツドを前に緊張しているのか、唇くちびるは固く結ばれたままだ。


「ザザ兄ちゃん。これって、他の誰か──たとえば『真しん祖そ混こん沌とん』の血族の仕し業わざってことはないかな？」


　尋たずねたのは、茶色の巻き毛と鳶とび色いろの瞳をした、長身の優やさ男おとこだ。姉弟の六番目、マーベリック・ベンク。何者かが特とつ区く内へ干かん渉しようしている可能性を指し摘てきした訳だが、本人も聞いてみただけのようで、あまり深刻そうな様子はない。「ないと思うけどなあ」と、ザザは納なつ得とくいかない様子で答えた。


「兄貴よう。こいつ、喋しやべれるようになっただけで、腹は減へらねえんだろ？　動けない訳だし、餓が死しされないなら、このままでも問題なくねえ？」


「ええっ!?　そんなの退屈で死んじゃうよ！」


「いや……お前一応、俺らの捕ほ虜りよな訳だし……」


　いかにも情けない『賢者』の表情に、姉弟の七番目、ヤフリー・趙チヤオは渋じゆう面めんになった。外見は十五、六の少年で、髪を短く刈かり込み、目の下にタトゥーを入れている。この、いかにも子供然としたお気楽な少年が、父王と同じ始祖ソース・ブラツドだということに、どうにも違い和わ感かんを覚えるらしい。コタロウを見る目つきは、胡う散さん臭くさげだ。


　姉弟の八番目、この中で一人だけ人間である、ラウ・王ウオンが、


「『目が覚さめたなら仕方ない』と、兄さんも言っていた。九龍クーロン王おうがそう言うんだから、焦あせって手を出す必要もないだろう」


　彼は三十前後に見える男で、相変わらずダーク・スーツにノーネクタイというスタイルだ。スーツはサイズが合っていないのか多少ダブついているが、その下の身体は人としては相当鍛きたえられたものだった。


　ちなみに、ラウに意見を述のべた九龍クーロン王おう本人は、石室に下りてきていない。コタロウと彼は、九龍クーロン王おうが目覚めたときに一度鉢はち合あわせをしているのだが、そのときコタロウは孵ふ化か前にもかかわらず始祖ソース・ブラツドの力を発はつ揮きした。同じ事態が起きたりしないように、足を運ばなかったのだ。


「ラウ君の言う通りだね。下へ手たに手をつける方が怖こわい。とりあえず様子を見よう」


　ラウの意見にザザが答え、姉弟一同が頷うなずいた。敵であり、子供でもあるが、なんといっても始祖ソース・ブラツドである。触さわらぬ神に祟たたりなし、というのが正直な気持ちなのだろう。


　もっとも、例によって長女だけはキラリンと瞳を光らせている。


「私としては、色々実験してみるのも面白そうだけどな。本当に空くう腹ふくを感じないのかどうか、目の前でバーベキューをするとか」


「……カーサ。大人気ないぞ」


　半分以上本気に違いない姉の提案に、姉弟の良りよう心しんであるダールが釘くぎを刺さす。「そうだそうだ、この悪者めー！」とコタロウも元気よく喚わめいている。強敵に囲かこまれている自覚は、まったくないらしい。


「お姉ちゃん。ここでバーベキューしたら、この子以外は煙けむりまみれになっちゃうよ」


「それもそうか。では鍋なべだな。日本でワイワイ食事するなら、鍋料理が王おう道どうだったはず。水みず炊たき、おでん、キムチ鍋、ちゃんこ鍋──」


「ちゃ、ちゃんこ鍋は駄だ目めっ。ぼくまだ食べたことさえないのに!?」


「良し。ではちゃんこだ」


「ノー!?　ちゃんこ、ノー！」


「お姉ちゃん。私、作り方調しらべてくる」


「君まで!?」


　ノリノリの姉に、ワインまで同調する。以前ミミコの家に来たときもそうだったのだが、どうもワインは、とことんコタロウと馬が合わないらしい。コタロウは顔しか動かないようだが、その分表情豊かに嘆なげいて見せた。


　とはいえ、嘆くコタロウも、退屈が吹ふき飛んだのは間ま違ちがいない様子だった。何しろ、目の前に雁がん首くびを揃そろえるのは、悪者とはいえ、いかにもひと癖くせありそうな面々である。持ち前の好こう奇き心しんは、そう簡単に抑おさえられるものではない。


　ザザをにらみつけては、


「それ、セイの身体だろ！　他人の身体を横取りするなんて、なんて悪い奴だ！」


「……はあ。恐きよう縮しゆくです」


　ダールの方を見やっては、


「ひげのおじさんは、まだ見み込こみがある気がするよ。さっきもちょっと、ぼくの味方してくれてたし。これを機会に改かい心しんしてみない？　悪者と一いつ緒しよにいたって、ろくな目には遭あわないよ？」


「は。いや、その……うむ」


　ナブロに目を丸くし、


「うわー。変へんな頭」


「……やかましい」


　ハンスに眉まゆをひそめ、


「前髪長いお兄さんは、ちょっと地じ味みだよね。ひょっとして苦労してない？　お兄さんみたいな人って、こんな悪者の中にいると、絶対苦労すると思うよ？」


「……お、お構かまいなく」


　マーベリックに笑いかけ、


「背の高いお兄さんも、悪い人じゃないみたいだけどな。あ、ひょっとして『いい人ぶってて実は』ってパターンなんだね！　うっかり騙だまされるところだったよ！」


「うーん。当たってるといえば、当たってるけど……」


　ヤフリーを見て鼻を鳴らし、


「お前のことは知ってるぞ。悪者の中じゃ、下したっ端ぱの奴やつじゃん。兄あに者じやに叩たたき斬きられないうちに、さっさと逃にげた方がいいんじゃないの？」


「ちょっ、なんで俺だけ下っ端確定だよ!?　しかも、反はん論ろんしづれーから余よ計けい腹はら立たつ！」


　世界を恐きよう怖ふのどん底に叩たたき込んでいる九姉弟も、始祖ソース・ブラツドが相手では分が悪いのか、いつもの歯切れの良さがない。古い吸血鬼であるダールはともかく、お調子者のザザや、マイペースなナブロですら、普ふ段だんの軽口を引っ込めて、どこかぎくしゃくしている。


　一方、調子の乗ってきたコタロウは、ラウにも何か言ってやろうと勇いさんでにらんだあと、彼の正体に気付いてきょとんとなった。


「あれー？　おじさん、吸血鬼じゃないんじゃない？　なんでこんなとこにいるの？」


「いいだろ、別に。お前さん、人だから、吸血鬼だからと言って、差さ別べつする気かい？」


「んん？　そんなことはないけど。じゃあまあ、おじさんも悪者一味の仲間なんだね。せっかく人間のままなのに『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に味方するなんて、馬ば鹿かだなあ」


「そうだな。否定はしない」


　ニヤリと不ふ敵てきに笑うラウを、コタロウが、小こ癪しやくな、とばかりににらみつける。


　それからようやく「あれ？」と我に返り、あらためてワインを見た。


「君、なんでこんな悪者どもと一緒にいるの？」


「……馬鹿」


　コタロウにはどこまでもつれないワインである。


　とにかく、始祖ソース・ブラツドの扱あつかいだけに九姉弟以外の者には任まかせられないし、この場所を知っているのも彼らだけだ。手の空すいた者がときどき様子を見に来ることにして、コタロウはこのまま放ほうっておくことにした。


　まだコタロウとやり合っているカーサとワインを残し、ダールとラウがそれぞれの持ち場に戻もどる。他の者たちも、石室をあとにした。


　ヤフリーは不ふ満まんそうに、


「ほんとに大だい丈じよう夫ぶなのかよ」


「仕し方かたないだろ、いまのところさ。それより……ナブロ君。ハンス君。マーベリックも。ちょっと来てくれる」


　地上に出たあと、ザザは幾いく分ぶん真ま面じ目めな口調に戻って、弟たちを呼び寄せた。


「まずナブロ君。例れいの暗あん殺さつ部ぶ隊たい。進しん捗ちよくの方はどんな感じ？」


「……そこそこ」


　どうも、変な頭呼ばわりされてから、ずっと内心むくれていたらしい。ナブロは仮面のような無表情に少しばかり不ふ機き嫌げんそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせたまま、ザザの質問に答えた。


　現在ナブロはザザの指示で、新しく『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の傘さん下かに入った吸血鬼の中から、暗殺部隊を育いく成せいしている最さい中ちゆうなのだ。彼の持つ暗殺者としての技能を活いかし、暗殺部隊のメンバーを選せん抜ばつ、強化しているのである。


　もっとも、陰かげでヤフリーが「不ふ毛もうだ」と評ひようしている通り、なまじ自らが天才だけに、ナブロには他人を教育する素そ質しつがない。部隊の設立はなかなか進まなかった。


　しかし、運用可能な軍事力を持たない『九龍の血統クーロン・チヤイルド』にとって、政治的駆かけ引ひきを有利に進める上でも、暗殺部隊の設立は急きゆう務むだ。最近では、練れん兵ぺい術じゆつに詳くわしいダールや、特とく殊しゆ部隊に通じたラウも協力しつつ、突とつ貫かんで計画を進めていた。


　あらためて進捗を確かく認にんする兄に、ナブロは「使う気か？」と尋たずねた。


「うん。二、三人でいいんだ。とりあえず一チーム、実戦に投とう入にゆうしたい」


「……ターゲットは？」


「葛かつら城ぎミミコ」


　ザザが告つげると、「あー」と聞いていたマーベリックが頷うなずいた。


「例の『乙女メイデン』ね。思った以上に話題みたいだし。やっぱり、放ほう置ちできない？」


「うん。ちょっと危き険けんな気がする。それに、どうも彼女、あの陣じん内ないショウゴの弟で子しだそうでね。まあ師し匠しようの厄やつ介かいさとは比べるべくもないけど、彼女個人の資し質しつ以い前ぜんに、『乙女メイデン』って存在自体が、僕らにとっての危険因いん子しとなりかねない状じよう況きようがある」


　あの映像を見て衝しよう撃げきを受けたのは、九龍クーロン王おう側も同じなのだ。特にザザはほぞを嚙かみ、急いでカーサの演説を準備した。


「完かん封ぷう勝利と思ってたのに。まったく『カンパニー』は食えないよ」


　と、こっそりマーベリックにこぼしたほどだ。


　現在あの映像の『乙女メイデン』は、行ゆく方えが知れないことになっている。だが、ザザは『カンパニー』の生存者と一緒にシンガポールにいるとにらんでいた。すでにマーベリックに命じて、捜そう索さくも進めているのだ。


「早めに手を打つ方が無ぶ難なんだ。頼たのむよ、ナブロ君」


「なら、ボクが直接行った方が早い」


「それも考えたけど、いま君に特とつ区くを離はなれられるのも困こまるんだ。ちょうどいまシンガポールには、手て強ごわい障しよう害がいとなる相手が神父しかいない。好こう機きなんだよ」


　ナブロは渋しぶったが、結局は折れて、ザザの依い頼らいを承しよう諾だくした。


　ちなみに、部隊のメンバーに対する暗示と洗せん脳のうは、マーベリックが担当する。特区から出してチーム単独で動かすことが前提の部隊だけに、裏切り者を出す危険は可能な限り排はい除じよせねばならないからだ。


「選抜対象の吸血鬼は、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に自分から染そまった奴ばかりじゃないしね。念を入れるに越こしたことはない」


「わかってるよ、ザザ兄ちゃん。そういうのは得意だ。任まかせといて」


　次にザザは、ハンスとヤフリーの二人に指示を出した。


　しかし、その内容を聞いたヤフリーは、不ふ審しんそうに顔をしかめた。


「レジスタンス討とう伐ばつ？　なんでだよ？　ザザ兄あに貴き、連中のことは放っておけって、前に言ったじゃん」


　現在ザザたちは、特区内の人間を絶たやさぬよう、転化したばかりの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が無む秩ちつ序じよに人を狩かることを禁きんじている。アダムがその力を振ふるい、定てい期き的てきに血族たちの力を抑よく制せいさせているのだ。


　同じ理由から、人間たちによる反吸血鬼活動も、一いつ切さい阻そ害がいしないようにしている。すでに九龍クーロン王おうに抗あらがうレジスタンスも複数存在しているのだが、ザザたちはあえて、彼らを見み逃のがし続けてきた。


「ところが、最近妙みような情報が入ってきてね。レジスタンスに、一人の吸血鬼が力を貸してるそうなんだ」


「吸血鬼？　でも、そういうのだって、いままでちらほら……」


「うん。確かにね。特区に残った吸血鬼の中には、人に手を貸して僕らと戦おうとしてる血族も存在する。しかし、あくまで秘ひ密みつ裏りに──人間たちに正しよう体たいを知られない程度にだった。何しろ、人間側は吸血鬼ってだけで敵てき視しするから」


　しかし、最近になって例外が現れた。その吸血鬼は、正体を知られながら、人間たちに力を貸しているというのだ。というより、人間たちが吸血鬼と知りながら、助じよ力りよくを求めているらしいのである。一部には、レジスタンスたちのリーダーに祭まつり上げられた、という噂うわささえある。


「これはちょっと無視できない。あくまで例外で終おわるならいいが、これをきっかけに、特区に残ってる血族たちが、表立って人間たちと手を組むことにもなりかねない」


「別にそうなってもいいじゃんか。いま特区にいる吸血鬼なんか、雑魚ざこばっかだろ？　俺たちが負けるはずねえよ」


「いや。駄だ目めだ。僕らは人ひと質じちの状況を知らせるため、特区内に残ざん留りゆうしてるマスコミが、世界中にニュースを伝えるのを黙もく認にんしている。もし、特区の中で人と吸血鬼が手を組んだ、なんてことが報道されたら、あの映像の再来になる」


　それだけはなんとしても避さけたいというのが、ザザの本音だ。香ホン港コンでは、陣内が成なし遂とげた「人と吸血鬼の共同戦線」こそ、彼らの最大の勝しよう因いんだったとザザは思っている。『乙女メイデン』を暗殺する理由も同じだった。彼女が、両種族が共きよう闘とうするシンボルとなる可能性を秘めているからこそ、重じゆう視ししているのだ。すべては、香港の二にの舞まいを避けるための予よ防ぼう策さくなのである。


「それに、レジスタンスの吸血鬼には、もうひとつ気になる噂があってね」


　とザザはもったいをつけて声を落とした。


「なんでも、その吸血鬼、『火を操あやつる』らしい」


　ヤフリーがギクリと顔を強こわ張ばらせる。それまで黙だまっていたハンスが、前まえ髪がみに隠かくれた瞳ひとみを鋭するどく光らせた。


「……ザザ兄上。それはまさか……」


「いや、『彼』じゃない。ゼルマン・クロックの気配が途と絶だえて久しいことは間ま違ちがいない。第一、その吸血鬼は女だともっぱらの噂だ。火を操る『らしい』というだけで、それが視経発火アイ・イグナイトという確証はないし、たとえそうだったとしても、視経発火アイ・イグナイトを使うのは『闘とう将しようアスラ』の血統だけじゃない。しかし、まだ王の支配が行き届かない時期だ。万ばん全ぜんを期きしたい」


「……つまり、兄あに貴き。レジスタンスの討伐というよりは、その女吸血鬼をやればいいんだな？」


　ヤフリーの確認を、ザザは黙って首しゆ肯こうした。


　打てる手はすべて打つ。わずか九人の姉弟で特区を陥かん落らくさせたのは、ザザの参さん謀ぼうとしての手しゆ腕わんあってこそだった。運命を作る者フエイト・メーカー、の異い名みようは伊だ達てではない。


「とにかく、ハンス君とヤフリー君は、まずその吸血鬼の居場所を突つき止めてほしい。ナブロ君とマーベリックも、すぐに取りかかって。チームの準備が整ととのい次し第だい、シンガポールに向かわせる。ぼくらの戦いは、ここからが本番だからね。気合い入れて行くよ？」
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　先代の護ご衛えい者しやも、また先々代の護衛者も、自らのかつての名を名乗ろうとはしなかった。


「そういう質問をすること自体、貴き様さまが無む自じ覚かくな何よりの証あかしだ」


「まあ、言い方はキツイが、彼女の言う通りだ、ジロー。私たちにも、以前名乗っていた名はある。しかし、私が何者かと聞かれれば、私は『賢けん者じやイヴ』の血けつ統とうと答えるだろう。いまなら『アリス・イヴ』だと答えるかもしれない。いずれは『望月コタロウ』と答えるようになるはずだ」


　吸血鬼ブラツク・ブラツドの本質は『血』。ジローにもその実感はある。自らの根こん幹かんが、己おのれに流れる黒き血だと、本能的にわかっている。しかし、一方で「望月ジロー」としての自じ我がが存在することは否ひ定ていしきれないのも事実だった。


「だから無自覚だと言っている」


　と先代は、とことん厳きびしい。


「君が個別の名にこだわるのは、現実的な利り便べん性せいに『慣なれて』いるからさ。私が君を『ジロー』と呼ぶのも、君の慣れに合わせてのことだ。私自身は君のことを、文字通り『他人』だとは思わない。そもそも、『私』というのも、実は君の認にん識しきに合わせてるだけのことなんだが……まあ、気にすることはないさ。君が『望月ジロー』にこだわることが間違っている訳ではないんだ。むしろ、君の場合は良い結果を招まねいているように見える。大事なのは、信ずるに足る基き盤ばんを築くこと。それだけだ。言葉で表現するに相応ふさわしくない事こと柄がらを、言葉で理り解かいしようとすることはない」


　先々代の言葉は難なん解かいだが、ニュアンスは自然と伝わってくる。おそらく、ごく日常的に哲てつ学がく的てき思し考こうを用いていた人物だったのだろう。いったいどのような人物だったのか、興味は尽つきない。


　──私の知らない護衛者。私の知らない、『賢者』……


　考えてみれば、ジローの知っている『賢者』こそ、『賢者』のごく一部に過ぎないはずだ。ジローの知らない様々な時代を、『賢者イヴ』は生きてきている。話しかけて来たのは二人だけだが、『血』の中には、さらに何人かの護衛者が眠っていることも感じられた。


　しかしそれでも『血』は連つらなっている。遥はるかな古いにしえより止まることのなかった脈みやく動どうを受け継つぎ、ジローは『賢者』のいまに鼓こ動どうを刻んでいる。


「コラッ。集中しろ、集中を！」


「少しは余よ裕ゆうができてきたか。だが、こんな浅みで流れに耐たえていても埒らちが明あかない。潜もぐれ、弟よ。より深く。もっと深く」


　ときに厳しく、ときに励はげましながら力になってくれる二人だが、『血』の制せい御ぎよや操そう作さに関する具ぐ体たい的てきアドバイスはなかった。言葉でどうこう伝えられるものではない上に、彼ら自身、意い識しき的てきに行えることではないからだ。


「『賢者』が蓄たくわえた『血』を量数で捉とらえること自体無意味だが、世界中の黒き血を束たばにして、ようやく等とう価かになるかというほどだ。それを自じ在ざいに操あやつることなど、私たちは無論のこと『賢者』当人にも到とう底てい不可能」


「それでも、私たちは過去幾いく度どかあった『血』の暴走を、必死になって食い止めてきた」


「当とう代だいの護衛者が、当代なりのやりようで凌しのぐしかない」


　ようやくジローにも、いくつかの『血』を操ることはできるようになった。しかし、それらが一いつ斉せいに暴れ出すと為なす術すべがない。すでに虎こ仙せんは、ジローのいる洞ほらに幾いく重えもの防ぼう壁へきを張り巡めぐらせるようになっている。ジローがより深く『血』の流れに踏ふみ込むようになった結果、暴走時に周囲へ与あたえる被ひ害がいも増ましているのだ。当然、ジローの肉体の負ふ担たんも激げき増ぞうしている。


「急げ、ジロー。慎しん重ちように、大だい胆たんに──」


　先代や先々代から伝わる意志にも、真しん剣けん味みと緊きん張ちよう感かんがにじむようになった。ジローの修しゆ行ぎようは加速していった。


　そして、そんな修行の最中のことだ。


　突とつ然ぜんだった。それまでジローを翻ほん弄ろうしていた荒あら波なみが、いきなり激げき流りゆうとなる──のを飛び越えて沸ふつ騰とうし、水すい蒸じよう気きと化したのだ。『血』が沸わき立った。


　──こ、これは!?


　息を呑のむジローに続き、先代の声が響ひびいた。


「まさかっ……『賢者』様に何かあったの!?」


　ジローは、彼女の声に恐きよう怖ふが混じるのを初めて感じた。彼女の叫さけびに答えたのは先々代の男だ。


「……拙まずいぞ。『賢者』の時が動き出したらしい。『血』が呼こ応おうしている」


　──『賢者』の時!?


　なんのことだ、とジローが聞きとがめる。先々代はすぐに説明した。


「特区で、孵ふ化かしかけた『賢者』の反応が不ふ意いに止まったことがあっただろう。あのとき『真しん祖そ』の技わざの波動が感じられた。状じよう況きようから見て、おそらく奇き門もん遁とん甲こうが用いられ、『賢者』の時が止められたのだと推すい測そくしたのだ。それがいま、動き出した。『血』は、『賢者』の目覚めに感応しているんだ」


　素す早ばやく状況を分ぶん析せきしつつも、先々代の声には焦あせりがにじんでいた。彼が焦しよう燥そう感かんを顕あらわにするのも、これが初めてである。


「どういうこと！　奇門遁甲の封ふうが解とけたの？」


「原げん因いんまでは、ここからはわからん」


「冗じよう談だんじゃない。まさか、そのまま孵化されるなんてことは……!?」


「それも、わからんっ。第一、このままでは、こちらが保もたん。制御が先だ！」


　狼ろう狽ばいする先代に対し、先々代の男はぴしゃりと一いつ喝かつした。「ジローっ」と太い声を響ひびかせる。いまだかつてないほど、彼の意志──その高こう潔けつで力強い魂たましいの形が、くっきりと明確に伝わってきた。


「『血』を押おさえ込め。容易たやすいことではないが、君がやるしかない。このままでは、血統の歩みが無に帰すことになる。頼たのむっ」


　先々代が意志を伝えつつ、同時に力を貸す。彼だけでなく、先代の彼女も。そして、歴れき代だいの護衛者たちも。連れん綿めんと続いてきた『賢者イヴ』の強い脈動が、ジローの脈動と一体になる。それは、突然自分が千年を生きた古血オールド・ブラツドと化すような、目も眩くらむ万ばん能のう感かんだった。


　だが、それでもなお、圧あつ倒とう的てきに足りない。


　──くっ!?


　ジローの自じ我がが急浮ふ上じよう。内面世界から弾はじき出され、現実の世界に意識がシフトした。加圧され続けてきたプレッシャーが突然消去される。圧力差で自我が爆ばく発はつし、無になるような錯さつ覚かくが襲おそってくる。


　五感が復活。視界が血に染まって見える。監かん視ししていた虎仙が立ち上がり、彼とは思えぬほど険しい顔つきになってこちらをにらんだ。虎仙に助けを求めようとするが、声を出すことも、もうできない。全ぜん身しんの血けつ管かんが高電圧のかかった鉄てつ線せんと化したかのようだった。いたる所に心臓が出現し、てんでバラバラに──しかし狂くるったように激しく鼓動を刻きざんでいる気がする。


　──コタロウっ。ミミコさんっ。


　ジローは踏ふん張ばろうと気力を振ふり絞しぼる。だが、踏ん張る支し点てんそのものが激流に飲まれてしまう。


　空そら恐おそろしいほどに膨ふくれあがる力。


　弾ける、と誰もが思った、そのときだった。


　人としての輪りん郭かくすら崩くずれだしていたジローの鼻先に、『真祖混こん沌とん』の力が、スルリと潜もぐり込んだ。


　理解できた者は皆かい無むだっただろう。そのとき混沌は、刹那の時間を引き延ばして莫ばく大だいな力を練ねり上げ、その総量のほとんどすべてを放出と同時に消滅させられながら、ぎりぎり残った余力で空間に道を通したのである。時じ空くうを操あやつる奇き門もん遁とん甲こうを、幾いく重えにも複ふく雑ざつに組み合わせて初めて可能な超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こう。その術じゆつ式しきを編あむためだけにすら、時間を間ま延のびさせねば成り立たず、さらにその準備のためにもまた時間を操るという、気の遠くなる連れん鎖さを正確に実行して初めて実現できる神かみ業わざだった。


　そうまでして道を通した、ほんの一いつ瞬しゆんの縮しゆく地ち法ほう。


　空間を通して送られてきたのは、一ひと欠片かけらの鉱こう物ぶつだった。


　しかし、その鉱物が現れた瞬間、暴走から破は滅めつへと移い行こうしつつあった『血』も、青ざめ言葉を失っていた護衛者たちも、太たい平へい楽らくをかなぐり捨てた虎仙でさえも──黒き血を継つぐすべての者が、ぎくりと鼓こ動どうを引きつらせた。


　真銀ジエンインの欠片だ。


　猛たける黒き血が一いつ斉せいに怯ひるむ。力のベクトルが行き場を失ってたたらを踏む。


　しかし、ジローは前に出た。


　時間が止まったかのような、瞬間的空白。その間かん隙げきを突つき、身体からだの主導権を取り戻もどす。そして、右手を突き出し──


　真銀をつかみ取った。


　絶ぜつ句くと絶ぜつ叫きようが同時に迸ほとばしるような、劇的な反応が起こった。『血』の脈動が千ち々ぢに乱れ、護衛者たちが苦痛と驚きよう愕がくを放った。虎仙はあんぐりと口を開けた。


　ジローの右手は瞬時に灰はいと化し、その直後暴走する『血』の力で再生し──また灰になった。再生が追いつかないまま、赤黒い血が──血流が噴ふき出して、辛かろうじて手の形を成した。ジローはそれでも、真銀を放さなかった。うねる血流でできた指とも呼べない指で、欠片をつかまえ続けた。


　右の拳こぶしをゆっくり胸に抱だく。『血』を戦せん慄りつが駆かけ抜ぬけた。爆発しそうだった力が、否いや応おうなく「対真銀」に統とう一いつされていく。その過程を、護衛者たちと虎仙は、声もなく見守った。


　そして──


『血』とジローが一体となり、さらには真銀の力との間に均きん衡こうが生まれた瞬間、ジローは指を開き、欠片を地面に落とした。


「コタ……ミミ、コ……」


　ジローがよろめきながら後こう退たい。そのまま意識を失って倒たおれる。一部始終を見届けた虎仙は、もうしばらくの間、じっと厳しい面おも持もちをしていたが、やがて小さく息をついた。


　背筋を伸のばし、己おのれに喝かつを入れる。堂々とした足取りで真銀の側そばに近づき、通り抜け、横たわるジローの傍かたわらに移動した。


　意識のないジローの横顔は、消しよう耗もうし尽つくしていながら、どこか満足そうだった。


　ここにはいない誰かと誰かに、ちょっと誇ほこっているような顔だ。


「……『銀刀』、のう。なるほど。変わった坊ぼう主ずじゃわい」


　虎仙はつぶやくと、洞ほらの天てん井じようを見上げ、遥はるか山の頂いただきにいるはずの主に、感謝と畏い敬けいの念を捧ささげた。それから、ジローの身体を肩かたに抱き上げた。真銀の側から離はなすべく、洞の外へと連れ出してやった。


「どうやら、当代なりのやり方をつかんだようじゃな。真銀を使った『血』の制御とは、また極きわめつけにけったいな話じゃが……どうするね。この方向で行ってみるか？」


　虎仙が歩きながら尋たずねる。少しの時間をおいて、はい、と護衛者二人の思念が返ってきた。
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　イギリス、ロンドン。


　この、長い歴史を有するヨーロッパ有数の古こ都とは、現代においても、政治、経済、文化の各方面に大きな影えい響きよう力りよくを有している。都市圏けん全域の人口は欧おう州しゆうでも最大数を誇ほこり、シティの証しよう券けん取引所と、幾つもの銀行、金きん融ゆう会社からなるマーケットは、世界三大金融市場のひとつに数えられている。様々な国こく籍せき、人種の人々を抱かかえる、世界的国際都市だ。


　また、ロンドンは地価が高いことでも知られ、常つねに再開発が行われている都市である。が、一方では、中世から近世にかけての古い建けん造ぞう物ぶつも、数多く残っている。アスファルトとコンクリートの現代的国際都市に残る、石の街並み──過去の欠片だ。それは、目ま映ばゆいイルミネーションではなく、ほのかなガス燈とうの。バスや地下鉄ではなく、辻馬車キヤブや乗合馬車オムニバスの。科学知識とインターネットはなく、宗教と迷めい信しんと道徳からなる時代の名残なごりだった。いまよりもっと、夜の深かった時代の名残である。


　そして、その屋や敷しきもまた、現代ロンドンに息づく古い時代の名残であった。


『アザミ邸てい』。


　英国の夜を支配する、『魔ま女じよモーガン』の血統に連なる一族、ウォーロック家。その長おさであり、始祖モーガンの直系でもある三姉し妹まいが眠ねむる屋敷だ。一族の存そん続ぞくに必要な機能をシティの高層ビルに移うつし、最さい先せん端たんの技術や情報を貪どん欲よくに取り込んで時代の変化に対応しながら、どうしても切り捨てることのできない、長命者たちの永ながの住すみ処かである。


　現在『アザミ邸』は、数世紀に一度あるかないかという変事を迎むかえていた。ウォーロック家の三姉妹が、一いち堂どうに会かいしているのだ。


　彼女たちは通常、一人しか目覚めていない。百年の周期で目覚めと眠ねむりを繰くり返しながら、血族を導みちびいてきた。三姉妹が共に目覚めるのは、血統の存続に関かかわると判断した重大な局きよく面めんを迎えたときだけだ。


　ただし、近年では一度前例がある。十一年前の香ホン港コン聖戦時である。わずか十年と少しの間に二度も変事を迎えるのは、ウォーロック家の長い歴史でも初めてのことだった。


「あるいは、私たちのこのシステムも、変へん革かくのときを迎えているのかもしれませんね」


　落ち着いた静かな声で、血族の長老──三姉妹の長女、アンヌがささやいた。ケインは頷うなずくことも否定することもできず、ただ黙だまって彼女のあとに続いていた。


　二人が歩いているのは、普ふ段だんは開かずの間である「奥おくの間」へと続く廊ろう下かだった。


　時刻は深夜零れい時じ。窓のカーテンは閉とざされ、明かりも灯ともされていない。深い闇やみに閉ざされた廊下を、二人は、足音はおろか息づかいの音すら立てずに、幽ゆう鬼きの如ごとく歩いていた。


　アンヌは長身の女性だった。ケインと並んで遜そん色しよくのないほどだから、女性としては相当なものである。外見を見ただけでは年ねん齢れいが読めない。三十前に見えるときもあれば、五十、六十に見えるときもある。しかし、いかなるときも落ち着いた佇たたずまいと真まっ直すぐに伸びた姿勢からは、成せい熟じゆくした麗れい人じんの風ふう格かくが漂ただよっている。黒い質しつ素そなドレスをまとい、長い黒くろ髪かみを結い上げた姿は、ヴィクトリア調時代の教師を連想させるかもしれない。


　冷れい然ぜんとした厳しさの中に、未熟な者を導く統とう率そつ力りよくを秘ひめている女性だ。実際、三人の姉妹の中でもっとも血族の行く末を真しん剣けんに考えているのは彼女だとケインは思っている。長年宿敵であった『術じゆつ聖せいマーリン』の血族との覇は権けん争いを勝利に導いたのも、人との間に積せつ極きよく的てき交流を持ち、欧州の血族社会で独どく自じの地ち位いを築きずいたのも、彼女の決けつ断だんによるところが大きい。


　アンヌは前を向いて歩きながら、


「ネヴァが褒ほめていましたよ。あなたのこと」


「ネヴァ様が？」


「ええ」


「……光栄です。ただ、失礼ですが、信じられません」


「本当です。知らぬ間に驚おどろくほど力をつけていた、と。ロンドンを離はなれ、外の世界を生きてきたことが良かったのかもしれませんね。下の者の中には、あなたを慕したう者も多いと聞きます」


「……恐きよう縮しゆくです」


　脳のう裏りに部下たちの件が過よぎり、ケインはわずかに声を強こわ張ばらせた。特とつ区くが崩ほう壊かいしたのちも、ケインの部下たちには正式な帰国命令が出されていない。それをいいことに、ケインは部下のほとんどを残してきている。


　できれば彼らには、引き続き『カンパニー』と協力して『マリーン・バンク』を再さい建けんしてもらいたいと、ケイン個人は望んでいる。それが一族全体の利り益えきになると判断すれば、長も帰国命令を出すことはなくなるはずだ。しかし、再建への道のりは決して短くない。当面は見み逃のがして欲ほしいというのが正直なところだが、虫のいい願いではあるだろう。


　そうするうちにも、二人は奥の間についた。


　両開きの扉とびらが、アンヌの歩みに呼応して開かれる。力場思念ハイド・ハンドだ。しかし、ケインのレベルでは、どれほど感覚を研とぎ澄すませようと、発動の片へん鱗りんすら見み出いだすことができない。力場思念ハイド・ハンドは多くの吸血鬼ブラツク・ブラツドが操あやつる基本的な魔ま術じゆつだが、彼女の場合は、もはや別の魔術と呼べるほど完成度の次元が違ちがっているのである。


　アンヌが入り、続いてケインが入ると、背後で扉が閉ざされた。


　奥の間は広かった。広かったが、その正確な広さはわからない。室内の空間に様々な魔術的揺ゆらぎが満ちていて、感覚を狂くるわせるらしい。


　室内は薄うす暗ぐらい。ただ、中央──入室したケインたちの正面に、照明がひとつあった。床ゆかに置かれた古く雅みやびなランプだ。そのランプが放はなつ淡あわい光の中に、床に敷しかれたひどく古い絨じゆう毯たんがあり、レースの刺し繡しゆうが施ほどこされた大小幾いくつものクッションがあり、まるで生きているような柔やわらかな毛皮があった。


　そして、クッションと毛皮に身体からだを預ける、二人の女性がいた。


　一人は風船のように太った女性で、特大のクッション二つに埋うもれるように腰こしを下ろしている。外見の年齢は不ふ詳しようで、二十代から四十代のどの年代にも見えた。髪は短くおかっぱにし、灰色のドレスを着ているが、自らの身だしなみに大した関心がないのは、だらしない着こなしからも明らかだ。というより、彼女の虚うつろな瞳ひとみは、世の中のあらゆることに対して興味がないことを示していた。


　しかし、無感動、無感情に蝕むしばまれた知性は、決して無能でも怠たい慢まんでもない。処理すべき案件を正しく処理し、血族の権けん益えきを淡たん々たんと伸のばす手しゆ腕わんは、三姉妹の中でも彼女こそ随ずい一いちだ。三姉妹の次女、マーハである。


　そして、もう一人は子供のように小柄こがらな女性だった。よく膨ふくらんだクッションの上に、細い両足を投げ出すように座すわっている。一見十代前半の少女のようだが、ふとした瞬間、老いさらばえた老ろう婆ばのような表情をのぞかせることもある。髪を幾いく房ふさも結んで方々に飛び跳はねさせる、奇き抜ばつな髪型をしていた。身にしているのはノースリーブの黒いドレス。猫ねこのように大きな瞳が、瞬まばたきもせずに見開かれている。


　三姉妹の中で、もっとも強大な魔力を有し、もっとも強力な魔術を操る、小さな魔女。三姉妹の三女、ネヴァだった。


　アンヌは変わらぬ歩ほ調ちようで二人に近づき、妹たちの傍かたわらで足を止めて、振ふり返った。


　ケインは三姉妹の前で、片かた膝ひざをついて頭こうべを垂たれた。


「──ケイン・ウォーロック。参りました」


「そんなの見ればわかるわよ、バーカ。いちいちゆーなっつーの」


　きゃんきゃんと甲かん高だかい声で笑うように喋しやべったのは、三女のネヴァだった。


　喋る間も瞬きはしない。大きな瞳がランプの光を映しながら、真っ直ぐにケインを見つめていた。


「で、どう？　できそう？　できそう？　この私の手て解ほどきなんだから、もうできることはできるよね？　概がい要ようは魔術書にも書いてある。必要な呪じゆ術じゆつ用よう具ぐも渡わたした。念の操作やら力の使い方なんか、肝かん心じんなとこは直接頭の中に暗あん示じで植うえ付けてやったんだ。これでできないわけはないよね？　ま、結局のとこ、最後は運うんと才能な訳だけどさ。あんたにそれが、あるかしら？」


「……試ためしてみます」


「キャハハッ！　当たり前じゃん、バーカ。自分が教えてくれって言ったんだから、やって当然でしょうがさ。しかも、あんたのために、わざわざこの私が直じき伝でんしてやったんだからね。やっぱ止やめますとか、許されるわけねーだろっ。やって駄だ目めなら、死ね」


「……はい」


　ケインはただただ従じゆう順じゆんに、面を伏ふせ続けた。血族内において、世代の上下と生きた歳さい月げつの差は絶ぜつ対たいである。ケインとネヴァでは、比べるべくもない。彼女は、世界的に見ても指折りの魔術師であり、大吸血鬼だ。まして一族の長老なのだから、ケイン程度の若じやく輩はい者ものに口答えできるはずがなかった。


　また、確かにケインには、逆さからえぬだけの借かりが、彼女にあるのだ。


　ケインがネヴァから伝でん授じゆされた魔術は、始祖モーガンが生みだしたとされる秘ひ術じゆつであり、門もん外がい不ふ出しゆつの禁きん術じゆつである。本来であれば、たとえどれほど懇こん願がんしようと、ケイン如ごときが授さずかることのできる魔術ではないのだ。ネヴァの側にすれば知的好こう奇き心しんとただの気まぐれから発したことかもしれないが、それでも巨きよ大だいな借りといえた。


　しかし、


　──……不満。


　次女のマーハが念話トーク・パスで語りかけた。姉と妹が、彼女を見た。


「何よ、何よ、マーハ姉様。マーハ姉様だって、許きよ可かしたじゃん。私がこいつに教えるの、あのときは、いいって、許可したじゃんっ」


「待ちなさい、ネヴァ。確かにマーハは許可は出したけど、あのときこの子は起きたばかりで、あとでもう一度考こう察さつするとも言っていたわ。どうなのです、マーハ？　あれから考えが変わったのですか？」


　唇くちびるを尖とがらせる末すえ娘むすめを制止して、アンヌは次女に問い質ただした。マーハは、愚ぐ鈍どんそうな身体は身じろぎもさせず、冷つめたい瞳だけをケインの方に動かした。


　──……この男、使える。惜おしい……


「禁きん術じゆつで失うのは惜しい、ということ？」


「…………」


　マーハはそれ以上答えも頷うなずきもしなかった。だが、アンヌには十分に意志が伝わったらしい。もとより、彼女たち三姉妹の間には、常に思念による交こう感かんがあると聞く。ただ、あまりに高度過ぎて、ケインでは感じ取ることができないのだ。


　しかし、このときマーハの意見は、長女であるアンヌによって否定された。


「無む駄だですよ、マーハ。あなたの意見はわかるし、あなたの彼に対する評ひよう価かもわかる。しかし、ひとつ間違っています。彼はもうすでに失われているのです。彼は私たちの血を引いていますが、魂はここにありません」


　きっぱりと断だん言げんされた瞬しゆん間かん、ケインの心しん臓ぞうが大きく跳はねた。


　図ず星ぼしを指された。もし長老たちがケインの決意を翻ひるがえすよう命じれば、彼は一族から出しゆつ奔ぽんする覚かく悟ごだった。アンヌは、そんなケインの胸中など、とうに見み透すかしていたのだ。その上で、もはや何を言っても埒らちが明かないということまで、見み極きわめていたのである。


「えー、何それ。なんか、生なま意い気きー」


　ネヴァが急に機き嫌げんを悪くした。かと思うと、彼女の思念がケインに襲おそいかかり、心臓を捻ひねり上げた。


「──ぐっ!?」


　跪ひざまずいていたケインの巨きよ体たいが崩くずれる。力場思念ハイド・ハンドか、あるいは他の魔術か。いずれにせよ、ネヴァは容易たやすく行っているが、速度も威い力りよくも凄すさまじい。抵てい抗こうすることすら困難なほどだ。


　しかし、思念はすぐに取り払はらわれた。ネヴァが許したのではなく、アンヌが横から妹の手出しを控ひかえさせたようだ。


「ふん。つまんなーい」


　ネヴァはそう言ってそっぽを向いた。マーハは、姉の見解を認めたのか、もはやケインにはいささかの注意も払おうとしなかった。


　ケインはなんとか居住まいを正し、あらためて平へい伏ふくした。


　アンヌが口を開ける。


「──ケイン。あなたのこれまでの功こう績せきに免めんじて、自由を与あたえます。あなたの好きなようになさい。ただし、当然弁わきまえているでしょうが、あなたが求もとめた魔術は、あなた一人では意味のないものです。協力者に心当たりはあるのですか？」


　アンヌの問いは、長おさとしての義ぎ務む感かんからくる確かく認にんだった。ただ、わずかだけ、己おのれの意志で外界に向かおうとしている血族を気に懸かける思いが込められていた。


　ケインは面を伏ふせたまま、


「あります」


　と答えた。


　アンヌが頷く。ケインを指差し、告げる。


「おゆきなさい、ケイン。『血』の導きが、今後もあなたと共にありますよう」


　それが、ウォーロック家がケインを解とき放はなった瞬間だった。


　ケインは不ふ意いに思った。


　いまこの瞬間、長の脳のう裏りに、かつて血族を決定的に裏うら切ぎった黒くろ髪かみの女性が、少しでも想そう起きされているのだろうか、と。


　ケインは、その思いは胸に秘ひめたまま、丁てい重ちように礼を述のべて、奥おくの間をあとにした。





３







　結局ミミコは一いつ睡すいもできずに朝を迎むかえた。


　朝食の時間になると、隣となりに泊とまった神父、それに駆かけつけた尾根崎が同席した。ギルバートは宣せん言げん通どおり、尾根崎にも話を通したらしい。


　三人は朝食を取りながらこの件について話をした。大したもので、悪魔に魂たましいを売ってでも成立させたい申し出だろうに、尾根崎はひと言もミミコに「頼たのむ」と言わなかった。


　それどころか、


「安やす売うりすることはない」


　とまで言った。


「『豪ごう王おう』の目もく論ろ見みはよくわかる。新しん参ざん者ものの彼は、血族社会において『歴史』と『伝統』が持つ重みを嫌いやと言うほど感じてきたはずだ。その上で自らの発はつ言げん権けんを高めるために、人間社会での権力を必死に掌しよう握あくしてきた。『格かく』が劣おとる分を、『実権』で埋うめるために」


　そしてギルバートは、成功を収おさめつつある。古いしきたりに縛しばられた他の血族にはできないやり方で、欧おう州しゆうの古い大血族に匹ひつ敵てきする影えい響きよう力りよくを、人間社会に対して持つに至いたったのである。


「彼が描えがいている『絵』は、人と吸血鬼ブラツク・ブラツドが互たがいの存在を認みとめ合あったとき、『人間側から見た吸血鬼の代だい表ひよう者しや』に、自分が収まることだ。そのために、『人間側にとっての、吸血鬼世界への窓口』となる可能性の高い『カンパニー』に接せつ近きんしてきた。『赤い牙レツド・フアング』を派は遣けんしたのも、狙ねらいはそこだ。ところが、ここに来て、より直接的に望のぞむ立場を手に入れる方法が浮ふ上じようしてきた。それが、君という訳だ」


　人と吸血鬼の架かけ橋はし。


　それこそが、尾根崎が期き待たいし、ギルバートが予見し、ザザが危き惧ぐする、『乙女メイデン』の未来像なのだ。


「でも……そんなのあくまで、ただの可能性です。そうなることもあるかもしれないってだけで……現在の『カンパニー』にすれば、『豪王フォワード』の後うしろ盾だては必要不可欠じゃありませんか？」


「否ひ定ていはしない。実際、こうしてコンタクトがとれた以上、なんとしても共きよう闘とうの道を模も索さくするつもりだ。しかし、それと、君が『豪王』の人ひと身み御ご供くうとなることは話が別だ」


　そう言うと、尾根崎はナイフとフォークを置き、ミミコを見て微笑ほほえんだ。


「葛城ミミコの価値は、『乙女』の政治的意義に勝る。私はそう思っているよ」


　その台詞せりふを隣となりで聞いていた神父が、思わず尾根崎の横顔を見やり、ゆっくりと笑みを浮うかべた。言われてみて、心の底から同どう意いできたからだ。


　そして、尾根崎の口からその言葉が出たということは、実は深い意味を持つ。『カンパニー』会長と神父が、これまで個人的つき合いのなかった葛城ミミコという少女について理解を深めつつあったことを明かしているからだ。多くの吸血鬼たちが知り、陣内やリンスケ、元もと同どう僚りようたちが知っているミミコの人間的魅み力りよくに、この二人も気付きつつあったのだ。


　しかし、いまは逆ぎやくに、ミミコの方が尾根崎の言葉を信じられない。


　朝食が済すんだあとも、ミミコは普ふ段だん通り忙せわしないスケジュールをこなしながら、浮かない顔をあらためることができなかった。結局、その日は午後の予定を途と中ちゆうで切り上げることになった。


「働き詰づめだしな。今日は少し身体からだを休めなさい」


　そう言って、尾根崎と神父は、ミミコをホテルに戻もどした。


　とはいえ、部屋に戻ったところでやることもない。ぼんやりと呆ほうけることもできず複数ある部屋を行き来していると、そのうち寝室で、ベッドの傍ら──部屋の隅すみの椅い子すに置かれた、赤い帽ぼう子しが目に入った。


　ジローから預かった、彼の帽子だ。『カンパニー』代表となる決意を固めてからは、挫くじけそうな度に、この帽子に元気をもらっていた。しかし、いまは逆ぎやく効こう果かだった。胸の奥がざわりと疼うずき、ミミコは急いで目を逸そらした。


　夕方になると、サキとスワン、ヒバリの三人が、ミミコの部屋を訪おとずれた。どうやら、神父に頼まれたヒバリが、気を利きかせて二人を連れてきたらしい。


　秘書として何度も訪れていたヒバリはともかく、サキとスワンがミミコに会うのは久ひさしぶりだった。しかし、二人がまず驚おどろいたのは、ミミコの部屋の豪ごう勢せいさだ。


「なんとまあ……これまでミミコが住んでた場所に比くらべると、月とすっぽんだな」


「ですよねえ。ミミコ先せん輩ぱいのこれまでの住まいって言ったら、爆ばく破はされちゃったおんぼろアパートに、追い出された倉そう庫こ街がいの古いビルに、第二地区セカンド・ヤードの外はずれの廃はい墟きよに立った小屋ですもん。落らく差さが激はげしすぎます」


「……言葉にして振ふり返ると、かなり救いがないな」


「ふ、ふん。この程度の部屋、言うほどのもんじゃありませんわ。わたくしの実家も、似にたようなものですもの」


「え？　じゃあ、スワン先輩、今度わたしも連れてって下さいよ」


「あ、いや……いまはちょっと……お父様に自じ立りつ宣せん言げんしたばっかだし……」


「てことは、スワン先輩も、当分こんな部屋とは縁えんがないんですね」


「クッ……別に羨うらやましくなんかないのに、妙みように悔くやしいわね」


　サキもスワンも、以前とまるで変わらない態度でミミコに接してくる。しかし、やたらと明るく振ふる舞まっているのは、気を使っている証しよう拠こだ。


「ごめんなさい、みんな。忙いそがしいのに」


　まだ沈しずんだ顔のまま頑がん張ばって礼を言うと、ヒバリは「とんでもないっ。何言ってるんですか！」とぶんぶん首を振った。


　もっとも、スワンは待ってましたとばかりに、ニンマリし、


「まったくだわ。ほーんと、あんたには足を引ひっ張ぱられてばっかりよ、ミミコ。そんなしょぼくれた顔してないで、いつもの図ず太ぶとさ見せなさいよね」


　と言って、彼女らしくオホホと笑った。


　そして、サキは何も言わずミミコの側そばに近づくと、優やさしく肩かたに手を置いた。


　三人なりの気き遣づかいが心に染しみる。友達がいるということは、こういうとき心底ありがたかった。


「そもそも先輩は、こっちに来てから働き過ぎですっ。少しも遊んだりしてないでしょ？　シンガポールって観かん光こう地ちだから、面おも白しろいとこいっぱいあるんですよ？　わたしなんか、この前『カンパニー』の人誘さそって、有名なナイト・サファリ観みに行ったんですから。すっごいおっきいカバがいました！」


「あー、確かに。来るまで知らなかったんだけど、遊ぶところは結けつ構こうあるわね。わたくしは仕事で近くまで行ったとき、オーチャード・ロードってショッピング街を歩いてみたの。さすが貿ぼう易えきが盛さかんなだけあって、世界中のブランド店が揃そろってたわね。しかも、結構手て頃ごろなお値ね段だんで手に入るし」


「あれ？　スワン先輩、ブランド品なんて高い物ほどいいって言ってませんでした？」


「だから、お父様に自立宣言したって言ったでしょっ。『カンパニー』の給料だけで、前みたいにほいほい買えますか。まあ、その分選えらぶ楽しみは増えたけどね」


　年頃の女の子らしくきゃいきゃい話す後こう輩はいたちに、サキが「おいおい」と苦く笑しようした。


「いまミミコは勝手に出歩けないんだ。あまりそういう話をするな」


「ううん。いいんです、サキさん。人の話でも楽しいです。確かに、こっちに来て結構経たつのに、あたし、シンガポールがどんなとこだか、全然知らないから」


　ミミコがもっと聞きたいというので、スワンとヒバリ、それにサキも、あらためてシンガポールに来てからの体験を話して聞かせた。さすがに行動力旺おう盛せいな調停員コンプロマイザーらしく、三人とも、どれほど仕事が忙しかろうと、合間を縫ぬって市街を見歩いていたらしい。結局、三人は夕食も一いつ緒しよに取り、夜も更ふけてからホテルの部屋を辞じした。


「先輩。とにかく思い詰つめないで下さいね。『カンパニー』にいるのは、先輩だけじゃないんですから」


　去さり際ぎわになって、ヒバリはミミコの両手を握にぎり締しめながら強く言い聞かせた。スワンはとぼけていたが、サキも同意して深ふかく頷うなずいた。ミミコは「ありがとう」と言うのがやっとだった。


　その晩は尾根崎や神父からの連れん絡らくもなく、ミミコは静しずかに夜を過ごした。ヒバリたちのおかげだろうか。昨さく晩ばんと違ちがい、ちゃんと睡すい眠みんを取ることができた。


　翌朝、ミミコは洗せん面めん台だいの前に立って、あらためて自分の顔を見た。


　不ぶ細さい工くとは言わないが、美人なわけでもない。ぼさぼさの寝ね癖ぐせ。疲ひ労ろうの残る目元。唇くちびるの荒あれたアヒル口。見るからにセレブ然ぜんとしていた『豪ごう王おう』とは、住む世界そのものが違うのがよくわかる。本当に、妙みようなことになったものだ。


　顔を洗い、歯を磨みがいた。朝食が運ばれるまで時間があったので、カーテンを開け、バルコニーに出た。


「……あ。あんまり出るなって言われたっけ」


　どこにマスコミの目があるかわからない。しかし、ミミコは南国の朝日に瞳ひとみをそばめ、しばし外の新しん鮮せんな空気に触ふれていることにした。


　ラッフルズ・ホテルの朝は美しい。


　白はく亜あのホテルと濃のう緑りよく色しよくの木々は、暑い日差しの中でも涼すずしげに見える。廊ろう下かや手すりの木材に見られる黒こく褐かつ色しよくがアクセントになって、いつまで眺ながめていても飽あきが来ないのだ。植民地時代の簡かん略りやく化かされた古典的西洋様式を、コロニアル・スタイルと言うらしい。優ゆう雅がで、のんびりとした風土を感じさせる様式だった。


　今日は、いい天気だ。


　久しぶりで、頭の中が空からっぽになる。


　今いま更さらながら、昨日三人に言われた通りだな、と気がついた。このところ働き詰めで気が休まる暇ひまもなかったのだ。そりゃあ、色々煮に詰つまるというものだ。


　ミミコはバルコニーの手すりに両りよう肘ひじをついた。あごを両手の上に載のせて、椰や子しの木が伸のびる庭を、ぽけっと見下ろした。


　そよ風が髪かみをさらう。


　鳥の鳴き声が聞こえた。


「……外、歩いてみようかなあ」


　なんとなく、そう思った。





　二時間後。


　いつになっても連絡が来ず、電話をしても返事のないホテルの部屋に、ヒバリと尾根崎、神父の三人は、最悪の想像を余よ儀ぎなくされた。


　しかし、青ざめながら部屋に踏ふみ込んだ三人が目にしたのは、テーブルに残された一枚の休きゆう暇か届とどけだった。


　いわゆる、「魔まが差した」というやつだった。
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「……なんか、結構しょぼいわね」


　日差しに手を翳かざし、マーライオンの白い像を見上げながら、ミミコは身も蓋ふたもない感想を口にした。


　海に向かって水を吐はくマーライオンは、獅し子しの頭と魚の身体からだを持った、シンガポールのシンボルである。シンガポールと言えば最初に連想するのがこの像なのだが、実際見てみると、ぶっちゃけ、そんなでもなかった。


「んー……他ほかにもっとでっかいマーライオンもあるのか。ちょっと遠いなあ。あ、でも、こっちは目からレーザーが出るの？　それ見たいかも。どうしよう。行ってみようかな」


　ヒバリが残していったガイドブックをにらみながら、ミミコはぶつぶつつぶやいた。


　いまミミコがいるのは、海辺にあるマーライオン・パークだ。さほど広い公園ではないが、背後にそびえ立つ高層ビル群と、目の前に広がる青い海のパノラマが見み渡わたせる。高さ八メートルのマーライオン像の他ほか、二メートル程度の小さなマーライオン像も設置され、屋や台たいもいくつか並んでいた。


　記念撮さつ影えいには絶ぜつ好こうの場所だけに、観かん光こう客きやくにも人気のスポットだ。ミミコの他にも多くのツアー客たちが、入れ替かわり立ち替わりカメラ撮影を行っていた。安物のアロハに、膝ひざ下したまでのパンツとサンダル。そして大きなサングラスと、典型的な観光客ルックのミミコは、完全に周囲に溶とけ込こんでいる。これがあの映像の少女だなどと、たとえ言われても誰だれも信じないかもしれない。


「そりゃそうよね。よく考えたら、世界的謎なぞの人物が、こんなベタな観光地にいるなんて、誰も思わないわよね。もっと早く観光すりゃ良かったわ」


　どこか開き直った感じで、ミミコはうんうんと頷いた。実はただの現げん実じつ逃とう避ひなのだが、彼女はそのことに気付かない。久しぶりの自由を満まん喫きつするつもりで──その実ただのやけくそな足取りで、公園をあとにした。


　少し歩いて、ラッフルズ上陸記念の地に移動する。


　ここもガイドブックにある、観光名所のひとつだ。市街を横断するシンガポール川の畔ほとりにある場所で、ラッフルズ卿きようなる人物の像が立っている。この人物は東インド会社の官かん吏りで、シンガポールを東アジア最大の貿ぼう易えき港こうとして栄さかえさせた、近代シンガポールの父であるらしい。ぴしっと燕えん尾び服ふくをまとい腕うで組ぐみをして立つ姿は、なかなかに偉えらそうだ。


「……特とつ区くでいう尾根崎会長みたいなものかしら？」


　とすると、そのうち尾根崎の像もできたりするかもしれない。もっともそれには特区を取り戻もどさねばならないわけだが。


　と、隙すきを突つくように仕事のことが頭に浮うかんだので、ミミコは慌あわてて頭を振ふった。


　川向こうには天高くそびえる高層ビルが乱らん立りつしているが、その足あし下もとの川辺は、カラフルな二、三階建ての建物が並んでいた。ボート・キーというエリアらしく、並んでいるのは十九世紀末の倉庫街を改造したショップハウスだそうだ。


　川かわ面もでは、観光客を乗せて川を下るバムボートが行き交かっている。あれに乗るのも、なかなか楽しそうだ。また、川沿ぞいの道にはシンガポールの歴史を伝えるユニークな銅像が幾いくつもあり、これはなかなか面おも白しろかった。


「次はどこ行くかなあ……」


　川を渡って南に行けば、チャイナタウンがあるらしい。しかし、十字軍の本部があったのも、確かそっちの方角だ。できればあまり近づきたくない。ヒバリの話にあったナイト・サファリには興味があるが、市街地から遠く、バスで一時間以上かかる。代わりに、アラブ・ストリートだとかリトル・インディアといった区く画かくがある方を目指し、ちょっと街を歩いてみることにした。


　街をぶらついてみてわかったが、シンガポールの街は、非常に特区に似にている感じがした。特区でいう新市街区ニユー・ヤードと旧市街区オールド・ヤードのように、前世紀の街並みと現代的街並みが共存している都市なのだ。水みず辺べが栄えているのも似ているし、海に近いというのも共通点だった。生きつ粋すいの国際都市であり、都市国家だという点も、特区の実じつ情じようと同じである。


　また、「ガーデン・シティ」の異い名みように相応ふさわしく、街の至る所に熱帯の植物が茂しげっていて、色とりどりの花を咲さかせていた。それに、ゴミを捨てるだけで罰ばつ金きんが取られるだけあって、特区よりも綺き麗れいである。街並みも、見る者の目を楽しませるようなところがあり、ちょっとしたテーマパークのようだ。


　ただ、どうにも暑あつい。これまではホテルだの施し設せつだのと屋おく内ないにいることが多かったのでわからなかったが、さすがは熱ねつ帯たい海かい洋よう性せい気き候こうだった。初しよ冬とうでこれなのだから、真夏はさぞかし暑いだろう。


　のどが渇かわいたので、街角のスタンドでライムジュースというのを買ってみた。少し青あお臭くささがあるものの、後あと味あじはすっきりしていて飲みやすい。清せい涼りよう感かんがあるのが気に入った。


　途と中ちゆう、ちょっと寄り道をして、『富の噴水フアウンテン・オブ・ウエルス』というのをのぞいてみる。直径二十メートルもあるリングを四つの脚あしで空中に支えたモニュメントで、リングの下は地下まで吹ふき抜ぬけになっている。これまた涼すずしげで悪くなかった。


　噴ふん水すいの近くには、観光客向けのダックツアーというのがあって、タンクのような水陸両用車によるクルージングの受付をしていた。かなり気を引かれたが、混こん雑ざつしていたので見送ることにした。


「にしても、暑いわ。なるべく木こ陰かげを歩こう」


　贅ぜい沢たくなホテル暮らしで、少し体力が落ちたのかもしれない。ミミコは気き合あいを入れ直し、大きな歩ほ幅はばで街を練ねり歩いた。


　汗あせをかきながら、一いつ心しん不ふ乱らんに歩く。立ち止まると追いついてくる現実から逃にげるように、ミミコは黙もく々もくと歩き続けた。


　かなり経たって、街中で香こう辛しん料りようのにおいが漂ただようようになり、突とつ然ぜん街の雰ふん囲い気きが変わった。どうやらアラブ・ストリートに入ったらしい。


「そういや、ヒバリちゃん、こっちのカレーは辛からくて美味おいしいって言ってたっけ」


　そろそろ昼時だ。どうしようかなと迷っていると、自転車にサイドカーをつけたような、人力車トライショーを見かけた。運転手が暇ひまそうにしていたので、試ためしに乗ってみることにした。


　すると、これが意外に面おも白しろい。アラブ・ストリート界かい隈わいはもちろん、リトル・インディアの方にまで足を伸ばしてくれた。


　軽けい快かいに流れる風景の中に、鮮あざやかに塗ぬられた看板が次々に飛び込んでくる。軒のき先さきで売られるカップ入りのジュース。道みち端ばたにテーブルを並べる食事処どころ。香辛料の入った袋ふくろを並べて売る店や、フリーマーケットのように公園にびっしりとテントの並んだ泥どろ棒ぼう市いち。フルーツを売る店も多かった。山やま積づみになった果実と、短たん冊ざく状にカットされて切り売りされる果実。ぷん、と鼻が曲がりそうなにおいは、ドリアンのにおいだ。


　白いインド服に身を包つつんだ女性や、頭にターバンを巻いた褐かつ色しよくの肌はだの男たち。異い国こく情じよう緒ちよ溢あふれる街並みと人々が新しん鮮せんだ。低い家屋の屋や根ねの向こうに、黄金色に輝かがやくモスクの屋根が見えたときなど、思わず座席の上で背せ伸のびをしてしまった。初めて見るヒンドゥー教の寺院は、門の屋根に人形のような神々の像が幾いく重えにも飾かざられていてとてもカラフルだ。つい、もっと近くで見てみたくなる。ミミコは久しぶりに仕事を忘れて、わくわくしながら観光気分を満喫した。


　ところが、運転手のお薦すすめルートをひと周りしたところで、料金に関するトラブルが持ち上がった。


「はあ？　三〇〇シンガポール・ドルって……そりゃいくらなんでも、ぼったくりじゃないの？」


　どうやら、ミミコが女一人の旅行客と見て、ふっかけて来たらしい。最初に料金の交こう渉しようをしなかったミミコが迂う闊かつだった。


　英語は喋しやべれるので必死に交渉したが、運転手の態度は変わらない。イングリッシュではなくシングリッシュと呼ばれるシンガポール特とく有ゆうの英語で、声を荒あららげながら料金を要求してきた。


　シンガポールに来て以来現金を必要としない生活が続いていたので、いまのミミコにはあまり手持ちがない。こういうことはよくあるのか、周りを見回しても助けに入ってくれそうな人はいなかった。皆みな、知らんぷりだ。


　そんな風に途と方ほうに暮れていたときだった。


「わたくしが立て替かえておきましょう」


　柔やわらかい──しかし一いつ本ぽん芯しんが通った響ひびきの声がかけられた。


　地じ獄ごくに仏と振り返ったミミコは、声の主を見て目を丸くした。知った顔だったのだ。


「サ、サマンサ教授……」


「意外ね、葛城ミミコさん。こんなところで貴女あなたに会うなんて」


　後ろにタクシーを待たせたまま、ぎらつく日差しを物ともせぬ涼しげな面おも持もちで、十字軍の知ち恵え袋ぶくろ、サマンサ・ロイド教授は言った。
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　もちろん、ミミコもサマンサも気付かなかった。何しろ、日中である。吸血鬼ブラツク・ブラツドが活動するには、まったく不ふ適てき当とうな気候であり時間帯だったのだ。


　しかし、マーベリックの放った密みつ偵ていは、市街をのんきに散さん策さくするミミコの姿をしっかりと捉とらえていた。そしてまた、ナブロの選せん抜ばつした暗殺チームも、早くも昨さく夜やのうちにシンガポール入りを果たしていた。


　ザザの手は、長く、且かつ早い。強敵の打だ倒とうを目指していたのは、なにも『カンパニー』だけではないのだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』もまた、いまだに『カンパニー』の存在を強く警けい戒かいしているのである。





４







　特区第三地区サード・ヤードの外れ。廃はい棄きされた倉庫街の中のひとつに、ひしめき合うように集つどう大勢の人影ひとかげがあった。


　吸血鬼ではない。人間たちだ。多くの者はライフルやハンドガンで武ぶ装そうしている。衣服は汚よごれ、負ふ傷しようしている者も少なくない。だが、彼らの目には、ただ逃にげ惑まどうだけの住民にはない、強い意志が宿やどっていた。


　特区にいくつか生まれつつあるレジスタンスのひとつである。最近、特に人数を増し、組織だった抵てい抗こうを示しめしているグループだった。


　そして、人々から距きよ離りを空けて壁かべ際ぎわに座すわる、一人の女性がいた。サユカだ。この倉庫の中にいる、唯ゆい一いつの吸血鬼である。


　彼女が吸血鬼であることは、すでに周しゆう知ちのことらしい。騒さわぐ者はいない代わりに、近づこうとする者もいない。サユカもまた、人を寄せ付けない空気を放っていた。足を投げ出して床ゆかに座り、眠ねむっているかのように、じっと動かない。


　しかし、しばらくすると二人の男がサユカに近づいていった。


　一人は三十代後半の、戦せん闘とう服ふくに身を包んだ男。もとは消防署の職員らしい。このレジスタンスを束ねるリーダーだ。


　そして、もう一人はなんと『ニボシ亭てい』の店長だった。実は彼は、炊たき出しの場で命を救われたあと、煙けむたがるサユカにくっついて、ずっと行動を共にしているのである。このレジスタンスにサユカを紹しよう介かいしたのも彼だ。現在はレジスタンスの炊すい事じ長ちようまで務つとめていた。


　二人がサユカに近づくと、周りのメンバーも自然と雑ざつ談だんを止やめて彼らに注目した。サユカはすでに、幾いく度どか彼らの危機を救う手助けをしている。この、美しい謎なぞの吸血鬼には、レジスタンスの誰もが強い興味を寄せているのだ。


　リーダーがサユカの前に立った。


「……どうだろう？　正式に我々の仲間に加わるという話。考えてくれただろうか？」


「…………」


　サユカは答えなかった。閉じた目を開けようともせず、じっとしている。店長がため息をこぼした。


「あんたも強ごう情じようだなあ、サユカさん。あんた、連中とは敵てき対たいしてるんだろ？　あんたは強いが、いつまでも一人だけで、連中に対抗するのは難むずかしいはずだぞ。それに、連中と本気でやり合うなら、どうしたって組織的活動ってやつが必要だぜ？　こいつらは、もし必要ならあんたに血を吸わせてもいいとまで言ってる。悪い話じゃないと思うけどな？」


　すっかり馴なれ馴れしくなった口くち振ぶりで店長が言い聞かせた。すると、サユカは閉じていた目を開け、情感のこもらない眼まな差ざしで彼を見上げた。


「……こんなにお節せつ介かいな男だとは思わなかったわ」


「へへ。付け回して悪いね。だが、何しろあんたは命の恩人だ。借かりを返したいんだよ」


「必要ない。私が勝手にやったことよ」


「──というのは建たて前まえで、実はあんたに惚ほれちまってね」


「…………」


　サユカはもう一度目を閉じ、深々と嘆たん息そくした。


「俺おれだけじゃないぜ？　人を凌りよう駕がする力を持ちながら、俺たちを襲おそわず逆に助けてくれるんだからな。謎に包まれた美しき女吸血鬼。あんたが気になってしょうがねえって野や郎ろうは、俺が知ってるだけでも一ダースはいる」


　店長はニヤニヤ笑いながら、背はい後ごで見守るレジスタンスのメンバーを親指で指差した。実際、彼らが三人のやり取りを見守る視線は、決して非ひ友ゆう好こう的てきなものではない。


「私も、君のことが気になっている一人だ」


　リーダーが言った。跪ひざまずき、目線の高さをサユカと合わせる。彼の面持ちは、これ以上ないほど真しん剣けんなものだ。


「あなたから聞いた吸血鬼の知識は、我々にとって計はかり知れないほど価か値ちがあるものだった。もし知らないままだったらと思うと、ぞっとする。実際、他の吸血鬼の──血族、だったな。そうした者たちから幾つかコンタクトもあったし、彼らに対し、臆おくすることなく冷静な対応を取ることができた。これまで奴やつら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきを撃退できたのも、あなたの協力があったからこそだ。どうか、我々のメンバーに加わって欲ほしい。そうすることが、他の吸血鬼たちに対して協力を求めるにも、これ以上ないＰＲになる」


　リーダーの熱ねつ意いは本物だった。視経侵攻アイ・レイドのやり方など知らないサユカにも、彼の真しん摯しな思いは伝わってくる。


　サユカは静かにリーダーを見返した。リーダーもその視線から逃にげない。店長は手に汗あせを握にぎって、二人のやり取りを見つめていた。


「……あなたたちは、知らないの」


「なら、教えてくれ。どんなことでも」


「そうじゃない。奴らの──九龍クーロン王おうの配下の、桁けた違ちがいの強さを。特区が陥かん落らくしたとき、激しい戦いがあったと言ったでしょ？　対吸血鬼戦闘部隊はもちろん、私など足あし下もとにも及およばない、本物の吸血鬼──古血オールド・ブラツドたちが奴らを迎むかえ撃うって、それでも勝てなかった。いま私たちが無事でいるのは、奴らが見み逃のがしているから。ただそれだけよ。命を捨てて抵抗したところで、何も変わらない」


「……かもしれない。しかし、それでも我々の選せん択たくは変わらない。座ざして死を待つか。戦って散ちるか。君はどちらを選ぶ？　それに──」


　とリーダーは一度を言葉を切り、躊ちゆう躇ちよした末すえ、先を続けた。


「──君の主あるじならどちらを選んだ？」


　その瞬しゆん間かん、サユカは牙きばを剝むいた。


　可か憐れんな容よう姿しの奥おくから、吸血鬼の凄すご味みが噴ふん出しゆつする。側そばにいたリーダーや店長はもちろん、離はなれていたメンバーまで息苦しいほどのプレッシャーを感じた。サユカは気付いていないが、それは明らかに転てん化かして間もない転びたてアンダー・イヤーの域を超こえている。本人の自じ覚かくはなくとも、彼女は確かに、戦いを宿命とする『闘とう将しようアスラ』の血を継ついだのだ。


「慎つつしみなさいよ人間。私はともかく、私の主を気き安やすく口にすることは許さないわ」


「……き、気安く口にしたつもりはないな。あらためて聞く。あなたは、その答えから目を逸そらしているのではないのか？」


　物理的な重じゆう圧あつすら感じる視線を受けながら、リーダーは必死にサユカの目を見返した。そして、気付いた。気のせいかもしれないが──一瞬彼女の黒い瞳ひとみが、赤く燃え上がったような気がしたのだ。


　サユカが口をつぐむ。しかしにらみつける目は逸らさない。両者の間に緊きん迫ぱく感かんに満ちた綱つな引ひきが交かわされた。だが、その幕まく切ぎれは予よ期きせぬ形で現れた。


「リーダー！　敵てき襲しゆうだっ。多いぞ！」


　見み張はりの叫さけび声に、レジスタンスたちは一いつ斉せいに顔色を変えた。リーダーは舌打ちをもらした。「続きはあとで」と言い残すと、仲間たちの方に歩きながら、さっそく指し示じを飛ばし始めた。


　サユカもゆっくりと立ち上がり、軽く身体からだを解ほぐした。


　早くも、遠くから銃じゆう声せいが響ひびいてくる。戦いが始まったらしい。


「安全な場所にいなさい、料理長」


「この倉庫まで攻せめ込まれたら、どっちにしろお終しまいだろ」


　隠かくれ家がが襲撃を受けた際さいの作戦は練られている。倉庫街の入り口で応戦し、徐じよ々じよに奥へと引きずり込みつつ、この倉庫の手前までで敵の戦意を挫くじくという戦術だ。店長を初め、レジスタンスの非ひ戦せん闘とう員いんは、この倉庫に籠こもっている予定なのだ。


　しかし、彼らの期待を裏切るように、外で悲鳴があがった。


　すぐ近くだ。全員に緊張が走った瞬間、倉庫の入り口のシャッターが、土木機械か何かでも使ったように、力任せに破やぶられた。


　シャッターを破った乱らん入にゆう者しやは、入り口に堂どう々どうと立ちはだかった。背後ではまだ銃撃戦が続いてる。彼が一人、前線を突とつ破ぱしてきたのだ。しかし、まるで遊びにでも来たかのような余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度だった。


　倉庫の中を見み渡わたし、サユカを見つけると、


「あ、いたいた。女吸血鬼。見つけたぜ」


　少年だ。レジスタンスの多くが意表を突つかれて動きを止めた。


　が、サユカは全身を総そう毛け立だたせた。


「逃にげなさいっ」


　と即そく座ざに戦闘態勢に入りながら、声を張はり上げる。


「九龍クーロン王おうの直系──彼の側そつ近きんよっ。いつもの転びたてアンダー・イヤーとは訳が違う。あなたたちが敵かなう相手じゃないわ！」


　サユカのアドバイスは、これまで何度もレジスタンスの危機を救っている。発はつ言げんには重みがあり、倉庫の中に隠かくしきれない動どう揺ようが走った。


　一方、


「な、なんだ、なんだ？　わかってんじゃねえか。ヘヘッ。いかにも、その通りさっ。こちとら、そんじょそこいらの雑魚ざことは違うんだぜ！　どうも最近、その辺がわかってないのばっかだったからな！　嬉うれしいぜ！」


「……本当に喜んでどうする」


　照れる少年の背後から、もう一人の青年が現れた。


　サユカの面おもてに絶ぜつ望ぼうが過よぎった。転びたてアンダー・イヤー相手ならまだしも、九龍クーロン王おうの直系が相手──しかも二対一では、万が一にもサユカに勝ち目はない。


「一いち応おう名な乗のろう。私の名は、ハンス・李リー。こちらは、ヤフリー・趙チヤオ。その女の言った通り、九龍クーロン王おうより直接牙を賜たまわった者である。女。貴様の命を貰もらい受ける。覚かく悟ごせよ」


　リーダーが右手を振ふり上げた。レジスタンスたちが一斉に銃口を向けた。


　しかし、


「待ちなさいっ」


　サユカが止めた。なぜだ、とリーダーが理由を問う顔になったが、サユカの視線は二人の吸血鬼──ハンスとヤフリーに向けられていた。


「……狙ねらいは、私なのね？」


　サユカの静かな質問が、倉庫に響き渡った。


「お、おいっ。サユカさ──」


「黙だまって」


　何か言いたげな店長を、サユカは厳きびしく遮さえぎった。


　ハンスはサユカの意い図とを汲くんだらしい。素す直なおに頷うなずいた。


「察さつしがいいな。それに……天あつ晴ぱれな覚悟だ」


「ま、その方がこっちも好こう都つ合ごうだしな。その他大勢の相手は、こっち側のその他大勢がやりゃあいいんだし」


　二人の返事を聞いて、サユカは太ふて々ぶてしく笑った。こういうとき、太々しく笑って戦いに臨のぞむ義務が、彼女の血統にはあるのだ。


「──醬しよう油ゆラーメン。運があったらまた食べさせて」


「いかんっ。サユカさん！」


「止せっ。駄だ目めだ！」


　店長と、サユカの本心を知ったリーダーが同時に叫んだ。それを合図に、サユカは全力で前に駆かけ出した。


　牙を剝き、叫び声を上げながら、手前のヤフリーに襲おそいかかる。ヤフリーは鼻で笑って、サユカの突撃を軽々と躱かわした。


　しかし、サユカは足を止めない。そのまま倉庫の外に飛び出した。


「な!?　お、おいっ！」


「──場所を変える。来なさいっ」


　言い捨てて、倉庫街を駆け出した。


「なんでテメエが命令してんだよっ！」


「構かまわん。行くぞ」


　ハンスがサユカのあとを追い、ヤフリーも慌あわててあとに続く。リーダーはレジスタンスを率ひきいて追撃しようとしたが、それより早く『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちが押おし寄せてきた。「多い」という見張りの報告通り、これまでにない数の襲撃だ。


　リーダーは罵ば声せいを吐はきつつ、必死に敵を迎むかえ撃うち始めた。
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　サユカに戦闘の心こころ得えなどない。喧けん嘩かの経けい験けんすらないのだ。おまけに、吸血鬼としての経けい験けん値ちすらろくにない。どう考えても、勝てる要よう素そは皆かい無むだった。


　倉庫街を抜ぬけ、空あき家やとなった民家に囲まれた草地に出る。そこで追いつかれた。


「いつまで逃にげる気だっ」


　ヤフリーの怒ど声せいと共に、突然身体が跳はね飛ばされる。


　──力場思念ハイド・ハンド!?


　頭ではなんとなく理解しつつ、身体はまったくついていかない。本能的に受け身を取ったが、地面に着地したところに、猛もうスピードで追いついてきたヤフリーの跳とび蹴げりが入った。


　とっさに腕うででガードできたのは上出来だ。しかし、ヤフリーの蹴りはガードごとサユカの身体を吹ふき飛ばした。


　民家の壁かべに激げき突とつする。壁が崩くずれ、瓦が礫れきと一いつ緒しよに地面に放ほうり出される。悲鳴をのみ込んだのは、彼女の意地だった。


　──ゼルマン様……


　よろめきながら立ち上がると、草地の真ん中でヤフリーとハンスが待っていた。歯を食いしばって構えを取る。が、その構えすら、見る者が見れば素人しろうとだと即そく座ざに見抜かれてしまうだろう。


「ただの転びたてアンダー・イヤー……にしちゃあ、反応は鋭するどいな」


　およそ相手にならないと判断しつつも、ヤフリーは観かん察さつを怠おこたらなかった。彼もまた、場数を踏ふんで成長している。敵の瞳に宿やどる闘志に、サユカは身震いした。


「女。何者だ？」


　戦いをヤフリーに任せ、後ろで控ひかえているハンスが尋たずねた。サユカは黙もくして答えない。しばらくにらみ合った末、「まあいい」とつぶやいた。


「ヤフリー」


「おお」


　ヤフリーが応じて、肩かたに手を回した。背中に背負っていた日本刀を抜く。サユカは素す手でだ。思わず、冷たい恐きよう怖ふが胃いの腑ふに落ちた。


「……わりーな。殺せ、って言われてるんでよ」


　酷こく薄はくに告つげて、ヤフリーはふわりと足を運んだ。サユカは全神経を集中して、敵の剣けん筋すじを読もうとした。


　ヤフリーが迫せまる。武ぶ術じゆつの歩ほ法ほうだ。サユカには対たい処しよできない。距きよ離りを開けようとしても、あっという間に詰つめ寄られる。剣が振るわれた。冷や汗あせをかきながら──躱かわす。二の太た刀ち。これも躱す。次は突つき。横に避よける。


　が、最後の突きはフェイントだった。日本刀に集中しきっていることが手に取るようにわかっているヤフリーが、ひょいっと、足を引っかけた。サユカはまともにくらって宙ちゆうに浮うき、地面に落下するより早く真横に蹴けり飛とばされた。


　ガードもできない。まともに脇わき腹ばらに入って骨が折おれる。しかし、痛いと思う間もなく、再び壁にめり込んだ。


　またしても瓦礫に埋うまるように大地に横たわるサユカ。まともに入った分、ダメージも大きい。手足を震ふるわせ、ろくに動けない。激げき痛つうに両目を閉じた。


　ヤフリーが慎しん重ちような足取りで近づいてくる。動かなくなっても、油ゆ断だんはしてくれないらしい。


　──いいわ。


　サユカは痛みを堪こらえ、必死に耳をそばだてた。ヤフリーの足音を拾う。もう少し。あと少し。目を閉じ、顔を伏ふせたまま、自分の心臓を意識する。脈打つ鼓こ動どうに集中し、身体からだ中じゆうの力を一点に集める。


　──二回できた。今度も、絶対できる。


　イメージだ。ゼルマンの──彼が操あやつっていた巨きよ大だいな力をイメージ。


　ヤフリーの足が止まった。サユカはガバっと上半身を浮かせ、閉じていた目を開けた。


　ヤフリーをにらみつける。全ぜん霊れいで念ねんじる。


「燃えろ！」


　身体中から力が放出されるのがわかった。とっさに上半身を逸そらしたヤフリーに、炎ほのおの鞭むちが襲いかかった。


「視経発火アイ・イグナイト！　やっぱりかっ」


　吸血鬼が操る中で、もっとも破は壊かい力りよくが高いとされる魔術。しかしヤフリーは、至近距離からの一撃を、間かん一いつ髪ぱつ躱してみせた。


　──『やっぱり』？　しまった。知られていた？


　歯は嚙がみしつつも力を放出し続ける。全身の生せい気きがごっそりと吸い取られるようだが、サユカの武器はこれしかない。最初で最後の切り札なのだ。


　炎がサユカの視線をなぞってヤフリーを追いかけた。しかし、所しよ詮せん付け焼やき刃ばだ。ヤフリーは鋭するどいステップを踏ふんで、サユカの追撃を残らず躱した。


　ただ、サユカの拙つたない視経発火アイ・イグナイトは、拙いゆえに思わぬ効果を生んだ。炎が草地の枯かれ草に燃え移うつったのだ。火は絨じゆう毯たんのように燃え広がり、草地を黒こく煙えんで埋うめた。


　ハンスの舌打ちが聞こえた。それが、逆にサユカに気付かせた。


　──逃にげられる？


　そう考えた瞬間、痺しびれていたと思っていた手足が、独ひとりでに彼女を動かした。民家と民家の隙すき間まに飛び込み、振ふり返らず全力で走る。


　ヤフリーとハンスがただちに追ってくるのがわかった。気配を感じ取れる。これまでセーブしていた力が全開になっていた。わかり切っていたことだが、自分とは比べものにならない。


　駄だ目めだ。追いつかれる。ならば、せめて正面から迎え撃ちたい。そう思って足を止めかけたときだ。


　突とつ然ぜん、古い民家の裏うら口ぐちが開かれた。


　反射的に中に飛び込む。と、何者かに背中を押おされ、サユカは突つき飛とばされた。しかも、突き飛ばされた先に、ぽっかりと穴が開いていた。


　いや、穴ではない。地下室へ下りる階段だ。サユカは頭から階段を転がり落ちた。頭上で蓋ふたが閉しまり、辺りが真まっ暗くらになった。


　何が起きたのか理解できなかった。混乱しながらヤフリーとハンスの気配を探さぐる。二人は民家を通り過ぎ、離はなれていった。


　──や、やり過ごせた……？


　なおしばらく息を潜ひそめていたが、二人の気配はそのまま遠ざかっていった。思わず身体中の息を吐き出した。助かったらしい。なんという幸運だろうか。


　──でも、さっきのは？　確か、背中を誰かに押された気が……


　とりあえず、負ふ傷しようの度ど合あいを調しらべる。一番酷ひどいのは蹴けりを入れられた脇わき腹ばらだ。しかし、吸血鬼の回復力は、いまではサユカも身をもって知っていた。しばらくすれば治ち癒ゆするだろう。


　問題はやはり、背中を押した何者かだ。考えてみれば、裏口を開けたのも同一人物に違ちがいないのだ。かくまってくれたということは味方だと思われるが、確かく証しようはない。考えられるのは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を敵てき視しする、どこかの血族の者ぐらいか──


　二人が遠くに消えたあとも、頭上からはいかなる反応もなかった。声をかけるでもなければ、物もの音おとのひとつもしない。気配を探ってみたが、人の気配も、また吸血鬼の気配もしなかった。


　──消えた？


　サユカはしばらく頭ず上じようをにらんでいたが、結局、階段に足をかけ、一段一段上り始めた。


　閉とざされた蓋に手をかける。慎しん重ちように持ち上げ、外の様子をうかがう。


　やはり誰もいない──と思っていたとき、視界の端はしに何か不思議な物が視界に入った。


「……え？」


　ギィ、と蝶ちよう番つがいを軋きしませて蓋を持ち上げ、サユカは顔を出した。そして、目の前に座すわる不可解な物をまじまじと見つめた。


　それは、巨大なクマのぬいぐるみテデイ・ベアだった。


　しかも見み覚おぼえがある。確か、『銀ぎん刀とう』の弟、望月コタロウが、いつも背中に背負っていたやつだ。『銀刀』が、獲え物ものである愛刀を持ち運ぶ際、このぬいぐるみの中に忍しのばせていたのを覚えている。


　コタロウが呼んでいた名前が、確か、バウワウ卿きよう。


　なぜ、ここに？


「……どういうこと。誰かが置いて──」


　と、独ひとりごちた瞬間──


　ぴょこん、とぬいぐるみ──バウワウが立ち上がった。


　サユカの口が、カクッと開く。頭の中が真っ白になる。が、バウワウはサユカの反はん応のうを気に留めず、両手──というか前足というか──をぶんぶん振り回し、見るからに軽けい快かいな足取りでサユカに近づいてきた。


　まだ階段の外に出ていないため低い位置にあるサユカの肩かたを、ぽんぽんと手のひら──丸い──で叩たたく。


　ハッ、とサユカが我に返った。同時に、いきなりバウワウに飛びかかって床ゆかに押さえ込んだ。


　バウワウは仰天してジタバタと暴れるが、サユカは取り合わない。ぬいぐるみの額ひたいに手を置いて、力ちから尽ずくで押さえつけた。


　以前見たとき『銀刀』はこのぬいぐるみの口の中から刀を出していた。容よう赦しやなく、口の中に腕うでを突っこむ。


　バウワウのもがきが、何やら息苦しそうな動きに変わった。関かん節せつのない棒ぼう状じようの手足が、切せつ迫ぱくした感じでバタバタ床を叩いている。サユカは無視してぬいぐるみの中を探った。しかし、中は柔やわらかいばかりで、何も入っていなかった。


　力場思念ハイド・ハンドか？　サユカは腕を抜ぬき、バウワウを放ほうり投げた。どこかにこれを操あやつる吸血鬼がいないか、慣なれないなりに広こう域いきの気配を探った。しかし、手て応ごたえはない。気配らしい気配といえば、サユカの狼ろう藉ぜきに抗こう議ぎしてぶんぶん腕を振り回すバウワウだけだ。


　やむなく、サユカはバウワウと向き合った。バウワウも、ようやく自分に注目してくれたサユカの前で、ふう、と言いたげに姿勢を正した。


　見つめ合うサユカとバウワウ。ボタンの瞳ひとみは円つぶらで愛あいらしいが、あいにくサユカはファンシーグッズにあまり興味がない。


「……誰？」


　ぴょこん、とバウワウの右手があがった。


「……だから、誰なの？」


　ぴょこん、とバウワウの右手がもう一度あがった。それから、これでは意思の疎そ通つうができないことに気付いたらしく、幾いく分ぶん慌あわてた様子であたふたと周りを見み渡わたした。


　偶ぐう然ぜん、裏口の扉とびらの脇わきに、柱に差した釘くぎから一冊のノートと鉛えん筆ぴつがぶら下がっていた。それを発見したバウワウは喜び勇いさんで近づきノートを手に取ったが──


　鉛筆が持てない。


　それでもなんとか丸い手のひらに鉛筆を吸い付かせ──どうやら微び弱じやくな力場思念ハイド・ハンドらしい──なんとか文も字じを書こうとした。


　が、鉛筆の先は安定しなかった。震ふるえてしまって、全然上う手まく書けない。バウワウは床に広げたノートに覆おおい被かぶさるようにして悪あく戦せん苦く闘とうしていた。が、三分後、結局どうにもならず、癇かん癪しやくを起こしたように鉛筆を床に叩き付けた。


「…………」


　サユカは軽い頭痛を覚えた。


　なんというか、異様すぎる光景だ。ひょっとして自分は、恐きよう怖ふのあまり頭がおかしくなってしまったのだろうか。


　だが、少なくとも吸血鬼の本能は働いているらしい。ぞわりと背筋を這はう、悪お寒かんを感じた。離れていった気配が戻もどってきたのだ。ハンスとヤフリーだ。


　──落ち着いて。まだ大だい丈じよう夫ぶ……


　二人は、サユカに気付いている訳ではないらしい。まっすぐこちらを目指している様子はなかった。彼女を捜さがしながら戻ってきているのだ。いまのうちに離れてしまえば、逃にげ切きれる。


　サユカは静かに階段を上りきった。とりあえず民家の表の方に回ろうとする。ところが、その行く手をバウワウが遮さえぎった。


　隣となりの部屋に続いているらしいドアを開け、サユカに向かって手を振る。どうやら、来い、と言っているらしい。
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「……ふざけないで。これ以上あなたにつき合ってられないわ」


　すると、バウワウは真しん剣けんな面おも持もち──といっても顔は変わらないが──になって、片手をハンスとヤフリーの向かってくる方ほう角がくに向けた。それからその手をサユカに向け、顔の前で左右に振った。


　戦っても勝てない。そういう意味らしい。


「そんなこと、わかってるわよっ」


　サユカは苛いら々いらして吐はき捨てた。しかし、頭の冷静な部分が疑ぎ問もんを持った。


　このぬいぐるみは、少なくとも自分と奴やつらのことを知っているらしい。だからかくまってくれたのだし、戦っても勝てないと言っているのだ。


　ただのぬいぐるみが、なぜ？


　というか、そもそもこのぬいぐるみは、なんなのだ？　まるで生きているようだが、そんな訳はない。


　やはり誰かが操っているのだろうか？　しかし、力場思念ハイド・ハンドなどの遠えん隔かく操そう作さではなさそうだ。ただの勘かんだが、バウワウ自体から、意志のようなものを感じるのである。まるで──まるで何かが乗り移ってでもいるような。


　と、そのときだった。


　突とつ然ぜん心臓が、


　とくん、


　と脈打った。


　とくん、とくん、と心臓が脈打ち、その鼓こ動どうが不思議な手て触ざわりで、脳のう裏りに意識された。


　──え？


　なんだろうか。妙みように懐なつかしい。自分の鼓動なのに、自分のものではないような不思議な感覚。


　そして、気付いた。ゼルマン。この鼓動の感覚は、ゼルマンの感覚だ。


　──……うそ。


　だが間ま違ちがいなかった。間違えるはずがなかった。ゼルマンの気配だ。ゼルマンの気配を感じる。身体からだの奥おくに。脈動の中に。とくん、とくん、と脈打っている。息づいている。


「……うそ。うそ……」


　知らず、右手が心臓の上に触ふれた。はっきりと意識できる。これはゼルマンの鼓動だ。しかも、笑っている。鼓動から、彼が笑う気配が、伝わってくる。


　そのときサユカは転化後初めて、自分の中に流れる、ゼルマンから受け継ついだ『血』を意識した。自分の中でいまなお生き続ける、彼の『血』を。そして、その『血』はつまり、サユカ自身の『血』であるのだという感覚を自覚した。吸血鬼の本質に、この瞬しゆん間かん、彼女は触ふれたのだ。


　──ゼルマン様っ。この楽しげな鼓動は、ゼルマン様なのですねっ？


　ゼルマンが笑っている。


　何に？


　目の前のぬいぐるみにだ。


　すると、バウワウもまた、自分が笑われていることに気がついたらしかった。怒おこったように、手を振り回し、地じ団だん駄だを踏ふんだ。


　もちろん、サユカの顔は笑っていない。バウワウは、サユカの中の『血』が、自分のことを笑っている──馬ば鹿かにして大笑いしていることを見み抜ぬいたのだ。


　バウワウが怒るのを見て、『血』の鼓動が一いつ層そうおかしげに笑う。まるで、サユカを余よ所そに、『血』とバウワウが通じ合っているかのように。


　──これは、いったい……


　そうする間にも、ハンスとヤフリーは近づいてくる。バウワウが、危険なほど近づいた二人の気け配はいに気付き、慌ててサユカに手を振った。


　ついて来い、と。


　とくん、と再び心臓が脈打つ。笑いではない。サユカを勇気づけ、背中を押すような鼓動だった。


　行け、と言っている。


「……わかりました。ゼルマン様」


　サユカは頷うなずき、バウワウの開けるドアをくぐった。


　のちに、聖戦の行ゆく方えを左右する重要なキーとなる──ぬいぐるみと吸血鬼の、奇き妙みような逃とう避ひ行こうが始まった。









　　四章　星空の逢おう瀬せ
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　ミミコの料金を立て替かえたサマンサは、彼女がまだ昼食前だと知ると、タクシーに乗せて馴な染じみのホーカーズ・センターに連れて行った。


「呆あきれたわ。シンガポールに来て、まだチキンライスもラクサも食べてないだなんて。尾根崎会長と神父おとこどもにも困こまったものね。何かに熱中すると、すぐ周りが見えなくなるんですから」


『カンパニー』会長と世界的英えい雄ゆうが、まるで子供扱あつかいだ。しかし、サマンサの年ねん齢れいと実績、何より彼女の落ち着いた風格のせいで、全然違い和わ感かんがない。もっとも、ミミコの立場では「はあ」としか言いい様ようがないのだが。


　連れて行かれたホーカーズ・センターは、地元の人間がよく利用する、ダウンタウン特有の活気がある場所だった。正直、老ろう貴き族ぞくの雰ふん囲い気きすら漂ただよわせるサマンサには似に合あわない気がしたのだが、彼女は勝手知ったる様子で席を確かく保ほし、ミミコの分まで注文してきてくれた。


　運ばれてきたチキンライスというのは、ご飯の上に蒸むした鶏とりの切り身が乗せられた物だった。ご飯は鶏ガラスープで炊たいた物だそうで、よく味が染しみ込んでいる。素そ朴ぼくな味わいの中に生しよう姜がとニンニクも利きいていて、えらく美味おいしかった。


　あっという間にチキンライスを平らげたミミコは、勧すすめられるままにマレー風かき氷アイス・カチヤンも試ためしてみた。三種類のシロップがかけられた豪ごう勢せいなかき氷だが、コーンの粒つぶやゼリーまでトッピングされてくる。おかげで不思議な食感が味わえた。それに、空くう調ちようが扇せん風ぷう機きだけだったので、冷たい氷こおりが心ここ地ちよかった。ミミコは心から食事を堪たん能のうし、すべて食べ終おえるころには、料金トラブルのことなどすっかり忘れていた。


「いまあなたはラッフルズ・ホテルにいるのよね？　ティフィン・ルームのハイティーは試した？　ロイヤル・チャイナのロブスター・ヌードルは？」


「えっと……ホテルの中にあるお店ですよね？　あいにくあたし、食事は基本的に部屋に運んでもらってるので……」


「まあ。シンガポールに来てからずっと？　ずっと部屋で食べてるの？　まさか、一人で食べてるんじゃないでしょうね？」


「え、ええ、まあ。たいていは……」


　なぜか自分がとても悪いことをしていて責せめられているような気分だ。ミミコが言いづらそうに答えると、サマンサは上品な仕し草ぐさで嘆たん息そくした。


「わたくしから口を出すのは止やめておこうと思っていましたが、誤あやまりだったようですね。こんな可愛かわいらしい子を自分たちの事情で御み輿こしに担かつぎ上げておいて、一体何をやっているのやら。少々あの二人を見み損そこないました」


　なかなかに手て厳きびしい。ミミコは、サマンサがこれほど自分を庇かばってくれることに驚おどろいた。彼女とは、先日の会議で顔を合わたときもろくに喋しやべっていないし、あれ以い降こうは会ってもいないのだ。


「あの……『カンパニー』代表の件は、あたしもわかってて引き受けたんです。ホテルの部屋に籠こもってるのも、マスコミなんかの目を避さけるためで……むしろ、あんないいホテルに泊とめてもらって、悪いぐらいで」


　とりあえず、サマンサに正しく理解してもらうため、尾お根ね崎ざきと神父のことを弁べん護ごしておいた。すると、サマンサは、おや、という目でミミコを見つめた。


「あなたのために言ったつもりだったのですが、あなたは逆にあの二人を庇うのね？」


「か、庇うなんて生意気なこと言うつもりはないんです。ただ、本当に事情があってのことですから」


「彼らの事情なら、わたくしだって承知しています。それでも、あなたがホテルの部屋から出ることもできず、毎日一人で食事を取っていることに変わりはありません。事情があるから仕し方かたがないなんていうのは、男がよく使う、代表的な自じ己こ欺ぎ瞞まんですよ」


　サマンサの言い様は、いっそ小こ気き味みよいほどだった。ミミコはたじたじだ。


　もっとも、怒おこっているというよりは、怒って見せている感じはする。本心からの発言には違ちがいないのだろうが、その意い図とするところは尾根崎たちの弾だん劾がいというよりは、ミミコの反応を楽しむことらしい。


「可愛い女の子には、周りから大切にされる権けん利りがあるのです。あなたもよく覚えておきなさい」


「あ、あたしは別に、そんな可愛いってわけじゃ──」


「その考えが、すでに誤りなんです。いいかしら、葛かつら城ぎさん？　可愛くない女の子なんか、どこにもいないのですよ」


　そう言うと、サマンサは初めてはっきりと微笑ほほえんだ。


　豊富な経験に支えられた、安定感と自信に満ちた笑み。人を惹ひき付ける微笑みだ。ミミコもあえなく引き込まれ、ついつい笑顔を返してしまった。


　──そうか。考えてみたら、あたし……


　ミミコはこれまで、サマンサのような大人の女性と親しく話す機会に、ほとんど恵めぐまれて来なかった。成せい熟じゆくした男性ということなら、陣じん内ないを初め、何人もつき合いがあったのだが、年上の女性で知り合いといえば、サキとサユカぐらいである。そして、この二人の場合、尊敬してはいるが、成熟した女性かと問われれば、苦笑いするしかない。


　成熟した大人の女性──たとえば、母性を感じさせるような女性ときちんと向き合うのは、ひょっとするとサマンサが初めてかもしれなかった。


　──そう言えば。


　サユカはいまごろどうしているのだろうか。最後に話したのは、ジローとゼルマンが激げき突とつした直後だ。ゼルマンはおそらく特とつ区くで戦死しただろうとケインは言っていたが、サユカは無事逃にげ延のびることができたのだろうか。それとも、主あるじのあとを追ったのだろうか。


　遥はるかに遠い特区の幻げん影えいが、またしても脳のう裏りを過よぎる。重苦しい現実からは、どうあっても逃げることなどできないらしい。


「──葛城さん？」


「……あ、は、はいっ。済みません。ぼんやりしちゃって」


　慌あわてて謝あやまるミミコを、サマンサはじっと眺ながめていた。


　それからすべてお見通しな口くち振ぶりで、


「ねえ、葛城さん。今日は仕事はお休みなのですよね？」


「え？　そ、それは……」


「もちろんそうなんでしょう？　だからこそ、事情があってホテルの部屋から出られないはずのあなたが、あんな街角でたった一人、人力車トライショーの運転手と言い争あらそう羽は目めになったに違いないのですから」


「……は、はい。その通りです」


　この会話の流れでは肯こう定ていするしかない。ミミコが強こわ張ばった顔で「あはは」と笑うと、柔やわらかい口調で一方的に決めつけたサマンサは、眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみを満足そうに細めた。


「ちょうどよかったわ。実はこのあとの予定が空あいてしまったところなの。どうかしら？　お忍しのびのところ申し訳ないけど、わたくしもご一いつ緒しよさせていただける？」


「い、一緒って……？」


「もちろん、市内観光を。これでもシンガポールは長いの。ガイドブックには載のってない穴場を、色々と教えて差し上げますよ？」


「はあ……」


　貴き婦ふ人じんだから大人しい、というのは、どうやら偏へん見けんだったらしい。すでにサマンサはやる気満々で、とても断れそうにない。仕事を忘れるための市内観光だったのだが、選よりにも選って十字軍の人間と──それも世界的『吸血鬼学』の権けん威いと一緒に回ることになろうとは。


　──まあ、でも……


　嫌いやな感じはしなかった。あまり気安くするのも、また気を許ゆるし過ぎるのも危険だと思うが、一人でいたところで気がつけば鬱うつ々うつとしているのは事実だ。それならいっそ、偶ぐう然ぜんお近づきになった歳としも立場も異ことなる人物と一緒に過ごすのは、悪くないかもしれない。


　どうせ、ホテルを抜け出した時点で、すでに開き直っているのだ。


「わかりました。せっかくですし、お願いします、サマンサ教きよう授じゆ」


　ミミコが意い気き込ごんで答える。サマンサは優ゆう雅がに頷いた。
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　午後になってもミミコの行ゆく方えは知れなかった。


　事が事だけに、大っぴらに捜そう索さくする訳にはいかない。『カンパニー』の人員を割さくとしても、それぞれ業務があるのだから限界がある。


「……とりあえず、彼女が自分の意志で出て行ったことは間違いない。休きゆう暇か届とどけの届け出にあるのも今日一日だけだ。彼女を信じて待つとしよう」


　さすがに苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情だったが、尾根崎はそう結論を下した。昨日の午後に続いて、今日一日のミミコのスケジュール調ちよう整せいも、すでにヒバリに命じてある。ミミコ自身はあまり評ひよう価かしていなかったが、彼女が会議等に同席することは、大きな意味があるのだ。欠席のフォローを怠おこたれば、様々な支し障しようが出るのである。


　ヒバリは恐きよう縮しゆくして、


「済みません。昨日わたしたちが色々焚たき付つけちゃったのかも……」


「仮にそうだとしても、君が謝あやまることではない。彼女自身、悩なやんでいたことはわかっていた。しかし……どうせなら我々に打ち明けてくれればいいものを。別に、陣内の代わりになれるなどとは思わんが、相談に乗るぐらい──」


「へ？　会長？」


「……なんでもないっ」


　ぴしゃりと言う尾根崎。ヒバリは、へえー、という目で組織の会長を見つめたが、余計なことは何も言わなかった。


「だが、ブラザー・尾根崎。とりあえずミミコが失しつ踪そうしたことは、厳げん重じゆうに伏ふせた方がいいでしょう。特に、十字軍には」


「それはもちろんだが……なぜだ？　十字軍に何か動きがあるのか？」


　現在の所、十字軍と『カンパニー』の歩み寄りは、順調に進んでいる。これは、皮肉にもカーサの演説があったためだ。


　吸血鬼討とう伐ばつを推すい進しんしてきた十字軍と、吸血鬼との共存を掲かかげる『カンパニー』は、本来犬けん猿えんの仲だったのである。それが、委員長の羅ローを初め、十字軍全体が、従じゆう来らいの方ほう針しんから方向転回することを、真しん剣けんに考こう慮りよするところまで来ている。尾根崎と神父が粘ねばり強く交こう渉しようを続けた成果といえるだろう。


「しかし、不安材料もある」


「……フランク・蘇ソーかね？」


「ええ。十字軍内の反『カンパニー』勢ぜい、それにタカ派の保ほ守しゆ層そうに、裏で声をかけて回っています。羅の目も光っているし、大それた事ができるとは思えませんが……」


　十字軍の幹部の中で蘇のみが、最初の会議で最後までミミコを否定し続けていた。その後も彼の態度は変わっていない。


「ふむ。注意するに越こしたことはない、か……」


　実はとっくに十字軍の重要人物と接せつ触しよくしているミミコなのだが、それを知る術すべは尾根崎たちにはない。ましてや、人力車トライショーの料金を立て替かえてもらい、昼食までご馳ち走そうになったなど、夢にも思わぬ事だろう。


　そして、尾根崎が慎しん重ちように頷いたときだった。彼の携けい帯たいに着信があった。


　セイの部下だった月梅ユエメイからだ。今日は彼女とはなんの予定もなかっただけに、少し訝いぶかしがりながら尾根崎は電話に出た。


　二言、三言喋しやべって顔色が変わった。


「──わかりました。引き続き、お願いします」


　慌あわただしく携帯を切る。「どうしました？」と尋たずねる神父に、尾根崎は舌打ちを堪こらえながら振ふり向いた。


「昨夜、身元不明の吸血鬼がシンガポールに侵しん入にゆうした形けい跡せきが発見されたそうだ。まだ確証はないが、特区から来らい訪ほうした吸血鬼らしい」


「なんですって？」


　神父が表情を険しくし、聞いていたヒバリも息を呑のんだ。いま特区は『結界』で封ふう印いんされている。外に出てこられる血族はひとつだけ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だけだ。


「神父。すぐに鎮ちん圧あつチームにスクランブルを。それと、ミミコ君の居場所を捜す。この際、十字軍にも協力を求めよう。彼女の安全を最優先で確保する」





２







　ミミコとサマンサの観光ツアーは、ショッピングから始まった。


「いま持ち合わせがないにしても、代表としての給料はもらえるのでしょう？　この辺りなら冬の新作も揃そろっています。とりあえずの代金は立て替えてあげますから、好きな物を選びなさいな」


　ホーカーズ・センターを出たサマンサは、まず初めに、スワンも訪おとずれたと言っていたオーチャード・ロードにミミコを案内した。美しい街路樹が続く大通りで、近代的なホテルやショッピング・センターが軒のきを連つらねている。サマンサが入った百貨店には、一流ブランドの店てん舗ぽがずらりと揃っていた。


　しかし、ミミコが高級な雰ふん囲い気きに慣なれていないらしいことを見み抜ぬくと、すぐに場所を変え、今度はこぢんまりとした店の並ぶ通りに連れて行った。


　どの店も、屋根や壁かべや看板を、ピンクやベージュ、レモンイエローといったパステルカラーに塗ぬっている。土産みやげ物ものや雑ざつ貨かを扱あつかうショップハウスだった。インド製の香こう料りよう入いれに、タイシルクのスカーフ。エジプト製の香こう水すいボトルに、インドネシアのバティクの巾きん着ちやく。中国の玩がん具ぐに、ベトナム漆うるしの小物入れ。シンガポール独どく自じの様式である、プラナカン風のビーズ刺し繡しゆうもある。アジア各国の雑貨が売られており、見て回るだけでも楽しめた。


　ただ、


　──コタロウ君なんか、大喜びしそうね。


　と思った途と端たん、またしても表情が暗くなった。サマンサが、これは手て強ごわいわね、と言う目で見ているのにも、まったく気付かない有様である。


　しかし、サマンサは気にせず、ミミコを連れ回した。ミミコも、もう遠えん慮りよしたり警けい戒かいしたりするのは止やめて、素す直なおに彼女のプランに従った。


　お次は植しよく物ぶつ園えんだ。


　ボタニック・ガーデンと呼ばれる植物園で、なんでも東京ドームが十一個以上入るという広さらしい。到とう底ていすべては見て回れないのだが、


「シンガポールの国花なのよ」


　という蘭らんの花を集めた、ナショナル・オーキッド・ガーデンを中心に見て回った。


　正直、花なんか綺き麗れいならそれでいいんじゃ、というのが、ミミコの飾かざらざる本心である。種類といい数といい、世界的にも最大規模の蘭の植物園らしいのだが、花より団だん子ごのミミコには、いまいちありがたみがわからなかった。


　やたら蒸むし暑あついのを我が慢まんしながら、


「綺麗ですねー」


　と、汗あせを拭ふき拭き、愛あい想そ笑わらいだ。


　ところが、その蒸し暑さもサマンサの計画の内だったらしい。


　次に二人が向かったのは、リラクゼーション・スポットだった。いわゆるアジアン・スパである。


「す、す、すみません、サマンサ教授！　あ、あたしこういうの、やったことないんですがっ」


　サマンサの返事は、深い深いため息だった。結局ミミコの躊ちゆう躇ちよと狼ろう狽ばいは黙もく殺さつされ、バラの花が浮うかんだバスタブで汗を流したあと、なんとかアロマで、うんたらテラピーな、スペシャルっぽいオイル・マッサージとエステティックを、たっぷり全身に施ほどこされた。


「どう？　悪くないでしょ？」


「…………」


　止とどめは、マリーナ・ベイにある海辺の高級レストランだ。


　海に面した特とく等とう席せきで、サンセットを眺ながめながら早めのディナーを頂いた。メニューはシンガポール名物のひとつ、丸ごと茹ゆでたワタリガニにスパイスたっぷりのチリソースをかけた、チリクラブである。


「テーブル・マナーを気にし過ぎることはありません。殻からを切るハサミがあるでしょう？　それを使って、手で剝むいて、好きに食べなさい。ソースはそっちの揚あげパンに絡からめて食べると美味おいしいわよ」


　お許しが出たので、手と口を真っ赤にしながら、堪たん能のうさせてもらった。チリソースには溶とき卵たまごも混じっていて、見た目ほど辛からくない。また、カニを食べると無口になるというのも万ばん国こく共きよう通つうのことらしく、ミミコもサマンサも食事の間は黙もく々もくと手と指と口を動かし続けた。ふと我に返り、なんだかおかしくなった。


　そして、日が沈しずんだ頃ころ、サマンサはタクシーを拾い、シンガポール川の一角にある、クラーク・キーという場所にミミコを案内した。


　ここは、百五十年前の倉庫街を再開発したナイト・スポットで、ガラス屋根のアーケード街を中心に、新しいレストランやバー、クラブなどが集まっている。観光客はもちろん、地元の若わか者ものたちも多く利用する夜遊びの名所らしい。


「もっとも、わたくしの歳としになると、あまりにぎやかなのは苦手ですけどね。合わせてもらってよろしいかしら、葛城さん」


「はい。もちろんです、教授」


　思いも寄らぬ半日ツアーで、ずいぶんミミコも打ち解けてきた。二人は、クラーク・キーから少しだけ歩いた場所にある川沿いのバーに寄り、川風の涼すずしいオープン・テラスを選んで席を取った。


　辺りは明るくライトアップされており、夜を華はなやかに飾かざり立てている。対たい岸がんの明かりが川かわ面もに映はえて、映画のワンシーンのようだった。


「……きれい」


　ミミコの口から、なんの計算もない素そ朴ぼくな言葉がぽつりともれた。美しい夜景に無む心しんに見とれる少女を眺め、サマンサは肩かたの荷を降ろしたような顔を見せた。


「注文は何にします？　タイガービールも良いけれど──どうせシンガポール・スリングもまだ飲んでないのでしょう？　試ためしてみてはどう？」


　からかう口くち振ぶりでサマンサが勧すすめると、夜景に見入っていたミミコが、ぎくっと顔を強張らせた。


　シンガポール・スリングなら、飲んだことがある。


「あら？　じゃあロング・バーには行ったのね。いいバーでしょう？　わたくしは長いことご無ぶ沙さ汰ただわ。今度一いつ緒しよにいかがかしら？」


　サマンサが重ねて尋たずねても、ミミコは口を濁にごしてうつむいたままだった。ミミコの機き微びに触ふれたのか、サマンサはそれ以上詮せん索さくをしなかった。とりあえずシンガポール・スリングを二人分注文すると、ミミコから口を開けるのを待って、対岸のイルミネーションへ目を向けた。


　カクテルが運ばれてテーブルに置かれる。「乾かん杯ぱい」と二人はグラスを合わせ、軽く口を付けて、再び沈ちん黙もくした。


　サマンサは促うながすような真ま似ねはせず、静かに待ってくれた。


　やがて、深く深く積もった雪を少しずつかき分けるように、ミミコが「あー……」と喋しやべり始めた。


「……い、いいところですね。シンガポールって」


「……そうね。少なくとも、わたくしは気に入っています」


「なんだか、その……特区に似にてます」


「そうなの？　わたくしはまだ特区には行ったことがないのです。特区はどんな街？」


「い、いい街ですよ。すごく、いい街です」


「あなたは、ずっと──？」


「はい。ずっと特区です。小さいときから、ずっと」


　ミミコはグラスに話しかけるように喋った。少し時間をおいて、「そう」とサマンサが優やさしく頷うなずいた。


　川面を風が走り、夜のざわめきを乗せて通り過ぎる。テラスの側そばに生える椰や子しの木が、頭上で乾かわいた葉音を立てた。


「あの……ちょ、ちょっとお話を聞いてもらっても良いでしょうか？」


「ええ、構いませんよ。何かしら？」


「あ、あたしの、友達の話なんですけど……」


「ええ」


「あの、ですね。その子──その子は、えー……あ、ある資し産さん家かの養よう子しなんです」


「ええ」


「親おや御ごさんのことは、とても感謝してて。その……親御さんの事業のことも、お手伝いしてるんです。あんまり役には立ってない──って言ってましたけど」


「そう。それで？」


「はい。それで……実は先日、その子に結けつ婚こん話が持ち上がったんだそうです。相手は大だい企き業ぎようの御おん曹ぞう司しで、親御さんの事じ業ぎようにも理解があって──つまり、すごくいい縁えん談だんなんですよね。誰が見ても、すごく価か値ちのある。ただ、ですね。ただ、その……その子には──」


「──他に好すきな人がいる？」


　サマンサが確かく認にんした。


　ミミコはとっさに返事をのみ込んだが──やがて小さく頷いた。


「でも、その子が言うには、その子が好きな人っていうのは、た、立場の違ちがう人らしいんですね。身み分ぶんが違うっていうか……ち、違うな。うん。立場。立場が違う人なんです。しかも、その人には、昔むかしから他に好きな人がいるんですよ。ずっと、他の人を好きでいるんです。そして、それはもう、絶対に変わらないんです」


「あら。でも、恋れん愛あいに絶対なんてあるものかしら？」


「だって……その、友達が好きな人が、ずっと好きでいる人は、もうこの世にはいないんです。いなくなっちゃったんだけど、それでもずっと好きみたいなんです。それに、いなくなった人には、忘わすれ形がた見みっていうか……子供──じゃなくて、弟が。弟さんがいるんですよ。で、友達が好きな人は、その弟さんとずっと一いつ緒しよに暮らしてるんです。あ、友達も弟さんとは親したしいんですよ？　三人でいつも、仲良く遊んでて……ただ、そこには、あの、好きとか嫌きらいとか──恋愛みたいな感情は、入りづらいっていうか。少なくとも、友達が好きな人にとっては、三人の関係はそういうんじゃなかったみたいで……」


「でも、あなたのお友達は、その人のことを好きになった」


「…………はい」


　うつむき、消きえ入いりそうな声でミミコは肯こう定ていした。ミミコを見つめるサマンサの眼まな差ざしが、優やさしく、優しくなっていく。ミミコは目を合わせることができず、ストローをくわえてカクテルを飲んだ。


　シンガポール・スリングは甘あまい。甘くて、ついつい飲み過ぎ、酔よってしまう。恋こいというのも、そんなものだと思っていた。現実の、なんと苦にがくて酸すっぱいことか。


「こ、困こまっちゃいますよねー？　そんなこと言われても！　あたしももう、なんてアドバイスしたらいいんだかわからなくって。だ、だって──だってもう、答えは出てるみたいなもんじゃないですかっ？　なんでもその子、思いあまって告こく白はくしちゃったみたいなんですけど、それで色々あったりもしたみたいなんですけど、でもっ、結局何も変わってないんですよ！　やっぱり立場は違う訳わけだし！　好きな人は他の人のことが大切な訳だし！　その子だって、わかってると思うんですけどねっ。そしたら、そこに結婚話ですよ。しかも、結婚して事業が上手うまくいけば、結果的にその子が好きな人のためにもなるっていうんだから、だったら、だったら……もう、いいじゃないですか、ねえ？　か、可哀かわい想そうかもしれないけど、それが一番正しい気がしませんかっ？」


　無む理り矢や理り貼はり付けた笑え顔がおのまま、ミミコはしどろもどろになりながら、明るく陽よう気きに笑って聞かせた。よくある笑い話のように。実際、いかにもありそうな話ではないか。特区で家族を失った人々や、財ざい産さんを失った人々。巻き込まれて命を落とした人々に比べれば、悩なやみと呼ぶのもおこがましいような話だ。


　ミミコはカクテルを一気に飲のみ干ほし、お代わりを注文した。飲んで、飲んで、飲み続けていないと、涙なみだがこぼれてしまいそうだったのだ。


「その人は」


　とサマンサが言った。ミミコが潤うるんだ目を、彼女に向けた。


「その人は、どうなの？　あなたの友達が好きだっていう人。告白されたのでしょう？　その人は何と言っているの？」


「……『別れが辛つらくなりました』……って」


「そう。あなたの友達とその人は、いつか別れることが前ぜん提ていなのね？」


「……はい。はいぃぃ……」


　もう駄だ目めだった。ミミコの涙るい腺せんが決けつ壊かいした。わんわん大声で泣くのではない。泣いて気き張ばらしすることもできず、ミミコはグスグスと、汚きたならしく洟はなをすすった。


　サマンサが黙だまってハンカチを渡わたす。ミミコは受け取り、顔を埋うめた。ひっく、ひっくと肩かたを痙けい攣れんさせた。


　馬ば鹿か馬鹿しいと思う。叶かなわぬ恋と知っているくせに、『カンパニー』代表なんて地位を引き受けたくせに、自分は仕事を投げ出して、こんなところでしくしくめそめそしているのだ。情けない。死んでしまいたい。


　自分でも、こんなに駄だ目めだという自覚があるのだ。なのにどうして、心は言うことを聞いてくれないのだろう。


「……葛城さん。今度は少し、わたくしの話も聞いて頂けるかしら？」


　静かに告つげるサマンサに、ミミコは顔を隠かくしたまま頷いた。


　サマンサはしばらく黙っていて、ミミコの注文したカクテルが運ばれたあとで、ゆっくり口を開けた。


「わたくしはイギリス生まれなの。その後、香ホン港コンに移うつったけど、幸さいわい『九龍クーロンショック』直前にイギリスに戻もどったので、聖せい戦せんには巻き込まれずに済すんだわ。でも、わたくしが吸血鬼ブラツク・ブラツドのことを学術的に──といっても、あくまで独どく学がくですけどね。とにかく、吸血鬼のことに興味を持って調べるようになったのは、聖戦がきっかけじゃないの。逆ぎやくに、わたくしが香港に行ったのは、当時の香港が、『東ひがしの龍りゆう王おう』の守しゆ護ごの下もと、吸血鬼の大都市として栄さかえていたのを知っていたからよ」


「……え？」


　ミミコが顔を上げた。サマンサは頷いて続ける。


「イギリスにも古くから吸血鬼との交こう渉しようを受け持ってきた組そ織しきがあることを、葛城さんはご存じかしら？」


「は、はい。名前だけは。確か、闇内閣シヤドウ・キヤビネツト、ですよね。正式な名めい称しようなのかは知りませんけど……」


「正式な名称、なんてものは、そもそも存在しないわ。『カンパニー』よりもっと秘ひ密みつ結けつ社しやとしての性格が強い組織ですから。わたくしは、そことつき合いがあったの。正確に言うと、わたくしの祖そ父ふが、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの工こう作さく員いんだったんです」


「お祖父じいさんが？」


「有名な人よ。もっとも、有名なのはペン・ネームの方ですけどね」


　素そっ気けなく肩を竦すくめてサマンサが告げた筆ひつ名めいは、確かにびっくりするほど有名な作家のものだった。それも、十九世紀末、世界に初めて「吸血鬼」という存在を知らしめた小説家である。


　彼の書いた小説は一冊だけなのだが、その一冊が、それまでは一部の伝説やおとぎ話の中でしか語られてこなかった夜の住人たちを、一気に世界でもっともメジャーなモンスターにしてしまったのだ。吸血鬼たちの知名度を高める一方、様々な誤ご解かいや偏へん見けんを生む元にもなった小説である。


「きょ、教授のお祖父さんだったんですか？　しかも闇内閣シヤドウ・キヤビネツトって……じゃああの小説、実は暴ばく露ろ本ぼんだったってことですか？」


「吸血鬼たちに対する牽けん制せいの意味はあったそうね。ちょうどその頃ころ、吸血鬼たちの間で事件があって、その影えい響きようが人間社会にまで波は及きゆうすることがあったんです。あの『黒くろ蛇へび』カーサやケインも、事件に関かかわっていたそうよ」


「カ、カーサとケインさんが!?」


「ええ、もちろん。イギリスの吸血鬼といえば、いまも昔もウォーロック家が実じつ権けんを握にぎっていますからね。あの二人は、ウォーロック家の吸血鬼でしょう？」


　言われてみれば、その通りだ。ケインら『魔ま女じよモーガン』の血統は、イギリスのロンドンが本ほん拠きよ地ちである。


　──ま、待って、待って？　あの小説が発表されたのって、確か十九世紀末──一八九〇年代の後半よね。それって──


　百年前のロンドン。


　それは、ジローが人から吸血鬼に転てん化かした時間であり、場所ではなかったか？


　ズバリだった。


「祖父からは、当時のことをよく聞かせてもらいました。カーサのことも。ケインのことも。それに、事件に関わった、ある『若い日本人将しよう校こう』のことも」


「…………」


　啞あ然ぜんとして目を剝むくミミコに、サマンサはお茶ちや目めな感じで、悪戯いたずらっぽく笑いかけた。


「だから、香港で『彼』に会えたときは、とても感かん激げきしました。百年の時を飛び越こえ、祖父の時代を生きた人物と、直接話ができるなんてね。……フフ。長いこと生きてきたせいか、ちょっと捻ひねくれたみたいですけど。でも、それも表面だけだとすぐにわかったわ。素す顔がおは、びっくりするほど祖父から聞かされたままの人だった。一いち途ずで、誠せい実じつで、少し融ゆう通ずうが利きかないけど、とても素直。本当はね。わたくし、幼おさない頃ころから聞かされていた『日本人の将校さん』に、ずっと憧あこがれていたの。色々想像してたんですけど──まさに想像通りの方かただったわ」


「あ、あの、その、じゃあ教授は、ジローさんのこと……」


「ええ。よく知っています。向こうもね。まさか、聖戦の知られざる英えい雄ゆうになるなんて、夢ゆめにも思ってなかったけど」


　ようやくミミコは、初めてサマンサと顔を合わせたときのことを思い出していた。彼女は、ミミコに興味深げな視線を向けていたのだ。あのときは理由がわからずじまいだったのだが、ひょっとすると……


　すると、ミミコの胸中を読んだのか、サマンサはあっさりと首しゆ肯こうした。


「カーサが最初に特区を襲おそった事件は、すぐに十字軍にも伝わってきました。カーサを撃げき退たいしたのが、『銀ぎん刀とう』らしいということも。驚おどろいたわ。聖戦後行ゆく方えを眩くらました彼が、突とつ然ぜん特区に現あらわれて、しかも『カンパニー』の調停員コンプロマイザーの護衛クローザーをしているって言うんですもの。おまけに、その子はあの陣内さんが育てている子だと言うし。いったいどんな子なんでしょうって、実は会えるのを楽たのしみにしていたの」


「陣内部長とも？」


「ええ。よく知っていますよ。やたら口が達たつ者しやなこととか、そのくせ大事なことはいつも自分一人の胸の中に収めてしまうことなんかもね」


　サマンサは悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。つまり、最初からミミコのことは筒つつ抜ぬけだったのだ。おくびにも出さなかったサマンサを、ミミコは呆あきれたように見返した。


　──狸たぬき……


　類るいは友ともを呼ぶというべきか、リンスケといい神父といい、陣内の古い知り合いは、誰も彼も一ひと筋すじ縄なわではいかない。


「葛城さん。あなた、祖父の小説はお読みになった？」


「はい。読みました。大おお筋すじはいかにもフィクションなんだけど、吸血鬼の性せい質しつに関することなんかだけ、妙みようにリアルで……」


「途と中ちゆうで行方不明になる東洋人の青年がいたでしょう？　女吸血鬼にひと目め惚ぼれして」


「はい。名前は忘れ──って、ええ!?　まさか！」


「そう。祖父から直接聞いたわ。『彼』がモデルなんだって」


「…………」


　頭がこんがらがってきた。何しろ、小説に登場する東洋人の青年は、あくまで人間なのだ。ミミコにとってジローは吸血鬼だ。結びつくはずがない。


　しかし、


　──人間だった頃ころのジローさんが……


　あの小説を読んだのは、だいぶ前の話だ。しかし、初めて読んだとき、東洋人の青年だけが少し周まわりから浮ういている気が、確かにした。というのも、物語の中では完全に悪あく役やくとして描えがかれる吸血鬼に、彼だけが好こう意いを寄せ、惑まどわされてしまうからだ。


　ミミコが、そんな感想を述のべると、


「そうね。小説の評ひよう論ろん家かなら、あれは、モンスターであるはずの吸血鬼の人間味を描く要素として加えられているエピソード──とでも解説するんでしょうね。でも、なんのことはない。あれは当時起きた事件に関わった『彼』のことを、祖父が懐なつかしがって書き加えただけなの」


「じゃあ、あの……吸血鬼に惹ひかれてっていうのも……？」


「ええ」


　とサマンサは眼鏡めがねに指をかけ、少しだけ動かした。


「これは、あとになってウォーロック家の吸血鬼と話す機き会かいがあったときにわかったんですけどね。望もち月づきジローと『賢けん者じやイヴ』の話は、彼らの間でも語かたり草ぐさになってたわ」


「語り草？」


「そうよ。何しろ、カーサやケインも巻まき込こんだ、それはそれはにぎやかな大恋愛れんあいだったみたいですからね」


「大……」


　ひくっ、とミミコの頰ほおが引きつる。サマンサはこれ見よがしに頷うなずいた。


「軍ぐん人じんとしての地ち位いも、日本という故こ国こくも、それどころか人間としての生き方すら捨すてて、彼女に剣けんを捧ささげたんですもの。素す敵てきじゃない。まさにロマンスではなくて？」


　ぐっさりと胸を抉えぐられた気分だった。あまりにど真ん中過ぎて、悲しむこともできない。


　ミミコは思わず恨うらみがましい視線を向けた。


「……励はげましてくれるのかと思ったのに」


「あら。さっきの話の流れだと、わたくしは止とどめを刺さしてもらいたがってるんだとばかり思っていたわ。あなた、励まして、応おう援えんして欲ほしかったの？」


「そ、それは!?」


　澄すまし顔で聞き返すサマンサに、ミミコは顔を真っ赤にする。


　そして、ハッと我に返り、


「違ちがいますよ、教授!?　友達っ。さっきのはあくまで、友達の話ですから！」


「ああ、そうでしたね。ごめんなさい。うっかりしてたわ」


　サマンサは平へい然ぜんとしたものだ。完全に手て玉だまに取られている。まあ、先に相手に甘あまえたのは、ミミコの方なのだが。


「ま……いずれにせよ、百年も前の、昔むかし話ばなしよ」


　ぽつん、とサマンサが言った。


　しかし、ミミコには聞き流すことができなかった。


「……違います。百年前だろうと、吸血鬼にとっては昨日きのうのことです。あたしや教授にとっては、お祖父さんの世代の話だとしても、ジローさんにとっては、いまに繫つながる経けい験けんなんです」


　それどころか、ジローの核かくはそこにあると、ミミコは思っている。アリスに剣を捧げて吸血鬼に転化した。まさにそれが、ジローの基き盤ばんであり、原げん動どうなのだ。


　ところが、サマンサは思わせぶりに、「さて」と眉まゆを持ち上げた。


「そこがこの話のポイントよ、葛城さん。なるほど、吸血鬼望月ジローの始まりがそこにあるのは間違いないわ。でも、逆に言うと、大恋愛をした『彼』のお話は、そこでお終いなの。『彼』と『賢者イヴ』の恋愛はそこで完かん結けつしていて、そこから先は、望月ジローと『賢者イヴ』の関係が始まっているの」


「……ど、どういう意い味みですか？」


　サマンサの言わんとすることがわからない。顔をしかめるミミコだったが、サマンサは急に背筋を伸のばして、姿し勢せいを正した。


「いいかしら？　『吸血鬼学』の権けん威いなんて言われると自分でも実感が湧わかないんですけどね。でも、一生をかけて彼らを調べてきた人間として、言えることがあるわ。それはね。『吸血鬼になる』ということは、『人間とは違うものになる』ということよ」


　もったいぶって言われた台詞せりふに、ミミコは思わず、ぽかん、とする。


「……え？　そ、そんなの──」


「当あたり前まえ？　でも、葛城さん。あなたは本当に、そのことの意味がわかってるかしら？　人と吸血鬼は、違う、ということを。いい、葛城さん？　あなたも、概がい念ねんだけは習って、承しよう知ちしているでしょうけどね。吸血鬼の本質は『血』なの。吸血鬼とは血の繫つながり、つまり血けつ統とうなのよ。そして、己の血統に迎え入れるということは、相手を自分と同じものにするということ──ひとつになる、ということなの。人の恋愛とは違う。むしろ対たい極きよくにあることよ」


　サマンサは決して大声を出してもいないし、語ご気きを強めてもいない。なのに、彼女の台詞には、何かしらの含がん蓄ちくがあった。そして、迫はく力りよくがあった。彼女の言葉すべてに、彼女の意志と感情、彼女が培つちかってきた血肉の通う理論があるからだ。


　しかし、それでもやはり、ミミコにはわからない。ひとつになるということが、なぜ人の恋愛の対極になるのか。


　だから、


「なぜですか？」


　と思うままに尋たずねた。


「好きな人とひとつになるなんて、それは……あ、愛の究きゆう極きよくの形というか……理想像じゃありませんか？　あたしはそういうのには疎うといと自覚してますけど、でもやっぱり、そう思います」


「若い人はそう思うでしょうね。確かに、好きな人と一緒になりたいというのは、恋愛の基本的な心しん理りではあるのです。でも、決定的な違いは、人と人はひとつにはなれないということよ。なれないからこそ、なろうとするの。それが人の恋愛。辿たどり着けないゴールを目指して、走り続けることが」


「あ……」


　今度は、わかった。


　サマンサの語る恋愛観がどういうもので、それが確かに、真実を言い表す正しい表現のひとつであるということが、わかった。


　ミミコの瞳ひとみに理解が浮うかぶのを確かく認にんして、サマンサはさらに続つづける。


「ところが吸血鬼は、相手とひとつになれてしまう。そして、なってしまえば完結するの。そこから先は、恋愛感情とは違う境きよう地ちに、自然と移うつっていくわ。わたくしは、同じ血統同士──血族という関係性を貶おとしめるつもりはありません。吸血鬼が血族を大事にするのは、あなたも知っているでしょう？　その想おもいは、とても尊とうといものです。でも、人の恋愛ではない。人には想像することしかできない、異ことなる感情よ」


「……異なる、感情」


　ミミコがゆっくり、嚙かみしめるように繰くり返した。


　と──


　そこで突とつ然ぜん、サマンサが口調を変える。


「たとえば、世界が吸血鬼ではなく人によって支配されているのも、根こん本ぽん的てき原げん因いんは、そこにあると思うわ」


「は、はあ？　世界を支配、ですか？」


　あまりに唐とう突とつな話の切り替かわりに、ミミコが目を白黒させる。


　サマンサは構かまわずに、


「葛城さん。吸血鬼ではなく、人がこの世界を支配している、という現実認にん識しきに異い議ぎはおあり？」


「えっ。な、ない……かな？」


　流れについて行けないミミコだが、それでもとっさに考えて答えた。何しろ、吸血鬼たちはこれまでもずっと、人間たちから隠かくれて生きてきたのだ。どちらが支配しているかと言えば、人間の方だろう。


「では、その理由は？　個体として比ひ較かくした場合、吸血鬼は多くの部分で人間を上回っています。なのに、なぜ人間は吸血鬼を差さし置おいて、世界を支配できているのかしら？」


「……数、じゃないですか？　単たん純じゆんに。個体は弱くても、人は大勢います」


「では、どうして吸血鬼は人に数で劣おとるのか？　始祖ソース・ブラツドの数が少ない？　確かに、それは一いち因いんですね。でも、血を与あたえればそれだけで仲間を増やせるのに、彼らはなぜそうしないのかしら？　そもそも、吸血鬼同士では子供を産うまないのはなぜ？　吸血鬼だって子供は産めるのよ？　ところが、実際はダンピールしかいない──つまり、片方は必ず人間なの。この理由は？　原因は何？」


「いや、その、あの……」


「言ったじゃありませんか。吸血鬼はひとつになれてしまうからです。完結できてしまうからです。ところが、人間はそうじゃない。だから、そこで終われない。わかりますか？　人は、どうしても誰かとひとつになることができないという、根こん本ぽん的てきにもどかしい存在なんです。だからこそ、常つねに愛を求め、新しい恋をする。子を産み、その子に愛情を注そそぐ。それが人間という存在であり、人間の恋愛なのよ」


「…………」


　ミミコはもはや言葉もなく、ただサマンサの──彼女の何倍も歳としを取り、経験を積つんだ、大人の女性の話に、耳を傾かたむけた。


　そして──


　──え？


　突然、ぴくっと傷が疼うずいた。正確には傷ではない。傷きず痕あとですらない。傷があった場所が、ぴくりと疼いたのだ。


　左手の手首。もうすっかり癒いえているはずの、コタロウの嚙み傷だ。『賢者イヴ』の、牙きばの痕だった。


「──葛城さん」


「え？　あ、はい」


「『あなたのお友達』に言ってあげて。あなたには、あなたの好きな人を、彼が大事にし続けている人と一緒に、丸ごと愛してあげることはできないですか、って」


「丸ごと、一緒に？」


「そう。だって、彼とその大事な人は、ひとつなんですもの。難むずかしいかしら？　頭ではわかっていても、割り切れない？」


「それは──」


　わからない。しかし、ミミコにわからないことを、サマンサは「大だい丈じよう夫ぶ」と力強く請うけ負おった。


「人が誰かを愛する力は、とても強い。愛するためなら、そこにどれほど困こん難なんな障しよう害がいがあろうと、乗り越こえて、愛してしまう。世界を支配する『人の愛』に、できないことなんかあるものですか」


「…………」


　ミミコはうつむいた。左手の手首を、そっと押おさえる。自分の脈が伝わる。熱い血ち潮しおが感じられる。コタロウに分けてあげた血。ミミコの赤い血レツド・ブラツドだ。


「……伝つたえます」


　ミミコは小さく、しかしはっきりと言った。サマンサは心の底から満足そうに頷いた。彼女がミミコを見る目は、もはやすっかり孫まご娘むすめを見る祖そ母ぼのものだ。


「……いけない。すっかり遅おそくなってしまったわ。ごめんなさい、葛城さん。こんなになるまで連れ回して」


「そんなっ。こちらこそ──ありがとうございました。今日は本当に、楽しかったです」


「ところで、ひとつお願いがあるのですけど」


「はい？　なんでしょう？」


「あなたのこと。今後プライベートでは、ミミコと呼ばせてもらってよろしいかしら？」


　澄すまし顔で、サマンサが尋たずねた。


　ミミコは破は顔がんして、


「はい」


　と頷うなずいた。


　その直後だった。


「『乙女メイデン』伏ふせろ！」


　鋭するどいかけ声と同時に、びゅっ、と大たい気きが揺ゆらぎ、ミミコたちのいる川辺のテーブルが、音を立てて揺ゆれた。


　シンガポール・スリングのグラスが倒たおれる。倒したのは、テーブルの上に忽こつ然ぜんと現れた男だ。暗い服に身を包み、爛らん々らんと目を光らせ、牙きばを剝むく男。男は、凍こおり付くミミコの顔に視点を定さだめていた。手にあるのはナイフだ。振ふりかぶる──ような手て間まはかけず、ミミコ目がけて真まっ直すぐに腕うでを突つき立てた。


　だが、ぎりぎりのところで真横から力場思念ハイド・ハンドが襲おそい、男を吹ふき飛ばした。ナイフの切っ先が、鼻先を掠かすめ、前まえ髪がみを揺ゆらして、真横に流れた。


　男が川に落ちる。水音と、水みず飛沫しぶきが上がる。


「な……!?」


　──吸血鬼！


　周辺の客が悲ひ鳴めいを上げた。


　ミミコは突き動かされるようにテーブルをはね除のけ、椅い子すを後ろに蹴けり飛ばした。動けるスペースを確保したのだ。向かい側のサマンサは、椅子に座すわったまま目を丸くしている。彼女に避ひ難なんを促うながすより先に、まず周囲を見回した。


　川に落ちた吸血鬼は、まだ浮ふ上じようして来ない。客たちはてんでバラバラに逃にげ惑まどっている。その、混乱する人々の頭上を飛び越えて、ナイフを構えた二人目の吸血鬼が襲ってきた。


　ミミコがサマンサに駆かけ寄り、椅子ごと押おし倒した。彼女を庇かばい、上に覆おおい被かぶさった。


　しかし、身を投げ出したミミコの前に立ち塞ふさがる人物がいた。


　ギルバートだ。襲ってきた吸血鬼を、力場思念ハイド・ハンドで弾はじき返かえした。一人目の男を弾き飛ばしたのも、彼がやったのだろう。


「ジャネット！」


　ギルバートが叫さけぶ。


　答えるように、ミミコが座っていた側の後方から、吸血鬼の断だん末まつ魔まが上がった。そちらに顔を向ける。すると、まさに衣服を残して灰はいになった直後の吸血鬼と、彼を剣けんで真まっ二ぷたつにしたジャネットの姿が見えた。


　しかし、ミミコが確認できたのはそこまでだ。


　直後にジャネットの姿が搔かき消きえた。ゴウッ、と風がつむじを巻まくような音が響ひびく。そして悲ひ鳴めい。再びジャネットの姿が現れたとき、彼女は愛あい用ようの十字剣を斜ななめ上に振り抜ぬいていた。彼女の刃やいばにかかった吸血鬼が、灰となって剣けん風ぷうに飛ばされた。倒れ伏したままミミコは目を瞠みはった。
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　強い。彼女は古血オールド・ブラツドだと聞いているが、敵の吸血鬼がまったく相手にならない。


　水柱が上がった。


　川に落ちた吸血鬼が、再び跳ちよう躍やくしたのだ。水すい滴てきがライトに反射して、夜空に無数の輝かがやきをばらまいた。ジャネットが迎むかえ撃うとうとし──しかし、愕がく然ぜんと動きを止めた。


「パーマー!?」


　──え？


　知り合いなのか、と思ったあと、ミミコは吸血鬼が着ているのが『赤い牙レツド・フアング』の制服であることに気がついた。瞬しゆん間かん的てきに理り解かいする。襲撃者たちは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』なのだ。そして、この吸血鬼は元『赤い牙レツド・フアング』の隊員で、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまったのだ。


　ずぶ濡ぬれの男は、かつての隊長を認識する様子もなく、牙を剝いてミミコに襲いかかった。が、再びギルバートが、それを阻そ止しした。ナイフを持つ腕を、片手でつかみ止める。そのまま、片手を封ふうじただけで、相手をその場に釘くぎ付づけにした。


「ジャネット」


「…………」


「ジャネットっ。斬きれ！」


　鋭するどい命令だった。ギルバートは、男の目を──精せい神しん支し配はいを受けた正しよう気きのない目を──直ちよく視ししながら、命じた。ジャネットも、二度は躊ちゆう躇ちよしなかった。駆かけ寄より、一いつ刀とうのもとに、男を斬り捨てた。


　敵は三人だけだったらしい。周囲から緊きん迫ぱくした空気が消えた。客たちは全員逃げ出している。ただ、パニックは広がっているようで、遠くで次々に悲鳴が連れん鎖さして聞こえてきた。


　ミミコはゆっくり立ち上がった。


　サマンサに手を貸す。彼女はまだ目を丸くしていたが、何が起こったのかは理解しているらしい。取とり乱みだした様子は見せなかった。


　ジャネットが、十字剣をギターケースにしまう。ギルバートは無言のまま、灰になったかつての血族を見下ろしていた。


　ミミコはサマンサに怪け我ががないことを確認したあと、ギルバートに礼れいを言おうとした。


　しかし、


「……トーマス・パーマーは、母子家庭に育そだった」


　ギルバートが小さくささやいた。まるで独ひとり言ごとのようだった。ミミコは、「……え？」と聞き返した。


「……母親は身体からだを壊こわして学がく費ひを稼かせぎ、パーマーを大学にやった。やがて彼は軍ぐんに入り、優ゆう秀しゆうな成績が認められた結果、『赤い牙レツド・フアング』への入隊を勧すすめられた。年老いた母親を養やしない、毎月一回は母親の好きなオペラに連つれて行っていた」


「ギ、ギルバートさん？」


　ミミコが声をかけたが、ギルバートは振り返らなかった。じっと、灰になったパーマーを見つめている。


　若き始祖ソース・ブラツドは続ける。


「ジョゼフ・ウィルソンは四人兄弟の末すえっ子だ。兄たちはいまも、彼が軍の研けん究きゆう施し設せつで働はたらいていると信じている。フレデリック・マクドナルドは別わかれた妻つまとの間に子供がいた。部隊に入ったあとも、ずっと陰かげから生活を援えん助じよしてきた。エドワード・ゴードンは釣つりだけが生き甲が斐いの男だった。引退したら世界中の湖みずうみを旅して回るのが夢だと言っていた。ドナルド・オブライエンはクリスチャンだった。国のために転化を受け入れ──牙きばを生やしたあとは、十じゆう字じ架かを怖おそれずに済すむことに驚おどろき、心から喜んでいた……」


　ギルバートの声は淡たん々たんとしていた。しかし、口にされる言葉の奥おくに、ひとつ、またひとつと、静かな怒いかりが──憤ふん怒ぬが込められていた。先せん日じつ会ったときと、見た目の印象は変わらない。センスの良い、スマートな装よそおいに立たち居い振ふる舞まい。だが、いまや彼の放つ印象は、青光りする抜ぬき身みのナイフのようだった。触ふれるものを触れただけ切り裂さく、危険なナイフそのものだ。


　いつしかジャネットも、聖せい職しよく者しやの言葉に頭を垂たれる信徒のように、ギルバートの側そばに控ひかえていた。


　始祖ソース・ブラツドが唱となえる、彼自身の子供たち──血族への哀あい悼とうが続く。


　やがて、ギルバートは言葉を切り、静かにミミコへ顔を向けた。底そこ冷びえのする視線が、否いや応おうもなくミミコを威い圧あつした。サマンサがそっと肩かたに手を置いたが、ミミコはそれに気がつくゆとりさえない。


「『乙女メイデン』。僕ぼくは、特区にのさばる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』どもを一いつ掃そうする。なんとしてもだ。一刻も早くだ」


　抑おさえられた声なのに、まるで雷らい鳴めいのようだった。雷らい神じんがその怒りのままに、嵐あらしを起こしているかのようだ。


「返事は急いでくれ。特区が燃えたあの夜から、僕はずっと血ちに飢うえている」


　ギルバートが、言葉と意志を突つき付ける。ミミコは息を呑のみ、青く燃える炎ほのおのような吸血鬼を、ただ見つめ返すことしかできなかった。意識せぬまま、左手首をぎゅっと握にぎり締しめた。
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　まただ。


「……ん」


　うとうとしていたコタロウが、不ふ意いに寝ねぼけ眼まなこを宙ちゆうに向けた。


「……ミミちゃん……と、誰？」


　まだぼんやりと視点の定まらないまま、コタロウは首を傾かしげた。


　コタロウの足あし下もとで本を読んでいたワインが──もちろん、捕ほ虜りよの見み張はりをしているのだ──彼の声に顔を上げた。


「なに？　また寝ぼけてるの？　あなた、ほんとに捕虜としての自じ覚かくが足りないわね」


「……んー」


　ワインの、呆あきれたような──聞きようによってはお姉さんぶった──非ひ難なんを受けても、コタロウはまだ夢ゆめ見み心ごこ地ちのままだった。のろのろと瞬まばたきをしたあと、ゆっくり目をそばめ、薄うす目めになった。


　胸の奥に、心を向ける。自分の中にある、自分以外の不安。いまにも消え入りそうな声に、耳を澄すませる。


　それは、小さくなって震ふるえていた。心細くて泣いていた。コタロウは顔を曇くもらせた。


　どうすれば、勇気づけてあげられるだろうか。


　彼女のためにも。そして、自分のためにも。


　コタロウの青い瞳ひとみが、完全に閉とざされた。唇くちびるが結ばれ、眠ねむったようになる。足下のワインが、ため息をついて読書に戻もどる。


　その場にいたのがワインでなくカーサなら気付いただろう。目を閉じたコタロウが、少しずつ雰ふん囲い気きを変えていくことに。


　まるで、淡あわい黄金色の光を、内側から放つように。


　その偉い大だいな本質の、片へん鱗りんを示しめすように。


『賢けん者じや』は深く、深く、自らの奥に、潜もぐり始めた。
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「……ほれ」


　差し出されたのは、鞘さやに収まった状態の、ひと振ふりの日に本ほん刀とうだった。


　緊張した面おも持もちで、ジローがそっと日本刀を受け取る。受け取った瞬しゆん間かん、軽かるく顔をしかめた。逆に、渡わたした虎こ仙せんは、鞘を手放した瞬間やれやれという表情になった。


　ジローが渡されたのは、愛刀の銀ぎん刀とうだ。特とつ区くでの激げき戦せんで幾いくらか刃はこぼれができ、銀のコーティングもあちこち剝はがれていた。崑こん崙ろんに入って修しゆ行ぎようが始まってからは、虎仙に預けていたのだ。


　しかし、先日の暴走を押おさえ込んだあと、虎仙はジローの銀刀を、『真しん祖そ』に代々仕えている人間の一族に渡した。刃を研とぎ直し、銀のコーティングを新あらたにするためだ。それが、完成したのである。


「抜ぬいてみよ」


　ジローは頷うなずき、柄つかに手をかけた。


　鞘と柄を持つ手に力を入れる。スッ、とひと息に、鞘から刃を抜く。


　現れた刀身は、見事に修しゆう復ふくされていた。研ぎ上げられ、完かん璧ぺきにコーティングされ直している。


　だが、以前のコーティングとはわずかに輝かがやきが違ちがっていた。受ける印象が、冷たく、重たい。光の加減で、まるで生物が脈みやくを打っているように見える。何よりも、ジローにかかるプレッシャーが桁けた違ちがいだった。直ちよく視しするだけで目が痛いたみ、掲かかげているだけで、腕うでが恐きよう怖ふに震ふるえそうになる。


　コーティングに使用した銀の中に、あの真銀ジエインの欠片かけらを混ぜたのだ。
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「……くっ」


　限界を感じ、ジローは生まれ変わった銀刀を鞘に戻した。側そばにいた虎仙も、厳いかめしく強こわ張ばらせていた表情を、「ふう」と弛し緩かんさせた。


「さすがに、真銀そのものよりは、ちとマシになったか。じゃが、十分剣けん呑のんじゃな。それで良いのか？」


「……はい。虎仙には精神を鍛きたえる術をずいぶんと教えて頂きましたが……結局私には、『剣』が一番肌はだに合うようです」


「ふん。……そんな手になっても、剣にこだわるか」


　虎仙が鼻を鳴らして指し摘てきすると、ジローは苦く笑しようして利きき腕である右の手を見た。


　ジローの右手は赤黒く変色していた。手のひらだけでなく、二の腕の半ばまで変化している。一見すると腕には見えず、乾かわいて固こ化かした血の塊かたまりのようだった。


　真銀を素す手ででつかんだ後こう遺い症しようだ。感覚もそれまでとは違ってしまい、まるで自分の腕ではなくなったようだが──少なくとも、動きはする。


「『剣』の修行は心しん技ぎ体たいを揃そろって鍛えるものです。大だい丈じよう夫ぶですよ。右腕がこのまま腐くさり落ちたとしても、心と技わざでカバーします」


　穏おだやかに言うジローだったが、真銀の影えい響きようは右腕に留とどまらない。度たび重かさなる『血』の暴走は肉体の破は壊かいと再生を連れん鎖ささせ、ついにはいびつに変へん容ようさせつつあるのだ。


　それでもジローは怖おそれない。怖れずに、前に進む。どれほどの犠ぎ牲せいを払はらおうと、いまは前に進む実じつ感かんがあることの方が、遥はるかに嬉うれしいのだった。


　新しくなった銀刀も、前に進んだという実感のひとつだ。


「まあ良いわ。ぼちぼち始めるか」


　虎仙が修行の再開を促うながす。「はい」とジローは答えたが、答えたすぐあとで、突とつ然ぜんハッと顔を上げた。


　信じられない顔で、


「──コタロウ？」


　呆ぼう然ぜんとして周囲を見回す。いまジローたちがいるのは、瞑めい想そうに使っている洞ほらの外だ。辺りの山やま肌はだは相変わらず霞かすみに包まれている。ときおり微び風ふうが吹ふいては、白い靄もやがヴェールのように揺ゆらいでいた。


　いつも通り、他に人の気配はない。


　しかし……


「なんじゃ？　やる前から怖おじ気けづいたか？」


「……いえ。いま、弟の声が……」


　耳を澄ます。じっと、霞の向こうに目を凝こらす。いまは銀刀に含ふくまれる真銀が邪じや魔まだ。ジローはゆっくりしゃがみ、銀刀を地面に寝ねかせた。立ち上がり、全身の感覚をオープンにした。


　気のせいだろうか。それとも──


「──っ！」


　聞こえた。コタロウの声。弟が呼んでいる。


　兄弟の間にある、共きよう感かんだ。ざわり、と前任者たちが色めき立つのがわかった。


　──コタロウ！


　思念を全開にして放出した。手て応ごたえはない。しかし、間違いない。弟が、なんとかして兄にコンタクトしようとしている。ジローに向かって必死に手を伸のばす気配が感じられる。


「虎仙っ。崑崙を覆おおう『真しん祖そ』の力が邪魔です。消してもらって下さい！」


「なっ!?　こ、この大おお戯たわけっ！　恐おそれ多いにもほどがあるわっ。なんちゅーことを言いよるか！」


　我われを失うジローに、虎仙が顔を真っ赤にして唾つばを飛ばした。


　ところが、その直後、周囲で揺らいでいた霞が、動きを止めた。しかも、高速で早回しされる映像のように、山やま裾すその方へ一いつ斉せいに退ひき始めた。


　見る見る内に、ゴツゴツとした山肌が顕あらわになり、岩いわ陰かげで咲さく草花が顔をのぞかせる。眼がん下かに雲うん海かいが見えたかと思うと、周りの視界が開け、遥か地平線まで見み晴はらせるようになった。


　頭上には透すき通とおる夜よ空ぞら。満天に星々が散らばり、彼方かなたに月が浮ういている。深い群ぐん青じよう色いろは、直ちよく接せつ宇う宙ちゆうと触ふれ合あっているかのようだ。耳の奥おくがキーンと痛むような錯さつ覚かくさえ覚えた。


　崑崙が、開かれた。


「混こん沌とん様……」


　虎仙が愕がく然ぜんとして息を呑のんだ。崑崙が開かれたことなど、彼が知る限り初めてのことだ。


　一方、ジローは周囲の変へん貌ぼうに鳥とり肌はだを立てていたが、すぐ我に返って、弟との共感に集中した。


　コタロウはいま、特区にいる。思えば、ジローが己おのれの主あるじとこれほど遠く離はなれたことは一度もない。不ふ甲が斐いない護ご衛えい者しや。不甲斐ない兄だ。それなのに、コタロウは自分を頼たよってくれる。頼り、必ひつ死しに手を伸のばしてくれる。


　その手に触ふれることが、どうしてできないはずがあるか。


　前任者たちが何か言ったが、もはやジローは微み塵じんも気を逸そらさない。隣となりにいる虎仙が目を剝むくほど、空そら恐おそろしい集中力で、真まっ直すぐコタロウに意識を向けた。


『賢者』の血が、


　ドクン、


　とうねる。





　──兄あに者じや！





　その瞬間、ジローは光の速度で、弟へと繫つながる血流の中へダイブした。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　ギルバートが立ち去るのと入れ替かわりに、ミミコを捜さがしていたサキとスワンが、騒さわぎを聞いて駆かけつけた。尾根崎とも連れん絡らくを取り、その場は二人に任せて、ミミコはホテルに戻もどることになった。


　クラーク・キーを離れ、タクシーを拾ひろったところで、サマンサとも別れた。


「いまは辛つらくても、投げ出してしまっては駄だ目めですよ？」


　別わかれ際ぎわの台詞せりふにミミコは頷うなずいたが、それは同意したというよりは、サマンサを心配させたくなかったからだ。


　ホテルに戻ったミミコを、ヒバリが迎むかえてくれた。余計なことは何も言わず、聞かない。ミミコがひと言「ゴメン」と謝あやまると、おどけるように首を竦すくめた。


　尾根崎と神父もすぐに駆けつけてきた。ミミコが襲しゆう撃げきを受けたことはすでに報告されていたのだろう。彼女に怪け我ががないことを自分たちの目で確かく認にんすると、疲ひ労ろうした顔に安あん堵どを浮かべた。


「『豪ごう王おう』に助けられたそうだな」


「はい。勝手なことをして、申し訳ありませんでした」


　ミミコが頭を下げる。尾根崎はちらっと神父と目を見合わせ、深ふか々ぶかと息をついた。


「……有ゆう給きゆう休きゆう暇かは労働者の権けん利りだ。ただ、次から休暇届は、事前に提てい出しゆつしてくれ」


　言いたいことはあるのだろうが、ミミコの顔を見た尾根崎は、それ以上の小こ言ごとはのみ込んだ。


　代わりに神父が、


「──ミミコ」


　と彼女の前にしゃがみ、顔をのぞき込んだ。


「『豪王』の提てい案あんについては、本当に君だけで抱かかえ込むことはないんだ。それだけは、わかってくれ」


　結局それだけ言って、神父、それに尾根崎とヒバリも、ミミコの部屋を出て行った。ミミコはまた一人になった。


　シャワーを浴あびて汗あせを流す。水差しの水をコップに入れて、ゴクゴク飲み干ほす。一流ホテルのスペシャル・スイートだけのことはあり、夜は静かで物音ひとつしない。それが嫌いやでテレビをつけたが、ニュースであの映像が流れた途と端たん、即そく座ざにスイッチを切った。


　寝しん室しつに駆け込み、ベッドに倒れ込む。一ひと抱かかえもあるピローを両手で抱だきしめ、顔を埋うめる。


　川辺で見たギルバートの姿が目ま蓋ぶたの裏に焼き付いていた。単たんなる権けん力りよく欲よくだけではなかったのだ。というより、彼の権力欲とは、あくまで血族のためのものなのだろう。自らの血族のために、手しゆ段だんを選ばず、がむしゃらになっている。若い始祖ソース・ブラツドの、あれが本当の姿なのだ。


　わかる。理解できる。


　ギルバートは、自身の背負った責任を果たそうとしている。自分よりも、ずっと立派だ。


　──『世界を支配する「人の愛」に、できないことなんかあるものですか』


　そうなんだろうか？　でも、どうすればいい？　どうすることが正しくて、どうすれば自分は救すくわれるのか？　自分と、周まわりの人たちは。


「…………」


　考えがまとまらない。ピローに埋めていた顔を横に向ける。ジローの赤い帽子が見えた。ミミコは帽子を、じっと見つめた。


　ベッドに横になって初めて、自分がどれほど疲つかれていたか気がついた。何しろ、一日中歩き回っていたのだ。色んな体験もした。色んな話も聞いたし、色んな目に遭あった。そろそろ、ガス欠だ。


「……寝ねよう」


　目蓋が重たくなるのに任せて、ミミコは目を閉じた。手足から、運動のためのエネルギーがベッドに吸い込まれていく。今日一日で見たもの、聞いた言葉が、泡あわのように浮かんで弾はじけた。見て、聞いて、味わって、その結果自分が感じたことが、胸の中にぽつぽつと浮き上がる。逢あいたいな、と思った。ジローとコタロウに逢いたい。逢って話したい。今日という一日を。いまの自分を。これからの自分を。


　逢いたい。


　逢いたい。逢いたい。


　逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。


　逢いたい──


　フ──とミミコの吐と息いきが寝ね息いきに変わる。


　その瞬しゆん間かん、ミミコは、ぐんっ、と自分が引ひっ張ぱられるような感覚を覚えた。





　──ミミちゃん！





「……ん？」
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　ぱち、と瞬まばたきをしたミミコの視界は、ぼんやり霞かすんでよく見えなかった。


　ただ、横たわったはずの身体からだが立っている。


　立っているというか、宙ちゆうに浮ういている。


　宙に浮いた上、ぴくりとも動かせない。


　ぎょっとして目が覚めたつもりが、身体はもちろん、視界も霞かすみがかったままだ。意識はしっかりしている。他人の身体の中にいる感覚。しかも、五感を共きよう有ゆうしている。


　──これ！


　共きよう鳴めい現げん象しようだ。しかもこの身体は──


　──コタロウ君!?


　ぼやける視し界かいに映るのは、見覚えのある暗くらい地ち下か室しつ。どこだ、と自じ問もんし、すぐに思い出す。九龍クーロン王おうの墓ぼ所しよ。事務所の隣となりにある墓ぼ地ちの地下だ。コタロウ以外は誰だれも──いや、いる。足あし下もとに誰か小さい子供がいる。


　──あれ？　この子。


　どこかで──と思った瞬間、





　ドクン





　人ひと気けのない廃はい墟きよにいた。


　強きよう靭じんでしなやかな両足が、アスファルトを踏ふみしめて、一歩また一歩進んでいる。若く、健康的な身体。女性らしい身体のラインをあえて男物のジャージに隠かくし、目ま深ぶかに黒くろいニット帽ぼうを被かぶったのは──


　──サユカさん!?


　ミミコが仰ぎよう天てんした瞬間、突とつ然ぜんサユカの視界の真ん中で、こちらを振ふり向いた人──ではなく、「物」があった。我わが目とサユカの目を同時に疑うたがう。なぜならそれは、


　──バ、バウワウ卿きよう？　え？　ええっ!?


　しかも、なんか歩いている。独ひとりでテクテク歩いている。振り返り、ボタンの瞳ひとみがサユカと──ミミコと──目を合わせる。


　──あれ？


　その瞬間、バウワウの顔と、誰かミミコのよく知る顔が重なった気がして、





　ドクンッ





　森。冬の森。雪に閉とざされた、深い森。


　太くたくましい両足が、降りしきる雪の中、ざくざくと弛ゆるまぬ歩みを進めている。強い力と、より強い自じ制せい心しん。揺ゆらぐことのない鋼はがねの意志。暗く深い、大自然の奥おく地ちにあって、自分を見失うことなく、着実に旅を続けている。


　──……ケインさん。


　ケインだった。たった一人、分ぶ厚あついコートをまとい、手にトランクを提さげて、黙もく々もくと歩き続けている。場所はわからない。ずいぶん北に思える。胸に吸い込まれる冷たい空気が、リアルな感かん触しよくで感じ取れた。


　──どういうこと？　共鳴じゃないの？


　ケインに血を吸われたことはない。もちろんサユカにも──それ以前に、彼女は転化したのだろうか？　さっき感じた感覚は、吸血鬼ブラツク・ブラツドのものだった。とすると、やはり共鳴なのか？　ミミコはコタロウに血を吸われた。共鳴は、コタロウの中のミミコの血が引き起こす。そして、コタロウは『賢けん者じや』として、様さま々ざまな血統の『血』を──いや待て。その『血』はいまジローの方が、





　ドクン！





　誰かの心臓が脈打った。これまでに経験したことのない、まるで世界全体が脈打ったような衝しよう撃げき。同時に脈動が押おし寄せる。ミミコの意識は一気にのみ込まれ──





　意識が飛ばされ、弾はじかれるうちに、自分の置かれた状じよう況きようが、なんとなくわかってきた。何かを、繫げようとしている。チャンネルを次々変えるように──水圧に暴れ回るホースを、水みず浸びたしになりながら固定させるように、誰かが何かを繫つなげようとしているのだ。


　それは大きな力で。


　巨きよ大だいな存在の意志で。


　人とは──「個」とは違ちがう、集合体としての作用なのだ。


　ミミコの中で、これに当てはまる言葉は二つしかない。


　──『血』？


　それとも、


　──始祖ソース・ブラツド？


　気がついたときミミコは、「流れ」の中にいた。「急きゆう流りゆう」の中に。そうとしか説明できない。現実の空間とは異ことなる、別のどこかだ。目まぐるしく動く視界。自じ在ざいに滑すべり、跳はね、沈しずんで、浮うき上あがる。何なに者ものにも縛しばられない、自じ由ゆう奔ほん放ぽうな流れ。力強い脈動が、ミミコの全身を揉もむ。楽しげな鼓こ動どうが、ミミコの心臓をダイレクトにノックする。


　不意に、重力から解とき放はなたれるように──


　ミミコの身体からだが、一気に押し上げられた。


　浮ふ上じよう。


　そして飛ひ翔しようする。


　足下に──なんと──ラッフルズ・ホテルの屋根が見えた。だが、ほんの一瞬だ。たちまち、マリーナ・ベイが、シンガポールの街まち並なみが、シンガポールの都市が、足下に遠ざかっていく。マレー半はん島とうが、シンガポール海かい峡きようが見え、バタム島が、ビンタン島が、巨きよ大だいなスマトラ島が──


　上じよう昇しよう。


　遥はるか下方に遠ざかる大地に、ミミコは全身を痺しびれさせる。視線を横に向け──息を呑のむ。地ち平へい線せんが見えた。地平線が、線から、弧こになった。大たい気きの層そうが青白く見える。黒い宇宙がすぐ側そばにある。月が近い。想像を絶ぜつする高度。圧あつ倒とう的てきに広大な空間に、ぽん、と放ほうり上げられたような、この感覚。


　ジタバタしながら北の方角を見た。インドシナ半島がわかる。そして、遥かに広がるアジア大たい陸りく。あっ、と思いつく。またジタバタしながら、大陸の海岸線をなぞって──北東の方角を望む。


　広大な大陸と、圧倒的な海。太平洋。目をこらす。もっと──もっと向こうだ。あれは──違う。あの形は台たい湾わんだ。もっと向こう。日本は──特とつ区くは──





「ミミちゃーん！」





「コタ──!?」


　名を呼ばれた──召しよう喚かんされた瞬間、ミミコは凄すさまじい急流にのまれ、日本の上空に吸い寄せられていた。意識が吹ふっ飛ぶとか、もうそんなレベルではない。一度死んで生まれ変わるほどの衝しよう撃げき。目め眩まいと吐はき気けと走そう馬ま燈とうと産道通過が、一瞬で凝ぎよう縮しゆくされ、シェイクされたような大混乱。人の感覚を遥かに上回るスペクタクルな瞬間を切り抜ぬけたあと──


　どさっ、


　と胸の中に、温あたたかく柔やわらかく、確かな重みのある人ひと肌はだの感覚が飛び込んできた。


　とっさに抱だき止めた。ぎゅっと抱きしめた。そして、抱きしめ返された。


「ミミちゃん！」


「コタロウ君!?」


　腕うでの中に飛び込んできたコタロウに、ミミコが大声を出した。そして、腕の中でこちらを見上げるコタロウの姿すがたに、声にならない驚きよう愕がくを見せた。


　自分が抱きしめているのは、コタロウだがコタロウではなかった。金色の髪かみがオーロラのような揺らめく閃せん光こうを発はつし、白い肌がほのかに淡あわい燐りん光こうを放っている。心の底から笑う大きな瞳ひとみは、全体として青い色を成しつつも、千のきらめきを束たばねたかのような強い輝かがやきを宿している。そして、身体全体から発はつ散さんされる、途と方ほうもない力の波動。まるで生まれたての星を抱だいているようだ。


「コ、コタロウ君!?　どうしたの、それっ？　なんか──なんか君、すごいことになってるわよ!?」


「ちょっと待ってね！　いま兄者も呼ぶから！」


「いや、そうじゃなくて君の──って、え？　ジローさん？」


　ミミコに身体を預けたまま、コタロウが顔を西に向けた。大陸の方向。思わずつられて、ミミコも視線を向ける。


　ぞわりとした。


　大陸の遥か奥地。そっちにはそっちで、何か途方もないものがいるのがわかる。人というより、嵐あらしのような──もっと大きく、上空に漂ただよっている何か。しかも、こっちを見ている気がする。しかもしかも、どういう訳だか「既視感デジヤ・ビユ」を感じる。おかしい。あんな、気象情報じみた人外の何かに知り合いなどいない。いや、でも、そうだ。「楽しく思う」とかなんとか……


　と思った瞬間、何かは、ふわりと微笑んだ。


　そして、遥か大陸の奥地から日本の上空まで届とどく、とんでもない突とつ風ぷうが──脈動が──吹き付けてきた。


　こんなのひと溜たまりもない。木この葉はのように宇う宙ちゆうの果てまで吹き飛んで──しまわなかった。コタロウが、ミミコに抱かれたまま、突とつ風ぷうに逆らうように顔をもたげた。


「やった！　繫つながった！　ありがとう、混沌さん！」


「コ、コタ、コタ!?」


　ミミコがパニクりコタロウを抱きしめる。というか、しがみつく。


　コタロウは気にせず、大きく、胸むね一いつ杯ぱいに息を吸すう。





「あーに、じゃー！」





　そして──


　赤い。


　赤い、一いち陣じんの疾しつ風ぷうが。


　遥はるか遥か遠い大陸の奥おく地ちから、真まっ直すぐに、凄まじい速さで急接近してきた。


　まるで大たい気きを駆かける流りゆう星せいだ。触ふれれば焼き切れそうな速度で──当たれば粉々に壊こわされそうな勢いきおいで──近づいてきた。


　しかも、触れても当たっても一瞬で破は壊かいされそうだというのに、ミミコは、その赤い風を見た瞬間、


「あ──」


　手を、差し伸のべていた。


　その手を、ジローがつかまえた。


「ミミコさん！」


「ジローさん！」


　勢いきおい余あまったジローの身体が、ミミコを支し点てんに振ふり回される。繫いだ手を中心に、くるくると回転する。


　ミミコは手を放さない。力ちから一いつ杯ぱい、握にぎり締しめる。握り締めた手が、人の手をしていないことにも気がついた。そんなの、まったく気にならなかった。片手で輝かがやくコタロウを抱き、片手で吹き飛ばされそうなジローをつかまえる。


　夜色をした宇宙の側そばで、他に何もない、透とう明めいなほどの上空で。


　ジローとミミコは円えん舞ぶを踊おどり、コタロウの輝く髪かみが、黄金色の尾おを曳ひいた。


「ミミコさんっ。いきなりでなんですが、この状じよう況きようを説明できそうですかっ？」


「無理っ。あえて言うなら、夢っ？」


「待って、兄者！　どーしてぼくじゃなくて、ミミちゃんに聞くの？　兄者呼んだの、ぼくなのに！」


「お前はどうせ、なんにもわかってないんでしょう！」


「あー、ひどいー！　せっかく呼んであげたのにぃ！」


「じゃあ説明してよ、コタロウ君！」


「よくぞ聞いてくれました、ミミちゃん！　これぞ、必ひつ殺さつ──ってイタ!?　兄者がぶったあっ!?」


「『必殺』の時点で、却きやつ下かです！」


「そんなあっ。兄者のイケズぅ～」


　いつも通り──呆あきれて笑ってしまうぐらいいつも通りの会話を交かわしつつ、ジローとミミコとコタロウは、結けつ構こうな勢いでくるくる旋せん回かいし続けた。


　落ちているのか、上じよう昇しようしているのかもわからない。地球と宇宙がぐるぐる入れ替かわり──でも三人の視線は、互たがいを絶対見失わない。大声で、声を掛かけ合った。


　いいのだ。


　たとえこれが訳のわからない状じよう況きようでも。誰にも説明できなくても。どんな理由が裏にあろうと。ひどい運うん命めいに、弄もてあそばれているのだとしても。


　特区で別れて以来の、三人の再さい会かいなのだから。


「ジローさん！　コタロウ君！　二人とも……元気にしてたっ？」




[image: ]


「ミミコさんこそ！　少し瘦やせたみたいに見えますよ？　体たい調ちようはよろしいのですかっ？」


「ぼくはいま動けないけど元気だよ！　兄者も、ミミちゃんも、ほんとに、なんか、久ひさしぶりだよね！」


　本当にそうだった。コタロウの言う通りだ。実際何日会わなかったかという、時間の問題ではない。三人は離はなればなれになってしまって──すごくすごく、遠くに別れて。


　でも、それっきりにはならなかった。


　あれが最後には、ならなかったのだ。


「ジローさん！　最さい近きんどう？」


「え？　あ、ああ。『真しん祖そ』の元もとで修しゆ行ぎようしてます！」


「修行!?　あはは。またずいぶん時代がかってるわね！　アナログ！」


「なんとでもっ。でも、大変ですよ？　特に、『西の虎仙』という方が、『真祖混こん沌とん』の血統のイメージを根底から覆くつがえしてくれる方でして、それはもう──！」


「セイさんとは違ちがうの？」


「大違いです！　ここだけの話ですが、天然記念物並みの『クソジジイ』ですよ！」


　ジローが思い切りしかめ面つらをする。思わずミミコは噴ふき出だした。ジローが老人を貶けなすなんて滅めつ多たにないことだ。俄が然ぜん、『西の虎仙』とやらに興味が湧わいた。


「ぼくは？　ねえ、ミミちゃん、ぼくは何してると思うっ？」


「さっきちょっと見てきたわよ！　君、ばっちり捕つかまってるみたいじゃないっ」


「それはそうだけど、でもぼくだって戦ってるよ！　今日も昼間、オセロでいっぱいやっつけたんだ！　ハンスってのとヤフリーってのは、はっきり言って雑魚ざこだね！　ナブロってのも大したことなかったよ！　マーベリックとワインちゃんは、めちゃくちゃ強いけど！」


「ま、待ちなさい、コタロウ！　お前、それはまさか、九龍クーロン王おうの直ちよつ系けいなのではっ？」


「安あん心しんして、兄者！　いまのところ、ぼくが勝ち越こしてるから！　あーでも、カーサは別ね。あいつ、ぼくが言ったのと違うマスに、わざと駒こまを置くんだもんっ。ズルいよ！」


「……頼たのみますよ、コタロウ。いったいお前は、何をやっているのですか……」


　ジローががっくりうなだれる。しかし、兄の気も知らず、弟は得とく意い満まん面めんだ。


　ミミコは気がつくと、瞳ひとみを潤うるませていた。胸がいっぱいで、こぼれる想おもいが微笑ほほえみになった。


　三人が揃そろっていることが愉ゆ快かいだった。


　三人で変わらずに話せることが痛つう快かいだった。


　胸がすく。


「みんな、頑がん張ばってるねっ」


　ミミコが叫さけぶ。胸の中のコタロウと、手を繫つないだジローが、ミミコを見る。


　兄弟はミミコの泣き笑いを見て、一いつ瞬しゆん、胸を打たれたように顔をくしゃっと歪ゆがませた。


　それから、


「──はい」


「もちろんだよ！」


　と言って、一いつ緒しよに、ニッ、と牙きばを見せて笑った。


「さっさとカーサの奴やつに、借かりを返してやらねば気が済みませんしね！」


「そうそう！　あいつらから、特とつ区くを取り戻もどさなきゃいけないんだもん。大だい丈じよう夫ぶ。それまで特区には、ぼくがいるんだから！」


　ジローとコタロウは、元気よく答えた。ミミコは笑え顔がおで頷うなずいた。まったくその通りだと、何度も何度も頷いた。


　あらためて確信した。自分は、この手を放はなしてはいけないのだ。絶対に、放してはならないのだ。


　どちらの手も。


　そして、ギルバートには悪いが、ミミコの手は、ふたつしかない。


「ジローさん！　特区を取り戻すには、どうしたらいいと思うっ？」


「こ、これはいきなり核かく心しんを突つきますね！　とりあえず、私は私を鍛きたえ直しますが──仲間がいないことには、どうにもなりません！」


「『西の虎仙』や『真祖混沌』は力を貸してくれそう？」


「無む理りでしょう。彼らは。それに、これは私たちの問題です！」


「じゃあ、他ほかには？　ケインさんや神父さん、バドリックさんやリンスケさん。他には？」


「……難むずかしいですね。大変な戦いになることは間ま違ちがいないですし──」


「じゃあ、募ぼ集しゆうしよう！」


　コタロウが腕うでを突き上げて言った。


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』をやっつける仲間を、集めればいいんだよ！」


「コタロウ。そう簡単な話では──」


「ううん。いいアイデアだわ」


　ミミコが褒ほめると、コタロウはパッと顔を輝かがやかせ、ジローも意い外がいそうな顔になった。


「そう。そうよ。結局、それしかないもん」


「ミミコさん。しかしそれは、簡単なことでは──」


「いいえ、ジローさん。できるわ。いまのあたしなら、できる」


　ミミコはジローの目を見つめた。ジローもミミコの瞳を見返した。


　強い輝きの宿やどる双そう眸ぼうだ。真まっ直すぐで、しなやかで──ミミコという少女を象しよう徴ちようするような瞳だった。ジローは、フッと微笑ほほえんだ。そして、彼女の言葉に頷うなずいた。


「ええ、そうですね。あなたならできる。何しろ──やり手の調ちよう停てい屋やです」


　ジローの真しん摯しな言葉に、ミミコは破は顔がんした。自分はきっと、その言葉を待っていたのだ。彼の口から、その言葉を言ってもらうのを。


　心に羽はねが生はえたように、ミミコの身体からだが軽くなる。といっても、自分たちはとっくに、無む重じゆう力りよくみたいな状態だけど。


「で、ミミちゃんは？」


　コタロウが聞いた。


「ミミちゃんはどうなの？　いま何してるの？」


「ああ……」


　コタロウの問いに、ミミコはちょっと考え込んだ。目を逸そらし、斜ななめ上の方向を見る。


　兄弟がミミコに注目する。ミミコはちらっと、それを確かく認にんする。


　たっぷり焦じらして、おもむろに、


「あたしねえ。『豪ごう王おう』にプロポーズされちゃった」


　兄弟は仲なか良よく目を点にした。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドにあるまじき間ま抜ぬけ面づらを晒さらし、


「は？」


「ふえ？」


「……エヘ」


　わざとらしくミミコが笑う。


　しばし、三人の間に沈ちん黙もくが流れた。


「え、いや、あの……ミミコさん？　それはどういう……」


　恐おそる恐るジローが尋たずねた直後、


「うっそー！　ミミちゃん、結けつ婚こんしちゃうの!?」


「いやいや、コタロウ！　ち、違いますよね？　プロポーズって……ええ!?　ご、『豪王』？　なんですか、それはっ？　『豪王』って、あの？　始祖ソース・ブラツドですよ!?」


　驚きよう愕がくのあまり目玉が飛び出そうなほど見開くコタロウと、いまだにミミコの発はつ言げんを理り解かいできないまま覿てき面めんに慌あわてふためくジロー。ああなんという快かい感かん、と意い地じ悪わるく思いつつ、ミミコはアヒル口を尖とがらせる。


「だって……あたしいま、一人きりだし……寂さびしいし」


「そ、それはでも、仕方ないではありませんかっ？　事情が事情ですし──」


「あ。そういうの、男の自じ己こ欺ぎ瞞まんよ、ジローさん」


「ギマ!?──神父ですかっ。神父の入いれ知ぢ恵えですかっ？」


「ミミちゃんほんとに結婚するの？　そんなの、ぼく寂さびしい！」


「うわ。ありがと、コタロウ君。君はほんとに素す直なおで良い子ね。お兄さんにも見習って欲ほしいわ」


「わ、私だって寂しいですよっ。決まってるではありませんか！」


　すると、ミミコは急に、じとっとした目をジローに向けた。まともに目が合い、ジローが、うっ、と口元を引きつらせた。


「……寂しい？」


「そ、それはもう」


「……ほんとに？」


「も、もちろん」


「……なんで？」


「な、なんでって、それは」


　しどろもどろのジロー。狩人かりうど気き分ぶんのミミコ。コタロウは目を皿のようにして、兄とミミコのいかなる仕し草ぐさも見み逃のがすまいとしている。


「なんでなの？　なんで、寂しいの、ジローさん？」


「それは……あの……」


　ジローが頰ほおを赤らめた。コタロウは固かた唾ずをのんでいる。ミミコはしばらくジローをにらんだあと、あーあ、と大きなため息をついた。


　小さく、ぼそりと、


「……ファースト・キスだったのに」


「ちょっ！　ミミコさ──」


「待って兄者。それ、詳しく」


　コタロウがミミコの腕うでから飛び出しそうになり、ジローがわたわたと両足をばたつかせ、ミミコはそんな二人を落とさないよう、両方の腕に、力を込める。


　そこに、





「にぎやかだね」





　三人が振ふり返った。虚こ空くうに、一人の男が立っていた。


　線の細い、穏おだやかな雰ふん囲い気きの男だった。ゆったりとしたローブのような物をまとい、静かにこちらを眺ながめている。


　ただ、実に印象的な男でもあった。髪かみが膝ひざまで長く伸のびているのだが、雪のような白はく髪はつなのだ。肌はだも白い。まるで月光の、それも真ま冬ふゆの月光の化け身しんかと思う男だ。


　しかし、こちらを見つめる瞳ひとみだけは、淡あわい紫むらさき色いろをしていた。知的で、美しい瞳である。


「……九龍クーロン王おう」


　ジローが言った。


　──この人が!?


　九龍クーロン王おうは写真が残されていない。ミミコが彼を見るのは、初めてだった。


『九龍クーロンショック』を引き起こし、昼と夜の歴史を変えた吸血鬼。香ホン港コン聖戦でカーサらを率い、世界を相手に戦った、狂きよう気きの王。とてもそうは見えない。


　──でも。


　ここにいる時点で、間ま違ちがいないだろう。ミミコだって、いま自分が実際にこんな高こう々こう度どの空に浮ういているとは思っていない。これはあくまで共鳴現象の延えん長ちよう上じようにある、精神的な状態なのだ。それも、コタロウが──『賢けん者じやイヴ』が用よう意いした場所なのである。


　この男は、そこに割り込んできた。となれば、それだけの力を持つ存在に違いない。


　九龍クーロン王おうは三人を順番に眺ながめ、最後にコタロウを見て口を開ける。


「人間も混じっているようだが……それが、『君の血族』というわけかな？　望月コタロウ君」


「…………」


　コタロウは答えない。じっと九龍クーロン王おうの紫の瞳を見返している。彼には珍めずらしい真しん剣けんな表情だ。王は肩かたを竦すくめた。


「まったく、油ゆ断だんも隙すきもない奴やつだ。望むところだがね。とにかく、せっかく仲良くしているところを悪いが、見つけたからには見み逃のがさない」


　九龍クーロン王おうはそう言って、三人を睥へい睨げいした。唇くちびるの下の牙きばを見せながら、ゆっくり言い聞かせるように、


「勝負はまだ始まったばかりだ。次は──」


「特区で会いましょう」


　九龍クーロン王おうが言わんとした台詞せりふを、一いつ瞬しゆん早く、ミミコが横よこ取どりした。王が軽かるく片方の目ま蓋ぶたを持ち上げ、おかしそうにミミコを見つめた。


　ジローがすかさず、


「九龍クーロン王おう。私は必ずあなたの前に赴おもむく。それまで、弟に手出しは無む用ようです」


「……よかろう、『銀ぎん刀とう』。君とも香港以来だな。次の剣けんは果たして、私に届くかな？」


　九龍クーロン王おうがうっすらと笑う。同時に、


　──あっ。


　感覚が薄うすれ始めた。魔ま法ほうが解けようとしている。ミミコは九龍クーロン王おうの姿をにらんだまま、ぎゅっとジローの手を握にぎり、コタロウの身体からだを抱だきしめた。


　感覚が完全に消える、最後の瞬間まで。





　むくっ、と身体を起こしたとき、ミミコはラッフルズ・ホテルのベッドの上に戻もどっていた。


　上半身を起こし、両手の手のひらを向けて見つめる。じっと見つめ──まだ、確かに残っている感かん触しよくを、ゆっくりと握り締しめた。部屋の隅には、赤い帽子。何も変わらず、離れた主人が戻ってくるのを待っている。


　時計を見ると、時間はほとんど経けい過かしていない。ミミコは大きく息を吸って吐いた。そして、ベッドに横になり、瞳を閉とじた。


　明日からの戦いに備そなえ、眠ねむりにつくために。
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　シンガポール市内にある高級ホテルの一室。バルコニーに立って夜空を見上げていたギルバートは、強こわ張ばっていた身体から力を抜ぬいた。


「……終おわったか」


　化け物どもめ、と苦にが々にがしく舌打ちする。


「ひと言に始祖ソース・ブラツドと言ってみたところで、あんな連れん中ちゆうと一いつ緒しよにされてはな」


　しかし、それでも彼は始祖ソース・ブラツドで、血けつ統とうの祖そなのだ。たとえ他の始祖ソース・ブラツドとは違う存在であっても、血族のために責任を果はたさねばならない。


「……これからの戦いは、力だけではない。血族の繁はん栄えいを勝ち取るのは、政治力と権力だ」


　最後に笑うのは誰か。「見ているがいい」とつぶやいて、ギルバートは部屋に戻った。





４







「断ことわる？」


「はい。ごめんなさい。お受けすることはできません」


　翌よく朝あさ。ミミコは、尾根崎と神父を通じてギルバートをホテルの部屋に招まねき入れた。そして、その上で正式に彼の求きゆう婚こんを辞じ退たいした。


　いま二人がいるのは、ミミコが泊まる部屋にある、小さな書斎だった。尾根崎と神父、それにヒバリには、隣りん室しつのリビングで控ひかえてもらっている。ギルバートはライティング・デスクに軽かるく腰こしをかけ、両手をジーンズのポケットに引っかけて、申し出を断るミミコを冷ややかに眺ながめた。


「……悪くない条件だと思うんですけどね」


「はい。仰おつしやる通とおりです。あたしたち『カンパニー』は、あなたの協力がなんとしても必要です。あたしとあなたの婚こん姻いんが二つの組織の絆きずなをより強くするとすれば、とても有ゆう意い義ぎな取り引きになったと思います」


「では、なぜ？」


「あたしの我わが儘ままです」


　とミミコは軽かるく目を伏ふせ、


「他に好きな人がいるんです」


　ギルバートは眉まゆをひそめた。なんと言ってやろうか迷まよった末すえ、やや大げさに鼻を鳴らした。


「……『乙女メイデン』の言葉とも思えない。貴女あなたはご自身の立場を理解しているのかな？　貴女がこれから辿たどる運命を？　貴女の個人的感情を否ひ定ていするつもりはないが、これから貴女は、否いや応おうなく世界の表舞ぶ台たいに立つ身だ。ごく基き本ほん的てきな心こころ得えとして、私的感情を公的選せん択たくに持ち込むべきではないと思うが」


「仰ることはわかります。でも、『豪ごう王おう』。これは、あなたがあたしに個人的に申し込んだ、求婚だったんではありませんか？」


「馬ば鹿かな。形はそうだったとしても──」


「それとも」


　とミミコは、あくまで礼れい儀ぎ正しく、しかし視線に幾いく分ぶん挑ちよう戦せん的てきな色を添そえて、上うわ目め遣づかいにギルバートを見やった。


「『豪王』は、振ふられたときの結果を受け止める覚かく悟ごもないのに、女の子にプロポーズされたのですか？」


「なっ」


　ギルバートがデスクから立ち上がり、ミミコを鋭するどくにらみつけた。その瞬間、吸血鬼は成長しないという言葉通り、ギルバートは始祖ソース・ブラツドでも血族の長おさでもなく、ミミコより少しだけ年下の少年に見えた。


「あたしの側がわの事情は以上です。あなたの求婚は、申し訳ないですがお受けできない。でも、『豪王フォワード』。『カンパニー』は、あなたの支し援えんを切実に必要としています。そして、『カンパニー』は──もちろん『乙女メイデン』も含ふくめ、あなた方の支援に報むくいる用意があります。あなたの野望を果たし、また、特区を取り戻すために、ぜひとも共きよう闘とうして頂きたいんです」


「……僕個人は振っておいて、しかし手は結むすびたいと？」


「私的感情を公的選択に持ち込むべきではありません」


　ギルバートは憎にく々にくしげに口を結んだ。アイスブルーの瞳が貫つらぬくような視線をぶつけたが、ミミコは身じろぎもしなかった。ギルバートは内心疑ぎ問もんに思ったことだろう。昨さく夜やクラーク・キーで見た彼女とは、明らかに違うのだ。


　しかし、たったひと晩で変身できるのも、赤い血レツド・ブラツドの素す晴ばらしい特とく質しつのひとつだった。


「たとえあなたの花はな嫁よめでなくとも、あなたにとって『乙女メイデン』の価値は変わらないでしょう？　仲良くして損そんはないんじゃないでしょうか？」


「どうかな。我わが妻つまとなれば人であろうと血族と見なすが、そうでないなら、話は別べつさ。『乙女メイデン』の政治的価値は認みとめても、それを操あやつる『カンパニー』の価値は……というより、どうやら重要なのは『葛かつら城ぎミミコ』のようだがね。とんだじゃじゃ馬のようだし」


　ギルバートが皮ひ肉にくっぽく笑う。共闘に関しては、保ほ留りゆう、と言うことらしい。ミミコは厚こう顔がんに「恐きよう縮しゆくです」と頭を下げた。


　最初に接せつ触しよくしてきたときと違い、すっかり刺とげ々とげしい物言いだ。しかし、気さくで紳しん士し然ぜんとした態度より、いまの彼の方が、ミミコには自然に見えた。


　合理的リアリスト。アメリカの夜を牛きゆう耳じる実じつ力りよく者しや。しかし、他た方ほうでは、まだ少年と呼べる若わかさを残した人物であり、己おのれの血族を深く愛している。女の子に振られれば普ふ通つうにへそを曲まげるが、それでも自らの責せき務むを果たすことは忘れない。


　ギルバート・フォワードという相手を、ミミコは少しずつ理解しようと努つとめた。


「どうぞ見み極きわめて下さい。あたしと、『カンパニー』の真しん価かを」


　そしてミミコは、ギルバートを伴ともない、隣室で待つ尾根崎たちの元に戻った。


「……話は済んだのかね」


「はい」


　すでに尾根崎たちには、ミミコの決断を告げている。尾根崎はあとから出てきたギルバートに視線を向けた。ギルバートも、さすがに大組織のトップだ。妙みような屈くつ辱じよく感かんや劣れつ等とう感かんなどは見せることなく、さばさばと肩かたを竦すくめてみせた。


「あなた方の代表は手て強ごわい相手です、尾根崎会長。もっとも、ヤマトナデシコとは、ひと味違ちがうようですが」


「……『カンパニー』はいま人材不足なのですよ。代表という激げき務むの席に、ただの飾かざりを据すえる余よ裕ゆうはないのです」


　尾根崎の台詞せりふに、隣となりの神父がクスリと笑う。ミミコは三人のやり取りをそれとなく見守っていたが、ちょんちょんと肩をつつかれて振り返った。


　控ひかえていたはずのヒバリだ。何なに事ごとかと思うミミコの耳元に口を止せ、


「好きな人って誰ですかー？　ひょっとして赤いスーツの人ー？」


「ヒバっ!?」


　図ずう々ずうしくも盗ぬすみ聞きしていたらしい。ミミコが真まっ赤かになってにらみつけると、「先せん輩ぱい、格かつ好こう良よかったですっ」と小声でささやき、素す早ばやく部屋の隅すみに引っ込んだ。


　三人の男たちが、ミミコの方に顔を向ける。ミミコは「ゴホンッ」と空から咳せきを打って、強引に居い住ずまいを正した。


　そして、


「尾根崎会長。神父さん。聞いて下さい。あたし、決めました」


　それからミミコは、昨夜ベッドで寝ねる直前に考えたこと。ジローやコタロウと会って決意したことを、二人に話して聞かせた。


　話の途と中ちゆうで、ギルバートが驚きと興味を隠かくしきれなくなっていくのがわかった。


「ジョークとしては、いまひとつだが──」


　と冷静を装よそおっているが、目の輝かがやきが違っている。


「あら？　『豪王』はジョークとお思いなんですか？」


　ミミコがそう尋ねると、黙り込んだ。


　ミミコの発はつ案あんと、彼女がこれからやろうとしていることの意味を考え、それが自分たちにどんな影えい響きようをもたらすか。どういうスタンスを取ることが、もっとも血族の利益に繫つながるかを、熟じゆつ考こうしているに違いない。


　しかし、尾根崎と神父の反応は少し違っていた。


　ミミコが拙つたないながらも自らの考えを語り終えたあと、


「うむ」


　と短く頷うなずいたのである。


「よく言ってくれた、ミミコ君。だが──君の提てい案あんなんだが、実はすでに準備は整ととのっているんだ」


「……え？」


　思わずミミコが聞き返した。すると、今度は尾根崎に代わって、神父が説明を引き継ついだ。


「我々が君と同じ結論に向かっていたことは、君にもわかっていただろう？　先日ようやく、十字軍の幹かん部ぶとも折り合いがついたところでね。ネタを開かすと、昨日きのうの予定の中には、君にその『演説』を頼たのむことも、含ふくまれていたんだよ。もっとも、私と会長のどちらが切り出すか、ギリギリまで揉もめていたんだがね」


「手て間まが省はぶけて何よりだ。最近、コイン当ては私が連れん敗ぱい中ちゆうだったからな」


「…………」


　ミミコは目を丸くして、澄すまし顔で言い合う尾根崎と神父を、交こう互ごに見つめた。ギルバートも、幾分呆あきれた様子で人間たちを観察している。呆れつつ、彼らの「本気」を見定めようとしていた。


「……参ったな。あたし、激げき論ろんの末にお二人を説とき伏ふせなきゃって、朝からずっと緊きん張ちようしてたのに」


「ではその情じよう熱ねつを演説原げん稿こうにぶつけてくれ。草そう稿こうは八割方完成している。ああ、その前に──バドリック君と赤あか井い君に会っておかないかね？　二人は今日、シンガポールを発たつ予定だ」


　尾根崎に言われて、ミミコは二人の任にん務むを思い出した。バドリックとリンスケは、これから特とつ区くに侵しん入にゆうを試こころみるのだ。将来、『カンパニー』が特区奪だつ還かんに動いたとき、内側から呼こ応おうするために。


「会います」


　とミミコは即そく答とうした。


「二人には、ぜひとも伝えておかなきゃいけないことがあるんです。そう。黒のジャージと、ぬいぐるみの件について」


「なに？」


　尾根崎がぽかんとして聞き返す。ミミコは仕し返かえしのように、黙だまってにっこりと微笑ほほえんだ。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　ワインが用事で出て行ったため、その日コタロウは、久しぶりに一人になった。退たい屈くつなので昼寝をしていたら、


「──聞いたぞ」


　と言う声に起こされた。


　起こしたのはカーサだった。コタロウを見る翠みどりの瞳ひとみは、楽しくて楽しくて仕方がないという目つきだった。そういうときのカーサは、いつもより幼おさなく見える。妖よう艶えんな美び貌ぼうではなく、稚ち気きの抜ぬけない子供らしさが見え隠かくれするのである。


「アダムの奴やつを出し抜いたそうじゃないか。やるなあ。身み動うごきひとつできないくせに」


「……言ったでしょ？　ぼくは悪わる者ものの思い通りには、ならないのっ」


「確かに」


　クスッとカーサが肩かたを振ふるわせた。そんなカーサを、コタロウはなぜか、哀かなしいような辛つらいような、複雑な顔で眺ながめていた。


「人目を盗ぬすんで悪戯いたずらするのは、得とく意い中ちゆうの得意だもんな。お前は」


「……なんで知ってるのさ」


「さあ。なんでかな？」


「ふん。いいもんね。別に」


　コタロウは突つっ張ぱって口をへの字にした。しかし、そんな彼の反応も、カーサには楽しいことであるらしい。コタロウが嫌いやがるのを承しよう知ちで、わざと馴なれ馴れしく顔を寄せた。


「……おい。聞かせてくれないか、コタロウ。ジローの奴やつはどうだった？　少しは強くなってたか？」


「兄あに者じやはもともと強いもん」


「でも、お前を私たちに奪うばわれたじゃないか」


「そういう意味じゃなくて、兄者は『強い』の。ぼくはちゃんとわかってるんだ」


　コタロウは反はん論ろんし、カーサをじっと、見み透すかすように見つめた。


「あなたには、わからない？　兄者の『強さ』が」


「……そうだな」


　と、そこでカーサは、コタロウがいつもの彼と少し違う様子なのに気がついた。


　そういえば──とカーサは思い出す。


　アリスもこんな風に、普段と違う雰囲気を見せることがあった。昨夜力を駆く使しした影えい響きようなのだろうか？　それとも、直接ではないにせよ、九龍クーロン王おうと接せつ触しよくしたためか？


　だが、どちらであろうとカーサは構わない。大だい胆たんな艶えん笑しようで牙きばを光らせ、


「そうだな、コタロウ。あいつは『強い』。私は、あいつに負けたくないんだ」


　そう言ってニヤリとすると、カーサはコタロウに背中を向け、石室の出口に向かった。


　コタロウの視線がカーサの背中を追う。すると、彼女は途と中ちゆうで足を止め、長い黒くろ髪かみをなびかせて振り向いた。


　お互たがいわかり切っていることを、わざわざ確かく認にんするように、


「なあ、コタロウ。『兄者』はもうすぐ、ここに来るかな？」


　コタロウは透とう明めいな目でカーサを見つめた。それから急にまた、普ふ段だん通りの彼らしい顔つきになり、


「当たり前じゃん！　兄者はすぐに、ここに来るよ！」


「……楽しみだな？」


「もちろんさ！」


　カーサとコタロウが、互いに不敵な視線を交かわし合う。そして、カーサはコタロウを残し、今度こそ石室をあとにした。









　　五章　calling










１







　その日は、月げつ下かの歴史にとり、記き念ねん碑ひ的てきな一日になった。
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　ホールはすでに満まん席せきらしい。控ひかえ室しつにいたミミコは虚むなしく「人」の字を手のひらに書いては、それをこっそり飲み干していた。すでにサッカーチームがまるごと胃に収まっている。いい加減、吐き気がしそうだ。


　声をかけられ廊ろう下かに出た。出る直前、振り返り、控え室まで持ってきたパイプ椅い子すの上の赤い帽ぼう子しを見やった。うん、と頷うなずき、廊下に出た。


　外では、高級なネイビーのスーツを嫌いやみなく着こなした尾お根ね崎ざきと、定てい番ばんの黒い神父服をまとう神父が待っていた。ミミコはあらためて、自分の装よそおいを見下ろした。下ろしたての、純白のスーツだ。『乙女メイデン』の世間的イメージに合わせて、わざわざデザイナーに発はつ注ちゆうされたものらしい。少しむず痒がゆいが、こういうイメージ戦せん略りやくも、今後は無む視しできない要よう素そになるのだろう。


『カンパニー』幹部の三人は互いに視線を交わし合い、軽く頷いたあと、ステージへと移動し始めた。


　ステージの袖そでにはヒバリが待っていた。すれ違ちがい様、


「先せん輩ぱい、ちょっと髪かみが伸のびましたね？」


「え、そう？」


　思わぬひと言を受けて、とっさに問い返す。そう言われれば、そうかもしれない。もう長いこと髪を切っていない。昨日はサマンサに教えてもらった美容院に行ったが、髪の長さは特に指定しなかった。そして、そんな風に全然関係のないことを考えたおかげで、少しだけ緊きん張ちようがほぐれたのに気がついた。心の中で後輩に感かん謝しやする。


　三人がステージに出た。


　拍はく手しゆが、鳴なり響ひびいた。


　気にしないように、と前もって言われていたのだが、いざステージに上がると一気に足あし下もとが覚おぼ束つかなくなった。ふわふわと、まるで雲くもの上を歩いているようだ。思った以上にスポット・ライトが眩まぶしい。予行演習などないぶっつけ本番。いまさらながら、膝ひざ小こ僧ぞうが震ふるえ始める。


　まずはステージ奥おくに用意された椅子に並んで座すわる。ミミコたちの前に、『世界吸血鬼ブラツク・ブラツド対策委員会』委員長である羅ローと、サマンサも座っていた。目が合ったとき、サマンサは優やさしく笑いかけてくれた。


　しかし、いざ椅子に座ると、ホールの客席と向き合うことになった。ここにいる全員が、自分を見ているような気がする。そして、その想像はあながち間ま違ちがっていないはずだ。この会かい見けんの目め玉だまは、なんといっても「あの映像の謎なぞの少女」つまり、自分だ。隣となりにいる神父も世間的注目は高いとはいえ、いまこの場では自分に敵かなわないだろう。


　この会場は、十字軍本部キヤツスルの中にある多目的ホールである。席に座っているのも大たい半はんは十字軍の人間で、中にはこれまでにもミミコの顔を見かけたという者もいるはずだった。


　しかし、ホール後こう方ほうには、それこそびっしりと世界中のマスコミが詰つめ寄よせている。何十台ものテレビカメラが、狂きよう暴ぼうなエイリアンを迎むかえ撃うつアメリカ軍よろしく、照しよう準じゆんを合わせてレンズを光らせていた。


　事前に、『乙女メイデン』が会見を行う旨むねを伝えただけで、世間ではちょっとしたパニックが起きたほどだ。この会場に入ることが許ゆるされたのは厳げん選せんされたごく一部のマスコミだけらしいが、それでも大変な数だった。


　あんなのカボチャ、あんなのカボチャ、と譫うわ言ごとのように繰くり返してみる。しかし慣れるより先に、カボチャが嫌きらいになってしまいそうだった。


　そして会見が始まった。


　最初は神父だ。すでに世界的名めい士しである彼の口から、十字軍、および『カンパニー』──といっても、『カンパニー』のことを詳くわしく説明するのはこれからなのだが──による『特とつ区くインパクト』についての初はつの公こう式しき見けん解かいが発表される。さすがに彼は慣なれたもので、デリケートな内容をわかりやすく言葉にして語りかけていた。次は自分があそこに立つのだと思うと、うっそだー、と言いたくなる。


　言えれば、どれほど楽ちんなことか。


　普ふ段だんなら、神父の映像はそれだけでニュースバリューがあるので、どのマスコミも延えん々えんと撮とり続けたがる。しかし、今日だけはやはり例外だった。神父も弁わきまえていて、お預けをくらったままじりじりと焦じれるマスコミ相手に、必要以上にコメントを長引かせようとはしなかった。


「では紹介します。『乙女メイデン』──と言えば、すでに皆みなさんよくご存じでしょう。『カンパニー』代表、葛かつら城ぎミミコ女史です」


　名前が呼ばれた。カメラが待ちかねたように、一いつ斉せいに向けられた。


　沈ちん黙もく。


　足が竦すくむ。頭の中が真っ白になる。横から「ミミコ君」と前を向いたまま尾根崎が声をかけた。ミミコは奥歯を嚙かみ、ゆっくりと立ち上がった。


　演えん台だいで神父が待っている。水を打ったような静せい寂じやくの中、彼の元に一歩一歩近づく。神父が強く頷うなずきかけた。ミミコも頷き返し、演台に立った。


　ホールに詰めかけた人々の前に。


　マスコミのカメラの前に。


　向けられたレンズの前に立ち、カメラの向こうの、世界と向き合った。


　演台の上にマイク。顔を寄せる。キーン、とハウリングが響ひびいて──消えた。息を吸って、吐はく。唇くちびるを動かす。





『……あー』





　もれた声が馬ば鹿かみたいに震えていた。ヤバっと身が竦すくむ。気が動転する。


　そのとき、突とつ然ぜんホールが振しん動どうした。ズンッと重たい──爆ばく破は音おんが響ひびいた。


「え？」


　マスコミに動どう揺ようが走る中、警備についていた十字軍関係者が一斉に動いた。神父が駆かけ寄り、ミミコの隣に立って彼女を庇かばう。何が起きたのかわからなかった。しかし、神父は落ち着いていた。


「クソッ。やはりここで仕し掛かけてきたか……っ」


「神父さん。これは？」


　騒さわぎは大きくなっていく。最初はテロかと思ったが、少し様子が違うようだ。


　神父には心当たりがあったらしい。


「おそらく、蘇ソーたちだ。この会見に関する交こう渉しようで、彼の一派は完全に決けつ裂れつしてな。十分に警けい戒かいしていたのだが──」


　ホールの人々は驚おどろいていたものの、取り乱す様子はなかった。事前に入場を制限してきた効果──あるいは、即そく座ざに落ち着いて対応する、警備員たちの影えい響きようかもしれない。しかし、どうやらこれ以上は何も起こらないらしいという空気が流れ始めたとき、マスコミの人間たちが騒ぎ始めた。


　テレビ映像の中ちゆう継けい機き材ざいが破は壊かいされていたらしい。どうも、蘇たち一派の狙ねらいは、そこにあったようだ。


「なるほど。『乙女メイデン』を直接狙ったのでは、かえって彼女のイメージを増長させかねない。最初の会見をうやむやにして、世間の『乙女メイデン』に対する印象を、怪あやしげなものにするつもりか」


　神父が見解を述のべると、「下らないことをっ」と同席していた羅ローが吐はき捨すてた。


　マスコミ側に混まじっていたベンが、ステージに上がってきた。彼は「あの映像」に続いて、当然のように『乙女メイデン』デビューの瞬しゆん間かんもカメラに収めようと待ち構かまえていたのだ。蘇の妨ぼう害がいに怒いかり心しん頭とうのようで、スラングを交えながら現状を説明した。


「とにかく、急いで復ふつ旧きゆうしているが、まだようやく音声が繫つながったところだ。どのマスコミも、映像の方が完全に戻もどるまでは、一時間はかかるだろう。クソッ。ファッキン・テロリストども。世紀の瞬間になんてことしやがるっ」


　この会場の様子は、ライブで世界中へ中継されていた。それが途と切ぎれ、なお一時間混乱が続くというのだ。尾根崎や神父は舌した打うちしたが、蘇の狙ねらいは図に当たったということになる。


　しかし、


「あ、音は繫がるんですか？」


　それを聞いたミミコは、むしろ、


　──ラッキーかも。


　と思った。


　正直、さっきは頭の中が真っ白になり、しまった、と思っていたのだ。この騒そう動どうで各方面が大だい迷めい惑わくを被こうむったにしても、ミミコ個人としては──不ふ謹きん慎しんだが──仕切直しができて大だい歓かん迎げいだったのである。


　──それに、カメラがない方がやりやすい。


　と思いつつ、


「話さえできれば、それで十分です。どうせ、そんなカメラ映ばえする被ひ写しや体たいでもないですしね。それに、こういうときって、あまり慌あわてずに予定通り進行した方が、印いん象しよう良よくないですか？」


「それは……」


　尾根崎と神父、羅が顔を見合わせる。サマンサが「あなた、言いますわね」とこっそり耳みみ打うちした。


　反論がでなかったようなので、ミミコは演台の前に戻った。尾根崎と神父が覚かく悟ごを決める。ベンが慌ててスタッフの元に駆かけ戻る。


　ミミコは、騒さわがしく各国の言葉が飛び交かうホールの後こう方ほう目めがけ、


『ゴホンっ』


　と実にわざとらしい咳せき払ばらいをした。


　魔ま法ほうのように、会場が静しずまった。


　トントン、とマイクを指先で軽く叩たたく。ホールのスピーカーもちゃんと機き能のうしている。よし、と思った瞬間、ミミコは頭の中から暗あん記きしていたはずの原げん稿こう内容が、すっかり消えてしまっていることに気がついた。


　一瞬アヒル口が引きつったが──すぐに不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。


　ハプニングがあったのだ。あらかじめ用よう意いした文章より、いま現在の生の言葉を伝えれば、それでいい。


　ミミコはゆっくりと息を吸い込んだ。


　マイクに口を寄せ、固かた唾ずをのむ世界に向かって──


　軽やかにささやきかけた。
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『聞こえますかＡｒｅ ｙｏｕ ｋｎｏｗｎ？』





「まったく呆あきれた無ぶ礼れい者ものじゃて。混こん沌とん様さまも酔すい狂きような。こんな若わか造ぞう、さっさと放ほうり出してしまえば良いものを」


　崑こん崙ろんが開かれた夜以来、虎こ仙せんの愚ぐ痴ちは粘ねん度どを増して、飽あきることなく繰くり返された。もっとも、「クソジジイ」呼ばわりしたジローは、そんな内面はおくびにも出さず、


「偉い大だいな『真しん祖そ』に感かん謝しやします。もちろん、寛かん大だいな虎仙にも、心からの感謝を」


　と頭を下げて修しゆ行ぎように臨のぞんでいる。


　一人洞ほらの奥おくに籠こもり、真銀ジエンインを混ぜた銀ぎん刀とうを構えて、一いつ心しん不ふ乱らんに剣けんを振ふるった。


　剣の動きに『血』の脈動をのせる。同時に、銀刀を駆く使しして、『血』の暴走を制せい御ぎよする。


　力と力の狭はざ間ま、白はく刃じんの上で際きわどいバランスを取りながら、剣を振るう。それはまさに綱つな渡わたりだ。だが、剣を振るう間は、内なる迷まよいが消える。護ご衛えい者しやの宿しゆく命めいや、『賢けん者じや』の歴史、特とつ区く奪だつ還かんの悲ひ願がんなど、大きく困こん難なんな現実に直面しても、怯ひるまず、途と方ほうにくれず、あくまでも一いち剣けん士しとして向き合えるのだ。そして、大きく困難な現実に立ち向かう手段とは、結局のところ、確かな足場を固めた上で一歩ずつ踏とう破はしていくしかないのである。


　──ミミコさんっ。コタロウっ。


　思いの丈たけを刃やいばに乗せ、ジローは剣を振るい続ける。一瞬の隙すきで『血』にのみ込まれ、銀刀に押おし潰つぶされながら、その度たびに足あ搔がき、這はいずり上がって、ジローは剣を放さなかった。


「虚こ仮けの一いち念ねんという奴やつじゃな」


　と虎仙も呆れ気ぎ味みだ。もっとも、どれだけ口で嫌いやみを言おうと、虎仙はずっとジローの修行につき合い、本当に危険な状態になったときは、力を貸してくれていた。


　卑ひ俗ぞくな態度で失しつ念ねんしがちだが、『西の虎仙』は世界トップクラスの大物吸血鬼である。こうして相手をしてくれることは、もったいないほどありがたいことなのだ。もちろん「クソジジイ」であることも事実だが──ジローは別べつ段だん、「クソジジイ」が嫌きらいではない。


　ジローは体力の限界まで剣を振り、倒たおれて回復してはまた剣を握にぎるという修行を繰り返していた。前任者たちも、ジローのやり方に口を挟はさまない。ときどき怒ど声せいや励はげましをくれるが、すでに当代の手しゆ腕わんに任せることにしたらしかった。


「……クッ」


　それ以上は腕が上がらず、ジローがみっともなく大地に突つっ伏ぷす。虎仙は近寄って銀刀を鞘さやに収めると、


「あーやれやれ」


　と最近お気に入りの岩に座すわり、煙管キセルを吹ふかせ始めた。


　いまはまた、崑崙は閉とじている。周囲には霞かすみがかかり、仙せん境きようのような幽ゆう玄げんな世界が、静かに目の前にあるだけだ。


　ところが、


「……ほ」


　突とつ然ぜん虎仙がつぶやき、くわえていた煙管を放して、唇くちびるをニヤリと歪ゆがめた。


　横たわるジローに向かい、


「おい、ひよっ子。我わが主からお言葉じゃ」


「え？」


　ジローは慌てて、身体からだを起こした。混沌がジローに言葉を告げるなど、最初にこの地を踏ふんで以来だ。緊きん張ちようして背筋を伸のばすジローに、虎仙は山羊やぎひげをしごきながら、


「混沌様の仰おおせじゃ。『聞こえたか？』とな」
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『聞こえますかＡｒｅ ｙｏｕ ｋｎｏｗｎ？』





　映像が途と切ぎれ、砂すな嵐あらしに変わってから数分後だった。すでにスタジオの映像に切り替かわり、現地で妨ぼう害がい工こう作さくがあったという旨むねを、キャスターが報告していたときだ。


　その音声が入ってきたとき、局はあえて、画像を元の砂嵐に戻すことを選せん択たくした。テレビの前に集まっていた九姉し弟ていは、息をのんで、その声に耳をそばだてた。


　彼らの道みち行ゆきを暗示するかのような、ざらつく砂嵐の画面。その奥から、凛りんとした少女の声が、瑞みず々みずしく流れてくる。敵はあえて困難な道を選せん択たくしてきた。戦いが、まだ終わっていないことを堂どう々どうと宣言するように。


「……ついにこの日が来たか」


　ダールが低い声でつぶやいた。ナブロは肩かたを竦すくめ、


「だからボクが行けば良かったんだ」


　口を尖とがらせる兄を、マーベリックが「まあまあ」となだめた。


　腕うで組ぐみをして聞いていたラウが、


「あの女の元には、真銀刀ジエンインタオもある。どう使ってくるか、見物だな」


「……対たい策さくのためにも、お前の下に人間の部下を用意しておくか？」


「難むずかしいぜ、ダール？　俺みたいな物好きは、そうそういないからな」


　ラウは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑い、真剣に耳を傾かたむけていたハンスに、「そっちはどうだ」と問いかけた。


「レジスタンスの抵てい抗こうは続いてるんだって？　例の女吸血鬼、逃にがしたそうじゃないか」


「面めん目ぼくない。私の詰つめが甘あまかった」


「逃げ足が速えんだよ。やたらとよ。それに悪運が強い。俺、勝負には余よ裕ゆうで勝ってたんだぜ？」


　反省するハンスの隣となりでは、ヤフリーが悔くやしそうに言い訳をした。


　ワインはと言えば、兄たちのやり取りを余よ所そに、じっとテレビ画面に見入っている。映像が途と切ぎれる直前に、演台に立った少女。以前ワインが世話になった、ミミコだ。これで彼女は、自分たち家族にとって敵の首しゆ領りようとも言える立場に立ってしまった。ワインの胸の裡うちは、複ふく雑ざつだった。


　ちなみに、九龍クーロン王おうとカーサはこの場にいない。二人で、今後の対応について話し合っているところだ。カーサなど、ミミコの演説はなんとしても見たがると思われたのだが、


「いいさ。あいつが何を言うかなんて、見るまでもなくわかっている。そのうちまた会うんだろうしな」


　と、さばけたものだった。


　逆に、姉弟の中で、もっともこの会見を気にしていたのがザザだった。


　いまも、姉弟と共にテレビ画面に向かいながら、彼らしくもなく、ひと言も喋しやべらない。ただ、サングラスをかけ、瞳ひとみを閉じた顔を、じっとテレビに向けて神しん経けいを集中させていた。


　テレビから流れる、ミミコの声。声を介かいして伝わってくる、彼女の意志。


　それらを感じとりながら、


「……いいだろう」


　とザザは他の誰にも聞こえない、小さな声でつぶやいた。


　彼はミミコにではなく、彼女の中に息づく人物にささやいているのだ。香ホン港コン、特区に続き、死してなお彼の前に立ちはだかる人物に向かって。


「いいだろう、陣じん内ないショウゴ。今度こそ、決着をつけよう」
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『聞こえますかＡｒｅ ｙｏｕ ｋｎｏｗｎ？』





「……ええ聞こえたわよ、ミミコちゃん」


　イヤホンから流れる音声に向かって、リンスケは微かすかに微笑ほほえんだ。


「立派になっちゃってまあ……覚おぼえてる、バドちゃん？　あの子が横浜で、バドちゃんに楯たて突ついたときのこと。女の子って怖こわいわよね。猿さるみたいに吠ほえてたあの子が、こんないい女になるなんてさ」


「……『バドちゃん』は止よせ」


　闇やみに紛まぎれるボディスーツを着込み、ゴムボートに乗って夕暮れの東京湾わんを進みながら、リンスケとバドリックは懐なつかしいやり取りを交かわした。


　バドリックの耳にもラジオから伸のびるイヤホンが挟はさまれている。リンスケのように顔には出さないが、彼も似たような感かん慨がいを抱いだいているらしい。


「でも、思い切ったもんよね。これからあの子は大変よ。まだ未成年だってのに。ほんと、頭が下がるわよね」


「その点は同感だ」


「私たちも負まけてられない？」


「当然だろう。『カンパニー』代表が、世間相手に啖たん呵かを切ってるんだ。現場の人間が、泥どろを塗ぬれるか」


　腹をくくった面おも持もちで断だん言げんするバドリックに、リンスケも物ぶつ騒そうな笑みを浮うかべて応こたえた。


「この前はいいようにやられたからね。落とし前つけてやらないと」


「その通りだ。目めに物もの見みせてやるさ」


　二人の乗るボートは、てらつく海面を蹴けって軽けい快かいに進んでいた。やがて、遠方の水上に、摩ま天てん楼ろうのシルエットが現れる。人工の明かりは消え、死しに絶たえたかのように見える都市だ。夕ゆう闇やみにそびえる高層ビルは、まるで墓ぼ標ひようのように静まっている。だが、決して死に絶えてはいない。高いビル群の足あし下もとで、いまもあの襲しゆう撃げきの夜を生き続けている人々がいるのだ。


「……レジスタンスの指定した時間まで、あと二十五分」


「リーダーは元もと消しよう防ぼう署しよの職員らしいな。レスキュー隊の経けい験けん者しやと聞いているが──信しん頼らいできる男だといいが」


「それに、ほら。ミミコちゃんが言ってた──」


「ゼルマンに仕えていた女か？　しかし、なぜその女が特区にいると、わかったんだ？」


「さあ。ま、会えばわかるんじゃない？」


　と、そのとき二人の足下で、トランシーバーが音を立てた。


　二人の顔に緊きん張ちようが走る。バドリックがトランシーバーを取ると、


『聞こえるか、「カンパニー」』


「……聞こえる。『連れん絡らく屋や』だな？　そちらはすでにポイントに着いているのか？」


『着いている。いま君たちのボスの演説に、みんなで聴きき入っているところだ』


　バドリックとリンスケは思わず顔を見合わせた。


　リンスケがトランシーバーに顔を寄せ、


「羨うらやましいでしょ？」


『……認めるよ。どうせ戦うなら、可か憐れんな少女の旗はたの下で戦う方が、張はり合あいが出るってもんだ』


　リンスケが破は顔がんし、バドリックが苦く笑しようした。ボートはどんどん特区に近づいている。いまや摩天楼は頭上にそびえ、二人を迎むかえている。


『「カンパニー」。特区へようこそ。我々レジスタンスは、君たちを歓かん迎げいする』


　その言葉と共に、二人は特区の『結界』を抜ぬけ、懐なつかしい戦場に足を踏ふみ入れた。
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『聞こえますかＡｒｅ ｙｏｕ ｋｎｏｗｎ？』





　人の踏み込まぬロシアの奥おく地ち、東シベリアの南なん端たん。針しん葉よう樹じゆの原げん生せい林りんと白はく銀ぎんの積せき雪せつに閉とざされた世界に、その館やかたはひっそりと隠かくされていた。


『真しん祖そ混こん沌とん』の直系である『北きたの黒くろ姫ひめ』。彼女の力に守られ、世せ俗ぞくから切り離はなされた、『聖域』と呼ばれる場所だ。ジローとコタロウが黒姫の元を去って以来、この地を訪おとずれる者は途と絶だえていた。


　その男が、現れるまでは。


　黒姫の側近クロウは、突とつ然ぜんの来らい訪ほう者しやを歓迎した。彼とは古くから交こう友ゆうがあったし、彼がこの地を訪れたのは、ずいぶんと久ひさしぶりだったのだ。


　だが、彼の要よう求きゆうを聞いて、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした。


　来訪した男も、自分がどれほど無ぶ礼れいな頼たのみを持ちかけているかは、承知しているらしい。居い間まに通され、黒姫と面めん会かいして用件を伝えたあとは、床ゆかに両手をついて、額ひたいを押おし下げていた。


「……なあ、ケイン」


　クロウが嚙んで含ふくめるように声をかけた。


　硬かたい黒くろ髪かみを後頭部で結むすんだ、小こ柄がらな青年だ。粗そ野やでいてどこか品がある青年で、若々しいが、では何歳さいかと言うと当てるのが難むずかしい。もちろん、実際の歳としはケインなどよりずっと上だ。もう何百年と黒姫に仕つかえている、歳経へた古血オールド・ブラツドである。


「お前とも古いつき合いだ。お前の覚かく悟ごはわからんでもないし、お前の事情も承知している。ジローのためにも、できることなら力になりたい。だが、いくらなんでも、それは無茶だ。はっきり言うが、もしその話を持ってきたのがお前でなければ、オレは即そく座ざに、そいつを斬きり捨てていたぜ？　ついでに言うと、たとえお前でも、斬り捨てられたとして、文もん句くは言えんぞ」


「……ええ。痛いほど、わかっています」


　答えて、ケインが顔を上げる。クロウを見つめ、彼の傍かたわらで静かに椅い子すに座すわる、黒姫の顔をじっと見つめた。ケインの灰はい色いろの瞳ひとみには、狂くるおしいばかりの激げき情じようが渦うず巻まいていた。


「しかし……これが最善。これしかないと思い定さだめてのことです。黒姫様こそ、私が知る中で、もっとも強大な力を秘ひめたお方だ。そして、その『血』は『真祖混沌』の──私が私し淑しゆくした龍りゆう殿どのと同じ血統の『血』だ。だからこそ、その血を分けて頂きたいのです。私の魔ま術じゆつを完成させるために」


　チッ、とクロウが舌打ちする。陽よう気きで寛かん大だい。ジローも慕したった兄あに貴き肌はだの彼が、嫌けん悪おと苛いら立だちを隠せずにいた。


「お前がカーサと同じ道を辿る、その手伝いを姫にしろと言うのかっ」


「……カーサ様を──混血児であったカーサ様を卑いやしむことなく接して下さったのは、偉い大だいなる『東ひがしの龍りゆう王おう』と『北の黒姫』ただお二人。卑ひ劣れつを承知で、情なさけにお縋すがりしたい！」


「この──痴しれ者！」


　クロウが牙きばを剝むき、大だい喝かつを飛ばした。大吸血鬼の激げき怒どは、ケインを打ちのめした。


　しかしケインは退ひかない。断だん固ことして、退こうとはしない。すでに覚悟は決めている。あらゆる犠ぎ牲せいを払はらい、あらゆる侮ぶ蔑べつと嘲ちよう弄ろうを受けてでも、前に進むと決めたのだ。特区が燃えた、あの夜に。


　ケインが黒姫に懇こん願がんした依い頼らい。それは、彼がネヴァから伝授された魔術のために、黒姫の血を授かることだった。彼がネヴァから教わった魔術とは、カーサを生みだした禁術なのだ。異ことなる血統の血を混ぜ、掛かけ合わせて、より強大な魔力を得るという、極きわめつけの邪じや法ほうである。


　ケインは、自ら混血となることで、特区を取り戻もどすための力を得えようとしているのだった。


「お願い致いたします！　事こと相あい成なった暁あかつきには、この命を絶たち、黒姫様の汚お点てんを晴はらして頂いて構いません。どうかっ。どうか力をお貸し下さい！」


　再び平へい伏ふくするケインを、クロウは痛みを堪こらえるような顔で見下ろした。彼はケインのような男が好きなのだ。いくらでも力は貸してやりたい。しかし──


　カタン、と椅子が鳴なった。


　それまで黙だまって──氷のような無表情で二人のやり取りを眺ながめていた黒姫が、突然立ち上がった。


『北の黒姫』の姿は、まだ幼おさない少女のものだ。しかし、その可憐さと優ゆう美びさは、見る者の心を圧あつ倒とうするほど、崇すう高こうな美びを誇ほこっている。床ゆかに達する白銀の長ちよう髪はつに、白はく磁じの如ごとき繊細な肌。わずかに目ま蓋ぶたの落ちた儚はかなげな瞳は、この世でもっとも透すき通とおった、見てはいけない湖こ水すいのようだ。


　黒姫は、思わず口を閉とざしたクロウの前を過よぎり、ケインの眼がん前ぜんに立った。ケインはしばし呆ぼう然ぜんとして黒姫を見上げていたが、慌あわてて顔を伏ふせた。


　が、


　クンッ、とケインのあごが上に持ち上げられた。力場思念ハイド・ハンドだ。黒姫である。見下ろす彼女と目があった。その瞬しゆん間かん、ケインは自分がいかに恐おそれ多いことをしようとしていたのか、骨ほね身みに染しみるほど思い知った。目の前に立っているのは、真しんに偉い大だいで強大な吸血鬼の一人なのだ。


「あ……」


　ケインが絶ぜつ句くする前で、黒姫は右手を持ち上げた。人差し指を伸のばす。ぷつ、と指先が切れ、ルビーのように赤い血が、滴しずくとなって盛り上がった。


　傷口を下に向ける。盛り上がった赤い血が一いつ滴てき、別れを惜おしむように膨ふくらみ、落下した。


　反射的にケインが両手ですくった。手のひらに落下した血の滴は、液体ではなく固体の手て応ごたえで、小さな宝玉のようにケインの手に収まった。


　すぐにはわからなかった。理解して慄りつ然ぜんとした。血が、力場思念ハイド・ハンドで固こ化かされているのだ。ダイヤモンドより硬かたく、しかも、そのままでは半永久的に溶とけることがないほどに。この小さな血の滴に、いったいどれほどの力がかけられているのか。およそ、ケインの想像を絶ぜつする。
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「ケイン・ウォーロック」


　黒姫が口を利いた。控ひかえていたクロウが目を剝むいた。


「厳命する。イヴの血統を助けよ」


『北の黒姫』が言葉を発したのは、いったい何百年ぶりだったか。ケインは全身を打うち振ふるわせた。


　黒姫がクロウに目を向けた。この者を鍛きたえよ、と視線で告つげる。クロウは恭うやうやしく膝ひざをつき、頭こうべを垂たれた。


　特区から遠く離れた北の地で、またひとつ、脈動が始まろうとしていた。
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『聞こえますかＡｒｅ ｙｏｕ ｋｎｏｗｎ？』





「……ミミコさん」


　放ほう棄きされた家か電でんショップ。道路に面したウィンドウに、埃ほこりを被かぶった液えき晶しようディスプレイが、虚むなしく陳ちん列れつされている。その中のひとつ──まだ生きている画面の前に立って、サユカは顔を歪ゆがませた。


「あなたもまだ、戦い続けているのね」


　思い出す。サユカにとって──彼女の、人間としての生しよう涯がいの内で、たった一人の親友だった少女。頑がん固こで、元気で、いつも笑え顔がおで。どんなに辛つらい目にあっても、決してへこたれなかった。凶きよう悪あくな吸血鬼と怖おそれることなく向かい合い、ついには心を開かせてしまう、不思議な魅み力りよくを持つ少女だった。かつてサユカがいた『夜会カヴン』の中に、彼女にだけは親したしく口を利きいていたヤサぐれた吸血鬼が何人いたことか。ゼルマンでさえ、ミミコには普ふ段だんしないような態度を示しめし、ときには真しん剣けんに言葉を交かわしていた。


　吸血鬼だけではない。自分だってそうだ。彼女に救すくわれた一人なのだ。


　牙きばを生やした自分を知っても、おそらく彼女は、以前と同じ態度で接せつしてくれるに違ちがいない。そんな確かく信しんを抱いだかせる少女だった。


「『乙女メイデン』、ね。いつの間に、そんなことに……」


　かつての友はいま、世界の──いや、歴史の表舞ぶ台たいに上がろうとしていた。彼女本人が望のぞむ望まないにかかわらず、時の潮ちよう流りゆうが、彼女を然しかるべき場所へと押しやったのだ。


　しかしそれは、決して「幸福」を意味しないだろうとサユカは気付いていた。むしろ、辛つらいことばかり、浴あびるように経験するはずだ。


「……でも、あなたはへこたれないんでしょうね。きっと」


　また彼女と会えるだろうか？　だとすれば、そのためにだけでも、戦いを続ける意味はありそうだ。


　サユカは微かすかに唇くちびるから牙をのぞかせた。軽く頭を振り、ディスプレイの前を離はなれた。


　しかし、数歩進んで立ち止まると、後ろを振り返った。


　ディスプレイの前。サユカが立っていた場所の隣となりに、巨大なクマのぬいぐるみが、二本足で立っていた。感動を堪こらえるような面おも持もちで──といっても顔は変わらないが──画面から聞こえるミミコの声に聞き入っている。


　サユカは肩かたを竦すくめると、引き返し、ジャージに両手を入れたまま、バウワウの大きな頭を蹴けった。


　コテン、とあえなく倒たおされるバウワウ。


　手足をジタバタ振り回すぬいぐるみに、


「──行くわよ」


　と声をかけ、サユカは特区の街並みの中に消えていく。


　バウワウが起きあがり、慌あわてて彼女のあとを追いかけた。
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『聞こえますかＡｒｅ ｙｏｕ ｋｎｏｗｎ？』





「うん」


　コタロウは微笑ほほえんで頷うなずいた。


　瞳ひとみを閉とじ、誰もいない石室の奥おくで、コタロウは耳を澄すませた。


「聞こえるよ、ミミちゃん」


　脈動が聞こえる。ミミコの声に合わせて、どくん、どくんと脈打つ、世界の鼓こ動どう。コタロウは闇やみの中に沈しずみながら、じっと耳を傾かたむけた。


　どくん、どくん、と力強く響ひびく、その大きな音に。





２







　聞こえますか？





　この放送を聞いている皆みなさん。


　あたしの声が、聞こえますか？





　初めまして。





　あたしの名前は、葛城ミミコです。





『オーダー・コフィン・カンパニー』という組織の、代表者です。





　これからあたしたちは、あの夜特とつ区くで起きたことを、皆さんにお伝えしたいと思います。


　特区であった激はげしい戦いのことを。


　いえ。それ以前に、特区に秘ひめられていた、ある真実を。


『カンパニー』という組織のことを。


『カンパニー』という組織が、これまでしてきたことを。


　それに、香ホン港コン聖せい戦せんのことを。


　皆さんが知っているのとは少し違う、あの聖戦の、異なる一いち面めんを。


　それから──


　吸血鬼ブラツク・ブラツドのことを。


　皆さんが知らない、長い間隠かくされ続けてきた、吸血鬼たちの話を。





　ただ……





　えっと──ごめんなさい。


　そうした大切なことは、これから順番に、ゆっくりお伝えします。


　きっと、皆さんはびっくりされるでしょうし、すぐには信じてもらえないと思います。


　だから、ゆっくりと。何度も何度も丁てい寧ねいに、お話しします。皆さんが本当に納なつ得とくできるまで、何度でも繰くり返し、お伝えします。


　だから──





　ごめんなさい。


　あたし、いまは皆さんに、それとは違う、別の話を伝えたいと思います。





　その話というのはですね。


　あたしがとてもよく知っている、


　ずっと一緒に暮くらしていた、


　大好きな、





　ある吸血鬼の兄弟の話です。














　──聞こえますか？






あとがき







　本シリーズも、とうとうここまでやって来ました。第二部の興こう奮ふん冷めやらぬまま（さ、冷めてないですよね？）、第三部へと突入です。


『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ８　宣戦恋歌』。


　ミミコの声は、聞こえましたでしょうか？
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　さて。


　筆ひつ者しやにとって『ＢＢＢ』は、二つめの長編シリーズです。


　前作の『Ｄクラッカーズ』（ファンタジア文庫より、リニューアル版を毎月刊行中です！）では、その世界観を壊こわさないために、自分で色々と「縛しばり」を設もうけていました。たとえば、主要な登場人物は十代にすること。周辺の大人や社会の描びよう写しやは、最小限にとどめること。そして、舞台となるのはひとつの地方都市に限定すること──などです。


　なので、『Ｄクラッカーズ』を書き上げたあと次回作の構こう想そうを練ねる段だんになって、「次はメジャースケールの話を書こう」と思ったのを覚おぼえています。社会と、それを構成する大人たちについても書こう。できれば、社会の成り立ち、社会機き構こうの存在理由と生せい成せい過か程てい──つまり歴史についても積せつ極きよく的てきに触ふれてみよう。その上で、そうした枠わく組ぐみを揺ゆるがすような、でっかいドラマにチャレンジしよう、と。


　とはいえ、そんなのこれまでに書いたことがありませんでしたし、何よりスケールの大きな話は、それだけ分ぶん量りよう（巻数）がかかります。人気が出なけりゃ途と中ちゆうでも終了させるのが、この業ぎよう界かいの不ふ文ぶん律りつ。大丈夫なのか、ほんとに書き切れるのかと、おっかなびっくり書き出した『ＢＢＢ』だったのです。


　しかし、なんとか初しよ期きの構想通りに、最終局面へと筆を進めることができました。本当に、読者の皆さんのおかげです。感謝！


　ただ、問題はここから先の展開が、初期構想では真まっ白しろといいますか……スゲーことになるぜっ、てのは決まってても、そのあとどう決着をつけるのかまでは考えてなかったんですよねえ。


　いやあ、スリルあるなあ！（いろんな意味で）


　ほんとに、おっかないなあ！（強こわ張ばった笑顔で）





　あ、ちなみに、シリーズ開始当初、筆者の中では第二部のコードネーム（？）は、「九龍の逆襲ザ・クーロン・ストライクス・バツク」でした。（ベタです）


　当然、第三部は「カンパニーの帰還リターン・オブ・ザ・カンパニー」。個人的には「復ふく讐しゆう」の方が、「やられたらやり返す！」って感じがして好きなんですけどね。
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　さてさて、そんな本作の内容ですが、今回、過去編のロンドン以来、初はじめて舞ぶ台たいが特とつ区くの外へと移うつりました。


　その舞台とは、ずばり、シンガポール。思えば、『ＢＢＢ１』で「シンガポール協きよう定てい」という単語をバドリックに喋しやべらせてからここまで、ずいぶんとかかりました。


　作中でも触れていますが、『ＢＢＢ』の世界観では、シンガポールはアンチ吸血鬼勢力の総そう本ほん山ざんになっています。ミミコたち『カンパニー』にすれば、もろアウェー。ところが、いざミミコたちがシンガポール入りを果たしたころには、世界情勢はそれどころではなくなっていて──という感じで第三部は始まっています。


　これまで特区という一都市の中で繰くり広げてきた物語が、この巻かんから世界全土に広がったわけですが、読どく了りようされた皆さんは、どのように感じられたでしょうか？　ちょっとこれまでと感じが違う？　それとも案あん外がい、変わらない？　願わくば、いままで通りの『ＢＢＢ』を楽しみながら、少し新しん鮮せんな感じを──できれば「ワクワク」付きで──お届けできたらいいなと思っております。





　ところで、本作を執しつ筆ぴつするに当たり、筆者は実際にシンガポールの空気を吸うべく、当地へと取材旅行を敢行しました。


　二泊三日の、ちょい強きよう行こう軍ぐん。それでも、ロング・バーやマーライオン像を始め、作中に登場する場所は、ほぼすべて行ってきました。また、チキンライスやシンガポール・スリングなど、登場人物たちが口にしている物も、残らず食しよくして参りました。


　ナイト・サファリも観てきたし、オーチャード・ロードでショッピングもしてきたし、ダックツアーにも──





　……仕事ですよ？





　あ、そうそうっ。それに、ミミコが隔かく離りされたラッフルズ・ホテルにも、実際に宿泊して来たのです！　もちろん、彼女が泊とまったようなスペシャルな部屋ではなかったんですが……実はあのホテル、全室スウィートなんですよね。


　いやあ、ゴージャスでした（笑）。


　担当のキャサリンが、悔くやしがること悔しがること！（爆笑）





　……仕事ですからね？





　もちろん、大変だったこともありました。


　英語が喋れなくて苦労するというのは、比ひ較かく的てき──比較的、ですが──少なかったと思います。片かた言ことでも意思の疎そ通つうはできたので、食事の注文やタクシーの利用も問題なくこなせたし。そもそも、シンガポールは観光都市なので、基き本ほん的てきに外国からの観光客には優しい都市なのです。


　ただ、煙草たばこがね。吸すえないのですよ。


　ホテルでは、最初に喫きつ煙えん可か能のうな部屋を頼めば大丈夫ですが、それも部屋の中だけのこと。レストランで食後の一いつ服ぷくとか、歩いてて街角で休きゆう憩けいとかは難しいのです。公こう共きようの場所では禁きん煙えんというのが常識の国ですから。コンビニなんかでは煙草も売ってるのですが、パッケージには「あんたそのうち、こうなるよ」という写真がプリントされてて──確かに吸う気が失せました。ぐあー……


　しかし、それでも最初覚かく悟ごしていたよりは、ずっとマシでした。喫きつ煙えんスペースも、くまなく探せば見つかったし。逆に、途中からは喫煙スペースを探すミッション（任務ミツション？）が旅の楽しみにもなりました。


　まあ、多少の我が慢まんは仕し方かたないでしょう。


　何しろ、


　仕事、


　だったんですから！（そろそろクドいので、止めましょうね）





　ともあれ、実際行ってみて初めてわかったことは、多た々たあったように思います。


　南国ってこれまでに行ったことがなかったので、色々と新しん鮮せんでした。おそらくミミコも、こんな気持ちだったのでしょう。資料だけでも書けなくはないのですが、我が身で触ふれてみなければ書けないことも、確かにあるのです。（言い訳じゃないよ？）


　しかし、一番の感想は、作中でミミコも感じた通り、「シンガポールって特区っぽい」ということでした。特区は架か空くうの都市なわけですが、少なくとも筆者がイメージしていた「特区像」に極きわめて近かった気がします。


　シンガポールに行くまでは、ヴェネチアに近いイメージだったんですけどね。まあ、ヴェネチアの街並みもイメージには合ってたし、ヴェネチアとシンガポールと、あとお台場付近を足して割った感じなのかもしれません。





　もちろん、本当の特区は、読者の皆さんの心の中に、ひとつひとつ存在しているんですけど！（無む理り矢や理りキレイに締しめた！）





　あざの耕こう平へいのシンガポール・レポートも、『あざの耕平祭り』のサイトにあるブログで紹介する予定です。作中に登場したシーンの写真なんかも少しは載のっけるつもりなので、興味のある方は、ぜひアクセスしてみて下さい。


　キャサリンが歯は軋ぎしりしたのと同じ気分を味わえるかもしれませんよ？（性悪）
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　次はキャラクターの話を少々。


　懲こりないというかなんというか、物語も佳か境きように向かう本シリーズのはずなのですが、本作でもまた新しいキャラクターが増えています。


　十字軍の幹かん部ぶたちとか、他の血族の吸血鬼たちとか──あるいは、名前だけは出ていたけど本人は初登場となる『豪ごう王おう』や、出てきたもののひと言も喋しやべってなかった『西の虎こ仙せん』もいますね。


　また、短編集にのみ登場していた、月梅ユエメイやアルバートも、本編にて再登場となりました。サキやスワンの出番も増えてきたし、『ＢＢＢ７』で加わった、神父やベン、ジャネットなんかも引き続き活躍中。復ふつ活かつした九龍クーロン王おうも、当然健けん在ざいです。他にも、ラスト付近では「懐なつかしい面々」がちらほらと。そういや、いわゆる「人物」とは一いつ風ぷう異ことなるのまでいましたね（笑）。


　いったい全部で何人登場してきたことか。このあとがきを書いてる時点では、まだお目にかかっていないのですが、キャサリンがどんな登場人物紹介を用意するのか、他人事ながら心配になるほどです。（他人事なのか？）


　でまあ、何が言いたいかと申しますとですね──


　皆さん、キャラ把は握あくできてます？（恐おそる恐る）


　正直、「これは出し過ぎだろ？」と思わなくもないのですが──話の内容が内容だけに、「関係者」の数が増えるのは、いかんともしがたいところなのです。特にこの巻は、物語の状じよう況きようを再構築する必要があったため、どうしても色んな立場にいる人物を描びよう写しやする必要がありました。


　ただ、今回新たに加わった彼ら彼女ら全員が、今後も物語に関わってくる訳ではありません。「こんなん覚おぼえてられるか！」という方も、どうぞ安心して、気になるキャラだけ追いかけていて下さい。特に、初っぱなからドバッと出てきた怪しげな血けつ統とう名めいなんかは、気分だけ味わって下されば十分ですので。


　今後も、どいつが誰なのかといった登場人物の整せい理り整せい頓とんはなるべくフォローしていきます。何より、これから物語は、拡かく散さんではなく集束に向かって行く予定ですので、気楽に楽しんで頂ければと思います。


　……とか言いつつ、『ＢＢＢ９』では、また増えてたりしてね（笑）。





　余よ談だんですが、新キャラの中で筆者の一押しは、虎仙です！


　ああいうジジイ（とか言いつつ、実は中年男性です、虎仙は）たまにいません？　結構理想なんですよね。将来は、あんな風に気楽に悪あく態たいをついていられたらいいなー、と思います。
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　それでは、今回はこの辺で。


　イラストの草くさ河か遊ゆう也やさん。いつもいつもキツイスケジュールにしてしまって、大変申し訳ありません。とりあえず、ラッフルズ・ホテルのマグカップを買ってきましたので、お納おさめ頂ければと思います（笑）。物語もこれからが「詰め」ですし、格かつ好こういいイラストをお願いいたします。


　担当のキャサリン。いつもズルズル締め切り延のばして、ほんとにほんとにごめんなさい。とりあえず、シンガポールのココナッツ・ジャムを買ってきましたので、イラッと来たときは甘いものを摂せつ取しゆして下さい（笑）。ちなみに、『豪王』がミミコにプロポーズするというのは、実は彼女の提てい案あん。今後もナイスなアドバイスお待ちしております。


　そして、読者の皆さん。


　今回は結構うじうじした内容になってしまいましたが、最後はなんとか盛り上がったのではなかろうかと思います。次回からは派手なバトルも盛り込んでいく予定ですので、ご期待下さい。


　また、だいぶ複雑でややこしい話になってきてしまいましたが、物語の芯というか、ドラマの軸だけはぶらさないよう書き上げるつもりです。どうぞ最後までお付き合い下さいませ。


　それでは。







二〇〇七年　九月　あざの耕平





BLACK BLOOD BROTHERS 8


─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　宣戦恋歌─





あざの耕こう平へい
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